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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　彼らだけではない。


　混乱するマスコミや、奔走する警察と消防。


　逃げ惑う一般人や、不安にくれる吸血鬼たち。


　そのとき特区にいたすべての者に、彼の声、彼の思念は届いていた。




　かくて特区は炎上し、灰塵の中、新たな鼓動を刻む。









　　一章　特とつ区くと九龍クーロン










１







　光の瀑ばく布ふが夜の湾わん岸がんを染そめている。


　落下する『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の破は片へんが、激はげしく水面を叩たたいていた。立ち上がる水柱に、爆ばく発はつする水みず飛沫しぶき。荒あれ狂くるう海面。そのすべてが、燃もえ盛さかる炎ほのおと火の粉を受けて、砕くだかれた万まん華げ鏡きようのように無数の光こう彩さいを放っている。膨ふくれあがる巨きよ大だいな黒こく煙えんが地上からの光を浴びて、この世のものならぬ魔ま神じんのように、禍まが々まがしくそびえていた。


　いい夜だ、とカーサは思った。


　特区と本土に挟はさまれた湾岸。その上に浮うかぶ一艘そうのボートに、カーサは立っていた。


　風と共に駆かけ抜ぬける轟ごう音おんが、彼女の髪かみを梳くしけずっていく。風には、火と嵐あらしのにおいが混まじっていた。これから何かが始まるという、不安と期待。夜気が震ふるえている。まるで、香ホン港コンのようだ。


　カーサは大きく右みぎ腕うでを振ふり、胸むねに当て、一礼した。


　顔を上げ、再ふたたび視し線せんを投げた。


　対岸は、海岸線の直すぐ側そばまで古いビルが建ち並ならび、潮しお風かぜに外がい壁へきを晒さらしている。その中にひとつ、ぽつんと背せの低いビルがあった。屋上に明かりの点ともった小屋が建っていた。


　小屋から出て、こちらを見つめる人ひと影かげが三つ。


　ひとつは少女。健気けなげで、タフで、そして哀あわれな少女。彼女と友人になり損そこねたことを、カーサはいまも残念に思う。


　ひとつは少年。馬ば鹿かで、お人好しで、そして偉い大だいな少年。自分がかつて彼の──いや、彼女の友だったことを、カーサは片かた時ときも忘わすれたことがない。


　そして……


　──ふふ。にらんでる、にらんでる。


　胸の奥おくに、くすぐったい何かが生じた。


　同時に、小さく鋭えい利りな何かが閃ひらめいた。


　傷きずつき、それでいて満たされる、不思議な感覚。その感覚は、カーサを血に飢うえたときのように渇かつ望ぼうさせ、また、捨すてられた子こ供どものように怯おびえさせる。いつまでも貪むさぼっていたいが、牙きばを立てることを躊ちゆう躇ちよさせる。彼女の中心に生じ、彼女を縛しばり、支し配はいする。


　お前はどうだ？　とカーサは思う。


　お前はいま、私の姿すがたを見て、何を感じている？


　敵てき意い？　怒いかり？　あるいは、宿命？　他ほかには？


　三つ目の人影は少女の傍かたわらに立ち、背はい後ごに少年を庇かばっている。それがごく自然で当たり前のことのように。胸の中の何かが、ざわめきを大きくする。


　たとえば。


　過か去この幾いくつかの選せん択たくや自らの想おもいを変えていたなら、自分はいまもまだ、あちら側に立っていただろうか？


　ジローやその弟をからかったり。あの少女と親しく話したり。ケインを鼻であしらい、セイの説教を聞き流しながら、彼らと共に、生きていただろうか？　昔のように。


　透すき通る翠みどり色いろの瞳ひとみを、カーサは静かに閉とざした。黒いルージュを塗ぬった唇くちびるが、形を変えて苦く笑しようを結んだ。


　時は動いた。かつて香港で、彼女自身がジローに告げた言葉だ。


　──柄がらでもない。


　いまカーサと彼らの間は、湾と、『結界』と、過去の時間とで隔へだたっている。これからその隔たりを埋うめる。そのために、やって来た。


　カーサは力場思念ハイド・ハンドを駆く使ししてボートのエンジンを回した。


　荒あれる海を、ボートは滑すべるように進んだ。海岸線を回り込こみながら、三人のいるビルから離はなれていく。


　唇を甘あまく嚙かんだ。胸に拳こぶしを当て、ぎゅっ、と握にぎり締しめた。


　吹ふき付ける風は冷たく──だが、彼女の熱は冷めない。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　カーサの乗ったボートが遠ざかるのを、ジローは奥歯を嚙んで見送った。


　ここからでは追っても間に合わない。頭ではそう理り解かいしていても、身体からだはいまにも飛び出してしまいそうだった。銀ぎん刀とうの鞘さやをつかむ手が、きつく締められていた。


　セイの敷しいた『結界』が働いている以上、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』であるカーサは、特区には入れない。だが、わざわざ姿を見せに来たのだ。このまま消えるはずはない。必ず戻もどってくる。ジローの前に。


「……ジローさん、いまの？」


「ええ。どうやら、決着を付けるときが来たようですね」


　掠かすれた声で問うミミコに、ジローは重々しく頷うなずいた。


　ついに。


　抑おさえようもなく湧わき上がる幾多の想いがあった。あまりに強く唐とう突とつな感かん情じようの高ぶりに、ジローは目め眩まいすら感じる。百年の時間、百年の因いん縁ねんは、たとえ人ならざる身にとっても、一度に受け止められるものではない。


　しかし、


「……兄者」


　不安そうな弟の声を耳にした瞬しゆん間かん、ジローの軸じくは定まった。あごの強こわ張ばりが解とけ、吸血鬼ブラツク・ブラツドは微び笑しようを浮うかべた。


　コタロウにほほえみかけ、それからミミコに視線を向ける。


「ミミコさん。ショウゴに連れん絡らくを」


「あ、そ、そうね。わかった」


　ミミコが慌あわてて小屋に駆かけ戻る。彼女の背中が小屋に消えたあと、ジローは改めてコタロウの前にしゃがみ込んだ。


　弟の目をのぞき込んで、手のひらを頭に載のせる。柔やわらかな金きん髪ぱつを優やさしく撫なでた。


「……どうやら戦いが始まりそうです。兄は行かねばなりません」


「うん」


　コタロウは素す直なおに頷いた。大きな美しいブルーの瞳に、兄への信しん頼らいと、それ以外の何かが浮かんでいる。


「兄者」


「はい」


「気を付けてね」


「ええ」


　見ていて下さい、とジローは胸むねの裡うちでつぶやいた。


　貴方あなたの護ご衛えい者しやが使命を果たすのを、どうか見ていて下さい、と。


　ジローは手を放し、立ち上がった。目が自然と、カーサの去った方角を追った。横顔が再ふたたび、刃やいばの鋭するどさを帯びる。コタロウは黙だまって、兄の姿を見上げていた。


『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の炎ほのおは、一向に衰おとろえる気配を見せない。轟ごう々ごうと唸うなる炎の叫さけびが、特区の夜を脅おびやかしている。決戦の火ひ蓋ぶた。いかにもカーサらしい。


　ミミコが小屋から走り出てきた。手に携けい帯たい電話を握り締めている。不安と緊きん張ちようを我が慢まんしているのだろう。さすがに顔色は悪い。


「駄だ目め。部長の携帯、繫つながらないわ。情じよう報ほう部ぶの方も。こっちはきっと、一般いつぱん回線に規き制せいをかけてるんだと思う」


「事じ務む所しよはどうです？」


「ええ。『黒くろ蛇へびカーサ』を目もく撃げきしたって情報は伝えた。本部にも、事務所経けい由ゆで伝わると思う」


「わかりました。しかし……」


　陣内の電話が繫がらない？


　ジローはわずかに眉まゆをひそめた。


　さっきの爆ばく発はつを聞いていなかったのだろうか？　交こう渉しよう事ごとの多い立場上、彼が携帯を切るのは珍めずらしいことではない。しかし悪いタイミングだ。神父が不ふ在ざいのいま、ジローや旧きゆう香港組、『カンパニー』の間の連絡を統とう制せいし、指し示じを出すには、彼がもっとも適てき役やくなのだが。


　そこへ、


　──……ジロー。


　──龍りゆう殿どの！


　頭の中に直ちよく接せつ話しかける声がした。念話トーク・パスである。セイだ。ミミコとコタロウもハッと顔を上げた。どうやら、ジローに話しかけつつ、他の二人にも伝わるよう念を送っているらしい。


　──龍殿。いまの爆発はお聞きですね？　カーサです。湾わん岸がんに現あらわれたのを確かく認にんしました。


　──やはり……


　──おそらく、彼女一人ということは──


　──待て。いま……


　──遅おくれました。


　新しい声が加わった。今度はケインだ。


　ただ、声がやや遠い。しかも高速で移い動どうしている最中らしい。


　──龍殿。尾お根ね崎ざきから連絡が。つい先ほど、『赤い牙レツド・フアング』のチャーター機が何者かに撃げき墜ついされました。いま現げん場ばに向かっていますが、直前に入った陣内の報告によると、この攻こう撃げきは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の手による可か能のう性せいが高いとのことです。


　──ショウゴが？


　──ジローか。そちらの方でも何かあったらしいな。


　──『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』が爆ばく破はされました。それに、カーサが姿すがたを見せた。ついさっきです。


　当然予想はしていただろう。しかしそれでも、ジローの台詞せりふを聞いたケインは、歯は軋ぎしりするような気配を示しめした。


　──正面切って攻せめてきた、という訳わけか。くそっ。


　ジェット機の撃墜と『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の破は壊かい。二つのニュースは、間もなく世界中を駆かけ巡めぐるだろう。それだけでも重大な事じ態たいだが、問題は、そのニュースに吸血鬼の存そん在ざいが加わるか否いなかである。


　情報部はすでに全力で情報規制に取りかかっているはずだ。だが、つい昨夕にもジローとゼルマンの戦せん闘とう行こう為いをもみ消したばかりである。多くの者はろくな休息もとっていない。第一、今回の件けんは、昨夕の事件とは規き模ぼからして比くらべ物にならない。果たしてどこまで対たい応おうできるか。


　もっとも、いま案じるべきは、そんなレベルの問題ではない。


　──よいか。


　と、セイがいつになく厳きびしい口調で言った。


　──カーサらは二手に分かれ、東西二箇か所しよから攻撃を仕し掛かけた。第十地区テン・ヤードの空港と、第一地区フアースト・ヤードの『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』。幸いというべきか、いまのところ、かの血けつ統とうの気配が急きゆう増ぞうする様子は見えぬ。だが、こうも堂々現れたからには、このまま済すますはずはあるまい。奴やつらは本気だ。必ずや次の手を打ってこよう。


　セイの見解に、ジローとケインも同意した。二人とも、敵てきは本気だ、という点について、一いつ片ぺんの疑うたがいも持っていない。前回カーサが乗り込んできたときとは、明らかに様子が違ちがう。むしろ、これほど人目を引く破壊活動に出たこと自体が、彼女たちの決意表明とも取れる。


　──だが、余よが『結界』を張はる限かぎり、奴らは特区には侵しん入にゆうできぬ。どのような奇き策さくを用いようと、このことに変わりはない。また、そうである以上、戦いようはある。


　セイは厳おごそかに告げた。


　思念には乱みだれがない。静かな、それでいて強い断だん言げんだ。日ひ頃ごろ温おん厚こうな彼とは、ひと味違っていた。ジローは否いや応おうなく、十一年前のことを脳のう裏りに思い浮かべた。より一いつ層そう、身が引き締しまっていく。


　そして、それはセイも同じであるらしい。


　──余はしばらく『結界』の維い持じと奴らの捜そう索さくに努める。ケインはそのまま空港に向かい、当地の混こん乱らんを治おさめよ。ジローは橋に向かえ。双そう方ほう、手に余あまるようならば、余が縮しゆく地ち法にて駆けつけよう。香港とは異ことなる。奴らは数も少なく、何より九龍王クーロンおうを欠いている。余やお主らが後れを取ることはない。


　奇き門もん遁とん甲こうを操あやつるセイには、特区の各所を瞬しゆん時じに移動する能力がある。敵の狙ねらい、もしくは居い場ば所しよが完全に知れれば、ただちにセイ自らが出向いて各個撃破することも可能なのだ。彼ならば、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の誰だれが相手であろうと、敗北することはあり得ない。


　──龍殿どの。私は『結界』には……


　──わかっておる。


　ジローの台詞を、セイは先んじて遮さえぎった。


　ジローは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ではないが、結界に反はん応のうする。これは、彼に流れる『賢者けんじやイヴ』の血が持つ性せい質しつ、「血を吸すった血統の力や性質を、自らに取り込む」という極きわめて特異な性質のためだ。


　──奇門遁甲にて、お主を『結界』の外に通す。ただし、戒いましめよ。一度出れば、今度は入れぬ。念を飛ばせば余が再ふたたび中に入れるが、『結界』を盾たてとして使うことは難むずかしかろう。良いな？


　──無む論ろん。


　もとより気を抜ぬくつもりは毛頭ない。ジローは毅き然ぜんとして首肯しゆこうした。


　──あとは、いかに秘密裏に事を治めるか、ですね。


　ジローの問いに、しかしセイは首を振ふった。


　──否。事は特区のみならず、世の趨すう勢せいに関かかわる。人々に戦せん禍かが及およぶことは可能な限り避さける。が、ジロー。ケイン。いよいよとなれば、まず敵の殲滅を優先せよ。


　きっぱりと言い放つセイに、ジローの眼がん光こうが否応なく鋭するどさを増ました。隣となりで聞いていたミミコも息を呑のんだようだ。


　しかし異い論ろんを唱えることはできなかった。被ひ害がいを最さい小しよう限げんに食い止めるというセイの並なみ々なみならぬ決意が、念話トーク・パスによって伝わってくるからだ。香港を失い、誰よりも悲ひ嘆たんしたセイである。その心中は察して余あまりあった。


　──月下を乱みだせし奴らの跳ちよう梁りよう、なんとしてもここで食い止める。よいな。今度こそ、香港の怨おん念ねんを完全に……


　と、


　突とつ然ぜん、セイの言葉が途と切ぎれた。


　念話トーク・パスはまだ繫つながっている。だが、セイから伝わるのは沈ちん黙もく──絶句だった。


　──龍殿？


　ジローとケイン、それにミミコが不ふ審しんを向けた。セイは喘ぎ声をもらした。


　──……なんという。


　──どうされましたっ？


　──墓ぼ所しよの封ふう印いんが、破やぶられた。


　それを聞いた者たちが受けた衝しよう撃げきは、カーサたちの襲しゆう来らいを知ったときよりさらに激はげしかった。ケインが制せい御ぎよも忘わすれ、驚きよう愕がくの念を放った。


　──そんな！　カーサたちが近づけるはずがありません。あそこには──


　──……遺い灰はいの気配が感じられる。間違いない。『真しんなる銀ぎん』が持ち去られた。


　言葉と同時に、セイは自らが感じた感覚を、ケインとジロー、それにミミコたちにも伝えてきた。


　ジローが目を瞠みはる。


「真銀刀ジエンインタオで封印を!?」


『真なる銀』。真銀刀ジエンインタオ。セイが属ぞくする『真しん祖そ混こん沌とん』の血統に伝わる、真銀ジエンインで作られた剣けんだ。その剣は、黒き血の悉ことごとくを破は壊かいする。吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって、もっとも破は滅めつ的とされる武ぶ具ぐだった。香港で、かの九龍王クーロンおうを打ち倒たおしたのも、この剣である。そのとき、真銀刀を振るって始祖ソース・ブラツドを手にかけたのは、他ほかならぬジローだった。


　セイから伝わってきたのは、真銀刀の情じよう報ほうだけではなかった。剝むき出しになった遺灰の気配に、ジローはぞくりと背せ筋すじを粟あわ立だたせた。忘れられない気配。確たしかに、十一年前香港で対たい峙じした、九龍王クーロンおうのものだ。


　一方ミミコも啞あ然ぜんとした。セイからの思念で伝わってきた墓所の場所。通い慣なれた以前の職しよく場ば、『カンパニー』調停部事じ務む所しよの、すぐ隣だったのだ。


「つまりあたし、毎日第十一地区イレブン・ヤードの前を通って、事務所に通ってたの？」


　とんでもなかった。陣内はこのことを──知らない訳わけがない。知った上で、平然と黙だまっていたのだ。つくづくふざけた上司である。


　ジローとミミコの驚愕を余よ所そに、セイとケインは鋭く意見を交かわす。


　──あれを持ち去るなど、吸血鬼には不ふ可か能のうです。まさか『ウォーカーマン』が人に憑ひよう依いして……


　──同じこと。あやつの憑依とて、黒き血の力に違ちがいはない。『真なる銀』はあらゆる黒き血の力を断たつ魔ま剣けん。鞘さやに収おさまった状じよう態たいですら、触ふれることさえできぬはず。


　──なら？


　──……『真なる銀』は、我わが祖そ混こん沌とんが、人のために鍛きたえ、人に与あたえし、人の剣。持ち去ったのも人であろう。


　セイの深しん刻こくな思念が、彼と繫がる者たちに重々しくのしかかった。「龍殿？」とジローは思わず声に出して尋たずねた。


　──もしカーサらに味方する人間がいるなら、その者が彼女らを『結界』に招まねき入れることができるのでは？


　ジローの問いには、ケインが答えた。


　──いや、ジロー。『結界』内に招き入れるには、『特区の住人』という条じよう件けんが必要だ。それも、相手が吸血鬼と知った上で、本人の意い志しで招かねばならん。そんな人間を、そうそう都合よく用意できるとは思えん。


　──うむ。だが、『真なる銀』を持ち去るだけなら……


　むろん、その点はケインもセイも承しよう知ちしていた。封印が、人間に対しては効こう果かを発はつ揮きしないことを。だからこそ、遺灰が封印された墓所の在処ありかを、頑かたくなに秘ひ匿とくしてきたのだ。


　──……墓所には、余よが向かう。


　セイはそう言ったが、彼の声は重苦しい。たとえ彼が出向いたとしても、『真なる銀』を取り戻もどすことは不可能なのだ。どれほど強大な力を有しようと、彼もまた吸血鬼ブラツク・ブラツドなのである。『真なる銀』の力には太た刀ち打ちできない。


　しかし、


「あ、あのっ。あたしも行きます！」


　ミミコが声を上げた。セイとケインが驚き、ジローは思わず傍かたわらの少女を振ふり返った。


「ミミコさんっ──」


「──危き険けんです！　なんて、言わなくていいわよ。言われなくてもわかってるから」


　ミミコは不ふ敵てきにほほえんだ。ジローがもどかしげに口元を歪ゆがめる。


　ミミコが無理をしているのは明らかだった。ただ、それでも彼女の瞳ひとみには、ジローの口を閉とざさせるだけの意志が宿っていた。


「ジローさんについて橋に行くことはできそうにないし。かといって、クビになったあたしが『カンパニー』に顔を出しても、邪じや魔まになるだけだしね。その点、事務所なら、ヒバリちゃんや他ほかのみんなとも連れん絡らくがつくわ」


「しかし──」


「それに、このビルのこと、カーサは知ってたみたいじゃない。どうせ避ひ難なんするなら、セイさんと一いつ緒しよにいるのが特区で一番安全よ」


　正せい論ろんだった。さすがは調停屋というべきか、こんな状じよう況きようで弁べんが立つのは大したものである。ジローはしばらく真剣な眼まな差ざしでミミコを見つめていたが、最後には余計なことは言わずに、黙って頷うなずいた。


　──ミミコ。頼たのめるか？


「はい、セイさん。剣を振るって戦えってのは無理だけど、いざというときの持ち運びぐらいなら」


　セイの思念に、ミミコがハキハキと答える。


「急ぎましょう。この際さい、時間はいくらあっても足りません」


　人間の少女の言葉に、古血オールド・ブラツドたちは首しゆ肯こうを返す。


　破は局きよく的てきな事態に対たい処しよすべく、ひとつずつ組み上げられていた彼らの意志。そこに、ひと筋すじの光が差し込こんだようだった。人はときに、理り屈くつ抜ぬきで平然と希望を掲かかげてみせる。不死の者たちが往おう々おうにして見失う力だ。


　ジローが弟の顔を見下ろした。


「コタロウ。ミミコさんのことを、お願いします」


「うん！　任まかせてよ。兄者だけじゃくて、ぼくも頑がん張ばるからねっ」


　コタロウは両手で握にぎり拳こぶしを作ると、元気よく突つき出した。


　すると不意に、セイがコタロウに呼よびかけた。


　──……コタロウ。


　その思念に含ふくまれた普ふ段だんと異ことなるニュアンスに、ジローとケイン、ミミコは気がついた。


「ん？　なに、セイ？」とコタロウだけが無む邪じや気きに尋ねた。


　──いま、余らに何か、伝える言葉はあるだろうか？　何か、必要なものが？


　セイが問う。彼が何者に助言を求めているのか、コタロウをのぞくその場の全員が理り解かいした。


　即そく答とうがあった。





「覚悟を」





　ひどく素そっ気けないそのひと言は、冷気が肌はだの上を吹ふき抜けたようだった。『東ひがしの龍りゆう王おう』に、『アザミ邸ていの騎き士し』。『銀ぎん刀とう』と、そしてミミコが、一様に青ざめるのがわかった。


　答えた当人は、口にした途と端たんぽかんとなった。自分が何を口走ったかさえ、わかっていないような顔だ。


　──……そうか。ありがとう、コタロウ。


「あ、あれ？　ぼくいま……？」


　──よい。余よらはすでに、『それ』を持っている。あとはただ、殉じゆんずるのみ。ジローよ。


　──はい。


　──しばし……時間を与あたえる。十分後、奇き門もん遁とん甲こうでお主を送ろう。


　──……畏かしこまりました。


　セイは厳おごそかに告げると、全員の健けん闘とうを祈いのったのち、念話トーク・パスを解といた。ケインもセイに続いた。


　二人の気配が消えたあと、ジローは改めて弟を見やった。コタロウはまだ少し混こん乱らんしている。


「あ、あの。兄者。ぼく──」


「いいんですよ、コタロウ。私も龍殿どのと同じです」
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　そう言って片かた膝ひざをつくと、ジローは両りよう腕うでを伸のばし、戸と惑まどう弟を優やさしく抱だきしめた。


　思わぬ抱ほう擁ようにコタロウは目を丸くした。が、やがて嬉うれしそうに満面を綻ほころばせ、兄の首筋に抱きついた。こうしてさえいれば何も案じることはないと、心から信じている笑え顔がおだった。


　長い黒くろ髪かみとふわふわした金きん髪ぱつが重なり合う。この瞬しゆん間かんを惜おしむように、兄と弟は互たがいの身体からだを抱きしめ合った。そして、こつん、と額ひたいを当て、ジローが最愛の血族を放した。二人の視し線せんが固く結び合い、互いの繫つながりをより強固にするのがわかった。


　と、二人が離はなれるのを待っていたようなタイミングで、


「……コホン」


　ミミコが軽い咳せき払ばらいをした。ジローが振ふり返る。ミミコは行ぎよう儀ぎよく両手を前で揃そろえつつ、余よ所そを向いている。


「ミミコさん？」


「…………」


「……え？」


「…………」


　コホン、ともう一度、ミミコの咳払い。さっきの咳払いも、咎とがめるのではなく、「順番」を待っていたらしい。ジローが察して赤くなった。


「え？　あの……」


「…………」


「い、いります？」


「………………」


　余所を向いたままのミミコの頰ほおが朱しゆに染そまる。ジローは「あー」と意味のない言葉を出した。両手が主の真意を理解できず、そわそわとしている。コタロウがじっと兄を見つめていたが、心なしか視線が厳きびしい。


　やがて堪こらえきれなくなって、ミミコが「ぷっ」と小さく噴ふき出した。


「あー、やれやれ」


「や、やれやれは……ないでしょう」


　抗こう議ぎしつつも、自覚があるので語ご勢せいが弱い。ミミコはもう一度、肩かたを震ふるわせた。


　それから、


「ねえ、ジローさん」


「な、なんですか？　私は別に、あなたが必要だというのなら、あれぐらいのこと──」


「『デザート』、食べてって」


「え？」


　ジローが聞き返すと、ミミコは、元気づけようとして少し失敗した、泣き笑いのような表ひよう情じようを見せた。ジローはハッと真顔になった。


「ミミコさん……」


「へへ。それぐらいしか、あたしにはできないからね」


　ミミコがもう一度、さっきと同じ笑みを浮うかべる。


　ジローは、一度目を閉とじ、首を振ってから、穏おだやかな微び笑しようを湛たたえた。彼女の両手を取り、そっと持ち上げた。


　ミミコがジローを見る。二人の視線が交差した。彼方かなたの炎ほのおが、二人の横顔を闇やみの中に浮かび上がらせている。


「喜んで頂いただきましょう。そして、『それぐらいのこと』が私にとってどれほど大切か、いまからあなたに教えて差し上げます。遠えん慮りよなく我わが脈動を感じ取ってください。私の気持ちを」


「……ジロ」


「葛城ミミコさん」


「は、はい」


　ミミコが返事をする。ジローは彼女の手を、両手で包み込んだ。


「あなたと共に戦えることを、私は誇ほこりに思います」





　　　２





　兄が王として生まれ変わったとき、ラウ・王ウオンは十七だった。


　ラウと兄とは、腹はら違ちがいの兄弟になる。ラウの母は、父の正せい妻さいではなかった。父や父の実家からは冷れい遇ぐうされていたし、彼自身、父も、その家も嫌きらっていた。


　だが、兄だけは唯ゆい一いつの例外だった。一族がこぞって母子を差別するなか、兄は常つねに優しく接せつしてくれた。他の者に内ない緒しよで便べん宜ぎを図はかり、支し援えんし続けてくれた。彼の尽じん力りよくなくして、自分と母が生き残ることはできなかっただろう。金きん銭せん面でもそうだし、精せい神しん面でもそうだ。また、受けた恩おんを抜ぬきにしても、やはり彼は兄が好きだった。少し変わったところのある兄だったが、それさえも魅み力りよくだった。


　だから、兄が人ならぬ女じよ性せいに恋こいをしたと知り、その想おもいを打ち明けられたとき、全面的に支し持じをした。牙きば持つ義ぎ姉しができることを、ひねくれ者らしく大いに喜んだ。また、兄自身が夜の闇やみに身を転じたときも──それも、新たな血脈の祖そとして生まれ変わったときも、無む条じよう件けんで兄を受け入れ、兄のために戦った。あえて言うなら、兄が特別な存そん在ざいであることが、彼の最大のプライドだった。


　いまも変わらない。


　人間たちや、その社会がどうなろうと、彼は気にしない。数十億という人類の中でただ一人敵てきに回ることを、自らの使命と決めている。兄の牙を受けなかったのは、その方が役に立てたからだ。いずれ訪おとずれる死でさえも、彼には些さ細さいなことだった。彼の生き方は、シンプルだ。自分自身と、身内のために生きる。この他ほかの生き方には、なんの興きよう味みもなかった。いまでは少しばかり「身内」が増ふえたが──それはそれで面おも白しろい。何しろ愉ゆ快かいな連中だ。


　戦乱の世に生を受けたなら、梟きよう雄ゆうとして名を馳はせたかもしれない。あいにくそうはならなかったので、せめて世界を相手に戦争を楽しんでいる。


　何者にも縛しばられることなく、自らの意い志しで進む道を決め、その道のりを淡たん々たんと進む。


　姉し弟ていの八番目。ラウ・王ウオンとは、そんな男だった。
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「しかし、扱あつかいにくそうな剣けんだな」


　手に提さげた剣をちらりと見て、ラウは率そつ直ちよくな感想をもらした。


　直すぐ身みの剣で、鞘さやの先から柄つか頭がしらまでが一メートル以上もある大剣である。当然、重量もかなりある。いつの時代の物だか知らないが、洗せん練れんの欠片かけらもない剣だ。むしろ、祭器に近い物なのかもしれない。


　しかし、この剣の持つ威い力りよくたるや、半はん端ぱではない。何しろ、呆あきれるほど化け物じみた彼の姉弟たちが、揃そろって太たい鼓こ判ばんを押おしている。彼の実兄もまた、この剣の前に破やぶれたのだ。


「とにかく、まずは合流だ」


　棺ひつぎのあった部屋から、広い納のう骨こつ堂へ。さらに天井に空いた穴あなの下まで移い動どうしたラウは、しばらく頭上を見上げ、耳を澄すませていた。地上の気配を探さぐっているのだ。誰だれもいないと判はん断だんしたあとは、堆うずたかく重なった瓦が礫れきの上を、軽けい快かいな足取りで駆かけ上った。


　何気なくこなしているが、相当鍛きたえられた敏びん捷しようさとバランス感覚である。最後に大きくジャンプして天上の縁へりに手をかけ、剣を持った身体からだを持ち上げて地上に出た。


　空には月。夜気はさっきより肌はだ寒ざむい。


　記念碑ひが丸ごと地下に埋うもれるほどの騒そう音おんを立てたわりに、様子をうかがいに来る者もない。ひょっとすると、姉弟の起こした騒ぎの対たい応おうで、手が空すく者がいないのかもしれない。好都合だ。このまま──


「──！」


　予よ測そくしていた訳わけではない。ただの勘かんだ。しかし、その直感と持ち前の反はん射しや神しん経けいが、結果的にラウの命を救った。


　ラウは身を投げ出した。その直後、彼が立っていた位置を──彼の頭部を正せい確かくに──銃じゆう弾だんが貫かん通つうした。後こう背はいにあった鉄てつ柵さくに着弾して、一いつ瞬しゆんの火花を飛ばした。


　ラウは地面を這はうように手近な墓ぼ石せきの陰かげに飛び込んだ。再ふたたび銃弾が飛来した。二連射。大地が弾はじけ、隠かくれた墓石が、チュインと音を立てて削けずられた。


　ラウはコルトを抜いた。様子をうかがうべく、わずかに顔をのぞかせる。直後に、前方で銃火が閃ひらめき、ラウは顔を引っ込めた。鼻先で火花が飛んだ。


　顔を出した位置を、正確に射しや撃げきしている。しかも、この銃声はハンドガンのものだ。


「……おいおい。結けつ構こう距きよ離りあるぜ？」


　ラウは背せ中なかを墓石に押し当てた。ジャケット越ごしに感じる、冷たい石の感かん触しよく。そのずっと先に、神経を集中させる。


　襲しゆう撃げきをしかけたのは一人らしい。銃声が途と切ぎれたあと、こちらに駆け寄よる足音が聞こえた。どうやら人間のようだ。だが、聞こえてくる足音は、警けい戒かいしつつも速い。その上、安定感がある。


　墓所から持ち出した剣は、人間相手で邪じや魔まにしかならない。いまラウの手にあるのは、射しや程ていの短い短銃身リボルバースナブノウズのみ。これでは所しよ詮せん当たらない。ラウは再び墓石の向こうをのぞき込むと、墓地を駆ける人ひと影かげ目がけて発はつ砲ぽうした。牽けん制せいだ。こちらも銃を持っているというアピール。だが、これは失敗だった。襲撃者は、即そく座ざに墓石の陰に逃のがれたが、すぐに接せつ近きんを再さい開かいした。逆ぎやくに、こちらの銃が小型拳けん銃じゆうと知って、動きが大だい胆たんになっている。


　ラウが舌した打うちする。敵の足取りには躊ちゆう躇ちよがない。いまや、襲撃者からははっきりと殺気が感じられた。


　軍人らしさは感じない。どちらかといえば、傭よう兵へい崩くずれやマフィア、殺し屋くさい動き。が、放たれる殺気は、冷静にコントロールされた、鋭するどく強いものだ。場数を踏ふんだ手て練だれである。完全にこちらを仕し留とめる気でいる。


「くそっ。ザザの野や郎ろう……敵地に乗り込むなら、それなりの装そう備びを持ち込め」


　敵の正体はわからないが、こんなところで手間をかけるわけにはいかない。ここは逃にげの一手だが……


「楽には逃がしてくれそうもないな」


　もう一度牽制。襲撃者の足が止まった。そして、今度はすぐには動き出さない。間合いに入ったと判はん断だんしたのだ。ラウの間合いではなく、襲撃者自身が、ターゲットを逃がさない間合いに。


　ラウが思わずニヤリとした。剣にせよ、銃にせよ、戦せん闘とうは決して嫌きらいではない。特に、人間同士の勝負なら。ラウはそっとつま先立ちになり、細く息を吐はき出した。


　しかし、次の瞬間、彼の意い識しきが他ほかに逸それた。背後。大地に空いた大穴と、墓地を仕切る鉄柵のさらに向こうだ。鉄柵の先は、植え込こみと空き地が広がっている。その空き地に、一台のワゴンが乗り込んできたのである。


　逃げることもできず立ち竦すくむラウを、ワゴンのヘッドライトが白々と照らし出した。


「ラウ君！　こっちだ！」


　その声を聞いた瞬間、ラウは──そして襲撃者も──同時に駆け出した。


　ラウは振ふり返らず、勘かんだけを頼たよりに背後へ発砲。応おう射しやが来た。おそらくは、全力で走りながらの発砲。足あし下もとに外れた。


　ラウは真銀刀を鉄柵の向こうに放ほうり投げるや、猫ねこのように跳ちよう躍やくし、身体を伸のばして鉄柵に張はり付いた。高さはざっと二メートル半。駆け寄った勢いきおいのまま柵を乗り越える。背後で──ほとんど耳元かと錯さつ覚かくするような背後で、銃声。左ひだり肩かたを熱が掠かすめた。が、そのときにはラウは、柵の反対側に身を躍おどらせていた。


　着地の衝しよう撃げきを膝ひざのバネで殺す。一瞬動きが止まったところに、容よう赦しやのない銃撃。しかし鉄柵がこれを阻はばんだ。ラウは立ち上がりながら落ちていた真銀刀を拾い、ワゴンの助手席に駆かけ寄った。ラウが手を伸ばすより先に、ドアが内側から蹴けり開けられた。


　シートに飛び込む。ラウはドライバーを見てぎょっとし、ドライバーもまた悲鳴を上げた。


「女ぁ？　しかもなんだ、それ？　いつからそんな趣しゆ味みになった？」


「きぃやああ！　後ろっ。その剣をさっさと後ろに投げて！　死ぬ！」


　ハンドルを握っていたのは、フリフリのドレスを着た、ツインテールの少女だった。恐おそろしく場ば違ちがいだが、これがザザの端たん末まつらしい。


　ガン！　と音を立てて車体に銃弾が着弾した。


「ラウってば！　剣のけてっ。早く！」


「わかった！　いいから出せ！」


　ラウが真銀刀を後部座ざ席せきに放った。ザザはぎゃあぎゃあ喚わめきながら、アクセルを踏み込んだ。


　もう一度着弾。フロントガラスを貫かん通つうした銃じゆう弾だんにラウが首を竦すくめたとき、ワゴンは猛もう烈れつな勢いで発進。百八十度旋せん回かいしながら鉄てつ柵さくに背せを向けた。


　とっさにラウが鉄柵の向こうを見やる。ヘッドライトが外れる瞬しゆん間かん、両手に拳銃を構かまえてマグマのような眼まな差ざしを向ける、紫むらさき色いろの髪かみの男が見えた。


　ラウは頭をシートに沈しずめた。バックを見せたワゴンへ立て続けに銃弾が浴びせられ、リアウィンドウがガラスの破は片へんとなって降ふり注いだ。それでも、ワゴンは急速に鉄柵から──墓ぼ地ちから離り脱だつした。





　　　３





　確たしかどこかの路地、そう、パン屋の裏うらだ。


　野の良ら猫ねこの群むれにパンの耳を与あたえていた。あとで理由を聞いたところ、餌え付づけして子分にし、野良猫窃せつ盗とう団だんを結成しようと目もく論ろんでいたらしい。なかなか大それた構こう想そうだ。目があった瞬間、周りの猫たちの誰よりも早く路地裏に逃げ込んで消えた。それが最初だった。冗じよう談だんみたいだが、本当である。


　それからしばらく、どういう訳わけかばったり出くわすことが多かった。試ためしにあんパンを与えると、あっさり餌付けができ、あとは顔を見るたびに無言の視し線せんで食べ物を要求してきた。ひと目見て才さい能のうを見み抜ぬいたとか、隠かくされた素そ質しつを感じたとか、ましてや運命の出会いを予感したわけでは、まったくない。ただ──少しずつ距きよ離りが縮ちぢまるのが、ちょっと嬉うれしかったのは覚えている。ベンチに座すわる距離だ。もらったパンを無心に食べる彼女と、煙草たばこを吸すいながらそれを眺ながめる自分との。


　また明日な、ミミコ君。


　そう呼よびかけたときの彼女の驚おどろいた顔は、いまでも忘わすれない。彼女はそれまで一度も、自分の名前を告げていなかったのだ。そもそも、彼女の名前を知る者など、逃にげ出した施し設せつの人間たちだけのはずだった。


　あんた何者、といまさら尋たずねる彼女に、彼は得意げに答えた。


「敏びん腕わん調停員コンプロマイザー」


　と。





　実はただの偶ぐう然ぜんだったこと。彼が彼女のことを、勝手に「パンの耳子」と命名していて、うっかりその名で呼んでしまったということは、いまも内ない緒しよのままである。


　正直、拾いものだった。


　人生はときに、とても素す敵てきだ。
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　声が聞こえる。どこかで誰かが怒ど鳴なっている。誰だろう、と陣内は思った。声は徐じよ々じよに大きくなり、気がつけば彼の感覚を占せん領りようしていた。沈しずもうとする意い識しきが反はん応のうし、闇やみから光へと浮うき上がった。


　たちまち全身を覆おおう苦く痛つうに、陣内は顔をしかめた。だが、それより深しん刻こくなのは、痛みさえ上回る、身体からだの重みと濃のう密みつな倦怠感だ。自らに迫せまるリアルな「死」が感じられた。ああこれは保ちそうにないな、と陣内は不思議と冷静に悟さとった。


　陣内の反応を見たのか、怒鳴り声が激はげしさを増ました。陣内は弱々しく、目ま蓋ぶたを持ち上げた。


　ぼやけた視界の正面に、誰かの顔が見える。紫色の髪に、垂たれ目がちの瞳ひとみ。陣内のよく知る、旧きゆう友ゆうの顔だ。


「……リン……」


「先生っ！」


　たちまちリンスケが甲かん高だかく叫さけんだ。


「先生っ。しっかりしろ。目を開けて、俺おれを見ろ！　寝ねてんじゃねえよっ、クソ！　ふざけんなよ！」


　リンスケは取り乱みだしていた。髪を振ふり乱し、目を赤くして、唾つばを飛ばしている。こんな彼の姿すがたを見るのは、ずいぶんと久ひさしぶりだ。香港以来である。


「何やってんだよ、馬ば鹿か野や郎ろう。こんなとこに一人でよおっ。ひとにはあんだけ慎しん重ちようにやれって言ってたくせに──ああ、クソ。畜ちく生しようっ！　どうして俺にひと言声をかけなかったんだ！　あんたの代わりなんて、どこにもいねえんだぞ！」


「……リン、スケ」


　思わず苦く笑しようしながら、陣内は声を振り絞しぼった。身体にガタが来ている。ただ喋しやべるだけで汗あせが噴ふき出た。


「お前……言葉が、昔に……戻もどってる、ぞ？」


「それがどうした！　いいから、しゃきっと目ぇ覚ましやがれっ。助けは呼んである！　すぐに──」


「無む駄だだ……」


　掠かすれた、しかし穏おだやかな声で、言い聞かせるように陣内は言った。


「もう……助からん。してやられたよ……さすがは……ウォーカー……」


「冗談じゃねえ！」


　リンスケが大声で怒鳴った。


　声を張はり上げることで、彼自身認みとめざるを得ない事実を搔かき消そうとしているのだ。リンスケは幼よう少しようの頃ころより、香港の暗黒街で育っている。こんな風に撃うたれた人間を、何人も見てきた。この傷きず。この出血。様よう態たい。陣内がどういう状じよう況きようか、彼にはよくわかる。わかってしまう。


　しかし──


「違ちがうだろ!?　あんたは特別だ。スペシャルなんだ！　こんなとこでこんな風に死ぬわけがねえ。こんなちっぽけな傷でどうこうなる男じゃ絶ぜつ対たいにねえ！　そうだろ？　あんた、聖せい戦せんの英えい雄ゆうだぞっ。こんな……こんな……！」


「私は……何も、特別……ない……」


「黙だまれ！」


　リンスケは陣内の台詞せりふを拒ひ否ていして首を振った。そして、陣内のスーツを両手で握にぎり締しめ、自分こそが致ち命めい傷しようを負い、その痛みに耐たえているようにうなだれた。


「……頼たのむ。頼むよ。俺はまだ、あんたに何も……なんの借りも返してねえんだ。こんなんで、死なねえでくれよ……」


　リンスケの哀あい願がんは、石室の内ない壁へきに殷いん々いんと木こ霊だました。すぐ背はい後ごには巨きよ大だいな棺ひつぎがある。消えゆく小さな赤い血を、冷然と見下ろしている。


　陣内は泣きわめくリンスケを見やり、のろのろと視し線せんを棺に向けた。ここからではよく見えないが、すでに真銀刀は持ち去られているだろう。敵てきに対し、大きなリードを許ゆるしてしまった。


　しかし、もはや自分にできることはほとんどない。賽さいは投げられ、舞ぶ台たいは動き、そして自分はここで退たい場じようするのだ。受け入れるしかない。


　こうなったときのために、打てる手はすべて打っておいた。あとは──


「……リンスケ……聞け。頼みが……」


「るせえっ。いいから、黙ってろ」


「リン、スケ……！」


　陣内が奥おく歯ばを嚙かみしめる。気を抜ぬくと消え入りそうな意識を必死に繫つなぎ止めているのだ。


「しっかりするのは……お前の方だ。聞いて……くれ」


　力を振り絞って指を動かす。スーツの内ポケット。リンスケが陣内の動きを察し、彼の代わりに懐ふところを探さぐった。現あらわれたのは一通の封ふう筒とうだ。


「……神父に……」


「……クソッ。ああ、畜生」


　罵ののしりながら、リンスケは何度も頷うなずいた。


　軽けい薄はくなようで情じようの深い男だ。奇き抜ばつな装よそおいや仕草は、半ば照れ隠かくしに過すぎない。表立って動くことを嫌きらい、地味で堅けん実じつな仕事で、自分やジローを常つねにバックアップし続けた。本人はなんの借りも返していないと言ったが、とんでもなかった。彼がいてくれたおかげで、どれだけ行動の幅はばが広がったことだろうか。


　本当なら、ミミコと同じように、もっと日の当たる場所に導みちびいてやりたかった。いまも、伝えたいことは山ほどある。


　だが、すでに口はほとんど動かなくなっていた。瞳ひとみが結ぶ映えい像ぞうも、さっきよりどんどんぼやけている。


　突とつ然ぜん、リンスケがガバッと身を起こした。振り返り、跳はね上がった右手が銃じゆう口こうを入り口に向けた。


　しかし、照しよう準じゆんはすぐに外れた。石室の入り口に立って啞あ然ぜんとこちらを見るのは、子こ供どものように小さい人ひと影かげだった。


「龍先生！」


　リンスケが驚おどろきと喜びの叫さけびを上げた。セイは石室内の光景を見て打たれたように立ち尽つくしたが、すぐ小さな唇くちびるを結び、二人の側そばに歩み寄よった。


　陣内の隣となりに片かた膝ひざを着く。陣内は焦しよう点てんの定まらぬ視線を、偉い大だいな月下の長老に向けた。


「……セイ……」


　──良い。喋しやべるな。


　頭の中に慈じ愛あいに満ちた声が染しみ入った。広大で奥おく深ふかい、月夜の海のような声だ。


　冷えゆく身体からだと意い識しきとを、王の気配が温かく包み込こむ。陣内はほっと息を抜き、鉛なまりのようだった目ま蓋ぶたを閉とざした。光が消え、あとには優やさしい闇やみが残された。


　──セイ。助かります。そして申し訳わけない。真銀刀は奴やつらに持ち去られました。


　──わかっている。しかしいまは……


　──いや、聞いてください。持ち去ったのは、『赤い牙レツド・フアング』の戦術顧問タクテイカル・アドバイザーとして特区に入った人間の男です。名はラウ・王。本人は姉し弟ていの八番目……そして、アダム・王の実弟と名乗りました。


　──九龍王クーロンおうの人間の弟!?　そのような者が……！


　──奴らは『結界』を破やぶる気です。セイ。辛つらいでしょうが、最悪の場合……


　陣内は一いつ瞬しゆん言葉を切り、そしてきっぱりと思念を続けた。


　──特区は諦あきらめて下さい。


　セイの思念が激はげしい動どう揺ようを顕あらわにした。


　彼ほどの大吸血鬼には、希け有うなことである。おそらく、他ほかの誰だれに言われたとしても、彼がこれほど動揺することはなかっただろう。


　陣内は続ける。


　──この地は大事でしょう。人や吸血鬼が生きていく以上、『場所』は必要だ。しかし、より大切なのは、特区という人工島ではなく、特区に生きる『精せい神しん』です。


　──……その『精神』は、この地に根付いてこそ。


　──それが事実なのはわかります。だが、甘あまえでもある。


　──なっ。


　──この地でしか通用しない理想に、世界を変えることができますか？


　死に瀕ひんした男の言葉とも思えない、それは烈れつ火かの問いだった。陣内は、誰よりもはっきりと、特区の置かれた状じよう況きようを把は握あくしている。それでいて、これほどに厳きびしい台詞を、特区の守しゆ護ご者しやに告げているのだ。セイは息を呑のんでいた。


　だが、厳しいだけの男ではない。告げるべきことを告げたのち、陣内の思念は柔やわらかくなった。


　──セ……イ……


　と、つぶやいたあと、陣内の意識は急速に明めい確かくさを失った。優すぐれた知ち性せいがその構こう成せい力と鋭えい敏びんさを失い、代わりに束そく縛ばくから解とき放たれたように、自由に漂ただよい始めた。


　まとまりのない思念の多くは、感かん謝しや。セイやリンスケ──この場にいないすべての者に向けられた穏おだやかな笑えみ。


「先生っ！」


　リンスケが堪たまらずに叫んだ。セイの表情がかつてなく引き締しまった。


　──陣内ショウゴ。厳しく、気高く、而しこうして愛を知る、赤き血よ。余よの血を授さずける。月の祝福に身を委ゆだねよ。


　セイの思念が膨ふくれあがるのがわかった。太陽のものとは違う清せい廉れんな光が、音もなく辺りを満たした。


　天駆ける竜りゆう神じんが、この石室に顕けん現げんしたかのようだ。数千年の時を生き、他ほかのどの牙きばよりも深く身近に人の世を見守ってきた大吸血鬼『東ひがしの龍りゆう王おう』。その彼が、自ら望んで、新たな血族を求めているのだ。


　しかし……


　もはや精せい密みつな形を成さなくなった陣内の意識は、照れくさがるように流動したのち、静せい穏おんに拝はい辞じの意い志しを見せた。


　続いて、泡ほう沫まつのようにぽつぽつと、その理由が告げられた。セイは全ぜん霊れいを尽つくして、陣内の思考を紡つむいだ。


　そこに現あらわれるのは、陣内ショウゴの骨こつ格かく。その土台となる、人と吸血鬼に対する深い洞どう察さつ、理り解かい、共感だ。


　吸血鬼が血族への転化で、黒き血けつ統とうを繫つなげるように、人もまた、その意志を次世代の者に託たくすことができる。それこそが、黒き血の不死性に勝まさるとも劣おとらない、赤き血の永えい遠えん性である。人の歴史が途と切ぎれることなく今日まで続いてきた、その根元だった。


　陣内もまた、人として生まれ、死んでいく。だが、ここで彼という個こ体たいは消えても、彼が築きずいた意志は残る。彼の意志はすでに次の者に受け継つがれている。その実感があればこそ、陣内は穏やかな境きよう地ちで死を受け入れることができている。


　喜びや誇ほこりと共に脳のう裏りに浮うかぶ、彼の仲間、親友、そして一人の少女。彼女の姿すがたを見て、セイはもはや陣内の意志を変える術すべがないことを認みとめた。月下に名高い偉大な長老は、己おのれの無力に頭こうべを垂たれた。


　──そうか……


　と、ただひと言だけ、彼の大切な友人に言葉を返した。


　陣内の唇くちびるが動き、うわごとのように言葉をささやく。リンスケが素す早ばやく耳を寄よせた。


「……ジロ……ミ……」


「わかってる！　わかってるよっ」


　陣内が微かすかに笑う。


「あり……が……と……」


　その言葉と共に、陣内は最後の息を吐はき出し、以後呼こ吸きゆうを停止した。


　石室はしんと静まりかえっている。図はからずも、ここは香港で没ぼつした霊を祀まつる場所だ。遅おくれてきた旧きゆう友ゆうを迎むかえ入れるかのように、厳げん粛しゆくと静せい謐ひつが、陣内の死を見守っている。


　リンスケが喘あえぐように口を開け、しかし何も言わずに嘆なげきをのみ込んだ。セイは牙を嚙かみしめ、頭上を仰あおいだ。


「……さらばだ親しき人の子よ。生ある限かぎり、余は汝なんじを記き憶おくに留とどめよう」





　そして、香港の知られざる英えい雄ゆうは、彼かの地の聖せい戦せんより十一年後、特区に没した。


　のちに歴史が特区聖戦と呼よぶ戦いの、最初の戦死者として。





　　　４





「……昼間の会議は天てん佑ゆうだったな」


　尾根崎が言った。


　一見静かな表ひよう情じようの中で、両目の眼がん光こうだけが焼けたコークスのようだ。足早に、ただし決して走り出すことなく傲ごう然ぜんと足を進めている。スーツに包まれた身体からだから、組そ織しきのトップが放つ威い圧あつ感がにじみ出ていた。


「胸むねくその悪い事じ態たいだが……少なくとも、客をもてなすことはできる」


　彼に半歩遅れてぴたりとあとに続くのは、尾根崎の腹ふく心しん、張ジヤンだ。周囲を油ゆ断だんなく警けい戒かいしつつ、『カンパニー』会長の言葉に心から首しゆ肯こうした。


「単に戦力という以上に、心強いことです。同志がいる、というのは」


　九龍王クーロンおうの遺い灰はいが特区に存そん在ざいする。その情じよう報ほうが吸血鬼たちから明かされて以来、『カンパニー』と彼らの関係には大きな傷きずが生じていた。だが、今日の午後に行われた会議で、両者は再ふたたび手を取り、歩み寄ることができた。ほんの数時間前のことである。


　両者の関係は、まだ完全に回かい復ふくしたとは言えない。しかしこうして襲しゆう撃げきを受けたいま、会議の意い義ぎは極きわめて大きい。尾根崎が天佑と言うのも無理のないことだった。むろん、尾根崎や張、セイやケインたちの決断あってこその天佑だ。


　すでにケイン・ウォーロックはこちらに向かっている。本部からの情報では第一地区フアースト・ヤードでも爆ばく破は事じ件けんがあったようだが、セイもまた混こん乱らん収しゆう拾しゆうのために行動を開始しているだろう。この、頼たのもしさ。これこそが、『カンパニー』の──いや、特区、の誇る強さである。


「ただし、状じよう況きようはこの上なく厳きびしい」


　と張は続ける。


「最悪の展てん開かいも念頭に置いておくべきです」


　淡たん々たんとした枯かれた声には、鋼はがねの手て触ざわりが感じられる。声だけではない。目つきや仕草。立ち居い振ふる舞まい。老骨から発せられるのは、引き絞しぼった弓ゆみ弦づるの如ごとき気配だ。尾根崎は一いつ瞬しゆんだけ、彼が頼たよりとする片かた腕うでに一いち瞥べつを投げた。


「……あらゆる事態を想定して事に臨のぞむのが組織の頂ちよう点てんに立つ者の義ぎ務むだ。あらゆる事態を想定し、それを乗り越えることが」


　尾根崎の言は揺ゆるぎない。張は一瞬何か諫かん言げんする素そ振ぶりを見せた。が、一度開きかけた口を、それまで以上に固く結んだ。


　悲ひ壮そうな、しかし迷まよいのない意い志しの光が、薄うすく開いた目ま蓋ぶたの奥おくで閃ひらめき、速すみやかに潜ひそめられた。あるいはこのとき、張は来たるべき未来における自らの責せき務むを再さい認にん識しきしたのかもしれない。


　ロビーを抜ぬけ、空港ビルを出る。


　ジェット燃ねん料りようの異い臭しゆうがここまで漂ただよっていた。空港職しよく員いんの避ひ難なんも続いている。もっとも、一いつ般ぱん客がほぼ皆かい無むなのは、不幸中の幸いだろう。『赤い牙レツド・フアング』を特区に迎えるに当たり、この時間帯は『カンパニー』が空港設せつ備びを借り切っていたのだ。


　二人を誘ゆう導どうしていたバドリックが、拳けん銃じゆうを手に周囲の安全を確かく認にんする。外のロータリーでは、彼の指し揮きする鎮ちん圧あつチームが待機していた。隊長代理の姿すがたを見て、ただちに数名のリーダーが駆かけ寄よってきた。


「隊長！」


　さすがに青ざめた様子の部下に、バドリックも厳しい面おも持もちで頷うなずいた。


「怪け我が人は？」


「いません」


「滑かつ走そう路ろには誰かやったか？」


「斥せつ候こうに四人。ただ、人命救助をのぞいて手出しは控ひかえるよう言ってあります」


「よし。マスコミはどうだ？」


「まだ到とう着ちやくしていません。ただ、本部から取材ヘリが出たという連れん絡らくが入りました」


　部下の報告に、バドリックは背はい後ごを振り返る。情報部部長は、彼の意を察して頷いた。


「マスコミに関しては情こ報ち部らが手を打ちます。本部にも指し示じは伝えてある。鎮圧チームは敵てきのことだけ考えて下さい」


　相変わらず超ちよう然ぜんとした張の態度は、こういう緊きん急きゆう事態にあって、いかにもありがたい。


バドリックはしっかりと頷き返した。


「君」


　と、尾根崎が隊員に声をかけた。


「『赤い牙レツド・フアング』はどうなった？　遠目に見た限かぎり、まだ生き残りがいるようだが？」


「はっ。機体の落下から爆発までのわずかな時間に、かなりの人数が脱だつ出しゆつした模も様ようです。負ふ傷しよう者しやは多数出たようですが──彼らは吸血鬼です。すでに回復し、態たい勢せいを整えつつあります」


「……指揮系けい統とうも生きているのだな？」


　確かく認にんするバドリックに、問われた隊員は「おそらく」と返答した。


　バドリックと尾根崎、張が無言で視し線せんを交かわした。


『赤い牙レツド・フアング』はきな臭くさい。それは、この襲撃を直前になって警けい告こくしてきた陣内が、電話越ごしにもらした台詞せりふだった。


「しかし、到着した本隊は奇き襲しゆうを受けた。『赤い牙レツド・フアング』全体というより、部隊内部に九龍クーロンの手が伸のびている、と見るべきか」


「……差し当たり、最有力はフォックスですな」


　張の冷ややかな指し摘てきに、尾根崎はほぞを嚙かむ。実じつ際さい、戦術顧問タクテイカル・アドバイザーである彼は、本来この場にいなければならないはずだ。それが、連絡すら付かないままである。


「とにかく、会長は一度本部にお戻もどり下さい。私も同行します。バドリック君。この場は頼たのめますな？」


「もちろんです。護ご衛えいに数名つけましょう。敵が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だけとは限らない」


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は『結界』内に入れないが、それは敵方も先せん刻こく承しよう知ちしている。どんな手を打ってくるかわからないのだ。


「ただ、『赤い牙レツド・フアング』はどうします？　どんな形であれ特区内に入った者たちに関しては、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に感かん染せんしている可か能のう性せいはない。それに、内通者の存そん在ざいはさておき、仮かりにも米軍虎とらの子の特とく殊しゆ部隊が、部隊ぐるみでやつらに荷か担たんするというのも」


「ええ。考えにくいですな。ただ、万が一にもあなた方だけで彼らと対立する展開は避さけたい。ミスター・ケインの到着を待って判はん断だんした方が良いでしょう」


「はい。もっとも、それが可能なら、ですが」


　バドリックが幾いく分ぶん引きつった笑えみを見せた。見み透すかすように、張が両目を鋭するどく細めた。


「バドリック君。神父はいま、特区にいない。鎮圧チームを指揮するのは、君しかいないのです」


「……失礼しました。全力を尽つくします」


　待機中のチームには、第一地区フアースト・ヤード方面への出動を命じている。本来なら、先行してすでに特区入りしていた『赤い牙レツド・フアング』にも協力を要よう請せいしたいところだが、現げん段だん階かいでは「準じゆん備び」に留とどめていた。この状じよう況きようでは『カンパニー』の監かん視しは到底行き届とどかない。出動を要請すれば彼らとて「現場の判断」で行動せざるを得ないだろうし、そうなったとき、彼らをどこまで信しん頼らいできるかは、まだ計れないからだ。


　もっとも、そんな悠ゆう長ちようなことは言っていられなくなる可能性が高かった。特区全ぜん域いきを守るには、何しろ戦力が足りない。


　後方で控ひかえていた隊員が一人近づいてきた。


「隊長。『赤い牙レツド・フアング』が動きました。滑走路の先に向かっています。先ほど、ミサイルが発はつ射しやされたとおぼしき付近です」


「反はん撃げきに出る気か？」


　バドリックは思わず聞き返した。


　あれほど大だい胆たんな奇襲の直後とは思えない。普ふ通つうなら全ぜん滅めつ以外あり得ない攻こう撃げきだったのだ。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドの身体能力を持ち、且かつ軍隊としての統制を持つ部隊。なるほど、並なみの常じよう識しきは通用しないらしい。


　と、尾根崎がスーツから携けい帯たいを取りだした。着信があったらしい。しかし、取り出した携帯を見て顔をしかめた。


「──会長？」


「覚えのない番号だ」


「それは……」


　張も語ご尾びを濁にごして、微かすかな緊きん張ちようを漂ただよわせた。


　いまこのタイミング、というのが気になる。敵てきである『九龍の血統クーロン・チヤイルド』には、かの『ウォーカーマン』を筆頭に、『黒くろ蛇へびカーサ』など曲くせ者ものが揃そろっている。どんなアプローチをしてくるか、わかったものではないのだ。


「……知られている限りでは、電気的に変へん換かんされた音声を媒ばい介かいとした魔ま術じゆつは存在しません」


「ああ。いずれにせよ、無視はできん」


　言って、尾根崎は通話ボタンを押おした。


　真っ先に聞こえてきたのは、相手の声ではなく、その背はい後ごの雑ざつ音おんだった。爆ばく発はつ──いや、風に煽あおられ、炎ほのおが激はげしく燃もえ上がる音だ。尾根崎はとっさに、火の手の上がる滑かつ走そう路ろの方へ視線を向けた。


「まさか──」


『……ハロー？　「オーダー・コフィン・カンパニー」、尾根崎会長か？』


　尾根崎は思わず目を丸くした。


　女性の声だったのだ。それも若わかい。「女の子」と言う方がしっくりくる、少し舌した足たらずな声だ。


　しかし、その口調は声の印象に反して、尊そん大だいですらある。


　『ハロー？　聞こえているのか？　ハロー？』


「……聞こえる。私が尾根崎だ」


『結けつ構こう。突とつ然ぜんに失礼をしたな。我わが名はジャネット・ハーゲンダルフ。「壮そう剣けんローラン」の血けつ統とうに連なる者だが、訳わけあって「豪ごう王おうフォワード」の客人となっている。たったいま不ふ埒らちな襲しゆう撃げきを受けた、「赤い牙レツド・フアング」を預あずかる責せき任にん者しやだ』


「『赤い牙レツド・フアング』の隊長!?」


　尾根崎がもらした返事に、張は息を呑のみ、バドリックはぎょっとした。


　電話越ごしの声は、悠然と続ける。


『ふむ。ずいぶん手て荒あらい歓かん迎げいだと思ったが……どうやら「カンパニー」にとっても予想外の事じ態たいだったようだな。互たがいを疑うたがわずに済すんだという点は、幸運であった』


　台詞せりふの内ない容ようは皮肉っぽいが、口振りは至いたって真ま面じ目めである。不ふ遜そんな言葉遣づかいと子こ供どもっぽい声こわ音ね。それに背後から聞こえる炎の轟ごう音おん。ひどいギャップに、さすがの尾根崎もペースが保たもてない。


　が、仮かりにも『カンパニー』会長として、十一年間特区を司つかさどってきた男だ。内心の動どう揺ようを意い志しの力でコントロールし、


「了りよう解かいした」


　と素す早ばやく告げた。


「ミズ・ハーゲンダルフ。コンタクトが取れたことを、私も嬉うれしく思う。部隊の状態は？　敵はまだ近くにいると思うが、支し援えんできることはあるか？」


『これはかたじけない』


　尾根崎の質しつ問もんに、『赤い牙レツド・フアング』隊長は礼を述のべた。彼の率そつ直ちよくな態度が気に入ったのか、口くち振ぶりが幾いく分ぶん楽しげに変化している。


『では忌き憚たんなく言わせてもらうが、いま必要なのは貴君の「許きよ可か」だ。本来なら挨あい拶さつが先になろうが、かような無礼を受けた以上、見み過すごすわけにはいかない。我われらはこれより敵に対し報ほう復ふくを行う。ついては、「カンパニー」会長に、特区内での戦せん闘とうを容よう認にんしていただきたい。よろしいな？』
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　今度も即そく座ざに返答が来た。それも十分満足のいくものだ。


『願ってもない。こちらも「カンパニー」指し揮き下にある対吸血鬼部隊をバックアップにつける。報道関係についても、配はい慮りよは無用。可か及きゆう的速すみやかに、敵を排はい除じよして頂いただきたい』


『カンパニー』会長の依い頼らいを聞いて、ジャネットはにっこりほほえんだ。


　余よ計けいな装そう飾しよくのない、誠せい実じつな言葉だ。怯ひるむことなく現げん状じようを把は握あくしているし、危き機きに立ち向かわんとする明めい確かくな意志が感じられる。頭の回転も速い。


　ジャネットはアメリカを発つ際さい、『カンパニー』と『赤い牙レツド・フアング』先行部隊との間で様々な政せい治じ的駆かけ引きがあったと聞いていた。腹はらの読み合いを嫌きらう彼女は、特区での立ち回りをどうすべきか、億おつ劫くうに思っていたのだ。


　しかし、少なくともいま現げん在ざい、尾根崎という人間からは、そんなしがらみは感じられなかった。それだけの度量の持ち主なのだろう。好漢だ。


「……我らはこの地を警けい護ごすべく、本国より遣つかわされた」


　とジャネットは電話越しに告げた。


「秩ちつ序じよを乱みだす賊ぞくどもを討うつのは、当然の義ぎ務むだ。が、その遂すい行こうを躊躇ためらうことなく支持してくれた判はん断だんには感かん謝しやを述べる。不ふ測そくの事態に臨のぞみ、陣じん営えいを共にするのが貴君のような人物で幸いだった。貴君の誠せい意いに応こたえるためにも、まずは我らの力量をお目にかけよう」


　それに──と、これは口には出さずに付け加える。


　特区には「あの方」がおられるのだ。良いところをお見せせねば。やる気に満ちたジャネットは、背せ筋すじを伸のばし、眉まゆをきりりとさせた。


　もっとも、その様子を尾根崎が目にしていれば、彼はいよいよ困こん惑わくを深めたかもしれない。ジャネットは三百年近い歳さい月げつを生きた古血オールド・ブラツドながら、見た目は十四、五歳さいの少女だったからだ。


　麦わら色の髪かみを固く結ゆい上げているのだが、剝むき出しになったおでこが子こ供どもっぽい印象をさらに深めている。瞳ひとみの色はブラウン。顔立ちは可愛かわいらしく、目元にはそばかすがある。身長も低い。一番小さいサイズの迷めい彩さい服ふくとボディアーマーを装そう着ちやくしていても、腕うでは袖そでをまくっているし、足あし下もともピン留どめしてなおだぶついているぐらいだ。


　ただ、大おお粒つぶの瞳に宿る光は、成せい熟じゆくした女じよ性せいのそれであり、対たい峙じした者の襟えりを正させる、凜りんとした清らかさがあった。また、部下たちと違ちがい、銃じゆうの類たぐいは装そう備びしていない。腰こしのベルトから下げられているのは、中世の騎き士しが愛用した十字剣けんだ。


「情じよう報ほう収しゆう集しゆうの必要もあるだろう。可か能のうなようなら捕ほ虜りよにする。ではな。事が済すみ次し第だい、もう一度連れん絡らくしよう」


　すでに戦闘に入りつつある。必要なことを伝えたジャネットは、さっさと電話を切ろうとした。


　しかし、


『待ってくれ。敵てきに関して情報がある』


「え？」


　尾根崎の台詞に、彼女は思わず、外見相そう応おうの可愛らしい声を返した。


「敵が何者か、ご存ぞんじなのか？」


『ああ。これは「九龍の血統クーロン・チヤイルド」の襲しゆう撃げきだ』


「なにっ!?」


『「黒くろ蛇へび」という古血オールド・ブラツドを知っているか？　敵の首しゆ領りようと目される人物だ。実は現在、ここだけでなく特区の反対側でも本土との連絡橋が爆ばく破はされた。その近くで、彼女が目撃されたという通報が入っている』


　ざわり、と鳥とり肌はだが立つのを感じた。ジャネットは思わず、部下が索さく敵てきに出た方向をにらんだ。


「確たしかなのか？」


『我々はそう考えている。特区に住む有力な古血オールド・ブラツドたちも同意見だ』


「……なんと」


　一年半前、特区に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が現あらわれたことは、米軍もつかんでいる。だが、彼らの足あし跡あとは途と絶だえており、現れた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は駆く逐ちくされたものと考えられていたのだ。


　それが、またしても特区に現れたという。しかも、彼女の部隊の到とう着ちやくと同時に先せん制せい攻こう撃げきをしかけた。これは、彼らが『カンパニー』内部の事情に通じている証しよう拠こだ。単なる「出現」というよりは、何らかの意図の元、特区を狙ねらい打ちした結果としか思えない。


　その上、『黒蛇』の目撃情報と来た。むろん、ジャネットは『黒蛇』と蔑べつ称しようされる女吸血鬼の存在を知っていた。それも、個こ人じん的に。


「……あの混こん血けつ児じ……生きていたか」


『なに？』


「あ、いや」


『黒蛇』はジャネットよりさらに長い時を生きた強力な吸血鬼だ。魔ま術じゆつの天才であり、卓たく越えつした戦せん闘とうセンスを有している。何より、彼女の側そばには、かつて香港で共に戦った、凄すご腕うでの古血オールド・ブラツドたちがいるはず……


　まさか──と、ジャネットの背せ筋すじを電流が駆け抜ぬけた。


　まさか、あの男も？


『ジャネット？　ミズ・ジャネット？　どうされた？』


「……済まない。しかし……尾根崎会長。その話が確かなら、これは容よう易いならざる事じ態たいだぞ？」


『まさに仰おつしやる通りだ。十分に警けい戒かいし、慎しん重ちように行動してくれ。言うまでもないが、敵はいくらでも「数」を増ふやすことができる。戦闘経けい験けんが浅く、しかも個体として強力な君の部下たちは、敵にとって格かつ好こうの標的となりかねない』


　もっともな指し摘てきである。そして、その危き惧ぐを裏うら付づけるかのように、ジャネットの元に部下から思念が投げ掛かけられた。


　──隊長。敵とおぼしき男と接せつ触しよくしました。これより交戦に入ります。


　部下の思念は冷静だ。逆ぎやくに、ジャネットの鼓こ動どうが速まった。


　──もう？　場所は？　数は？


　──敷しき地ち外です。滑かつ走そう路ろの先。投とう棄き物や木材、ゴミが浮うき島しまのように集中している場所です。確かく認にんできた敵てき影えいは一名。


　──一人？


　──アラブ系けい。二メートル近い大男です。おそらく吸血鬼。両手に長刀を携たずさえています。


　──アラブ系!?　両手に──っ！


「いかんっ」


　反はん射しや的に、ジャネットは声を出して叫さけんでいた。


　──総そう員いん後こう退たい！　滑走路の中央付近で隊列を組み直せ。手出しは無用だ。散開し、移い動どうしつつ、防ぼう御ぎよのみに集中しろ！


　と、索敵に出ていた分隊に、思念で指し示じを飛ばす。


「お前たちもだ！　別命あるまで、この場にて待機っ。いいか。一いち箇か所しよに固まるなよっ。可か能のうな限かぎり交戦は避さけろ！」


　声を張はり上げて周りの部下たちにも命令したが、『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちは、突とつ然ぜんの隊長の変化に驚おどろいているようだった。この辺り、どれだけ訓練されていても、実戦経験の薄うすさが浮うき彫ぼりになっている。


『なんだ？　どうしたっ？』


「接敵した！　一度切るぞっ。バックアップを頼たのむ」


『待てっ。特区には「結界」が──』


　ジャネットは携けい帯たいを切った。動きの鈍にぶい部下たちをもう一度怒ど鳴なりつけ、敵が現れたという場所を目指して滑走路を駆ける。


　直後に、眼がん前ぜんから力の波動が、津つ波なみの如ごとく押し寄よせてきた。


　敵意や憎ぞう悪おではなく、戦意と、不動の存そん在ざい感。荘そう厳ごんさすら感じさせる、圧あつ倒とう的てきな波動だ。向こうにその気がなくとも、身体からだが勝手に反はん応のうし、威い圧あつされるようだった。ジャネットの足が、意い志しに反して停止した。


　続いて、目指す滑走路の先に、霧きりのような物が爆ばく発はつ的に発生した。目で見ているのではない。感じているのだ。強力な吸血鬼が力を振ふるう際さいに現れる、眩霧リーク・ブラツドだ。


　そして、この気配はよく知っている。


「まさか……まさか……」


　間を置かず、激はげしい銃じゆう声せい──そして、部下たちの悲鳴が聞こえてきた。攻こう撃げきをしかけた分隊の気配が、次から次に、まるで稲いな穂ほを刈かり取るようにあっさりと消えていく。


「おのれ！」


　止まっていた足を再ふたたび動かし、ジャネットは全力で滑走路を走り抜けた。


　広い滑走路を走りきり、投棄物からなる浮島に跳ちよう躍やく。安定の悪い足場を物ともせず、一気に眩霧リーク・ブラツドの中心を目指す。


　いた。


　荒こう野やにも似にた寂さびれた風景の中、月光を跳はね返す長いふた振りの三日月刀。双そう刀とうを操あやつり殺さつ戮りくの舞まいを踊おどるのは、白衣の男だった。


　並なみ外はずれた巨きよ漢かんだが、バランスの取れた体たい格かくのために鈍どん重じゆうさは微み塵じんもない。一見鋭するどさを感じさせない動きが、魔ま法ほうのように血ち飛沫しぶきをまき散らし──にもかかわらず、身にまとう衣い装しようには、一いつ滴てきの返り血すら浴びていなかった。


　銀色の刃やいばや白い衣装と、対照的な赤しやく銅どう色いろの肌はだ。彫りの深い容よう貌ぼうと、貫かん禄ろくのあるあごひげ。頭に巻まいたターバンが、場ば違ちがいなほど優ゆう雅がに閃ひらめいている。


　変わっていない。最後に見た、あのときの姿すがたのままだ。脳のう裏りが熱く、真っ赤に染そまる。噴ふき出した怒いかりに、ジャネットは瞬しゆん時じ我われを忘わすれた。


「ダール卿きようぉっ！」


　牙きばを剝むいて叫んだ怒声に、ダールはちらりと視し線せんを向けた。が、まったく遅ち滞たいすることなく剣けんを振り抜ぬき、背はい後ごに迫せまっていた『赤い牙レツド・フアング』の隊員──索さく敵てきに出ていた最後の一人だ──を、斜ななめ下から斬きり上げた。


　血流が宙ちゆうに舞まう。斬られた隊員が身体を仰のけ反らせ、灰はいになって崩くずれた。ガリッ、とジャネットは奥おく歯ばを嚙かんだ。


　ダールは両手に双刀を携たずさえたまま、静かな眼まな差ざしでジャネットに対たい峙じした。


「……来たか。久ひさしぶりだな、ジャネット」


「やはり貴き様さまも生きていたのだな……ダール卿」


　呼こ吸きゆうが速くなるのを抑おさえられない。正せい義ぎを信しん奉ぽうする一族の血が、ジャネットを激しく駆り立てていた。


「しかもまだあの蛇へびめと行動を共にするのかっ？　血族を裏うら切ぎり、同族を裏切り、我わが父を裏切りながら、よくもおめおめと生き恥はじを晒さらしたものだ！」


　火を噴くようなジャネットの糾きゆう弾だんを、かつては聖せい人じんとまで呼よばれた偉い大だいな古血オールド・ブラツドは、何も言わずに受け止めた。彼女を見つめる瞳ひとみには、いまもなお豊ゆたかな英知と慈じ愛あいが見て取れる。九龍クーロンに染まり、彼に寄せられた幾いく多たの信しん頼らいを、悉ことごとく踏ふみにじった、いまでも。


「……父は最後まで貴様のことを信じていた。何か考えがあるのだと。いずれ必ず話してくれるとっ。だが、あんなに苦しそうな父を見たことは一度もなかった！　あまつさえ暗殺者を使って父を討うつなど……何がアラビアの英えい雄ゆうだ！　貴様は最悪の裏切り者だ！」


　ジャネットは古血オールド・ブラツドである。それも、武ぶ芸げいに秀ひいでた、強力な血けつ統とうの血を継ついでいる。彼女が感かん情じようを爆発させると、その影えい響きようで力場が発生し、不安定な足あし下もとを荒あら波なみのように揺ゆらした。


　それでも、自然体で構かまえるともなく構えるダールは、微び動どうだにしない。わずかに苦く悩のうと悲しみをにじませ、ゆるゆると首を振った。


「……お前が父親の命に従したがい、『豪ごう王おうフォワード』の客人として、彼を補ほ佐さしていたことは知っていた。『赤い牙レツド・フアング』の隊長として、異ことなる血統の部下を鍛きたえていたことも。だが、ここから先は関かかわるな。アメリカに戻もどり、特区に手を伸のばすのは諦あきらめるよう『豪王』を諭さとすがいい」


「黙だまれ！　よくもそんな口が利きけるなっ」


　ジャネットはそう吐はき捨すてると、音を立てて剣を抜いた。


　父から受け継いだ名剣。ダールの双刀──「ライオンの尾シヤムシール」と、幾いく度たびも手合わせしてきた剣だ。その切っ先を、真まっ直すぐダールの心しん臓ぞうに向ける。


「……『壮そう剣けんローラン』の名において……また、我が闇の父マスター、聖せい騎き士しペンテウスの名において！　ダール卿っ。貴様を誅ちゆうする！」


　ジャネットが高らかに宣言する。ダールは、わずかに双そう眸ぼうを細めた。


「……お前には無理だ、ジャネット。退ひかぬなら──ここで、斬きる」


「退かぬ！」


　直後に、ジャネットの身体からも、眩霧リーク・ブラツドが噴ふん出しゆつした。頼たよりない足場を力の限かぎり蹴けり、正面から斬り込む。


　だらりと下げていたダールの双刀が持ち上がった。連動して、足が大地を滑すべる。爆発的なジャネットとは正反対の、一ミリグラムの無む駄だもない動き。十字剣が右手の曲刀に触ふれたとき、ダールの身体はジャネットの突とつ進しんを受け流す位置にあり、左手の曲刀は初めからそこにいたかのように、頭上──彼女の首くび筋すじへ真っ直ぐ振ふり下ろせる位置で月光を弾はじいていた。


　ジャネットが空中で身体を捻ひねる。ダールは強ごう引いんに斬りかからず、しかし彼女の動きを完かん璧ぺきに追つい尾びする。ジャネットは片かた足あしを地面について体たい勢せいを整え──終わる前に、十字剣を横よこ薙なぎに振って、近づくダールを牽けん制せい。ステップを踏ふみ、両足で地面を捉とらえて、さらに二の太た刀ちを斬り込む。


　ダールの曲刀がジャネットの一いち撃げきを受け止めた。恐おそるべきことに手て応ごたえがない。まるで真ま綿わたに包まれたような感かん触しよく。ジャネットはそれを、強引に切り裂さかんとする。ガツン、と額ひたいに衝しよう撃げきが来た。ダールの力場思念ハイド・ハンド。一瞬視界がぶれる。


「くっ！」


　剣を立てながら、半歩退さがる。ほとんど同じタイミングで、ダールも半歩詰つめる。双そう刀とうは構えもせず、腕うでから垂たらしたままだ。まるでダンスを踊おどっているようだった。ダール一人が、二人の動きを支し配はいしている。ジャネットは感情にまかせ、破やぶれかぶれに剣を振った。むろん、当たらない。それどころか、跳はね上がったダールの右足が下か腹ふく部ぶに吸すい込まれ、彼女の小こ柄がらな身体は、いとも容易たやすく蹴り飛ばされた。


　何気ない蹴りだが強きよう烈れつだ。受け身も取れず、ジャネットはゴミの山に突つっこんだ。咳せき込み、涙なみだを流しながら立ち上がる。剣けんを構える。ダールは彼女を蹴り飛ばした位置で、静かに立って、待っていた。


　剣けん技ぎ以前の問題だった。完全に格かくが違ちがう。


「退け」


「……退かぬ」


　ダールと、ジャネットの闇の父マスターペンテウスは、かつて夜の世界で最強の剣士と並ならび称しようされた実力者だった。二人は互たがいに剣の腕を競きそいつつ、血統の違いを超こえた、深い友ゆう誼ぎで繫つながっていた。そして、二人が顔を合わせるとき、その側そばにはジャネットがいた。ときには、ダールが連れてきた、のちに『黒蛇』と呼ばれる女じよ性せいや、彼女の従じゆう者しやも一いつ緒しよに。


　幾いく日にちも飽あきることなく、剣を交える二人の名剣士。勝負の最中に魔ま術じゆつをしかけ、ダールの注意を受ける『黒蛇』。退たい屈くつしたジャネットの相手を、嫌いやがることなく務つとめてくれた従者の青年。まだ他の血族と交流することが少なかった彼女にとって、心の躍おどる時間だった。


　それがどうだ。過か去この想おもいの、なんと無む惨ざんに破られたことか。


　父はよく、ダールの双刀が紡つむぎ出す剣けん舞ぶを、芸術的と讃たたえていた。『舞まい姫ひめバサラ』の血統が秘ひめる優ゆう美びさと苛か烈れつさが、見事な調和を見せている、と。しかもダールは、千年に近い時を生きた大吸血鬼である。所しよ詮せん、ジャネットが敵かなう相手ではない。現げんに、ろくに剣を交えることすらできていない。


　だが、それでもやはり、彼を前にして退くわけにはいかないのだ。『壮剣ローラン』の末まつ裔えいとして。誇ほこり高き『聖騎士』の娘むすめとして。


「……ダール卿きよう……勝負っ」


「…………」


　頑かたくななジャネットに、ダールはそれ以上退たい却きやくを迫せまらなかった。彼は慈じ悲ひを知る。だが、同時に戦士だ。双眸に酷こく薄はくな光が宿り、彼はゆっくりと両腕を──ふた振りの曲刀を広げ、交差させた。


　戦意が凝ぎよう集しゆうする。それまでの気配がまだしも弱かったかと錯さつ覚かくするほどに、強烈なプレッシャーがのしかかった。ジャネットは息を呑のんだ。彼女はこれまで、剣士としてのダールと真剣に対たい峙じしたことは一度もなかった。この、呼こ吸きゆうすることすらはばかられる威い圧あつ感。これこそ、長い長い時間をかけて、弛ゆるむことなく血と剣を鍛きたえてきた者の姿すがたなのだ。


「許ゆるせ、ペンテウス……」


　かつて道を違たがえた友の名を口ずさみ、ダールがゆらりと歩み出る。いまさらになって、ジャネットの脳のう裏りに、残してきた部下たちのことが想起された。


　と──


　急にダールがニヤリと唇くちびるを曲げ、剣を下げた。


　次の瞬しゆん間かん、ダールとジャネットの間に濃のう厚こうな霧きりが吹ふき付け、あっという間に両者を包み込んだ。


　眩霧リーク・ブラツドではない。だが、自然に発生した霧でもない。その霧は、まるで金きん属ぞくを溶とかしたように重たく、野生の獣けもののように躍やく動どう的だった。双方共に、よく知っている。『魔女の霧』と呼ばれる魔術だ。


　そして、ジャネットは、不意に自らの傍かたわらに誰だれかが立つのを感じた。


　濃こい霧の中に見え隠かくれする、骨ほね太ぶとなシルエット。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　と耳に届とどいた声は、不覚にも涙が出そうなほど懐なつかしい。


「あ……」


　ジャネットが息をもらす。


　霧が長い尾おを曳ひきながら、ゆっくりと晴れていった。ダールとジャネット。その二人の間に、もう一人の因いん縁ねんを持つ男が、姿を現あらわした。


　ダールが感かん嘆たんをにじませて声をかける。


「……あの聖せい戦せんは良き糧かてとなったようだ。相対しただけでわかる。強くなったな、ケイン」


「恐きよう縮しゆくです、ダール卿」


　三つ揃ぞろいのスーツに身を固めたケインは、鷹たかのような眼光を、ダールに据すえていた。
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「来ました。ケイン氏です！」


「よし。我々は一度戻るぞ。隊長たちと合流する」


　暗あん視しスコープをのぞいていた隊員の報告を受け、斥せつ候こうに出ていた鎮圧チームの隊員たちは、ただちに撤てつ退たいに移った。


　過去幾度となく共同作戦をこなしてきた鎮圧チームは、ケイン・ウォーロックの強さを身近に知っている。彼の強さとは、単に力の優ゆう劣れつに留まらず、身体を張はって己の責せき務むを全まつとうする「強さ」だ。己の立場と周囲の期待を知り、全力でそれに報むくいようとする「意志」であり、それを見事に果たしてきた「実績」だった。だからこそ、人間であるチームの隊員たちも、彼に深い信頼を寄よせている。そして、彼の持つ「強さ」は、このような緊急時にこそ、もっとも威い力りよくを発揮した。ケインが自他共に特区に重じゆう鎮ちんと認められる、最たる要因だろう。


　隊員たちは海に面した滑かつ走そう路ろの隅を、航空ビルを目指して移動した。


　そんなときだ。


　移動していた隊員たちに、切羽詰まった思念が投げられた。


　──『カンパニー』の対吸血鬼部隊か？


　念話トーク・パスには慣れている彼らだが、場合が場合だけに、ぎょっとして足を止めた。見れば、『赤い牙レツド・フアング』の制服を着た男が、少し離れた海面に浮かんでいる。海上に漂ただよう廃はい材ざいにしがみつき、ぐったりと意識のない仲間を抱えながら、カービン銃を大きく振っていた。


　──負傷した。保護を、求めたいっ。


「『赤い牙レツド・フアング』の？」


　負傷したという言葉に噓はないらしく、彼の思念はちりぢりに乱れていた。さっき浮島で行われた激戦の生き残りらしい。


　──本隊はすでに交戦状態に入っている。せめて仲間だけでも──


　そう言う彼自身、かなり酷ひどい状態のようだった。届く思念からは、激しい苦痛がダイレクトに伝わってきた。


　隊員たちは素す早ばやく目め配くばせを交わした。尾根崎会長が『赤い牙レツド・フアング』を全面的にバックアップするよう指示を下したことは、彼らにも連絡されている。また、思念による訴うつたえのため、彼が感じている苦痛や助けを求める切実さが、噓ではないこともわかった。いまにも息絶えてしまいそうなほどだ。


「わかった。ここまで泳およげるか？」


　──……そちらに行っても良いのだな？


　男が重かさねて確かく認にんしてきた。隊員たちはとっさに答えた。


「そうだ。貴き官かんを保護する」


　そう呼びかけた途と端たん、彼の思念から苦痛が取り払われた。一瞬死んだのかと思ったが、そうではなかった。彼はぐったりと伏せていた顔を上げ、隊員に向かってニヤリと笑うと、カービン銃で抱えていた仲間を撃ち抜いた。撃たれた吸血鬼は、灰になって海に溶とけた。


「なっ。貴様!?」


　隊員たちが同時に銃口を向ける。そのときには、仲間を撃った男は高々と跳躍し、特区の大地に足を下ろしていた。


「心配するな」


　とマーベリックは隊員たちにウィンクを投げた。


「狙ねらいはお前らじゃない。『赤い牙レツド・フアング』の方だ」





　　　５





　ダールとマーベリックが第十地区テン・ヤードの空港を襲しゆう撃げきしていたころ、第一地区フアースト・ヤードから攻こう撃げきを仕し掛かけたナブロとハンス、ヤフリーの三人は、まだ爆ばく破はした『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の近くでぐずついていた。橋の、特区側の袂たもとだ。


　理由は単純。『結界』に阻はばまれ、中に入れないからである。


「つーか……こうなることは事前にわかってたはずだよな？」


「ザザ兄上の策さくだ。わかっておられたに決まっている」


「……じゃあ、なんで橋落とせなんて言ったんだ？　橋の上で待ってた方がずっと楽じゃねえ？」


「ザザ兄上の策だ。何か考えがあってのことに違ちがいない」


　弟の問いに、ハンスは禅ぜん僧そうの風ふう格かくで答えた。ヤフリーは疑ぎ惑わく顔だ。何か言いたそうにアサルト・ライフルの銃マガ創ジンを交こう換かんしていたが、結局何も言わなかった。自分も大張はり切りで橋にロケット弾だんを撃うち込んでいるだけに、あまり強く出られないらしい。


　現げん在ざい二人は、大だい混こん乱らんに陥おちいる『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の袂で、ライフルを掃そう射しやしながら人間たちの接せつ近きんを阻はばんでいた。半はん壊かい、あるいは放置された車しや輛りようでバリケードを作り、その陰かげに潜ひそんでいる。


　牽けん制せいが功こうを奏そうしてか、あるいは単に火か災さいから逃にげているのか、まだ人間たちは橋に近づこうとはしていない。ときおりパトカーが現あらわれて応おう射しやして来たが、貧ひん弱じやくなハンドガンなので、てんで当たらなかった。いずれ対吸血鬼戦闘部隊が駆かけつけるまでの暇ひま潰つぶし状じよう態たいだ。
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　生き真ま面じ目めなハンスは黙もく々もくとテロリストを演えんじている。もう一人の兄のナブロは、さっさと『霧化フオグ・ラン』を使って辺りの散さん策さくに出て行った。ひとまず見所──橋の爆破のことだ──が終わったので、退たい屈くつになったらしい。もっとも、特区はぐるりと『結界』に覆おおわれているため、最悪──さすがにそれはないと思うが──特区を一周して反対側から帰ってくるかもしれない。


「……責せき任にん感かんと緊きん張ちよう感うかんに欠けるよなあ」


　前方には『結界』。後方には、膨ふくれあがる黒こく煙えんと、炎ほのおに包まれた『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の骨ほね組ぐみ。その先では、落下した橋をのみ込こんだ海面が、黒々と荒あれている。絵に描かいたような背はい水すいの陣じんだ。そして、辺りを埋うめ尽つくすのは、戦場の空気である。乱を好む彼らにすれば、これ以上ないシチュエーション──だというのに、『結界』の外で立ち往おう生じようとは、なんとも歯がゆい。


「……やっぱダール兄あに貴きと空港攻ぜめの方が良かったぜ。それか、カーサ姉貴と一いつ緒しよの方が……」


　とはいえ、この三人で動くよう指し示じしたのもザザだ。『ウォーカーマン』の作戦とあっては、ヤフリーなどに口出しできるはずもなかった。


　ザザは策士である。今回の襲撃に関しても、事前に入念な計画を立てていた。


　しかし、一方で彼は、秘ひ密みつ主しゆ義ぎだった。それも、嫌いやがらせとか面おも白しろ半分に陰いん謀ぼうを張り巡めぐらせ、あとで知って啞あ然ぜんとする弟たちの顔に大喜びするという、低レベル、且かつ質たちの悪い秘密主義である。そのため、リーダー格のカーサやダール、計けい略りやくの片かた棒ぼうを担かつぐマーベリックはともかく、他の者たちには、ザザの真意は伝えられないことが多い。今回はさすがに姉し弟てい全員に計画の概がい略りやくを明かしているが、詳くわしくは個こ別べつに指示するだけだった。きっと隠し事が山ほどあるに違いない。


「それでまた、あとになって『駄だ目めだなあヤフリー君。ああいうときはこうしなきゃ～』とか、ニヤニヤくどくど説教垂たれるんだぜ？　わかってんなら、最初に言えって話だよな。何が『敵てきを欺あざむくにはまず味方から』だ。味方騙だますために、敵を欺いてんじゃねえか」


　奇くしくも、某ぼう調停部の部下と似に通かよった発言をするヤフリー。何しろ、彼が被ひ害がい者しやナンバーワンなので、言いたいことは累るい積せきしている。


「そのくせ、自分は勝手気ままに動きやがって……ってまあ、それは姉貴も……あ、ナブロ兄貴もじゃんか。ズリーよな。自分らばっか。で、貧びん乏ぼうクジはいつも弟だ。ワインはいいとして、一番割わりを食ってんのは──」


「愚ぐ痴ちが多いぞ、ヤフリー。気を抜ぬくな。いまは、戦時だっ」


　ハンスの叱しつ責せきが飛んだ。「へーい」と気の抜けた声で、ヤフリーは応じた。


　もっとも、ハンスが注意するまでもなかった。


　次の瞬しゆん間かんだ。突とつ如じよ二人は全身を強こわ張ばらせた。


　二人が身を隠すバリケードの脇わきに、破壊を免まぬがれた道路標ひよう識しきの支し柱ちゆうがある。その頂ちよう上じよう付近に、巨きよ大だいな気配が現れた。何もない空間がぐにゃりと歪ゆがみ、淡あわい光の粉を吹ふいたかと思うと、一人の青年を吐はき出して閉とじた。


　吐き出されたのは、赤いスーツに赤い帽ぼう子しを被かぶった、長身の青年。支柱に着地した彼は、眼がん下かの光景に表ひよう情じようを歪めた。吹き付ける風が彼の黒くろ髪かみを黒い炎の如ごとく舞まい上あげた。


　青年は左手に、鞘さやに収おさまった日本刀を提さげていた。ハンスとヤフリーは身を起こし、ライフルを捨すてた。ハンスは腰こしに差した刀に左手を添そえる。ヤフリーは背せ負おっていた刀を、早くも抜ばつ刀とうした。彼の得意とする変へん則そく的な剣けん技ぎに合わせた、刃は渡わたり六十センチほどの短身の日本刀だ。


「……久ひさしぶりっスね、『銀ぎん刀とう』っ。この前の決着を付けに、参上しましたよ！」


「…………」


　挑ちよう発はつ的てきな台詞せりふに、ジローはギロリと視し線せんを向けた。頭上を見上げるヤフリーがニッと牙きばをのぞかせた。ハンスは無言のまま。しかし、長い前髪に隠れた瞳ひとみは、すでに抜き身の鋭するどさを帯びている。


「……カーサは？」


「ちっ。また俺は無視っスか。まあ、いいんスけどね。確たしかに、この前はこてんぱんだった。相手にされないからって、文もん句くを言える立場じゃないっス」


　と、触ふれれば切れそうなジローの問いに、ヤフリーは肩かたを竦すくめた。


　余よ裕ゆうをのぞかせていても、瞳は戦闘意い欲よくにぎらつき、牙が一いち段だんと長さを増ましている。彼ひ我がの実力差を知りつつ、高ぶる感情を抑おさえられないのだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の性さがである。


　ヤフリーの未み熟じゆくな戦意を、ジローの眼光が弾はじき返した。周囲の空気が急速に息苦しさを増していく。


「……カーサは？」


「さあなっ！」


　ヤフリーが地面を蹴けった。力場思念ハイド・ハンドを駆く使ししつつ、一気に支柱を駆かけ上がる。


　が、半分まで来たときに──


「──クッ！」


　頭上から、ジローが一瞬で斬きりかかってきた。


　ジローの銀刀とヤフリーの刀が、ガキッと嚙かみ合い、火花を飛ばす。交えた刀身越ごしににらむ『銀刀』の黒い瞳は、憤ふん怒ぬに滾たぎっていた。


「これだけのことをしたのだ！　まさか命に未練はあるまいな！」


「ケッ！　戦争しかけた相手に、ナマなこと聞いてんじゃねえ！」


　ヤフリーが吼ほえる。が、さすがに剣けん勢せいでは太た刀ち打うちできない。刀を傾かたむけ、身を低くし、支柱に張り付くようにジローの攻こう撃げきを受け流した。


　しかし、それでもジローが上手だった。凄すさまじい打ち下ろしの余よ韻いんを殺し、ヒュンッ、と切っ先を軽かろやかに翻ひるがえす。ヤフリーは身をよじったが、二の腕うでを斬り裂さかれた。掠かすり傷きず。だが、銀の刃やいばだ。しびれが走り、左手の握あく力りよくが消えた。


　慌あわてて刀を握にぎり直す間もなく、ジローの銀刀が横薙なぎに一いつ閃せんする。刀が手から飛んだ。焦あせったヤフリーはとっさに蹴りを繰くり出したが、攻撃は身を沈しずめたジローの頭上を空から振ぶりした。さらに、素す早ばやく腕を伸のばしたジローに、蹴り足の足首をつかまれた。しまったと思ったときにはもう遅おそい。古血オールド・ブラツドの膂りよ力りよくでヤフリーは大きく振り回され、そのまま後頭部を支柱に叩たたき付けられていた。


　支柱が根元までゴオンと振しん動どうする。目の前が真っ暗になり、あらゆる思考が吹き飛んだ。それでもヤフリーは、ほとんど本ほん能のうだけで足首をつかむ手に、自由な方の踵かかとを蹴り付けた。


　ジローの手が離はなれ、身体からだが宙ちゆうに浮うく。力場を展てん開かいする余裕もないまま、ヤフリーは橋の上に落下した。動けない彼の真上に、赤いスーツが刃を翳かざして舞い降おりる。ヤフリーは朦もう朧ろうとしたまま、逃にげる術すべもなく牙を嚙かみしめる。


「──セッ」


　ハンスが突とつ出しゆつした。


　腰の刀が閃光を放って鞘走った。隙すきを突ついた神速の一撃。彼の得意とする居い合あいの一刀だ。が、弟を救うことに気を取られ、わずかにタイミングを誤あやまった。ジローは着地と同時に銀刀を縦たてに構かまえ、ハンスの攻撃をがっちり受け止めた。


「ぬ！」


「……そういえば、あなたにも借りがありましたね」


　ジローの両目が光った。視経侵攻アイ・レイド。ハンスはとっさに目を逸そらした。失敗だった。斬り結んでいるときは、視経侵攻アイ・レイドを仕し掛かけられても、それを正面から弾き返すのがセオリーだ。ジローはただちに剣を入れ替かえ、がら空きになったハンスの胴どうに、銀刀を叩き込んだ。自らのミスを悟さとったハンスは、鋭く後方に飛んだ──が間に合わない。銀刀の切っ先が脇わき腹ばらを斬り裂き、ハンスは後こう退たいしたところで、苦く悶もんと共に片かた膝ひざをついた。


「兄あに貴き！」


　まだ倒たおれたままのヤフリーが、青ざめつつジローの足あし下もとにしがみつく。ジローはヤフリーを見もせずに躱かわし、真まっ直すぐハンスに迫せまった。


　決死の覚かく悟ごでハンスが刀を構える。氷の眼まな差ざしで、ジローが銀刀を水平に振り抜ぬく。


　と──


　まさにハンスの首を跳はね飛ばす直前、ジローの双そう眸ぼうがクワッと見開かれた。


　思念を爆ばく発はつさせ、瞬しゆん時じに飛び退すさる。


　追うように──


　針はりのように細く鋭い切っ先が、背はい後ごから突き立てられた。真っ直ぐ心しん臓ぞうを狙ねらった精せい密みつな突き。あと半瞬でも遅おくれていれば、ジローは串くし刺ざしにされていたところだ。


　赤いスーツを音を立てて翻ひるがえし、ジローが襲しゆう撃げき者から距きよ離りを開ける。


「……ちぇ」


　と、『銀刀』を仕し留とめ損そこなった殺し屋は、突き出したレイピアを指し揮き棒ぼうのように振るった。


「いまのは結けつ構こう自信があったのだが……」


「兄貴！」


「……兄上」


　ナブロだった。躱されたとはいえ背せ筋すじの寒くなる一撃を放ったというのに、彼の態たい度どには荒あらぶったところがない。いつも通りの無む表ひよう情じようなまま、まだ未練そうに自分の剣の切っ先をにらんでいた。


「貴様か……『橙蜂オレンジ・ビー』！」


　ジローが剣を青せい眼がんに構え直す。ナブロは肩かたを竦すくめると、頼たよりない弟二人をそれぞれ見やり、どちらも致ち命めい傷しようは負っていないことを確かく認にんした。


　ジローに向き直り、


「相変わらず逃げるのが上う手まいな、『銀刀』。おかげで手間が増ふえる」


　そして、にらみつけるジローに対し、ナブロは冷ややかに牙きばを剝むいた。


「ま、大した手間ではあるまいが」
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　真銀刀を後部座ざ席せきに遠ざけたあとも、ザザの様子は優すぐれないままだった。剣けんから漂ただよう威い圧あつ感かんが余よ程ほど堪こたえるらしい。


「……ああ、気分悪い。うう、吐はきそう……」


「運転代わるか？」


「……いい。あ、でも目め眩まいが」


「だから代われって」


　それでもザザはハンドルを放さず、乱らん暴ぼうだがかなりのスピードを出して、ワゴンを走らせた。すでに二度ほど、ガードレールを擦こすっている。助手席のラウは、気が気ではなかった。そうでなくとも、いま街は突とつ然ぜんの事じ件けんに、戦せん々せん恐きよう々きようとしているのだ。幹かん線せん道路を行き交かう車も、速度違い反はんを犯おかしているものが多かった。事じ故こにでも遭あおうものなら、目も当てられない。


　そんな弟の胸きよう中ちゆうを察したのか、


「心配いらないよ」


　とザザは前を向いたまま、隣となりの弟に笑いかけた。


「こう見えて、この子はレーサー資し格かくを持ってたんだ。車の運転は、身体が覚えてる。実はそこそこ有名人だったんだよ？　一時はマスコミでも取り上げられたしね」


「……その端たん末まつのことか」


「可愛かわいいでしょ？」


「まあな。見れた面つらだ。だからって、自分がなりたいとは思わんが」


「そりゃ、君はまだ若わかいから」


「いや、歳としの問題じゃないだろ」


　どこか間の抜けた会話を交わしつつ、ワゴンはすでに第五地区フイフス・ヤードを抜け、第六地区シツクス・ヤードを一直線に縦じゆう断だんしていた。


　姉し弟ていたちならもっと早く移い動どうできるところだが、この二人では移動手しゆ段だんも車に頼らざるを得ない。人の身が少し煩わずらわしく感じるのは、こんなときだ。


「……死んでるのか？」


「この子？　うん。まあね」


　青い顔のまま、ザザは肩を竦めた。


　もちろん、身体からだは生きている。死んでいるのは、この端末の、元の持ち主の精せい神しんなのだ。


「残念ながら、前ぜん途と有望な子じゃなくてね。才さい能のうの限げん界かいもあったし……可愛いから注目を浴びたけど、それがかえってこの子を追い詰つめた。僕ぼくが乗り移うつったときには、すでに生きる気力をなくしてたよ」


「だから乗っ取った？」


「拾った、みたいな感じ」


　ザザはそう言うと、左手の袖そで口ぐちを捲まくった。現あらわれた手首には、生々しいリストカットの痕あとが残っていた。


　ザザは、視経侵攻アイ・レイドによって精神だけを他人に乗り移らせ、身体を操あやつる力を持っている。いや、「力を持っている」というより、そうやって「生きている」のだ。遥はるか古いにしえの時代より、他者から他者に乗り移りながら。故ゆえに彼は、『人渡りマン・ウオーカー』と呼よばれる。『ウォーカーマン』というのは、その呼こ称しようが転じた呼び名である。


「……人というのも難むずかしい。たかが百年に満たない時間ですら、満足に生きることが……生きようとすることができなくなる……」


「不老不死に目の色変えるのも、大おお勢ぜいいるがな」


「……そう。なのに、黒き血もまた、往おう々おうにして生に倦うむ。フフ。不思議なものだね。生きるってことは結局どういう作用の結果なのか。……ひょっとして、生と魂たましいってのは、相あい性しようが悪いのかな？」


　そう、ザザは答えるともなくつぶやいた。彼らしくないことに、声に元気がない。瞳ひとみにも生気がなく、呼こ吸きゆうが浅く、速かった。


「そのくせ、生命と魂は密みつ接せつに結びついている……当たり前のようにね。変な矛む盾じゆんだ。我われ々われの存そん在ざいは世界の解かいのひとつだと思ってるけど、正しい解答ではないのだろうね。きっと。……とはいえ、正しい解なんてものが果たして存在するのか……ああ、この話もしておきたかったな。でももう死んじゃってるだろうな、彼。惜おしいことをしたな。もっと早くラブ・コールかけとけば良かったよ……」


　ぼそぼそと、ザザは続けた。その横顔は、笑っている。だが、ひどく哀かなしげだ。


　ラウが無言のまま、横目にザザを見やった。会話はいつしか、ザザのうわごとのようになっていた。


「……いつもそうなんだ。人とも……吸血鬼とも、さ。これまで、幾いく人にんもの賢けん人じんと交流を持ったのに、僕はいつも、肝かん心じんの答えを得ることができない。……たぶん怖こわいんだ。心のどこかで、僕はきっと……だから逃にげて。答えから逃げて……逃げて……」


「……ザザ？」


　思わずラウが、大だい丈じよう夫ぶか、と尋たずねそうになった。しかし、弟の呼びかけが、ザザの耳には届とどかなかったらしい。


　声のトーンが低く変化している。瞳の焦しよう点てんが失われていた。


「……ずいぶん経たったよ、実じつ際さい。長い……なんて長い間、僕は。……アハハ。ひょっとすると僕にも、やっぱりあるのかな？　自分だけは無む縁えんだって思ってたけど……所しよ詮せん僕だって、この子や赤毛の坊ぼうやと根っこのところは変わんないのかもね。それがわかってたから、彼女ではなく、彼についたのか……ああ、いかんいかん。他人に乗り移ってばかりだから、ときどき『自分』を見失う。こんなの柄がらでもないよね？　それとも案外、陣内君の影えい響きようかな？　あーもう、頭が痛いたい……」


「…………」


　ザザの繰くり言ごとは止まらない。ラウはいつしか真しん剣けんな目で、血の気をなくしたザザの横顔を凝ぎよう視ししていた。下らない長なが台詞ぜりふならいつものことだが、彼がこんな風に正体をなくすのは初めてのことだ。


「前から聞きたかったんだが──」


　とラウは隙すきをうかがうように口を開ひらいた。


「あんた、『本体』ってあるのかい？」


　しばらく、車内を沈ちん黙もくが圧あつした。タイヤがアスファルトを踏ふみしめる音だけが、耳の底に低く響ひびいた。


　やがて、のろのろとザザが顔を向ける。顔色や体調と相まって、まるで死人のようだった。ときおり車内を照らす街灯の明かりが、少女の顔を横切り、過すぎ去り、より深い影かげを落としていった。


　意い志しのみで繫つながる兄弟は、無言のまま視線を交かわした。


　十秒ほども。


「……頼たのむ。前向け。事じ故こる」


「…………」


　再ふたたび、のろのろとザザが前方を向く。ラウは密ひそかに息をついた。


「……ま、いいさ。言いたくないってんなら、無理には──」


「ないよ」


　ぼそり、とザザが答えた。ラウは口をつぐんだ。


「ほんとの身体からだは、もう、ない。とっくの昔に灰はいになったよ」


「『とっくの』っていつだい？」


「……絡からむね」


　ザザがクスリと肩かたを揺ゆらせた。ラウは笑わず続ける。


「実を言うと、初めて会ったときから疑ぎ問もんに思ってた。下の連中はいいさ。だが、仮かりにも何百年も生きてきた連中が、なんだって他ほかの『血』に自ら望んで染そまったのか、ってな。カーサはなんとなく、わかる。ダールも。ナブロはよくわからんが……まあ、別に気にもならない。一番謎なぞだったのが、あんただよ、ザザ。カーサやダールは気付いてるし、気付かれてることなんかお見通しだと思うが……ザザ。あんた、相当古いだろ？　その、人に乗り移うつって生き続けるってやり方も尋じん常じようじゃない。吸血鬼ってのは、『血』がすべてのはずだ。なのにあんたには、その『血』すらない。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』といいつつも、現げんにいま、あんた人間なんだからな。つまり、いまのあんたは吸血鬼ですらないんだぜ？」


　ラウの指し摘てきは、核かく心しんを突ついていた。吸血鬼の魔ま力りよくは、黒き血の持つ魔力である。ザザが得意とする視経侵攻アイ・レイドも、本来は血の力で行う術だ。


　しかしザザは、乗り移っている精せい神しんの力のみで、これを行うことができる。しかも、他の血けつ統とうに見られないほど、特とく殊しゆで強力な力として。これは、闇やみの世界の法則で言えば、非ひ常じよう識しきなことと言えるだろう。


　問われたザザは、なんと答えるべきか、しばらく眉まゆ根ねを寄よせていた。


　そして、


「ラウ君」


「……なんだ」


「僕だけ仲間外れはイヤ」


　ラウは嘆たん息そくし、シートに深々と身体を沈しずめた。


「……わかったよ。確たしかにいまのは一族のルール違い反はんだ。済すまなかった、ザザ」


「ザザ『お姉ちゃん』」


「それは勘かん弁べん」


　げんなりする弟に、憔しよう悴すいした様子のまま、ザザはにこやかに笑った。


「ラウ君。僕は、正真正しよう銘めい、吸血鬼だよ」


　と告げた。


「変わり者なのは認みとめるけどね。そして僕は、僕自らの意い志しで、君のお兄さんの傘さん下かに加わった。他のみんなと同じだ。そして、その意志と行動こそが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たる何よりの証あかしさ」


「オーライ……」


　苦く笑しようして、ラウは応おうじた。確かに、それで十分だった。少なくとも、王の九姉し弟ていにとっては。彼らは、それ以上の答えなど必要としないのである。


　数分後、ワゴンは目的地に到とう着ちやくした。


　運転席から転がり出るや、一目散に植え込こみに駆かけ寄り、胃い液えきを吐はき出すザザ。それを尻しり目めに、ラウは後部座ざ席せきの真銀刀を持って、車を降おりた。


　墓ぼ地ちでは感じなかった潮しおのにおいがする。そこは湾わん岸がんの駐ちゆう車しや場じようで、ガードレールを挟はさんだ先は太平洋だった。傍かたわらには背せの高いフェンスがあり、アスファルトで舗ほ装そうされた広い敷しき地ちが広がっていた。


　敷地を囲むフェンスの上には、鉄てつ条じよう網もうと監かん視しカメラ。敷地の奥おくには味気ない格かく納のう庫こと施し設せつが見える。施設の建物は、すべての窓まどに赤々と明かりが点ともっていた。中の騒そう動どうが、ここからでも手に取るようにわかる。何しろラウは、ここ半年間、あの施設で働いていたのだ。


　第六地区シツクス・ヤードにある『カンパニー』鎮ちん圧あつチームの訓練所である。


　もっとも、いまここには、異ことなる部隊が間借りしている。アメリカからやってきた、公おおやけには存そん在ざいしない部隊が。


「ふむ……出動態たい勢せいに入っている。『カンパニー』は『赤い牙レツド・フアング』への不ふ審しんを解といたのか……あるいはそれどころではなくなったか」


　そういえば空港には『赤い牙レツド・フアング』の本隊が到着しているはずだ。ケイン・ウォーロックと隊長のジャネットの間には面めん識しきがあるはずだから、彼からの口くち添ぞえがあったのかもしれない。


　もっとも──


「……すでに手て遅おくれだがな」


　ラウが冷笑を浮うかべたとき、


　──遅おそいぞ。


　と、仮かり初そめの職しよく場ばを眺ながめていたラウに、待ちかねたような思念が届とどいた。


　ラウは唇くちびるを歪ゆがめ、海上へと視線を投げた。


　薄うす暗ぐらい闇に隠かくれるように、一台のボートが漂ただよっている。ボートの上で屹きつ立りつする、長い髪かみのシルエットが見えた。


　ラウは持ち帰った獲え物ものを掲かかげた。


「待たせた、カーサ」





　　　６





　もとより、ダールに勝てるだなどとは思っていない。『赤い牙レツド・フアング』隊長がジャネット・ハーゲンダルフだったというのは予期せぬ幸運だったが、たとえ彼女の協力があったとしても、やはり勝算はゼロに近い。


　だが、ケインが勝つ必要はないのだ。


　重要なのは、特区が勝つこと。


　そして、特区にはセイがいる。セイの張はった『結界』がある。ならば、いま自分が為なすべきことは何か？


「……敵てきの足を止めつつ、時間を稼かせぐ。力を貸かしてくれ」


　ケインはダールと対たい峙じしたまま、そっとジャネットに言い渡わたした。ジャネットも、ダールに対し剣けんを向けたまま、ちらりとケインを一いち瞥べつした。


「至し難なんの業わざだと思いますが？」


「……楽にはいくまい。だが、可か能のうだ。『結界』のことは？」


「『結界』？」


　ジャネットが聞き返した。ただちにケインは念話トーク・パスを使って、特区に張り巡めぐらされた対『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の防ぼう壁へきのことを彼女に伝えた。ジャネットは一いつ瞬しゆん目を瞠みはり、「なるほど」とつぶやいた。


「しかし……奴やつは父の仇かたき。たとえ敵かなわずとも、見み逃のがすことはできません」


「俺おれもだ」


　短く、しかしきっぱりとケインは言い放った。ジャネットは思わず傍らに目を向けた。


「今日、ここで、決着を付ける」


　吸血鬼の聴ちよう覚かくをもってすれば、二人の会話はダールにも聞こえているはずだ。それを承しよう知ちで、むしろ自分自身に言い聞かせるようにケインは繰くり返した。


　もうこれ以上、特区を危き険けんに晒さらすことはできない。セイが、そしてケインが夢ゆめに描えがいた理想都市を作るためにも、ここで憂うれいを断たち斬きらねばならないのである。


　決意を秘ひめたケインの横顔に、ジャネットはしばし黙だまって見入った。そして、幾いくらか頰ほおを上気させ、再ふたたび因いん縁ねんの敵てきに向き直った。


　切っ先が定まっている。さっき感じた恐きよう怖ふが、拭ぬぐい去られたようだった。


「……ケイン殿どの」


「なんだ？」


「お久ひさしゅうございます」


「おいおい。いまは──」


「わかっています。これが終わったら、少しつき合ってください。昔のことを、色々話したい」


　ジャネットの言葉に、ケインは口元を弛ゆるめた。


　脳のう裏りを過よぎる幾つもの光景がある。かつての友と、現げん在ざいの敵。


「……ああ。そうだな」


　万ばん感かんを込めて、ケインは言った。


　そして、全身に力を漲みなぎらせ、ゆっくりと重心を低くした。


　呼こ応おうして、ジャネットも剣に力を漲らせる。


　二人の瞳ひとみに覚かく悟ごが宿るのを待って、それまで動かなかったダールが、ゆっくりと微び動どうした。


「……良さそうだな。では、始めるか」


「ダール卿きよう。特区には龍王がいる」


「知っている」


「勝てるとお思いか？」


「勝つ、勝てぬ、の問題ではない」


　答えて、ダールは双そう刀とうを振ふるった。さっきまでとは違ちがう。刃やいばに力が乗っている。ただの素す振ぶりが、つむじを巻まいて大気を切り裂さいた。


「戦いは我われらが宿しゆく業ごう。王復ふつ活かつは、我らが悲願」


「……わかりました。『舞まい姫ひめバサラ』の血は、すでに絶たえたらしい」


　ケインは構かまえを取ったまま、力の限かぎり拳こぶしを握にぎり締しめた。手のひらの皮ひ膚ふが裂け、赤い血がにじみ出た。無言で、ジャネットが前に出る。二人の瞳が燃もえ上がり、二つの戦意が混こん然ぜん一体と化していく。膨ふくれあがる気配を、ダールは泰たい然ぜんと待ち構える。


　ダールは息を吸すった。細く、深く、長々と息を吸い──ぴたりと止めた。


「来い」


　ジャネットが行った。同時に、ケインが腕うでを振り、自らの血の滴しずくを宙ちゆうに撒まいた。二匹ひきの古血オールド・ブラツドの眩霧リーク・ブラツドが瞬まばたきする間もなく空間を満たした。


　ジャネットの剣がダールの曲刀と嚙かみ合う。さっきと同じ体たい勢せい。だが今度は手て応ごたえがあった。思わず剣を持って行かれそうになる、剛ごう強きような手応え。同時に、もう片かた方ほうの曲刀が唸うなりを上げた。古血オールド・ブラツドの力を一刀で断たち切る──それだけの威い力りよくが秘められていると、はっきり感じ取れた。


　が、一いち撃げきが見み舞まうより早く、ケインの魔ま術じゆつがダールに襲おそいかかった。力をねじ込まれ、礫つぶてと化した血の散さん弾だん。ダールの曲刀は、ジャネットへの攻こう撃げきではなく、その防ぼう御ぎよに回された。宙に向かっての、凄すさまじいひと振り。ケインが渾こん身しんの力を込めた散弾が、残らず吹ふき飛ばされた。


　ジャネットが再び攻撃。ケインがいる安心感からか、さっきよりさらに大だい胆たんに剣を繰くり出した。だが、ダールの、片腕での防御が崩くずせない。まるで鉄柱に向かって打ち込んでいるようだ。そして、その鉄柱を叩たたき折るより他に、ジャネットが取り得る手しゆ段だんはない。


　ケインが接せつ近きんした。裂れつ帛ぱくの気合いとともに、掌しよう底ていを突き出して力場思念ハイド・ハンドを放つ。しかし、分ぶ厚あつい壁かべを近きん距きよ離りから叩き付けるような攻撃も、ダールのひと振りでなんなく斬り裂かれた。怯ひるまず接近。剣を相手に、得意の格かく闘とうには持ち込めない。だが、せめて近づかねば力場の威力は増まさない。自らを超ちよう越えつする気配の持ち主に肉にく薄はくし、己おのれの最大の念を貫つらぬき通すより他に、ケインが取り得る手段はない。


　ケインの魔術で呼よび出された霧きりが、ダールの身体からだにまとわりついた。ほんのわずかに鈍にぶった動きを突いて、上から、下から、ジャネットが斬り込む。鋭するどい刃音が甲かん高だかく重なる。刃と刃に挟はさまれて、白い月光が砕くだけ散る。


　再びケインが血の散弾を放った。ほとんど吹き飛ばされたが、幾つかダールに当たった。ダールの反撃。ケインは辛からくもこれを躱かわし、すかさずジャネットが追いすがって剣を振るう。


「フッ！」


　ダールが鋭く笑った。いつしか彼の双そう眸ぼうにも、強い、戦神の光が点ともっていた。


「悪くない旋せん律りつだっ」


　ダンッ、とダールの足が大地を踏ふみ抜ぬく勢いきおいで下ろされた。かと思うと、衝しよう撃げきの半はん瞬しゆん前には、ふわりと白衣が宙を舞った。


　ダールの身体が旋回し、ダールの足がステップを刻きざむ。舞ぶ踏とう。次の瞬間、彼が操あやつるふた振りの剣が、鋼こう鉄てつの塊かたまりから魔剣へと姿すがたを変えた。まるで意志を宿したように、縦じゆう横おう無む尽じんの斬ざん撃げきが、いくつも、同時に、二人を襲った。


「くっ」


「わ！」


　ジャネットは手首を返してダールの刃を弾はじこうとした。だが、ガガガッとマシンガンでも受けているような手応えが十字剣に伝わったあと、防ふせぎきれなかった攻撃が、容よう赦しやなく手足を斬り裂いた。ケインに至いたってはさらに酷ひどい。唯ゆい一いつ一刀のみ刀の腹はらを叩いてやり過すごしたが、他はすべて躱すことができなかった。スーツが瞬時に切り刻まれ、全身が血ち塗まみれになった。


　とはいえ、致ち命めい傷しようはない。とっさの判はん断だんでケインは間合いを詰つめる。剣ではなく、拳こぶしの間合いに飛び込む。低い姿し勢せいから正せい拳けん突づき。拳は白衣の裾すそに触ふれたが、その向こうに手応えはなし。続いて、流れるように蹴けりを放つ。が、これもやはり掠かすらない。それどころか、ダールの巨きよ体たいがケインの蹴り足を巻き込むように旋回。曲刀を打ち込むには近すぎると見るや、ケインのお株かぶを奪うばう、回し蹴りを繰り出した。


　躱せなかった。しかも、当たった瞬間に逆ぎやく方向から力場思念ハイド・ハンドの攻撃。衝撃に挟まれ、ばきばきと肋あばらが折れた。力の激げき流りゆうが荒あれ狂くるい、ついに浮うき島しまの大地が陥かん没ぼつした。水みず飛沫しぶきが噴き上がる。ダールはさっと身を翻ひるがえし、ジャネットは飛沫の中に飛び込んで、動きの止まったケインを抱かかえ、飛び退のいた。


「ケイン殿どの！」


「……くっ」


　間を与あたえず、ダールが迫せまる。ジャネットはケインを残して迎むかえ撃うった。一合。二合。三合を打ち合ったときには、すでに彼女の動きは、ダールの旋律に半ば以上操られている。


　打ち合った瞬間に、ジャネットは力場をぶつけた。ダールも応じたが、反撃の思念はジャネットを遥はるかに上回る。再ふたたび大地が裂さける中、ジャネットが噴き飛ばされた。まるで糸で繫つながっているかのように、ダールと彼の双そう剣けんが噴き飛ぶ彼女のあとを追う。


　身を立て直す暇ひまもないまま、必死の表ひよう情じようでダールの動きを確かく認にんするジャネット。空中で彼を迎え撃とうと身み構がまえるが──


「──ケイン！　いけないっ」


　傷きずついたケインが割わって入った。身を盾たてにしてジャネットを庇かばった。ダールは表情を変えない。もっとも理想的な角度から、曲刀をケインの首くび筋すじへと振ふり下ろす。


「うおおっ！」


　ケインが牙きばを剝むき、怒ど号ごうを放った。全身の魔力が血を介かいして沸ふつ騰とうした。


　血を介して。


　切り刻まれたケインの身体で、流血が鈍い光を放った。その光が、ダールが浴びた返り血に飛び移うつり、瞬時に反はん応のうして爆ばく発はつした。ケインが仕込んだ、魔ま術じゆつの隠かくし手だ。魔力の波動が直ちよく接せつダールを打ち据すえる。「ぐふっ」とダールは初めて苦く痛つうの息をもらし、その隙すきにケインとジャネットは、双刀の間合いの外へ脱だつした。


「ケイン殿っ」


「……ああ」


　ケインの傷は古血オールド・ブラツドの力で、ゆっくりと回かい復ふくし始めた。もっとも、それはダールもまったく同じだ。捨すて身の攻こう撃げきは早くも跡あと形かたもなくなったらしく、二人が見守る前で、一度体勢を崩くずしたダールが、ゆっくりと立ち上がった。ダメージの蓄ちく積せきは見当たらない。こちらとは大おお違ちがいだ。


「……油断したな。良い手だ。ただし、二度とは通用せんぞ」


「化け物め」


　ジャネットが歯は軋ぎしりしてもらした。しかし、ケインは、


「……これでいい」


「え？」


「こうして、少しずつ後こう退たいしながら、時間を稼かせぐ。いよいよとなれば、『結界』内に逃にげ込こんで回復を図はかる」


　ケインの呼こ吸きゆうは荒あらい。しかし瞳ひとみは冷静だ。ジャネットは唾つばを飲み、頷うなずいた。


「……良いのか？」


　とダールが声をかけた。


「時は貴き重ちようだぞ。消極的に費やしては、のちに悔くいることとなろう」


「……希望を繫つなぐための時だ。忘わすれましたか、ダール卿きよう？　何事も、石にかじりついて成し遂とげるのが、俺のやり方です」


　堂々と胸むねを張はって、ケインは宣せん言げんした。傍かたわらでは、ジャネットがエールを送るようにコクコクと頷いている。ダールは戦神の気配を消し、少しだけほほえんだ。


「好ましい……が、不ふ憫びんよな」


「何っ？」


「俺相手ならば、それも良かろう。だが……」


　双刀を持ち上げ、血を払はらう。禍まが々まがしい血色の旋せん風ぷうが、ダールの足あし下もとで不ふ吉きつな渦うずを巻まいた。


「我わが姉に、その手は利かぬ」
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　青せい眼がんに構かまえるジローに対し、ナブロは右手でレイピアを取って、半身に構え、対たい峙じした。


　ナブロの剣は刺し突とつを主とする。構えはフェンシングのそれに近い。吸すい付くような細身のスーツでレイピアを構えるナブロは、まさに貴き公こう子し然としていた。破は壊かいと混こん乱らんの光景の中にあって、彼の周囲だけ異ことなる時間が流れているかのようだ。むろん、鳥の巣の如ごときオレンジ色の髪かみが、そんな印象を激はげしく阻そ害がいしてはいるのだが。


「馬ば鹿かで役立たずな愚ぐ弟ていどもは、しばらくじっとしているがいい。せめて偉い大だいな兄の邪じや魔まをせぬよう」


　冷ややかな視し線せんをジローに据すえたまま、ナブロは素そっ気けなく弟たちに命令した。負ふ傷しようした二人を気き遣づかってか、あるいは単なる本音の発言なのか。彼の態たい度どと日ひ頃ごろの言動からは、どちらとも推おし量はかれない。


　だが、おそらく二人は動くまい。ジローはそう判はん断だんして、意い識しきを眼前のナブロに集中した。


　先ほどの攻撃を、ジローは直前まで察知できなかった。気配を消していたにしても、格かく別べつの技ぎ術じゆつだ。さすがは元『老ろう牙がニザリ』の血けつ統とう。凄すご腕うでの殺し屋ならではだろう。


　そして、聖せい戦せんで幾いく度どか剣けんを交えたジローは、よく知っている。彼は何も、「暗殺」のみの人物ではないということを。


　ある意味、ジローにとって、もっとも戦いづらい相手が、このナブロなのだ。


「では始める」


　言うが早いか、ナブロは眉まゆひと筋すじ動かさぬまま、滑すべるようにジローに詰つめ寄よった。


　高速の突きが、一直線に喉のど元もとに迫せまる。ジローの銀刀が迎むかえ撃うち、刺突の軌き道どうを脇わきに逸そらした。即そく座ざに、ナブロの剣が反転。重量感こそ感じさせぬまでも、恐おそろしいまでのスピードで、縦じゆう横おうに跳はね回った。ジローの銀刀も同じく閃ひらめく。目まぐるしく、爆ばく発はつ的てきに動き、ナブロの斬きり込みを残らず弾はじき返していく。剣の交差する金きん属ぞく音が、まるで途と切ぎれることなくキィィィンッと周囲に響ひびき渡わたった。閃き合う刃やいばが炎ほのおを映うつし、両者の間で目ま映ばゆい光の屑くずを漂ただよわせた。


　だが、剣の質しつ、また剣術の差から、ジローの攻撃は、どうしてもナブロの手数に及およばない。ジローは、埋うめられない剣の軌道の「距きよ離り」を、ジリジリ後退することで稼かせいだ。ナブロは遠えん慮りよなく、猛もう然ぜんと攻せめ続ける。表ひよう情じようだけ見れば無む造ぞう作さに剣を振ふるっているようだが、その実わずかなミスも許ゆるさない苛か烈れつな剣技だ。


　しかし、ジローもただ劣れつ勢せいに甘あまんじているわけではない。


　──ここ！


　と見切った瞬しゆん間かんに、


「チェアアっ！」


　全身から気合いを発し、ナブロをレイピアごと叩たたき斬るような、気き迫はくのこもった一いち撃げきを放った。


　ナブロは受けない。素す早ばやく身を躱かわす。続く二の太た刀ちにも剣を交えず、素す直なおに退さがる。稼いだ距離を一気に手放して後退した。


　一方のジローも、こうもすんなりと退かれてしまったのでは、無理な追撃はできない。仕切り直すように、銀刀を青眼に構え直した。


　ナブロは珍めずらしく舌した打うちすると、


「面めん倒どうな」


　と、あまり怒おこった風でもなく言った。


「大した手間ではないのだろう？」


「調子に乗るなよ、『銀刀』」


　トッ、とエナメル靴ぐつのつま先でアスファルトを蹴けり、タタンッと再ふたたびナブロが間合いを詰めた。


　彼らしい、直線的な動き。これに対し、ジローは熟じゆく練れんの歩法で迎え撃った。右に。左に。体を入れ替かえ、ときに迂う回かいし、ときに詰め寄り、ナブロのフットワークを封ふう殺さつする。


　二人の剣技は卓たく越えつしていた。そして、吸血鬼の体力は、ほとんど無む尽じん蔵ぞうだ。剣けん戟げきは瞬またたく間に数十合に達し、双方些いささかの衰おとろえも見せなかった。体力を取り戻もどしたヤフリーが、手出しすることもできず息を呑のんでいる。ハンスは銀の傷きずだけに、いまだ動きが取れず、じっと歯を嚙かみ、回かい復ふくに努めていた。


　これではケリがつかないと見たのか、またしてもナブロが、ジローから大きく離れた。ジローも追わない。『結界』がある以上、無理に攻め込んで手傷を負う方がマイナスだ。逃にがす訳わけにはいかないが、ナブロも弟たちを置いて姿すがたを眩くらませる真ま似ねはしないだろう。


　ナブロはジローの思おも惑わくを見み抜ぬいたのか、


「つまらんやり方だ」


　と、例の感情を交えぬ顔で吐はき捨すてた。ジローは無視。ナブロの好みに合わせるつもりは、露つゆもない。


　しかしナブロはそこから、彼の「真しん価か」を見せ始めた。


　なんと、ナブロはレイピアを宙ちゆうに放ほうり上げた。


　派は手でな装そう飾しよくが施ほどこされたレイピアが、放物線を描えがきながらジローの頭上に迫る。その落下点──つまりジローの眼前を目がけ、ナブロがダッシュした。


　──来るかっ。


　ジローが全身を強こわ張ばらせる。予想は的中した。ナブロはジローに迫りながらスーツのジャケットから腕うでを抜き、旗を振るように、バサリと翻ひるがえしたのだ。一瞬だけ、ナブロの姿が視し界かいから消えた。


　ジローは頭上のレイピアの位置を把は握あくしつつ、ジャケットを力場思念ハイド・ハンドで払はらい除のけた。すると、現あらわれたのは、中身を失ったシャツとスラックス。そして、人の形を象かたどった、濃のう厚こうな霧だった。


　人型の霧きりはたちまち崩くずれ、シャツの襟えりや袖そで口ぐちから、外に向かって噴ふん出しゆつした。ジローに襲おそいかかり、まとわりつこうとする。ジローはすぐさま自分を中心に、全方位に向けて力場思念ハイド・ハンドを爆ばく発はつさせた。取り囲もうとする霧を寄せ付けまいとしたのだ。しかし、相手は所しよ詮せん「霧」である。力場のほとんどは素す通どおりし、わずかに動きを妨さまたげることしかできなかった。


　レイピアはまだ遠い。剣けんを振るう。霧が、サッと分かれる。足あし下もとに潜もぐり込み、ジローの両足を束そく縛ばくした。気体とは思えない感かん触しよく。同時に、霧の一部が伸のび上がって、落下するレイピアに手を伸ばした。


　グッ、と空中でレイピアが握られる。そして、そのまま速度を増まして垂すい直ちよく落下。ジローは伸び上がる霧を切り裂さいたが、例によって手て応ごたえはない。切っ先が迫る。


　──落ち着け、剣より厄やつ介かいなのは！


　レイピアが真上からジローを貫つらぬいた。ジローは直前で力任まかせに右足を霧から引き抜き、辛かろうじてこれを躱した。同時に、まだ束縛された左足の太もも付近に、霧が集結し、濃度を増した。ジローの感覚に、ぞっとするような悪お寒かんが走る。


「ここか！」


　ジローは崩れた体たい勢せいのまま、霧が集結する場所に銀刀を叩たたき付けた。パッと霧が霧む散さんし、左足の拘こう束そくも解とかれた。ジローは左足首のバネだけでジャンプ。側転の要よう領りようで霧の包囲を抜け出し、着地した直後にバックステップで霧から離はなれた。


　ジローを逃がした霧が、伸び縮ちぢみしながら渦うずを巻まく。レイピアは、渦の回転の中で、何かのマジックのようにスルスルと不気味に泳いでいた。


『老牙ニザリ』のお家芸、『霧化フオグ・ラン』だ。身体からだを霧に変化させる術じゆつで、ナブロはこの高等魔ま術じゆつの達人なのである。


　そして、これこそが、ジローがナブロを苦手とする理由だった。霧は剣で斬ることができない。力場思念ハイド・ハンドも、ほとんど効こう果かを為なさない。本来、『霧化フオグ・ラン』の使い手と戦うには、それに対たい抗こうする魔術のバックアップが不ふ可か欠けつなのである。


　──だが、今回はそうも言っていられない。


　唯ゆい一いつの頼たのみは、自らの愛刀、銀刀だった。銀はあらゆる吸血鬼にとって弱点となる、万ばん能のうの抗吸血鬼材ＡＢＢＭだ。その影えい響きようは『血』の魔力にも及およぶ。普ふ通つうの剣なら棒ぼう切きれと同じでも、この銀刀なら話は違ちがう。霧と化した吸血鬼であろうと、ある程てい度どのダメージを与あたえることができるだろう。


　とはいえ、ナブロは『霧化フオグ・ラン』を完かん璧ぺきに使いこなしており、その動きは変へん幻げん自じ在ざい。剣術にも長たけているだけあって、ジローの剣けん筋すじを見切って攻こう撃げきを躱かわすこともお手の物だ。「触ふれる」程度ならともかく、銀刀で「斬きる」となれば、その困こん難なんさは察するに余あまりあった。


　しかも、本当に厄介なのは、攻せめるに厳きびしいという点ではない。


「──！」


　再ふたたびナブロが襲いかかってきた。渦を巻いていた霧が地面に沈しずみ込み、一気に拡かく散さん。アスファルトを覆おおいながらジローに迫せまった。


　剣の弱点は、まず足下だ。アスファルトごと斬り裂いていたのでは、どうしても剣速が鈍にぶるし、第一霧の速度についていけない。次の動きが限げん定ていされるとわかっていても、跳ちよう躍やくして躱さざるを得ない。霧は、当然のように跳躍したジローを追う。そして、空中では、人と霧なら到とう底てい勝負にならない。ジローは全方位の力場思念ハイド・ハンドで牽けん制せいを繰くり返しつつ、跳躍を繰り返した。せめてもの足場を求めて、支し柱ちゆうに垂すい直ちよくに降おり立った。


　霧が追い縋すがる。レイピアが閃ひらめく。人体が操あやつる剣と異ことなり、霧が操る剣は剣筋の予よ測そくがつかない。ジローは銀刀で応おう戦せんしたものの、次々と斬り裂かれていった。


　ただ、傷はすべて浅く、斬り裂かれる端はしから回復していく。攻撃が軽いのだ。もちろんそんなことは、『霧化フオグ・ラン』を使うナブロ自身にも自明のことである。だからこそ彼は、レイピアを操っている。


「くっ」


　刺し突とつ。


　わずかに軌き道どうを読み損そこねたジローが、肩かたを鋭するどく抉えぐられた。切っ先で斬られる程度ならまだしも、この攻撃はそうもいかない。いまは肩の骨ほねに当たって深手を免まぬがれたからいいが、下手に急所をひと突つきされれば、一発でゲームオーバーだ。


　そして──


　ジローの鼻先に霧きりが密みつ集しゆうした。形を取る。ジローの瞬しゆん間かんの判はん断だん。違う。現れたのは、鉤かぎ爪づめを鋭く伸ばす手だった。ジローは首を傾かたむける。鉤爪がジローの頰ほおを搔かきむしる。続いて──


　──本命は、こちらか！


　肩と頰の痛いたみを無視し、ジローは銀刀を逆さか手てに持ち替かえると、刃やいばを背はい後ごに突き入れた。そこにも、死角を狙ねらって霧が集結していたのだ。銀の刃を突き立てられ、霧はやむなく散開した。ジローは支柱を一気に駆かけ上がり、もう一度ナブロから距きよ離りを開けた。


　ナブロの『霧化フオグ・ラン』でもっとも恐おそろしいのが、いまの攻撃だった。霧の形を取ったナブロは、自らの肉体を自在に実体化することができる。鋭い鉤爪も──牙も。そして、ナブロの牙きばは、『九龍の血統』の牙なのである。最悪の、毒どく牙がなのだ。


　──あれだけは、なんとしても……


　通つう常じよう、吸血鬼に嚙かまれても、嚙まれた者が転化することはない。だが、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だけは、その法則に当てはまらない。かの血統が忌いみ嫌きらわれるのは、嚙んだ対象を無む条じよう件けんで己おのれの血統に染そめてしまうからだ。そして、その対象には人間のみならず、他の血統の吸血鬼をも含ふくまれる。ジローとて例外ではなかった。


　支柱を包むようにして、霧が上へ上がってきた。レイピアに、爪に、牙。そして、こちらの攻撃はほぼ無効化される。優ゆう位いを確かく信しんする霧の動きには、余よ裕ゆうすらうかがえる。


　ジローは両手で銀刀を握にぎり締しめた。牙きばを剝むき出しにして、不ふ敵てきに笑った。


「舐めるなっ！」


　渾こん身しんの力を乗せて、ジローが銀刀を眼がん下かに振ふるった。放出された力場が突風を巻き起こし、迫せまりつつあった霧が、一気に霧散させられた。繫つないでいた糸が切れたように、ナブロのレイピアも地面に弾はじき落とされた。


　もちろん、決定打にはならない。だが多少のダメージはあったようで、再さい度ど集結する霧の動きが、さっきより緩かん慢まんになっていた。


　霧はつむじ状じようになり、頭上のジローをにらむように揺ゆらいだ。ジローは真まっ直すぐ剣けんを構かまえた。戦える。その自信がある。じっと対たい峙じする間にも、ジローの傷きずは回復していく。


　ここに来る前、体内に取り込んだミミコの血が頼たのもしかった。内側からジローを癒いやし、新たな活力を与えてくれている。


　──私は……


　一人ではない。ミミコが共にあり、ケインも、セイも、異なる場所で、同じく戦っている。そうであるからこそ、ジローも強きよう敵てきと戦えるのである。


「……来い、殺し屋。『空』を斬る極ごく意い。お前に、見せてやる」


　生意気な、というナブロの返答が聞こえてくるかのようだった。霧が渦うずを巻まく速度を速め、再び浮うき上がったレイピアが、鋭く光を反はん射しやした。


　だが……


　突然、霧から攻撃の気配が消えた。思わず眉まゆをひそめるジローの前で、脱ぎ捨すてられたシャツとスーツが、力場思念ハイド・ハンドでふわりと浮き上がった。霧は襟えりに飛び込こむようにスーツをまとい、次の瞬間、何食わぬ顔のナブロへと実体化を遂とげていた。


「……聞こえたな？」


　とナブロ。ジローにではない。弟たちへの確かく認にんだ。


　ハッとする。気がつけば、ハンスが立ち上がっていた。完全にではないが、傷が回復したらしい。ヤフリーも、兄の問いかけにしっかり頷うなずいた。


　どうやら、彼らの間に思念が届とどいたらしい。誰だれからか？　決まっている。


「言ったであろう」


　と、まだ苦く渋じゆうをにじませながら、ハンスがヤフリーに告げた。


「ザザ兄上の策さくだ。間ま違ちがいはない、と」
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「こらこら、お姉ちゃん！　危あぶないからっ。そんなに近づかないの！　そうでなくても、『結界』に寄よりすぎだよ」


　ワゴンの後ろに身を隠かくしながら、ザザが海上のカーサに向かって注意を叫さけんだ。実じつ際さい、カーサの乗ったボートは、ザザやラウがいる湾わん岸がんの駐ちゆう車しや場じようから、ほんの二、三十メートル離はなれた位置まで近寄っていた。


「近くで見たい」


「また、そんな我わが儘ままをっ」


　ザザは苦々しくぼやいたが、いつもの如ごとくカーサは涼すずしい顔だ。ラウの手にある鞘さやに収おさまった真銀刀を見て、


「……ふん」


　と無表情に双そう眸ぼうを細めた。


「ラウ」


「ああ。ただ、ザザの言うことももっともだ。気をつけろよ」


「いいからやれ」


　素そっ気けない姉に、ラウは肩かたをすくめ、それからスッと眼がん光こうを鋭するどくした。


　駐車場には転落防ぼう止し用のガードレールが張はられている。人間であるラウにはよくわからないが、『結界』は、その境きよう界かいとほぼ重なっているそうだ。


『結界』は人工島の大地を囲んでいるが、湾岸のラインにぴったりと沿そっている訳わけではない。岸と『結界』の距離が大きく離れている場所もあれば、空港の浮うき島しまのように半ば陸続きでも『結界』からはみ出している場所もある。この駐車場は両者の距離が狭せまい場所のひとつなのだそうだ。


　ラウは見えない『結界』をにらむかのように両目を据すえた。


　目に見えず、存そん在ざいを感知できない「魔ま術じゆつ」を斬きらねばならない訳だが──


「ま、勘かんで行くさ」


　柄つかに手をかけた。


　ザザがワゴンの後ろで、身体からだを丸めてしゃがみ込んだ。


　鞘から抜ぬこうと力を込める。鍔つばがわずかに鞘から離れる。そんなはずはないのだが、妖よう気きが漂ただよいもれるような気がした。ラウはニヤリと唇くちびるを歪ゆがめた。


　一気に刀身を抜き放った。


　ザザが声にならぬ絶ぜつ叫きようを上げた。カーサですら雷らい撃げきに打たれたように全身を震ふるわせ、「くっ」と目を閉とじた。一いつ瞬しゆん見た刀身の光に、瞳ひとみを焼かれたのだ。


「……こりゃすげえ」


　顕あらわになった真銀刀に、ラウは息を呑のんだ。


　鞘に収まった真銀刀は、ひどくみすぼらしい物だった。武ぶ具ぐとしての実用性せいも、祭器らしい神しん聖せいさも感じなかった。せいぜい、その古めかしさから、どこかの遺い跡せきにあった採さい掘くつ品のように見える程てい度どだった。


　鞘から抜かれたいまも、剣としての魅み力りよくは感じない。刃やいばに鋭えい利りさはなく、刀身にも装そう飾しよくめいたものは何一つなかった。


　だが、その刀身は、異い質しつだった。


　形けい状じように特別な点はない。大おお振ぶりではあるが、両もろ刃はで直すぐ身みの、普ふ通つうの剣けんだ。しかし、それは「脈打つ水銀」とでも呼よぶような剣だった。自ら光を発するかのように──それも刀身が呼こ吸きゆうしているかのように、ラウが見守る目の前で、光の色合いが変わっていく。ひっそりと息づいている。


「これが……真銀……」


　黒き血を滅めつし去る、奇き跡せきの宝ほう物もつ『真なる銀』。その『真なる銀』で作られた伝説の武具、真銀刀ジエンインタオ。古き血を打ち砕くだき、始祖ソース・ブラツドをも闇やみに退しりぞける、究極の破は魔まの剣つるぎだ。


「ラウ君！」


　ザザのかすれ声。ラウは「おうっ」と応おうじるや、鞘を捨すて、柄を両手でしっかり握にぎった。


　剣を頭上に掲かかげる。重量があるし、長すぎる。決して扱あつかいやすくはない。


　しかし、どういうことか、真銀刀を抜いたラウは、『結界』の気配を感じ取ることができるようになっていた。剣が静かに伝えてくるのである。天敵の気配を。そして、天敵を討うつために、剣がどれほどの力を与あたえてくれるかを。


　ラウは掛け声を放って、真銀刀を振り下ろした。
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　ケインが面おもてを上げた。ジャネットもその気配を察した。


「……い、いま？」


「……！」


　視し線せんで問いかけるジャネットに、ケインは答えることができない。表情は青ざめ、痛つう恨こんに打ちのめされていた。
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「さて、ケイン・ウォーロック」


　ダールが一歩前に出て言った。


「道を、開けろ」
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　ジローが啞あ然ぜんとなった。ヤフリーが歓かん声せいを上げ、ハンスが前まえ髪がみの下で瞳を輝かがやかせた。


　ナブロがレイピアを優ゆう雅がに振り回し、涼すずしげな音を立てて腰の鞘に収おさめる。


「行くぞ、愚ぐ弟ていども」


「ま、待て！」


　ジローがとっさに叫さけぶ。「待て？」とナブロが頭上を見上げた。


「……我われ々われはすでに十一年待った。これ以上待つ気はない」
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　刀身から躍おどり出た虹にじ色いろの光は、絹きぬのヴェールを裂さくように『結界』を切り裂いた。裂け目のできた『結界』は、まるで風船玉が破やぶれるかのように弾はじけ、その効こう力りよくを失った。


　息をついたラウが、鞘さやを拾って真銀刀ジエンインタオを収める。


　ザザがヘナヘナとアスファルトの上に崩くずれた。カーサは、焼かれ、回かい復ふくした瞳を涙なみだに濡ぬらしていたが、


「……オープン・セサミ」


　ボートを蹴けり、宵よい闇やみの海上から跳ちよう躍やくした。


　扉とびらを開いた弟の隣となりへ。カーサの両足が、一年半ぶりで特区の大地を踏ふんだ。









　　二章　九きゆう牙が跳ちよう梁りよう










１







　きっかけはよく覚えていない。いや、パンだ。確たしかあんパンだった。


　むろん、いかに家なきストリート・チルドレンとはいえ、あんパンのひとつやふたつ、口にしたことはある。が、そのあんパンは桜さくらの塩漬づけの入った桜あんパンだったのだ。ひと口齧かじって驚きよう愕がくである。このオヤジなかなかやるなと、子こ供ども心に思ったものだ。


　以来、街で見かけるたびに、パンをもらうようになった。普通、こういう手合いには必ず裏うらがあるので、接せつ触しよくするのは避さけた方が無ぶ難なんだ。とはいえ、今どき子供を釣つるエサとして、あんパンというのはいかにもショボい。そこで、これはパン屋の営えい業ぎようマンが売れ残りを処しよ分ぶんしているのであろうと推すい察さつした。こんなところでしょっちゅうサボっているぐらいだから、きっとオチコボレなのだ。だったら遠えん慮りよなくもらってやるのが親切というものだった。


　実じつ際さい、そのパン屋の営業マンは、いい加か減げんな奴やつだった。彼女が喋しやべらないのをいいことに、上司の愚ぐ痴ちや部下の文もん句くをくどくどくどくど聞かされた。しかもやたらと話が上う手まい。努めて無視していたはずなのに気がつくと耳を傾かたむけており、話のオチでは噴ふき出しかけたことが何度もあった。かと思うと、黙だまって煙草たばこを吹かして、彼女がパンを食べるのにつき合ったりもした。こいつ余よ程ほど暇ひまなんだな、と大いに呆あきれて少し同どう情じようもした。


　だから油ゆ断だんしていたのだ。見事に不意を突つかれた。


　また明日な、ミミコ君。


　それまでの推理が崩れ去った瞬しゆん間かんだった。この男はただのパン屋の営業マンではない。ただのパン屋の営業マンが、施し設せつで付けられた彼女の名前を知っているはずがない。そもそも、知ろうとしてもそうそう簡かん単たんに調べられることではないのだ。スパイか？　とぼけた面つらして、このオヤジ、スパイなのか？


　あんた何者、といまさら尋たずねる彼女に、彼は得意げに答えた。


「敏びん腕わん調停員コンプロマイザー」


　と。





　だもので、最初のうち、彼女は調停員コンプロマイザーというのを、スパイの一種だと勘かん違ちがいしていた。秘ひ密みつ結社の女スパイになれるっ、と期待して彼についていったことは、いまも秘密のままである。


　いまも、そして、これからも。


　もう、これから先ずっと。
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「……え？」





　ようやく辿たどり着いた『カンパニー』事じ務む所しよ。ところが、事務所に入るより先に、ミミコは入り口で待っていたリンスケに腕うでをつかまれ、強ごう引いんに隣となりの墓ぼ地ちまで連れて行かれた。


　リンスケの顔には、いつものヘラヘラした笑えみがなかった。特区の状じよう況きようを考えれば無理もないことだが、彼にはこういうときこそ普ふ段だん通りの軽けい薄はくな表情を見せてもらいたい。しかし彼の態たい度どは変わらなかった。ときおり、やり切れない怒いかりと悲しみをにじませるだけだった。


　感情を排はいした口くち振ぶりで──


「何言ってんですか……？」





　ミミコは笑っていた。冗じよう談だんだと思ったからだ。こんなときに不ふ謹きん慎しんな、何が面おも白しろいのかよくわからない冗談だと。それでも、冗談には違いないから、とっさに薄うす笑わらいを浮うかべたのだ。それが無難な反はん応のうだと思って。だって、冗談なのだから。


　それでもリンスケは続ける。ミミコは──





「やめてくださいよ。こんなときに……」





　さっきジローに与あたえたミミコの血は、彼の感覚を彼女に伝えてくる。共きよう鳴めい現げん象しようという奴だ。だいぶ慣なれてきたので共感のレベルを意い識しきして下げているのだが、それでも、ジローがいままさに戦場で戦っていることはわかった。彼は特区を守るため、厳きびしい、ギリギリの激げき戦せんを続けている。


　もちろん、自分にだって、やることは一いつ杯ぱいあった。『カンパニー』の手助けもしたいし、面めん倒どうを見ている吸血鬼ブラツク・ブラツドたちのことも気になる。何も知らない一いつ般ぱんの人たちのことも。無む駄だにしていい時間などないのだ。こんな墓地に寄よっている暇ひまなどない。なのに、リンスケは腕を放さない。


　伝えるべき事を簡かん潔けつに伝えてしまうと、リンスケはそれ以上、何も言わなかった。黙ってミミコの手を引いた。気がつくと、一いつ緒しよに来たコタロウも顔色を変えている。彼らしくもない表情。やめてよ、とミミコは繰くり返した。弱々しい崩くずれかけの笑え顔がおで、コタロウ君まで、そんな顔、やめてよ、と。


　墓地の奥おくまで連れてこられた。


　確たしか聖せい戦せんの記念碑ひがあった場所だ。しかしいま、記念碑は見当たらない。地面が陥かん没ぼつして大おお穴あなが空いていた。


　と、突とつ然ぜんミミコとコタロウ、リンスケの身体からだが宙ちゆうに浮ういた。ゆっくり持ち上がり、穴の下へ。


　下ろされたところは、広い地下室だった。納のう骨こつ堂らしい。なぜか既視感デジヤヴがある。セイが念話トーク・パスで見せた、あの光景だ。第十一地区イレブン・ヤード。九龍王クーロンおうの墓所。心しん臓ぞうが大きく跳はねる。鼓こ動どうの激はげしさが増まして──止まらなくなる。


　地下には、そのセイが待っていた。三人を下ろしたのは、彼らしかった。


　セイは沈ちん痛つうな面おも持もちで──





「……冗談、ですよね？」





　それ以上耐たえられなくなったのか、コタロウが顔をぐしゃっと歪ゆがませ、納骨堂の奥──あの念話トーク・パスで見た小部屋の入り口に走り出した。ミミコは動けなかった。リンスケに優やさしく手を引かれ、それでようやく歩き出した。


　一歩一歩が遠い。胸むねの鼓動が、決して狭せまくはない納骨堂に響ひびき渡わたっている気がする。


　入り口に立った。


　念話トーク・パスでのイメージと同じ光景。違ちがうのは、床ゆかに横たわる一人の男だった。


　胸むな元もとから上に、制せい服ふくの上着──リンスケの物だ──をかけられているので顔が見えない。しかし、着ているスーツには見覚えがある。昨日見たのと同じスーツ。落ち込こむミミコを励はげまし、力づけてくれた、あのときと同じスーツだ。いつもの飄ひよう々ひようとした姿すがたで。バニラシェイクを片かた手てに。頼たのもしい背せ中なかが、楓かえで並なみ木きに去って──


　胸元に染しみができていた。


　床が赤黒く染そまっていた。


　彼の傍かたわらで棒ぼう立だちになっていたコタロウが、涙なみだに暮くれた顔でミミコを振り返った。


「ミミちゃん……」


　と身を切るような悲しみに満ちた声を出した。


　何よこれ、とミミコは思った。それきりで頭の中が真っ白になった。


　悲鳴も、慨がい嘆たんも、涙も、混こん乱らんも、絶ぜつ望ぼうも、やって来ない。何もない。ただ、時間が止まったようだった。ミミコの無意識が目の前の光景を全力で否ひ定ていしようとし、そうする余あまり心の機き能のうをすべて無む理り矢や理りに停止させていた。


　セイが突然顔を上げ、厳きびしい面持ちになった。「結界が破やぶられた」と告げ、リンスケが罵ば声せいを吐はいた。


　戦いは続いている。状じよう況きようは刻こく一いつ刻こくと悪い方向に向かっている。


　なのに、





「……どうして……」





　答えを教えてくれる者は、どこにもいなかった。その事実に、ミミコは為なす術すべもなく、立ち尽つくした。


　答えを教えてくれる者はいない。


　陣じん内ないショウゴは、もういないのだ。





　　　２





　ダールが雄お叫たけびを上げた。


　巨きよ体たいから放たれたのは、その巨体がさらにひと回りも膨ふくれあがったかのような大だい音おん声じようだ。大軍のそれに匹ひつ敵てきする鬨ときの声。ケインの全身がビリビリ震ふるえた。


　ダールが跳ちよう躍やくする。「させるか！」とケインも飛び上がった。


　夜空を背はい景けいに、二匹ひきの吸血鬼が衝しよう突とつした。ダールの双そう刀とうとケインの力場思念ハイド・ハンド。勝ったのはダールだ。蹴け散ちらされたケインが浮うき島しまに落下し、ダールは真まっ直すぐに特区を目指した。


「ケイン殿どのっ」


「くそおっ！」


　ケインは必死の形相で跳はね起き、形なり振ふり構かまわずダールを追い始めた。そのときすでに、赤しやく銅どう色いろの肌はだの戦士は、滑かつ走そう路ろの上に降おり立っていた。


　間を置かず、マシンガンの銃じゆう声せいが響ひびき始める。待機していた『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちが、ダールを迎むかえ撃うっているのだ。


「いかん！」


　ジャネットはケインと共に走りながら、部下に向かって警けい告こくを飛ばした。


　ダールの特区中心部への侵しん攻こうは阻そ止しせねばならない。凶きよう悪あくな吸血鬼から特区の治安を守るのが、『赤い牙レツド・フアング』に与あたえられた任にん務むだ。


　しかしそれは、部下に対して「死ね」と命じるのに近しい。どんな指示を出せばいいのか。答えはまったく見つからない。


　ケインが滑走路に向かって飛び上がった。


　上空から遠えん距きよ離りの力場思念ハイド・ハンドを叩たたき付ける。全力を振り絞しぼった渾こん身しんの一撃は、まさに『赤い牙レツド・フアング』の隊列に斬きり込もうとしていたダールを、一いつ瞬しゆんだけ足止めした。


　ジャネットが滑走路に飛び移うつり、


　──散開！　距離を開け、浮ふ動どうＵ字隊列で目標に一いつ斉せい射しや！


　指令を受けた隊員たちは、一いつ糸し乱みだれぬ連帯運動を見せた。


　彼らとて、訓練を受けたプロの戦せん闘とう集しゆう団だんである。明めい確かく且かつ即そく応おう可か能のうな指示を与えられれば、高度なレスポンスを示しめすことができる。命令を下されたことで個こ々こ人じんが感じていた恐きよう怖ふや混乱が制せい御ぎよされ、部隊を構こう成せいする一兵士として、ただちに戦意を復ふつ活かつさせた。


　広々とした滑走路の薄うす闇やみで、真っ赤な銃火が一斉に瞬またたいた。


　銃声が周囲を埋うめ尽つくす。排はい莢きようされたカートリッジが、水揚あげされた魚ぎよ群ぐんのようにアスファルトで跳ね回る。だが、ダールは動じることなく両りよう腕うでを交差させ、ガードするような姿し勢せいで銀頭弾シルバー・チツプの猛もう射しやを受けた。


　湯水のように浴びせられた集中砲ほう火か。しかし、弾だん丸がんはダールに届とどくことなく、彼を中心とした空間に次々堰せき止められていく。力場思念ハイド・ハンドだ。


「……悪いが、急ぐ」


　ダールが双刀を振るった。堰き止められていた銀頭弾シルバー・チツプが弾はじき返され、散弾の嵐あらしが吹ふき荒あれた。『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちが、散弾に煽あおられ、血をまき散らす。ボディアーマーを装そう着ちやくしていなければ、ただこれだけのことで全ぜん滅めつしていたところだ。


　ジャネットが後背から駆かけ寄より、ダールに剣けんを突つき入れた。しかし切っ先は、戦士の白衣を掠かすめることもできない。ケインが上空から襲おそいかかったが、これも鮮あざやかなステップで躱かわされた。いまやダールは、己おのれの気配を抑おさえようとしていない。怪かい物ぶつじみた圧あつ倒とう的てき存そん在ざい感は、同じ吸血鬼ブラツク・ブラツドのものとは信じられないほどだ。


　だが、必死なのはケインも同じだった。自分を凌りよう駕がするとはっきりわかる相手に対し、死に物もの狂ぐるいで挑いどみかかった。さっきまでと違ちがい、滑走路なら足場が硬かたい。全力で足を踏ふみ下ろし、身体からだ中の力を練り上げ、惜おしむことなく放出。叩たたき付ける。


　二人の巨漢は、剣と拳こぶしの乱らん舞ぶを舞まった。しかし、ダールはやはり幾いく枚まいも上手だ。それに、いまの彼はケインを倒たおそうとしていない。ちょっとした曲刀のフェイントにひっかかった瞬間、ケインのこめかみにダールの回し蹴りが炸さく裂れつした。


　ケインの意い識しきが瞬間的に霞かすむ。その隙すきをついて、突き放すような力場思念ハイド・ハンド。吹き飛びそうになったケインを、ジャネットが飛びついて捕つかまえた。


　小こ柄がらな身体でケインを地面に伏ふせさせ、


「撃て！」


　散弾の嵐あらしを凌しのいだ隊員たちが、再ふたたび射撃を集中させた。今度はダールは、わざわざ受け止めようとはしなかった。


「なかなかの練度だ」


　余よ裕ゆうの面おも持もちでそう評ひよう価かしつつ、疾しつ風ぷうのように部隊に斬り込んだ。


　Ｕ字型の隊列を組んでいた『赤い牙レツド・フアング』は、ダールの突撃に柔じゆう軟なんに対応した。射撃体勢を崩くずさないまま中央が後こう退たいし、両りよう翼よくはその動きに連動しつつ狭せばまって層そうを厚あつくする。それでいて、同士撃ちを避さけるよう、常つねに射しや線せんは陣じん形けいの中には向けない。まるで一個の生命体のような有機的な動きだ。射線の集中で火力が一気に凝ぎよう縮しゆくされた。


　しかし、定石通りの対応を取るには、何しろ相手が悪すぎる。


「馬ば鹿か者もの！　一いつ箇か所しよに固まるな」


　ジャネットが叫さけんだが遅おそかった。ダールは微び笑しようすら浮うかべたまま、密みつ集しゆうする敵陣の正面に飛び込んだ。


　双そう刀とうが軽けい快かいに踊おどる。まるで剣で押し退けられるかのように、『赤い牙レツド・フアング』の隊列が乱れた。バタバタと案か山か子しのように倒れる隊員たち。血風がつむじとなって舞い上がった。誰だれ一人逃にげようとしないところはさすがだが、これでは無む駄だ死じにだ。


　甲かん高だかく木こ霊だまする、悲鳴のような銃じゆう声せい。ケインが足止めの力場思念ハイド・ハンドを放とうとするが、隊員たちが邪じや魔まをして狙ねらいが付けられない。ダールは混乱の中を颯さつ爽そうと抜ぬけ出すや、そのまま滑かつ走そう路ろを走り抜けた。


　ジャネットが悪態をついた。


　足止めすらできない自軍が不ふ甲が斐いない。『赤い牙レツド・フアング』は、対古血オールド・ブラツドとの戦闘をも視し野やに入れて訓練された部隊である。が、今回はその能力を発はつ揮きする用意が、まったく整っていなかった。準じゆん備びさえできていれば、彼女の部下たちもこれほど無む惨ざんな有様を晒さらすことはなかったはずなのだ。


　いや、だからこその奇き襲しゆうだったのかもしれない。『赤い牙レツド・フアング』は、部隊そのものがシステムとして高度に洗練されている。行き届いたサポートを受け、統とう制せいされた管理下にある戦局に投入されてこそ真しん価かを発揮するのだ。そうと知った上で、部隊の力を封ふうじ込めるために奇襲をしかけた可能性は高い。


「俺おれが追う。君は部下を」


　焦しよう燥そうのにじむケインが、言い捨すてて走り出した。


「お待ち下さいっ。私も！」


「部隊を再さい編へんしろっ。使える規き模ぼに！」


「──！」


　ジャネットは『赤い牙レツド・フアング』の隊長だ。部隊を統とう率そつする義ぎ務むがある。特に、傷きずつき、混乱するいまこそ、部隊には彼女が必要だろう。


　また、このまま『赤い牙レツド・フアング』を引き連れて特区の市街に入る訳わけにもいかない。彼らもまた吸血鬼ブラツク・ブラツドなのだ。隠おん密みつ行動が取れる人数でもない。ケインが言った「使える規模」とは、特区内で活動できる少数精せい鋭えいの編成に切り替かえろと言うことだ。部隊はダメージを受けたが、特区はまだ、彼らを必要としている。


　苦く悩のうの末ジャネットが足を止めたとき、すでにケインの姿すがたはダールを追って消えていた。


「……お気を付けて」


　少女の面持ちになってつぶやいたジャネットは、しかし振ふり返ったときには年経へた吸血鬼の面つら構がまえに戻もどっていた。剣を収おさめ、部下たちに厳きびしい号令を飛ばし始めた。





　このときすでに『赤い牙レツド・フアング』本隊は、三分の一に届こうかという多大な戦死者を出していた。が、だからこそ彼女は気付かなかった。灰はいになった部下の他ほかに、ある分隊が姿を消していたことに。


　ジャネットが浮うき島しまでダールと対たい峙じしていた間、周辺の警けい戒かいのため部隊を離はなれていた分隊である。彼らは、鎮圧チームに招かれたマーベリックによって『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そめられていた。そして、彼の指し揮きのもと、ダールより一足早く特区内部に侵しん入にゆうを果たしていたのだ。


　知ち将しよう『ウォーカーマン』の策さく謀ぼうは、特区を守る者たちの思おも惑わくを、すでに幾いく手ても先んじていた。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　ナブロ、ハンス、ヤフリーの三人が、特区の中──破やぶられた『結界』の内部へと走り出した。


　ジローは追い縋すがった。たちまち第一地区フアースト・ヤードの大通りに出た。人通りのただ中へ。橋の黒こく煙えんを見上げていた人々が、一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとし、そして──


「うわああー！」


「なんだ、こいつら！」


　方々から悲鳴が起こった。ジローは狂くるおしい面持ちで歯は軋ぎしりした。脳のう裏りに甦よみがえるのは、半年前のパニックだ。一方、九龍クーロンの兄弟は人間たちの反はん応のうには目もくれない。ビルの壁へき面めんに飛び移うつり、猛もうスピードで特区の中心を目指して走り続けた。


　ジローも跡あとを追って壁面を蹴けり立てる。ナブロたちが人々を襲おそおうとしないのは幸いだった。橋の撮さつ影えいに出ていたマスコミたちが慌あわててカメラを向けたが、吸血鬼ブラツク・ブラツドたちのスピードを捉とらえることはできなかった。


　しかし、何も知らない人間たちの前で力を振ふるうなど、香ホン港コン以来のことだ。着々と現げん実じつのものとなるリアルな「破は滅めつ」に、背せ筋すじが寒くなる。


　なんとしても、いまのうちに。ジローは後方から、力場思念ハイド・ハンドを放った。無形の爆ばく弾だんが着弾し、三人がパッと回かい避ひした。


　ハンスとヤフリーが素す早ばやく目配せを交かわす。


「兄上。先に！」


「……よし。適てき当とうでいいぞ」


　ナブロが弟たちの意を汲くんで、一人先に進んだ。追おうとするジローに、ハンスとヤフリーが襲いかかった。
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「邪じや魔まをするな！」


「そうはいかん」


　ハンスはまだ体調が万ばん全ぜんではないらしい。一度牽けん制せいを仕し掛かけたあと、ろくに剣けんを交えず後こう退たいした。替かわってヤフリーが前に出る。やむなくジローは速度を落とし、ヤフリーを迎むかえ撃うった。


「そもそも、ナブロ兄あに貴きだけに構ってていいんスか？　ほっとくと、俺らここで大おお暴あばれするかもしれないっスよ？」


「……く！」


　ジローの双そう眸ぼうが激げき憤ふんに燃もえ上がった。だが、ヤフリーの言う通りだ。ハンスやヤフリーは、十分な脅きよう威いとなる。彼らに限かぎらず、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のもっとも恐おそろしい点は、その驚きよう異い的な感かん染せん力りよくにあるのだ。


　セイに助けを。とっさに考えたジローだったが、すぐに改めざるを得なかった。


　セイに来てもらえば、この場は解かい決けつする。ただし、あくまで局地的な問題だけだ。『結界』は破られたのである。敵てきはもはや、どこからでも特区に侵入でき、その牙きばで嚙かみ付くことができる。さらに、真銀刀のこともあった。遺い灰はいのことも。いまセイに助力を乞こうわけにはいかなかった。


　ハンスとヤフリーを一気に斬きり捨すて、ナブロに追いついて彼も斬る。ジローは悲ひ壮そうな決意を固め、ヤフリーの剣を力ずくで押おし返した。


　しかし、ジローの決意と裏うら腹はらに、ヤフリーはあっさりと身を翻ひるがえした。彼にすれば、ここでジローと決死の勝負をする必要はない。ナブロが言い残したように「適当」に相手をして時間を浪ろう費ひさせれば十分なのだ。


「ま、もったいないっスけどね。せっかく『本気』の『銀ぎん刀とう』が牙を剝むいてるってのに」


「貴様……っ」


　もはやジローは怒いかりの余あまり言葉にならない。しかし、どれだけ怒り心頭に発しようと、敵にその気がない以上空回りだ。冷静になれ、と自分に言い聞かせるが──こうしている間にも、吸血鬼を目もく撃げきした人々の悲鳴が耳に届とどいてくるのである。焦しよう燥そうが募つのり、胸むねが搔かきむしられた。


　しかし──


「むっ」


　ハンスが顔を夜空に向けた。ヤフリーとジローも、ハッと頭上を見上げる。


　夜気を切り裂さくローター音が聞こえた。続いて、ビルの屋上を掠かすめるように、二台のヘリが姿すがたを見せた。


　威い嚇かくするような低空飛行で地上の一いつ般ぱん人じんを追い散らし、再び浮ふ上じようしてヤフリーとハンスにビームを照しよう射しやする。太ラ陽イ灯トだ。二人は慌てて光から逃のがれた。


『──「銀刀」。無事か？』


「鎮ちん圧あつチームか!?」


　直後にヘリの腹はらが開き、身を乗り出した隊員たちがライフルを発射し始めた。ハンスとヤフリーが舌した打うちして散らばった。


　ジローは素す早ばやく計算を巡めぐらせた。彼らだけで二人を倒たおすことは難むずかしいだろう。だが、足止め程てい度どなら。それに彼らなら『カンパニー』を通じて、周囲の一般人を避ひ難なんさせることもできる。


　『「赤い牙レツド・フアング」先行部隊にも出動を要よう請せいした。すぐここに駆かけつけるはずだ』


　そのひと言を聞いて、ジローは決心した。鎮圧チームは特区の地理と事じ情じように精せい通つうしているし、『赤い牙レツド・フアング』はハンスやヤフリーに十分対たい抗こうし得る高い戦せん闘とう力りよくを有している。両りよう陣じん営えいが協力すれば、この場をどうにか治めることは可か能のうだ。


「ここを頼みます！　私は逃にげた一人を追う」


『了りよう解かいした』


　ヘリは即そく答とうして向きを変えた。


　ジローは少なからぬ感動を覚えた。かつての香港でも、こんなことがあった。神父が指し揮きし、陣内が舵かじを取る義ぎ勇ゆう兵へいたちと、共に力を合わせて戦ったことが。


　場ば違ちがいに──いや、こんな危き急きゆうの際さいだからこそ、胸が熱くなる。自分は独ひとりではないのだ。セイやケインといった同族たち。そして、『カンパニー』ら人間たちも一いつ緒しよに、この難なん局きよくと立ち向かっているのだった。


「させるか！」


　ヤフリーが鎮圧チームの銃じゆう火かを縫ぬって、ジローへ刀を閃ひらめかせた。ジローはキッと牙を剝くと、憤ふん懣まんを叩たたき付けるように、凄すさまじい思念を放った。人形のように、ヤフリーは吹ふき飛ばされた。


「貴き様さまらの好きにはさせん」


　そしてジローは、全力でナブロのあとを追い始めた。





　が、ここでも『ウォーカーマン』の知ち略りやくは、ジローの目算を封ふう殺さつする。
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「……さすがに動かない、か」


　カーサが遠方に目をこらしながらつぶやいた。セイのことだ。


「やっぱり墓ぼ所しよに？」


「ああ。あの周辺に小さく『結界』を張はり直した」


　ザザの問いに、カーサが頷うなずく。


　真銀刀を抜ぬき、『結界』を破やぶった以上、この場所にカーサらがいることはセイにも知れたはずだ。しかし彼は、迂う闊かつに動こうとはせず、墓所の守りを固めた。


　おそらく、こちらの人数と居い場ば所しよが完全に把は握あくできるまでは、軽々とは動かない構えなのだろう。正せい解かいである。もっとも、その判はん断だんはカーサやザザの狙ねらいでもある。


　特区で一番手て強ごわいのは、なんと言っても『東ひがしの龍りゆう王おう』セイだ。彼が墓所を守る限かぎり、カーサらの最終目的は達成できない。が、一方では彼の動きを封じ込こめることにもなる。それはつまり、特区の力を半はん減げんさせることに等しいのだ。


「まあ、予定通りだね。ダール君やナブロ君も、特区に無事侵しん入にゆうした。次の段階に入るよ」


「……余あまり気が進まんな」


「え？　なんで？　龍王が来ないんだから、やりたい放題だよ？　やりたい放題なんて、お姉ちゃんが一番大好きな──っぎゃ！」


　皆みなまで言わせず、カーサがザザに鉄てつ拳けんを見み舞まう。ザザは長いツイン・テールとフリルのスカートをはためかせ、フィギュアスケートのジャンプよろしく宙ちゆうを舞まって、しかも着地に失敗した。ラウが見て見ぬ振りをして、軽く咳せき払ばらをした。とはいえ、それも見み慣なれていない彼だからこそで、他の兄たちならそもそも気にも留めない。


　ザザは地面でのたうちながら、


「酷ひどい！　散々苦労して姉し弟ていに尽つくしてる僕に、毎度毎度なんて仕打ちだい。ラウ君！　君からも言ってやってよ！」


「なぜ気が進まん？」


「そこじゃなくて！」


「不ま味ずい血を口にしたくない」


「またそんな我わが儘ままか！」


　ザザは崩くずれ落ちたまましなを作って、悔くやしげにアスファルトを叩いた。そんな風だから弟妹から同情が寄せられないのだと、彼はいまいち気付いていない。


　カーサはフェンスの向こう──『赤い牙レツド・フアング』先行部隊が待機する施し設せつを眺ながめている。彼女が見守るうちにも、施設は慌あわただしさを増ましていった。ついには格かく納のう庫こに向かって、幾いくつもの人ひと影かげが移い動どうを開始した。出しゆつ撃げきするのだ。


「──おい。カーサ」


　ラウが鋭するどく視し線せんを向ける。カーサはやれやれと肩かたを竦すくめた。


「案内は？」


「不要だ」


　決けつ断だんすれば行動に無む駄だはない。カーサの全身に活力が漲みなぎり、彼女の美び貌ぼうが月下に輝かがやいた。


　バキバキバキと派は手でな音を立てて、目の前のフェンスがむしり取られた。千切れることなく浮き上がり、歪いびつなアーチを形成する。カーサの力場思念ハイド・ハンドだ。


　格納庫に向かっていた一いち団だんが足を止めた。こちらに気付いたらしい。「おいおい」とラウが苦く笑しようし、ザザも深々と嘆たん息そくした。


「お姉ちゃんは、またそういう……奇き襲しゆうすれば話は早いのにっ」


「いや。こっちの方が手っ取り早いね」


「甘あまく見るな、カーサ。奴やつらは手て練だれだ」


「どの程てい度どの戦力かはわかっている。お前のおかげでな。よくやった、弟よ」


　姉の讃さん辞じに、『赤い牙レツド・フアング』の戦術顧問タクテイカル・アドバイザーが鼻を鳴らした。全然褒ほめられないザザは不服そうに唇くちびるを尖とがらせた。端たん末まつが端末なので、拗すねていると可愛かわいらしいから質たちが悪い。


　カーサの見るところ、先行部隊で気を付けるべきは、すでに搬はん入にゆうされている二台の攻ア撃パヘツリチだ。あれが飛び立つより早く部隊を地上に釘くぎ付づけにすればいい。


「少し待ってろ」


　そう言って、カーサは自ら作ったアーチに、堂々と足を踏ふみ入れた。


　慌あわててザザが、


「ラウ君。例の人選、目星はついてるね？」


「おっと、そうだった。──カーサ！」


　呼よんで、ラウは懐ふところから一枚まいの写真を取りだした。写っているのは『赤い牙レツド・フアング』の制せい服ふくを身につけたスパニッシュ系けいの若わか者ものだった。


「転化前はコンクールの常連だった。部隊で一番腕うで利ききの狙撃手スナイパーだ。こいつは殺すな」


　カーサは写真にちらりと一いち瞥べつをくれ、頷くでもなく敷しき地ち内に進んだ。夜の散歩でも楽しむような、軽い足取りである。すでに彼女は自分の気配を隠かくしていない。驚おどろいていた施設の者たちも、彼女を敵てきとして迎むかえ撃うつ態たい勢せいを取りつつある。


　流血の予感に、カーサは凄せい惨さんな笑えみを浮かべた。





　　　３





　空港をバドリックに任まかせて、尾お根ね崎ざきと張ジヤンは『カンパニー』本部に戻もどった。待っていたのは予想通りの混こん沌とん、そして、予想を遥はるかに上回る、衝しよう撃げきだった。


『結界』が破やぶられたというのだ。


　しかも──


「……陣内が、死んだ？」


　それは、査さ察さつ部の赤あか井いリンスケから入った報ほう告こくだった。報告を受けた瞬間、尾根崎はぐらりとふらつき、張に支ささえられた。


　とはいえ、支える張も顔色を失っている。両目は見開かれ、唇を痛いたいほど嚙かみしめていた。


　二人が部下の前でこれほど動どう揺ようを顕あらわにするのは、かつてなかったことだ。その事実が、『カンパニー』の受けた痛手がいかに巨きよ大だいで取り返しのつかないものであるかを、雄ゆう弁べんに物語っていた。


「……会長！」


　後ろから両りよう肩かたを支える張が、歯を食いしばるように呼びかけた。尾根崎はなおも自失していたが、突とつ然ぜん両目を燃もえ上がらせて腹ふく心しんの手を振ふり払はらった。


　近くにあった椅い子すを蹴けり飛ばし、デスク上の物を残らず薙なぎ払う。部下たちが息を呑のむ前で、『カンパニー』会長は荒あれ狂くるった。
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「……やりやがったな」


　両手の拳こぶしをデスクにたたき落とし、尾根崎は血を吐はくように唸うなった。


「見ていろ、九龍クーロンの死に損ぞこないども。必ず根ね絶だやしにしてやるぞ」


　魂たましいに焼き付けるような、尾根崎の宣せん言げんだった。張が頷うなずき、無言で部下たちに目配せした。部下たちは姿し勢せいを正し、ただちに自らの職しよく務むに戻っていった。


　二人がいるのは、『カンパニー』本部の第一情じよう報ほう管かん制せい室しつだった。以前カーサらが特区侵しん入にゆうを果たした際さいも、ここで全体の指し揮きが執とられた。


　いま管制室には、あのときを遥かに上回る特区の惨さん状じようが、刻こつ々こくと伝えられている。情報部は情報操そう作さに全力を注いでいるが、今度ばかりはお手上げという状態だった。『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の破は壊かいも、空港での爆ばく発はつも、あらゆる局が報道している。中にはライブで映えい像ぞうを流す局もあった。どこも正せい確かくなところは把は握あくできていないようだが、まだ吸血鬼に関する報道がないのは、情報部の手て柄がらというより単なる幸運の産物である。しかも、この幸運は、決して長く続かないだろう。


　一年半前、さらには半年前の騒そう動どう以来、特区には海外のメディアが多数常じよう駐ちゆうするようになっている。そうした海外メディアの中には『カンパニー』の管理が及およばないものも少なくないのだ。


「……完全に後手に回っている」


　情報部の責せき任にん者しやたる張も、そう見ざるを得ない状じよう況きようだった。特区の正体が明かされたあと、この地がどのような立場に立たされるか。想そう像ぞうするだけで目の前が暗くなる。


　だが、ここはもはや割わり切るしかない。『結界』が破られたいま、特区は丸まる裸はだかの状態だ。敵の牙きばに素す肌はだを晒さらしているようなものである。いまは未来の難なん局きよくより、眼前に迫せまる破局をこそ食い止めなければならない。どのような傷きずを負うとしても。


「報告します！　空港の『赤い牙レツド・フアング』隊長より緊きん急きゆう連れん絡らく。敵吸血鬼が包囲を突破し、第十地区テン・ヤードに侵入した模も様よう。現げん在ざいケイン・ウォーロック氏が、これを追つい撃げきしています！」


「『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』に向かった鎮ちん圧あつチームより報告。侵入を許ゆるした『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と交戦に入りました！　現地にて『銀刀』とも接せつ触しよく。彼は先行する吸血鬼を追つい跡せき中」


「……ミスター・セイは？」


「第五地区フイフス・ヤード！　事じ務む所しよの近くです。先ほどの査察部員からの報告では、『墓ぼ所しよを守る』とのことです」


「墓所」


　張の目が鋭するどく光った。つまり、そこが『第十一地区イレブン・ヤード』だったのだ。セイは九龍王クーロンおうの遺い灰はいを守るということか。


　張としてはぜひセイにも、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を討とう伐ばつしに動いてもらいたい。しかし、セイとて出撃を渋しぶっている訳わけはない。一刻も早く敵を倒たおしたいのは、彼も同じだ。その上でなお、『第十一地区イレブン・ヤード』を離はなれるわけにはいかないということなのだ。


「……構かまわん」


　と、腹ふく心しんの胸きよう中ちゆうを読んだ尾根崎が口を挟はさんだ。


「会長？」


「この上、彼の誠せい意いを疑うたがってもどうにもならん。九龍王クーロンおうの復ふつ活かつがどれほどの意味を持つのか、結局のところ我われ々われには計り知れない。『龍王』セイの判はん断だんを信じるしかあるまい」


　尾根崎の意見に、張は首しゆ肯こうした。彼が正しいと素す直なおに認みとめたのだ。


「現状をまとめます。確かく認にんできた敵てきは四名。一人は空港にてミスター・ケインおよび『赤い牙レツド・フアング』本隊と交戦後、これを突破して現在第十地区テン・ヤードに。いや、おそらくいまごろは第八地区エイト・ヤードか、下手をすれば第九地区ナイン・ヤードに入っているでしょう。一方、『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』を破壊した三名は、『銀ぎん刀とう』と交戦後第一地区フアースト・ヤードに侵入。そして、うち二人が鎮圧チームの足止めに遭あい、残る一人を『銀刀』が追跡中です。こちらもそろそろ第三地区サード・ヤードに入っていておかしくないかと」


「……ケインが第八地区エイト・ヤードで一人。『銀刀』が第三地区サード・ヤードで一人。鎮圧チームが第一地区フアースト・ヤードで二人。そして、セイは第五地区フイフス・ヤード、か」


「ただし、敵の数はこれですべてではありません。現に『黒くろ蛇へび』と『ウォーカーマン』の所在が知れない」


「……鎮圧チームはすべて出で払はらったな。バドリックはまだ空港か？」


　尾根崎の問いを、張がオペレーターに確認する。オペレーターの報告によると、バドリックと彼のチームは、『赤い牙レツド・フアング』本隊と合流したらしかった。


「本隊の再さい編へんを行ったのち、ケイン氏を追って追撃に入るとのことです。ただ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との戦せん闘とうでは、かなりの被ひ害がいが出た模も様よう」


「敵は一人だったのだろう？　ケインもいたというのに……」


『赤い牙レツド・フアング』の実力不足とは思わなかった。それだけの強敵なのだ。一昨年のヤフリーなどより遥かに強力な吸血鬼なのに違いない。


　だが、とにかく『赤い牙レツド・フアング』も追撃に加わると言っているのはありがたかった。尾根崎の所感だが、あのジャネットという隊長は信しん頼らいができそうだ。張も、『壮そう剣けんローラン』の血けつ統とうは信しん義ぎを重んじると聞いているらしい。


「あとは第六地区シツクス・ヤードの部隊か」


「はい。あそこの先行部隊は本隊と違って、すでにある程てい度どの土地勘かんを持っています。何よりフル装そう備びでの出撃が可か能のうだ。すでに第一地区フアースト・ヤードの鎮圧チームと合流するよう要よう請せいを出しました。ヘリを使えば吸血鬼たちより迅じん速そくに移動することが可能ですし、的確に運用できれば、彼らが勝敗を決する鍵かぎとなるやもしれません」


　張の報ほう告こくに、尾根崎が頷うなずく。そして、彼の厳いかめしい表ひよう情じようの上を、苦にがい悲しみと喪そう失しつ感が過よぎった。


　鎮圧チームと『赤い牙レツド・フアング』を個こ別べつにではなく同時に運用するというのは、本隊を迎むかえるに当たり、日中行われた会議で採さい択たくされた案だ。それはもともと、陣内が提てい唱しようしていた部隊運用の一案なのである。特区で部隊を展てん開かいする術は、なんといっても鎮圧チームが一番弁わきまえている。彼らが現場で『赤い牙レツド・フアング』の手た綱づなを取れれば、もっとも理想的に、また効こう率りつ的てきに吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオースの能力を活いかせると考えたのだった。


「……いつもそうだ。自分が言い出しておきながら、苦労して実現するのは、私たちなんだからな……」


　尾根崎や張、バドリックが、理想の運うん営えい手しゆ段だんに苦く慮りよした末、最後にぽんと妙みよ案うあんを出すのは、いつも決まって陣内だった。彼の案は、多くがその場しのぎの対たい応おう策さくなのだが、現げん状じようを知り抜ぬいた上での打開策さくであるため、極きわめて即そつ効こう性せいが高いのである。土ど壇たん場ばを切り抜ける知ち恵えを、血肉として持っている男だった。


　いまこの場にこそ、もっとも必要とされるはずの人物だったのである。


「……会長。いまは哀あい悼とうに費やす時間はございません」


「わかっている」


　重苦しく、尾根崎は応おうじた。


　鎮ちん圧あつチームと『赤い牙レツド・フアング』は、まだ相そう互ごの連れん携けいが満足に整っていない。だが、この際贅ぜい沢たくは言っていられなかった。ぶっつけ本番でやるしかない。幸いというには語ご弊へいがあるが、いまはつまらない縄なわ張ばり意い識しきを差し挟む余よ地ちなどない事じ態たいだ。危き機きに臨のぞみ、互たがいの意識を統とう一いつすれば、困こん難なんなことではないはずである。


　しかし遅おそかった。


　張の予感通り、彼らは徹てつ底てい的てきに後手に回っていたのだ。


「第六地区シツクス・ヤードの『赤い牙レツド・フアング』より入電！　施し設せつが敵の襲しゆう撃げきを受けています！」


「なんだとっ！」


　尾根崎が怒ど鳴なり、張もまた意表を突つかれた顔になった。


　しかしすぐに痛つう恨こんの表情を浮うかべ、


「不覚。フォックスか……！」


　迂う闊かつにも彼の存そん在ざいを失念していたのだ。戦術顧問タクテイカル・アドバイザーのフォックスが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の手先だったならば、敵には『赤い牙レツド・フアング』の情報が筒つつ抜ぬけになっていたことになる。


　張のみならずセイやケインたちもなのだが、彼らは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の一いつ派ぱが吸血鬼だけだと、意識せずとも断定していた。自分たちは人と吸血鬼の共存を目指し、互いに手を結んでいながら、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がそうする可能性をまったく考こう慮りよしていなかった。


　あるいはそれは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』はあらゆる人と吸血鬼にとって共通の敵だという、ほとんど絶ぜつ対たい的てきな認にん識しきがあったからかもしれない。だからこそ、彼らに協力する人間の存在を、無意識のうちに想定から外していたのである。


　しかし違うのだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とは、あくまでも吸血鬼の一血統に過すぎない。様々な業ごうを背せ負おい、茨いばらの道を行くことを宿命付けられていようと、彼らもまた、ひとつの血族なのである。特に、何も知らない人間から見れば、他の血族も『九龍の血統クーロン・チヤイルド』も、大差はないとさえ言えるのである。


　このことを、のちに尾根崎らは、また異ことなる形で痛感することになる──


「くそっ。現場はどうなっているのだ！」


「わかりません。報告が曖あい昧まいで……相当混こん乱らんしている模様です」


　伝えるオペレーターの声も震ふるえている。尾根崎も歯は軋ぎしりした。


　むざむざやられるとは信じたくないが、敵てきが奇き襲しゆうを仕し掛かけたのは、勝算があってのことだろう。フォックスがいれば部隊の内情も手に取るようにわかっているはず。万ばん全ぜんの態たい勢せいで臨んでいるに違いない。


「……かといって、差し向けられる増ぞう援えんなどどこにもいない」


　苦しげに、尾根崎は吐はき出した。


　そのとき、


　ズン──


　微び震しんが『カンパニー』本部ビルを襲おそった。


　微かすかだがはっきりと感じる揺ゆれだった。それに音と衝しよう撃げき。地震ではない。一いつ瞬しゆん、喧けん々けん囂ごう々ごうたる有様だった管かん制せい室しつを、異い様ような沈ちん黙もくが包み込こんだ。


　尾根崎が傍かたわらの張に視し線せんを向けた。カラカラに乾かわいた声で、


「……いまのは？」


　張は答えない。しかし、ある予よ測そくに顔色が変わっている。


　そして、彼の予測は正しかった。


「爆ばく発はつです！」


　オペレーターの報告が──というより、悲鳴が──管制室に響ひびき渡わたった。


「当ビル一階！　何者かの襲撃を受けています！」


「……なんだと？」


「映えい像ぞうでます！」


　同時に、管制室の壁へき面めんに設置されたディスプレイが、本部ビル一階の様子を映うつし出した。


　画面を埋うめるのは黒こく煙えんである。音声はない。映像はひどく乱みだれていた。だがそこには、ライフルを構かまえ、戦せん闘とう服に身を包んだ集しゆう団だんの姿すがたが、はっきりと映っていた。黒煙に包まれる中、散発的な発はつ砲ぽうを繰くり返しながら、ビルの深部へと侵しん入にゆうする様子が。


「馬ば鹿かな」


　尾根崎が言った。


　しかし、そこに映っているのは間ま違ちがいなく、『赤い牙レツド・フアング』の分隊だった。マーベリックの部隊が、到着したのである。
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　そのころセイが感じていた焦しよ燥うそうは、特区にいるどの人物にも勝まさるとも劣おとらないものだった。彼ほどの吸血鬼が、身を刻きざまれるほどの無力感に打ち震えていたのだ。


　現げん在ざいセイは、九龍王クーロンおうの棺ひつぎが安置された石室にいた。ミミコとコタロウ、リンスケの三人は、すでに地上に戻っている。残されたのは彼と、彼が失った友の遺い体たいだけだ。陣内の亡なき骸がらの傍らに座ざ禅ぜんを組み、特区全ぜん域いきの気配を探さぐっているのだった。
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　特区に侵入を果たした『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちは、自らの存そん在ざいを見せつけるかのように跳ちよう梁りようしていた。禍まが々まがしい気配が東、西、南の三方から特区に侵入し、その威い圧あつ感を強めている。


　ダール・ディーンの気配には覚えがあった。凡ぼん百びやくの黒き血とは一線を画する『血』の風ふう格かくが、九龍クーロンに染そまったいまも彼の存在感を浮うき彫ぼりにしている。彼は東から特区の中心へと近づいていた。さすがに早い。この墓所を目指している。だが、真まっ直すぐこの地に至いたるのではなく、先に、西から近づくもうひとつの気配との合流を図はかるらしかった。こちらはおそらく『橙蜂オレンジ・ビー』だ。それぞれ、ケインとジローが追撃しているのもわかるが、このままでは先に合流されるだろう。


　一方西には、『橙蜂オレンジ・ビー』の他にも、気配があった。わずかにルートを南にとってジリジリ移い動どうする者が二人。移動速度が遅おそいのは、何者かと──考えられるのは『カンパニー』の鎮ちん圧あつチームだ──交戦しながら移動しているためだ。


　この二人は、南から侵入したカーサと合流するつもりらしい。最終的には、この墓所を北と南から挟きよう撃げきする構かまえだ。セイが北に向かえば南が、南に向かえば北が、ただちにこの場所に詰つめ寄より遺灰を奪だつ還かんする、という策だろうか。いや、そうと断だんじるのは早い。敵には『ウォーカーマン』がいる。裏うらにどんな考えが隠かくされているか知れたものではない。


　──しかし……


　いまならまだ間に合うかもしれない。縮しゆく地ち法を使えば、各地に散らばる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配を、ひとつずつ潰つぶしていくことができる。セイの力をもってすれば、困こん難なんではあっても不ふ可か能のうなことではない。


　だが、動くことはできなかった。


　真銀刀があるからだ。


　セイは真銀刀を畏おそれていた。自らが真なる銀に倒たおれることを恐きよう怖ふするのではない。あの剣が墓所に張はり直した『結界』を破やぶることを──そして、墓所に眠ねむる王が、再ふたたび現うつ世しよに甦よみがえることを恐怖しているのである。


　敵は秘ひ匿とくされてきた第十一区イレブン・ヤードの場所を割わり出し、『結界』を破る手段をも手に入れた。最後の防ぼう衛えい線せんとなれるのは自分だけなのだ。


　だからこそ、セイはこの場を動くことができない。


　また、だからこそ、敵はセイを誘さそい、挑ちよう発はつを繰くり返す。


　我が慢まん比くらべと言えばその通りなのだが、全身を駆けめぐる怒いかりと悔くやしさは、数千年を生きる大吸血鬼をして、わずかな平静をも失わしめた。セイは自分自身をその場に留とどめるのに、彼が持つ自制心のすべてを用いねばならなかった。


　そして……


「──！　カーサっ」


　セイが思わず毒づき、ガキリッと牙きばを鳴らした。


　第六地区シツクス・ヤードで、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配が増ふえ始めた。その中心にあるのは、カーサの気配。彼女が、自らの手駒を増やしているのだった。


　セイが座禅を崩くずして立ち上がる。小こ柄がらな少年の体たい軀くが、墓所の天上を突つき破るかのように思われた。


　が、


　セイは立ったまま、再び動きを止めた。


　縮地法を使えば、いますぐにでも向かえる。かの毒どく牙がをへし折ることができる。だが、真銀刀は？　『結界』が破られたのもあの場所だが、いまもまだ真銀刀が同じ場所にあるとは断定できない。仮かりに第六地区シツクス・ヤードに跳とび、その後『結界』が破られたとして、自分は即そく座ざにここに戻もどってこれるだろうか？　縮地法とて万ばん能のうではないのだ。用いるにはそれなりの条じよう件けんがあり、曲げることのできない法ほう則そく性せいが存在する。


　力が足りなかった。ケインやジローを軽んじる気は毛頭ないが、ダール卿きようや『橙蜂オレンジ・ビー』、そして『黒くろ蛇へび』といった九龍クーロンの宿しゆく将しようたちを相手に、特区を守りつつ対たい抗こうするには、どうしても数が足りない。しかも、この不利は時が経たつほど大きくなるのである。ただでさえ少ない味方の戦力に対し、敵はそれを自由に増やすことができるのだから。


　不意に──


　思い詰めたセイがある方角に顔を向けた。


　西方。セイの思いは、石室の壁かべを貫つらぬき、墓ぼ所しよを、第五地区フイフス・ヤードを、特区を飛び出し、さらには湾わんと本土をも遥はるかに超こえた、ずっとずっと西方へと向けられた。


　大陸のさらに西。崑崙と呼ばれる、幻の古都へ。


　──いまなら。


　いまならまだ、九龍王クーロンおうは深き眠りについている。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は始祖ソース・ブラツドを戴いただいていない。


　香港とは、違うのだ。


　ならば、助力を希こいねがうことも、許ゆるされるのではあるまいか？


　セイの中に流れる、古い古い『血』が、彼の思いにザワリと揺ゆらいだ。


　葛かつ藤とうは長く続いた。


　だが、結局セイは、再び腰こしを落とし、苦く悶もんの表ひよう情じようで禅ぜんを組んだ。


　戦局は刻こく一いつ刻こくと『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちに傾かたむいている。





　　　４





　ダールの行く手には、美しい特区の夜景が広がっていた。


　林立する高こう層そうビル群ぐん。人類が築きずき上げた、水上の摩ま天てん楼ろう。かつて、地上のどんな場所にも、このような光景は存そん在ざいしなかった。広大で荘そう厳ごんな人工の美。時の堆たい積せきがない分、そこには新しん鮮せんな瑞みず々みずしさが満ちているようだった。ダールが疾しつ走そうするあとは、ガラスが粉ふん砕さいされ、壁が踏ふみ砕くだかれていったが、その程てい度どの破は壊かいなど、この都市は易やす々やすとのみ込んでしまうかのようだ。


　この都市に比くらべ、自分はなんと古い生物なのだろうか。古いにしえの砂さ漠ばくから来た、風化し、黴かびた、血と砂すな埃ぼこりの塊かたまり。ここにあるどんな物よりも、自分は古いに違ちがいない。時代に取り残された、生きた化石そのものだ。


　その認にん識しきを、ダールは自然と受け入れる。己おのれの存在を。その在あり方を。


　ただ──


「……済すまんな」


　夜風を切って疾走しながら、ダールはぼそりとつぶやいた。


　新たなものに道を譲ゆずるのが、古きものの定めであり、世の正道であるはずだ。万物は流転する。そのようにして、世界はかく在り続けている。


　だが、黒き血は、その正道の外にあった。


　九龍クーロンの血は、さらにその埒らち外がいに。


「……と。いかんな」


　ひげに覆おおわれたダールのあごが、自らの感かん傷しように苦く笑しようを浮うかべた。そして、ふわりと体重を感じさせない軽かろやかな動作で、舞まうように身を翻ひるがえした。


　着地しようとしたビルの壁へき面めんが、木っ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。ダールが宙ちゆうを舞まいながら後方を振ふり返る。天を突つくビルとビルの間に、豆まめ粒つぶのような人ひと影かげがあった。ケインだ。まだかなり離はなれているが、ダールに向けられた強い闘とう志しが見て取れる。


　未みじ熟ゆくな闘志。だが、彼から見れば「新しい」、将しよう来らいの可か能のう性せいを感じさせる闘志だ。


　ただし──


「一人か。勝算とてなかろうに。意地だけで道は開かんぞ」


　ダールが眉まゆを上げ、遠方のケインをにらみつけた。額ひたいにビリッと力が抜ける。双そう刀とうを振り、力に命を与あたえる。


『舞まい姫ひめバサラ』流の遠えん距きよ離り力場思念ハイド・ハンド。歪ゆがみを付けて放たれた力場は、鋭するどく渦うずを巻まき、高さ十数メートルに達する竜たつ巻まき状じようになった。身をうねらせ、ビルの壁面を削けずり取りながら、ケインに襲おそいかかった。


　ケインは正面から受けようとはせず、大きく迂う回かいする。その隙すきに、ダールは前方に向き直って、疾走を再さい開かいした。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの空中戦は、眼がん下かの人界にも波は乱らんを投げ掛かけた。降ふり注ぐ破は片へんに、人々が悲鳴を上げている。仰あおぎ見る視し線せんを全身に感じつつ、ダールは悠ゆう々ゆうと跳ちよう躍やくを繰り返した。


　摩天楼を飛び交う人ならざる姿が、彼らの目にどのように映るか。だが、まだ序じよの口だ。特区は今こ宵よい、歴史の証しよう人にんとなる運命にある。


　ダールは高こう層そうビルが立ち並ならぶ区画を抜ぬけ、幅はばの広ひろい運うん河がを一気に飛び越こえた。


　視界がぐんと広がった。特区の地図は頭に入っている。第八地区エイト・ヤード、そして第九地区ナイン・ヤードといった新市街区ニユー・ヤードを抜けたのだ。ここから先は第五地区フイフス・ヤード。王の眠ねむる地区である。


　いずこに。


　ダールが爆ばく発はつ的に意識を広げた。並なみの吸血鬼ならそれだけで力を枯こ渇かつさせそうなほどの出力で、感覚の網あみを広こう域いきに投げ広げる。そして、見つけた。彼を阻はばむ、『結界』の気配。ここより南だ。だが、すぐにも手の届く位置だ。


　あそこに、王の遺い灰はいがある。


　また、彼の感覚網もうは、もうひとつの──いや、二つの気配を察知した。彼のいる場所に高速で接近する強い気配を。


　ダールは不敵な微び笑しようを見せた。予定通りだ。さすがは、我わが弟。


「ダール卿きようーっ！」


　風に乗って彼を呼ぶ声が聞こえた。見れば、ケインが必死に追い縋すがって来る。一いつ拍ぱく置いて思念の砲ほう弾だん。ダールは曲刀で真っ二つに切り裂さく。


　未熟。若わかい。だが、発散する熱が、古く巨きよ大だいなダールの魂たましいを焙あぶる。


　王の居い場ば所しよを実感したことで、ダールの精せい神しんも昂こう揚ようしていた。ダールは第五地区フイフス・ヤードに入ると、建けん造ぞう物ぶつの屋上を残らず踏ふみつぶす勢いで疾しつ走そう。前方から真まっ直すぐ彼目がけて近づいてくる気配に、全力で駆かけ寄った。


　急速に接せつ近きんする、合計四つの気配。


　そして、


「──ナブロよ。少し交代してみんか？」


「──ザザみたいなことを」


　言い交かわし、そのまますれ違ちがった。


　ダールの牙きばがこぼれる。双刀を構かまえた。


　ナブロの背はい後ごに続いてきた若者は、追撃の速度を落とさなかった。こちらを確かく認にんしたあとも、恐おそれることなく剣けん鋒ぽうを向けた。銀色に輝かがやく刃やいばを。彼の無む謀ぼうに──そして勇気に──ダールは心ここ地ちよい満足を覚えた。


　二本の曲刀と一本の日本刀が激げき突とつする。透すき通った硬こう質しつな刃は音おとが、特区の夜空に高く響ひびいた。


「久ひさしいな、『銀刀』！」


「残念です。ダール卿！」
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　双そう刀とうが乱らん舞ぶした。ジローは全力で、これを受けた。


　暴ぼう威い。そんな言葉が脳のう裏りを過よぎる。迫せまり来る一刀一刀に、千年に届とどかんとする「時」の凄すご味みが宿っているのだ。それを受ける一刀一刀すべてに、望もち月づきジローという存在を残らず込こめねば、到とう底てい太た刀ち打うちできない。否いな。それでもなお、まるで足りない。ジローは歩法を使う間もなく、家屋の屋上に釘くぎ付づけにされた。ただ攻こう撃げきを受けているだけで、足場が見る見る崩くずれていった。


　屋根が崩ほう壊かいした。すんでの所でジローは脇わきに飛び退すさった。息を吐はき、吸すったときには、再ふたたび暴威がジローを襲っていた。


「どうした？」


　竜りゆうがもらした吐と息いきのような声で、ダールが楽しげに問いかけた。


「そんなものか？」


　刃と刃が火花を飛ばした。刃鳴りが耳の奥おくを圧あつする。ジローはすべての知覚を全開にして、自在に舞い踊おどる敵てきの刃先を感じとった。そして、自らの身体からだが──身体に叩き込まれた鍛たん錬れんが応おうずるままに動いた。もはや思考は遥はるか過か去こに置き去りにされている。時間が水みず飴あめのように伸のび、ブラックホールのように凝ぎよう縮しゆくされていった。


　周囲の建物は面おも白しろいように崩壊している。夜気に戦せん塵じんが充じゆう満まんする中、舞い散る粒りゆ子うしのどれよりも速く、刃と刃が空間を切り裂いていく。音も衝しよう撃げきも追いつかない。自分自身すら過去の風景に溶とけ込むように錯さつ覚かくする。そんな世界の中で、唯ゆい一いつ、体内の熱だけがジローをジローとして規き定ていし、剣けん戟げきを前に進める。


　黒い血、『賢けん者じや』の熱。


　そして、赤い血、ミミコの熱。


「チィェストぉぉぉっ！」


　銀刀が刹せつ那なに奔はしった。「ライオンの尾シヤムシール」が神速の反応を見せた。


　刃が嚙かみ合い、両剣けん士しの動きが静止。時間が巻き戻るように浮いていた瓦が礫れきが落下しかけ──かと思うと激げき突とつの波動に触ふれて紙かみ屑くずのように吹ふき飛ばされた。


　ジローとダールは互たがいに後こう退たいし、距離を開けた。ダールの顔には満面の笑み。根太い双そう牙がが唇くちびるを割り、黒真しん珠じゆのような眼めが猛たけ々だけしく輝いている。対して、ジローは解とき放たれた時間に押おし潰つぶされるかと思うほど、どっと消しよう耗もうしていた。まるで、一瞬にして百年の時を飛び越えたかのようだ。


　ダールは容よう赦しやをしない。吹き荒あれる破は壊かいの嵐あらしをものともせずに、再ふたたび斬り込んだ。ジローが気力で迎え撃うつ。またしても時間が歪ゆがみ、世界の密みつ度どが増ましていく。


　しかもダールは身体を旋せん回かいし始めた。舞ぶ踏とう戦士の本ほん領りよう。殺さつ戮りくの旋せん律りつ。双刀の閃ひらめきが、その躍やく動どうを倍加させた。ジローは歯を食いしばった。


　渾こん身しんの気合いで剣を叩たたき込む。ダールは背中に回した刀で受けた。そのまま旋回し、もう一刀が風を巻いて迫る。ジローが刀を返して受け──たちまち次の一刀が閃く。そのすべてが、ほとんど一瞬だ。そして永えい遠えんに続くのだ。


　まるで生きた竜たつ巻まきと戦っているようだった。すべてを巻き込み、切り裂く、無む尽じん蔵ぞうの力。引きずりこまれる。抵てい抗こうし、踏みとどまるのが精せい一いつ杯ぱいで、しかも途と方ほうもない疲ひ弊へいを強しいられた。


「……くそっ」


　自らの限げん界かいが見えた時点で、ジローは大きく踵きびすを返した。双刀の支し配はい権けんを脱だつし、跳躍して後退する。ダールの双刀が力場思念ハイド・ハンドを放った。いや、放った、どころではない。戦いくさの舞まいを解かぬまま次から次へと螺ら旋せん状じようの力場を生みだし、一いつ斉せいに発はつ射しやした。


　その数、数十。


「なっ!?」


　たちまち周囲一体が地じ獄ごくと化した。ビルの壁へき面めんが引き剝はがされ、民家が丸ごと空中に舞い上げられる。大だい蛇じやがのたくった跡あとのように、路面が刮けずり取られていく。


　むろん、逃にげ遅おくれた人間たちも。


　血と瓦礫の砂すな嵐あらしが、辺りを根こそぎ切り倒たおした。目を覆おおう惨さん状じように、ジローは思わず棒ぼう立だちになった。


「ダール卿きよう！　あなたは……！」


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が人命を危あやぶみ、剣を鈍にぶらせると思うてか！」


　自らの創つくり出した思念の嵐が止やまぬ中、ダールは踊るように斬きりかかった。ジローの怒いかりが瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうする。怒ど声せいを張り上げ、牙きばを剝むき、ジローは赤い疾しつ風ぷうとなって、双刀の殺戮者と斬り結んだ。


「アラビアの賢けん人じんがっ。血を汚けがし、凶きよう刃じんを振ふるってなんとする！」


「覚えておけ『銀刀』。死とはそれ以上でもそれ以下でもない。生もまた然しかり。無にして全なれば、全にして無よ。我わが『血』の命ずるがまま、ただ剣を振るうのみ！」


「遁とん辞じを弄ろうすな！」


　激げき情じようのままに、ジローは剣を走らせた。ダールは、若わかい憤いきどおりを残らず飲み干ほすかのように、傲ごう然ぜんと剣を受ける。


　そして、ダールの唇くちびるがニヤリとほほえんだ。ジローは全力で斬り込む余あまり、背後に隙すきを生じさせたのだ。ダールの操あやつる竜巻が、鎌かま首くびをもたげる。気がついたときには背中を切り裂かれ、さらには体たい勢せいを崩くずされていた。


　己おのれの迂う闊かつに呻うめき声を嚙み殺すジロー。その眼がん前ぜんで、ダールが悠ゆう々ゆう曲刀を振り上げ──


「ぐっ!?」


　突とつ然ぜん、乱らん暴ぼうな横よこ殴なぐりの力で、ジローの身体が吹ふき飛ばされた。力場思念ハイド・ハンド。そして、ジローが吹き飛んだ先に回り込んできて彼を受け止めたのは、ナブロとの戦いを一時中ちゆう断だんして駆かけつけたケインだった。


「単たん細さい胞ぼうめ。貸かしひとつだ」


「ならせめて、もう少しスマートに助けてください！」


　ジローは悪あつ口こうで答えたが、命拾いしたのは間違いなかった。胸きよう中ちゆうで──想像の中でだけ──ケインに頭を下げる。もっとも、ダールの方でもケインの横やりは予よ測そくしていたらしい。泰たい然ぜんたる様子で踏みとどまると、腕うでを伸のばし、曲刀を横に寝ねかした。


　すると、ダールが伸ばした刀の上に、風に吹かれたようにスーツと革かわ靴ぐつが飛んできた。


　同時に一陣じんの霧きりが走り、スーツに潜もぐり込んで実体化する。兄の曲刀に革靴の先を下ろし、ナブロはすらりと立ち上がった。


「遊び過すぎだぞ、ダール」


「お前こそ、かなり手こずっていたではないか。やはり、年の功には勝てんか？」


　目の前の激戦に心血を注いでいたジローと異ことなり、ダールには弟の戦いを見守る余よ裕ゆうもあったらしい。兄の冷静な指し摘てきに、「魔ま術じゆつ師しは苦手だ」とナブロは舌した打うちして答えた。


　一方、ジローとケインもこの隙すきに体勢を整える。


　油ゆ断だんなく『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を見み据すえながら、


「……よくやっているな」


「嫌いやみですか？」


「本音さ。ダール卿の相手、俺おれではここまで保もたん」


　ケインは真剣な口振りで言った。


　彼にも戦局を見回すゆとりがあったらしい。実際、素す手での彼では剣を操あやつるダールとは戦いづらい。空港ではジャネットがいてくれたからよかったが、もし彼一人なら、もっと早くダールの双刀に切り刻きざまれていたはずだ。


　ただ、ナブロがもらした通り、ジローが苦手とする『老ろう牙がニザリ』の殺し屋も、ケインの魔術でなら対抗することができる。血統の、そして個人の戦い方から生じる相あい性しようというものがあるのである。


　そして──


「……向こうはどうやら、タッグマッチで行くつもりらしいな」


「……足し算だとまだ不利ですね。あなたの分」


　疲ひ労ろう感かんを隠かくして、ジローが憎にくまれ口を叩たたいた。彼とナブロはほぼ同年代。しかしケインとダールでは、生きた歳さい月げつに倍以上の差がある。吸血鬼ブラツク・ブラツドが年を経へるほどに強力になることを考えれば、二人組で戦ったところで、ジローとケインの不利は変わらない。


　ただし、


「乗法にするしかあるまい。俺と、お前で」


　実じつ際さいの戦せん闘とうは、力の強大さだけで勝敗が決するわけではない。個人戦でもそうだし、二対二の戦いなら、なおさらだ。


　そして、ジローとケインはかつて、香港最強と呼よばれたコンビだったのである。


「どうせなら龍殿どのと組んで戦いたいですね。たまには」


「龍殿の減げん法ぽうになるだけだ。それより……やるぞ。例の」


「わかってます。実に気が進みませんが」


「それは俺の台詞せりふだ」


　心底嫌いやそうに返したあと、急にケインは背せ筋すじを伸ばした。


　念話トーク・パスを使い、


　──まだ終わっていないぞ。命が惜おしくば、いまのうちに去れ！


　ジローにではない。むろん、敵てきに対するものでもなかった。それは、辺り一帯に無差別に放たれた念話トーク・パスだった。付近にいる人間たちに対する避ひ難なん勧かん告こくだ。


「ケイン!?」


「……集中しろ」


　吃きつ驚きようするジローに、ケインは鋭するどく言い放った。ケインにしても、何も知らない一いつ般ぱん人じんに対して、こうまで堂々と己おのれの存そん在ざいを誇こ示じするのは初めてのことだ。ダールとナブロでさえ、驚おどろいた顔をしていた。


「いまは些さ末まつ事にかまけている場合ではない。……と言って、視界に人間がちらついていたのでは、青二才は集中できまい」


　周囲の光景はまるで戦せん災さい後ごの街まち並なみのようで、見み渡わたす限かぎり瓦が礫れきの山と化している。それでも、まだ生き残っている人間は少なくなかった。突然の災さい難なんのあとで頭の中に胴どう間ま声ごえが響ひびけば、ひどく動転するだろう。しかし、それでもこの場から脱出する意い志しは持つはずだ。日ひ頃ごろ人の上に立って働くケインだからこそできた、とっさの機転である。


「むろん、このような真ま似ねをしたところで、避さけられる被ひ害がいなど微び々びたるものだ。いま俺たちが全力を尽つくすことは、さらに大きな災さい禍かを食い止めること。剣けんに集中しろ、ジロー。他ほかはすべて、俺がやる」


　力強いケインの台詞に、ようやくジローは頷うなずいた。そして、ジローの目に再ふたたび闘とう志しが宿るのを確かく認にんして、ケインは左ひだり腕うでの袖そでをまくった。


　ジローの方に腕を差し出す。ジローは大きく口を開け、おもむろに腕に嚙み付いた。


　ダールとナブロが意表を突つかれて目を瞠みはる。ジローは構わず、のどを鳴らしてケインの血を吸った。ケインは強こわ面もてをしかめた。


　戦場である。吸きゆう血けつは短かった。だが、ジローがゆっくりと口を離はなしたとき、彼の放つ気配が変化していた。牙きばは鋭く伸びたまま。眼がん孔こうは鋭さを増まし、表情が猛たけっている。


　ケインから吸い取った『魔ま女じよモーガン』の血が、体内を駆かけめぐっているのである。それも、三百年の歳月を重ねた、強力な古血オールド・ブラツドの血が。


　一方、ケインもまた、神しん妙みような面おも持もちをしていた。彼は魔術の使い手だ。そして、吸血鬼の魔術は、血を介かいして行われる。いま彼は、自らの魔術の媒ばい体たいを、ジローの体内に注ぎ込んだのである。


「ほう」


　とダールが太ふて々ぶてしく笑った。


「それがお前たちの戦法か。面おも白しろい」


　ダールは、弟を乗せていた曲刀を軽く振ふるった。ナブロはとんぼを切って軽かろやかに着地。レイピアを胸むねの前に構かまえ、


「やればわかる」


　と、自ら先に走り出した。


　応おうじてジローが動く。


　ゴオッ、と空気が唸うなりを上げた。ジローの動作からは、疲ひ労ろうが完全に消えている。踏ふみ込む足に、振り上げる腕に、獣けものじみた荒あら々あらしさが行き渡っていた。


　力を取り戻もどした銀刀が、一いち条じようの閃せん光こうを放つ。レイピアで受け止めた瞬しゆん間かん、


「むっ」


　とナブロが顔色を変えた。


　衝しよう撃げきを殺しつつ、即そく座ざに『霧化フオグ・ラン』を発動。ところが、ナブロが霧きりに変化するのを待っていたように、後方からケインが『魔女の霧』を吹き付けた。ケインの力を帯びた魔術の霧が、霧と化したナブロと混こん然ぜんとなる。こうなるとナブロは、実体化ができない。彼にとって最大の武ぶ器きである「牙」を封ふうじ込められた形だ。


　さらに、ジローの操あやつる銀刀にも、彼の力だけでなくケインの力が加わっていた。


　銀刀のコーティングは魔術を断たってしまうため、ジローがそうするように、単たん純じゆんな力場を一瞬一瞬に乗せることしかできない。しかし、ジローの体内に取り込まれたケイン自身の血を経けい由ゆすることで、その瞬間瞬間に力を同期して送ることが可か能のうになったのだ。


「ハッ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれる、ジローの一刀。彼の剣けん技ぎを、ケインの波動がさらなる高みに押し上げている。夜気が渦うずを巻まき、斬られた霧が急激に形を変えた。


　たとえ気体の形けい態たいを取っていようと、自らの意志による動きでなければ、それは体たい勢せいを崩されるのと同じことだ。ナブロは空中で横転させられ、念の圧あつ力りよくに翻ほん弄ろうさせられた。見守るダールが、表情を険けわしくした。


　ナブロは、押し寄よせる力場の隙すき間まから、なんとか脱出を試みた。しかし、すぐさまジローが追撃してくる。一気に斬り捨てられることはないが、少しずつ力を削そぎ落とされていく。ジローの剣も果か敢かんだ。摂せつ取しゆした血の力と興こう奮ふんが、溢あふれんばかりの闘志となって迸ほとばしっている。ナブロは怒おこってレイピアを突つき立てたが、『魔女の霧』によって彼の動きは大おお幅はばに妨ぼう害がいされていた。鋭く閃ひらめいた銀刀に、逆ぎやくに弾はじき飛ばされた。


　弟の不利と見て、ダールが参戦した。


　弾き飛ばされたレイピアを、キンッと曲刀でジローの頭上へ。ナブロが受け取り上空に逃にげるのと入れ替かわりに、ジローと斬り結んだ。


　手て加か減げん無用。最初から剣の舞まいを仕し掛かけるが──


「……くっ」


　機先を制せいする力場思念ハイド・ハンドがダールのステップを乱みだした。


　威い力りよくは弱いが速く鋭い。即座にジローの白はく刃じんが滑すべり込こみ、危あやういところで曲刀が防ふせいだ。すると今度は、大出力の力場がジローの身体からだから──体内の血から──放たれ、相そう殺さいする間もなくダールを打ち据すえた。


　全身に打撃を浴びつつ、ダールはダメージに耐たえる。そうでなくては捌さばき切れないほど、ジローの手数が増していた。剣けん筋すじにも、さっきまで以上のキレがある。そして、彼の攻こう撃げきと連動する形で、いままでには見られなかった力場思念ハイド・ハンドのフェイントが加わっていた。


　魔術の彩いろどりが加わることで、ジローの剣が威力を何倍にも増している。ダールの双そう刀とうを上回る、まるで八手の鬼き神じんのようだ。ジローの剣を知り尽つくしたケインだからこそ可か能のうなサポートだった。


　また、ジロー自身も、ケインの助言通り己の剣に没ぼつ頭とうしていた。そのため、踏み込みの深さ、剣の鋭さが一いち段だん違ちがっているのだ。切れ長の瞳ひとみをぴたりとダールに据え、ジローは無心で銀刀を打ち込んでいた。


　ダールも性しよう根ねを据える。まずは、ジローの剣を。そうと決めるや全身に気合いを迸らせ、力場思念ハイド・ハンドの攻撃を無視してジローと向き合った。気を逸そらそうとする思念の攻撃に、甘あまんじて身を晒さらす。そうしながら、ジローの渾こん身しんの一撃を正面から弾き返し、彼の心しん臓ぞう目がけてもう一方の曲刀を突き入れた。


　しかし、


「ちっ!?」


　背はい後ごからの攻撃。一瞬前に察知し、身を捻ひねらせたが間に合わない。振り向き様に薙ないだ曲刀を身体を沈しずめてやり過ごし、ケインはダールの脇わき腹ばらに会心の正せい拳けん突きを突き入れた。そして拳こぶしがヒットした瞬間、練りに練った力場を、ダールの体内に直ちよく接せつ叩き込んだ。


　さすがのダールも、この攻撃は堪こたえたらしい。巨きよ体たいをよろめかせ後こう退たいした。ジローがすかさず前に詰つめる。防ぼう御ぎよ体たい勢せいに入るダールの視界を、ケインの霧きりが覆おおった。ダールはとっさに直感を頼たよって双刀を交差。辛からくもジローの斬ざん撃げきを阻はばんだ。


　ナブロが支し援えんしようと頭上から急きゆ降うこ下うかした。しかしケインの念が邪じや魔まをする。邪魔をしつつ、ダールへの牽けん制せいも忘わすれない。


　魔ま術じゆつに長じたケインならではの巧たくみさだったが、ダールの顔には疑ぎ問もんが過よぎっていた。何しろ、ダールとジローの剣けん戟げきたるや達人同士の剣戟なのだ。単にスピードだけでなく、瞬時の駆け引きも高度である。いかにケインがジローの剣を知ち悉しつしているとしても、脇にいながらここまで的てき確かくなサポートができるというのは──


　ハッ、とダールは、二人が取った戦術の要よう諦ていを看かん破ぱした。


「共鳴か！」


　吸血鬼が血を吸すった場合、しばらくの間血を吸った相手との間に、一種の感かん応のうが生じる。共鳴現象と呼ばれる現象だ。これは他の血けつ統とうにも見られる現象なのだが、「相手の血を吸うことで、その血統の能力を己おのれのものとする」性せい質しつを有する『賢けん者じやイヴ』の血統には、特にこの共鳴が顕けん著ちよに表れた。


　通つう常じよう、共鳴は一方通行で、二人の場合、ケインがジローの内面を感じ取っていることになる。そして、内面を我わがことのように感じられるからこそ、ジロー本人ですら意識しないような彼の攻こう撃げき本能を読み取り、至いたらぬ部分を補ほ完かん、必要な部分を強化できるのだ。


『賢者イヴ』の剣士たるジロー。そのジローを理り解かいし、後方から支し援えんできる『魔女モーガン』の魔術師ケイン。この二人が聖せい戦せんで勇名を馳はせた大きな要よう因いんは、二人の組み合わせの妙にある。当人たちの意識はどうあれ、互たがいを補完し、強化し得る両者の組み合わせは、名剣士と誉ほまれの高いダール・ディーンにも拮きつ抗こうするほどのコンビネーションを生むのだ。


　もし、この場にいるのがダールだけであれば、いかに彼とて苦戦を強しいられただろう。


　だが、ジローにケインがいるように、ダールにも仲間がいる。


「ナブロっ。俺に構うな。どちらか片かた方ほうを仕留めろ！」


　それを聞き、なんとか戦いに加わろうとしていたナブロが突然動きを止めた。


　彼が変化した霧が、空気に溶とけるように稀き薄はくに拡かく散さんしていく。同時に彼の気配そのものも消えた。


　逃とう亡ぼうしたのではない。一番最初に『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』でジローを襲おそったときと同様、ナブロが『老ろう牙がニザリ』の特質を活いかし、陰おん形ぎようの術を用いたのだ。


　ナブロの血統『老牙ニザリ』は、暗殺者の血統だ。気配を殺して機をうかがい、一撃で敵てきの命脈を断たつのが、彼の本ほん領りようなのである。しかも彼は、他の血族から恐おそれられる『老牙ニザリ』の血族にあって、千年に一人と評ひようされた才能の持ち主だった。彼の卓たく越えつした技ぎ巧こうは、かつてダールに並ならび称しようされた剣けん豪ごうペンテウスをも死に至いたらしめたのだ。


　そのナブロが、得意の陰形を用いた。剣に集中するジローはともかく、彼の分まで辺りに気を払はらうケインにすれば、大変なプレッシャーだった。猛もう毒どくの塗ぬられた闇やみ色いろの短刀を、音もなく突き付けられたようなものだ。


「くそ……」


　ケインの心中に焦あせりが芽生える。ダールは素す早ばやく、その隙すきにつけ込んだ。


　嚙かみ合わされる刀と刀。瞬間に生じた鍔つば迫ぜり合いで、ダールの両目が強い光を放った。


　視経侵攻アイ・レイドだ。


「あっ！」


　ジローは不意を突かれた。彼との戦いの中で、ダールが視経侵攻アイ・レイドを用いたのは、それが最初だったのだ。ジローの内面に押おし入ったダールは、ケインのフォローより早く力を爆ばく発はつさせた。ジローとケインの間の共鳴を乱みだしにかかったのである。


　ジローの動きが大きくぶれる。鼓こ動どうが激はげしくのたうった。ジローの心しん臓ぞうが悲鳴を上げた。


　ケインが慌あわててジローの脈動を整えようと意識を向けた。それを待っていたナブロの殺気。いったいいつからそこにいたのか、彼のレイピアがケインの左ひだり肩かたを貫つらぬいた。


　鮮せん血けつが迸ほとばしる。


「クッ!?　ジロー！」


「……はいっ！」


　二人はとっさに、左右二方向に大きく飛び退すさった。


「まだだっ！」


　ダールが螺ら旋せん状じようの力場を放つ。ふた振ふりの曲刀から放たれた竜たつ巻まき状じようの力場思念ハイド・ハンドは、着地する前に二人を直撃した。身体からだが舞まい上がり、引き裂さかれる。勢いきおいの減げんじないまま、大地に叩たたき落とされる。


　ダールが右手──ジローに向かって駆かけ寄よった。躍おどりかかる双そう刀とうをジローがよろめきながら──受けきれない。二の腕が裂かれ、太ももが裂かれ、黒くろ髪かみが宙に斬り飛ばされた。助じよ勢せいしようとするケインを、今度はナブロが牽けん制せいする。魔力を伝達しようにも、共鳴の鎖くさりはダールによって切り刻きざまれている。


　ついに、ダールの曲刀がジローの右肩に振り落とされた。


「ガハ!?」


　肉が裂け、鎖さ骨こつが折れた。膝ひざが崩くずれるところに、掬すくい上げるようなもう一方の刃。ジローは奇き跡せき的に銀刀で受け止めたが、そのまま背後に払い飛ばされ、残っていた瓦が礫れきの鉄てつ骨こつに激げき突とつした。


「ジロー！」


　駆け寄ろうとしたケインの前に、ナブロが実体化した。色しき素その薄うすい瞳ひとみは、冷れい徹てつそのものだ。すっかりペースを取り戻もどしている。


　一方、土ど砂しやに埋うもれたジローは、ふらつきながら立ち上がった。


　酷ひどい状態だった。赤いスーツが流血に染そまっている。前髪が額ひたいに垂たれ、血ち飛沫しぶきにまみれた顔は苦く痛つうに歪ゆがんでいた。口の端はしから血が垂たれているのは、肺はいを傷きずつけたためだろう。


　それでも、見開かれた瞳だけは折れない闘とう志しを映うつしていた。ダールはその瞳に向けて厳げん然ぜんと、


「勝負あった」


　と言い渡した。


　実じつ際さい、これで決着はついたようなものだ。傷は深手だ。回復不能なほどの致ち命めい傷しようではないが、回復するための時間が、どれほど渇かつ望ぼうしても得られるものではない。


「降こう伏ふくしろ、『銀刀』。お前を斬っては、カーサに恨うらまれる」


　何気ない兄の台詞せりふに、ナブロはピクリと眉まゆを動かした。が、表情は微び動どうだにせず、沈ちん黙もくを守ったままだった。


　先ほどの右肩への一刀。刃が心臓に達せずに済すんだのは、あるいはダールが直前で手加減したからなのかもしれない。


　降伏を迫られたジローを、ケインは息を呑のんで見守った。


　ジローはしばし、上目遣づかいにダールをにらみ返していた。無言のままである。そして、返答の代わりにのろのろと銀刀を掲かかげ、剣先を空に向けた。


　刀を肩の上に構え、左足を前に、身体を半身に。ジローが取ったのは、とんぼの構えだった。彼の剣の基き盤ばんとなる、示じ現げん流りゆうの型である。


　その極ごく意いは一撃必殺。「攻」のみにして防ぼう御ぎよを知らぬ、苛か烈れつの剣だ。傷つき、死に瀕ひんしようと、その型はジローによく似に合あった。


　ダールもそれ以上は聞かない。双刀を翳かざして戦士の礼を取ると、音もなく足を滑すべらせた。


　ケインが獰どう猛もうな唸うなり声を上げる。


　ナブロが油ゆ断だんなくレイピアを差し向ける。


　ジローの気き迫はくが高まる。まるで、ロウソクの火が最後に激しく燃えるように。


　そして、その火を搔かき消すべく、双刀の戦士が走る。


　しかし──


「──これは、お前の仕し業わざか、デカブツ？」


　烈火が戦場を切り裂さいた。


　目ま映ばゆい火か炎えんが闇を打ち払う。猛もう烈れつな熱波が津つ波なみの如ごとくに押し寄せ、四人の吸血鬼の度ど肝ぎもを抜いた。


　ダールとナブロが為なす術すべもなく後こう退たいし、総そう身しんを毛羽立たせて最大級の警けい戒かいを顕あらわにした。ジローとケインが言葉もなく、双そう眸ぼうを見開いた。


　合計八つの視し線せんを受けて、一人の少年が瓦礫の荒こう野やに現あらわれた。


　黒いニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、黒いジャージにスニーカー。耳元にはゴールドのピアス。


　彼は、女め神がみの寵ちよう愛あいを受ける美び貌ぼうに、火神から授さずかる太ふて々ぶてしい微び笑しようを浮かべた。


「オレの庭を、勝手に手入れしやがったのは？　え？」


　ゼルマン・クロックは両手をポケットに入れたまま、悠ゆう然ぜんと牙きばをのぞかせた。









　　三章　謀ぼう略りやく










１







「……ん」


　甘あまい鼻声が薄うす闇やみにこぼれた。


　血と共に、全身の力が抜ぬけていく──吸い取られていく。疼うずくような儚はかない痛み。肌はだに埋うまる牙きば。そして、意識が血に溶とけ、吸い上げられていく感覚。口こう腔こうを満たし、のどを滑すべり、忠誠を捧ささげる主あるじの体内へ。


　もはや、かける言葉はなかった。そんなものは必要ないのだ。ただ捧げればいい。身も心も。「ああ……」と再び歓かん喜きの声がもれた。より強大で誇ほこり高い生命に──愛いとしい生命に──自分が取り込まれていく。何物にも代かえ難がたい、この酩めい酊てい感かん。主と一体となる感覚を、サユカは心ゆくまで嚙かみしめた。幾いく度ども幾度も意識を失うほどに。





　やがて──


「……は」


　ゼルマンの牙が首筋から抜かれ、サユカは満たされた吐と息いきをついた。


　脱だつ力りよくした肢し体たいを、少年の胸に預あずける。ベッドに腰こし掛かけたゼルマンは、僕しもべの両りよう肩かたを支ささえ、ゆっくり横にした。


　右腕うでを持ち上げる。具ぐ合あいを確かめるように拳こぶしを握にぎり締しめる。『闘とう将しようアスラ』の優すぐれた回復力は、昨日受けた銀ぎんの傷を、完全に回復させていた。サユカの血がもたらした恩おん恵けいでもある。ゼルマンは横たわる僕に、静かな眼まな差ざしを向けた。


　いま主しゆ従じゆうがいるのは、第四地区フオース・ヤードのホテルだ。『カンパニー』の監かん視しが及およばない安やす宿やどである。暴走するジローと戦ったあと、負ふ傷しようしたゼルマンは人目を避さけてサユカと合流し、彼女が知るこのホテルに潜もぐり込んだのだった。


　ホテルについたゼルマンは、サユカから血を吸った。それから丸二十四時間、手て負おいの獣けもののように、眠ねむり続けた。少し前に目を覚さまし、もう一度彼女の血を味わったところだ。


　彼の眠りを破ったのは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきだった。彼らが戦いに臨のぞんで放つ、禍まが々まがしくも豪ごう放ほうな気け配はいが、ゼルマンの『血』を揺ゆさぶったのである。傷つき潜せん伏ぷくはしたが、暴走するジローとの戦いは、ゼルマンの中の何かに火を点つけた。いま彼は一見冷れい静せいだったが、胸きよう中ちゆうには血けつ気きに逸はやる何かがある。そして、その何かこそ、ゼルマンが求もとめていたものだった。


　力場思念ハイド・ハンドでテーブルの煙草たばこを引き寄せたゼルマンは、それを唇くちびるにくわえ、視経発火アイ・イグナイトで火を点けた。立ち上る紫し煙えんに、緋ひ色いろの瞳ひとみをわずかに細める。そうしながら、足を引き上げて胡座あぐらをかき、もう一度感覚を大きく広げた。


　状じよう況きようの分ぶん析せき。ほとんど本能的に、ゼルマンは間近に迫せまる戦せん況きようを解かい析せきしていた。


　一方、忘ぼう我がの体ていで微睡まどろみかけていたサユカは、そんな自分に気付き、


「んっ」


　と慌あわてて意識を保たもった。


　何度も瞬まばたきを繰くり返し、シーツの上で身じろぎして身体からだを起こそうとする。動くたびに、まだ身体に残る甘い快かい感かんの残ざん滓しが、微び細さいな電流となって神経を流れた。


　自分で自分の頰ほおをつねる僕に、ゼルマンは幾いくらか呆あきれた声で、


「寝ねてろよ」


「い、嫌いやです……」


　珍めずらしく、サユカはゼルマンの台詞せりふに反はん抗こうした。着衣は乱れ、額には髪かみがかかりと、まるで寝起きのような姿でもそもそしている。


　寝てしまうわけにはいかなかった。少しでも長く、彼の姿を見ていたかったのである。


　瞳に、焼き付けておくために。


　ベッドサイドのほのかな明かりで、ゼルマンの赤い髪が音のない炎ほのおのように見えた。彼が身につけているのは、いつもの黒いジャージだ。主と再会できたサユカが買い求めた物だった。突とつ然ぜん巻き起こったジローとの戦いのあと、一度ホテルの部屋に戻もどってまで、これだけは持ち帰ったのである。


　ゼルマンに仕つかえるようになって以い来らい、サユカは様々なブランドの服を主のためにコーディネイトしてきた。しかし、結局ゼルマンが気に入ったのは、ラフなこの格かつ好こうだった。もっとフォーマルな装よそおいが素す敵てきなのに、と思っていたが、いまではサユカも、この姿の主が一番彼らしいと思っている。


　自由で気き取どらない──しかし隠かくしようもなくにじみ出る高こう潔けつなオーラ。


　見み惚とれてしまう。そのことが、誇ほこらしい。


「嬉うれしいです。ゼルマン様」


「……何が？」


「ゼルマン様が、嬉しそうなのが」


「…………」


　ゼルマンは答えない。顔を向けようともしない。しかし、サユカは十分満足だった。いま主は、瞳の輝かがやきが違ちがう。瞳の奥おくに秘められた輝きが。


　本当に好きなのだ。戦うことが。


　だから、徐じよ々じよに迫る決戦の気配を感じるだけで、こんなにも嬉しそうにしている。死の予感すら、気に留とめることなく。


　サユカはゼルマンに、行くのか、とは尋たずねなかった。それこそ、いまさらだった。決まっている。彼は行くのだ。敵とか味方とか以前に、勝ち負けすら問題にせず。彼は魂たましいの命めいじるまま、血の滾たぎる瞬しゆん間かんを求めて戦いに赴おもむく。ただそれだけのことであり、いまの彼には雑ざつ念ねんがない。炎そのままに、一いち途ずで純じゆん粋すいである。


　大量に血を吸われたせいもあるだろう。しかし、昨日シティ・ホテルで互たがいの心しん情じようを吐と露ろして──そして、それを丸ごと受け止めあって以来、サユカのゼルマンに対する想おもいに、少しだけ変化が起こっていた。あるいは、変わったのは、ゼルマンのサユカに対する態度であるかもしれない。これまでは遥はるか孤こ高こうにあってうかがうことの叶かなわなかった主の胸中が、なぜかいまのサユカには、わかるような気がするのだ。心の中の壁かべを、自分にだけは取り払はらってくれているような気が。


　シーツの上で手を伸のばし、指先でジャージの裾すそをつまむ。ゼルマンは振ふり払おうとはしなかった。


「ゼルマン様」


「なんだ」


「『闘将アスラ』の方かたって、みんなそうなんですか？」


「そうって？」


「いまの、ゼルマン様みたいな」


「さあな」


「会われたことは？」


「ない」


「きっと──」


「なんだ？」


「……なんでもないです」


　クスッ、とベッドに突つっ伏ぷしたまま、楽しそうにサユカが笑う。ゼルマンは、何か見み透すかされるのが気にくわない様子で、僕を一いち瞥べつし、


「ふん」


　と鼻を鳴らした。


　子供みたい、と──出会ってから初めて、サユカはゼルマンに、そんな印いん象しようを持った。


『闘将』なんて偉えらそうな名前なのに。戦うことが大好きな、物ぶつ騒そうな血けつ統とうの末まつ裔えいなのに。


　しかし、人として成長した時間だけを見れば、確かにゼルマンは、サユカより子供なのだ。


　寝そべったまま主あるじを見るサユカの視線は、どこまでも純じゆん粋すいな愛情に満みちていた。思えば数すう奇きな人生だ。自分はまだ二十二歳さいの小こ娘むすめである。それが過か去こも日にち常じようも、将来すら捨てて、こんな場ば末すえの宿に転ころがり込んでいる。それも、八百年もの時を生きた、悪あく名みよう高たかき吸血鬼ブラツク・ブラツドと共に。


　彼と出会わなければ、自分はどんな生活を送っていただろうか。なんとなく想像はつく。優ゆう秀しゆうだが潔けつ癖ぺき症しようで、想像力に乏とぼしいのに完かん璧ぺき主しゆ義ぎ。他た人にんに対してどうしても距きよ離りを置きたがる自分の傾けい向こうを、サユカはよく自じ覚かくしていた。人間嫌ぎらいな一面もだ。幸せになることは難むずかしかっただろう。少なくとも、どこかで自分を曲まげない限り。だから自じ信しんを持って言えるのである。彼と出会えて良かった、と。


　サユカは思う。


　白しら峯みねサユカは幸運にもゼルマン・クロックに出会い、仕えるべくして彼に仕えた。いわばこれは、白峯サユカの運命である──なんて。


　またしてもクスリと笑う僕しもべを、ゼルマンが不ふ審しんそうに見やった。


「気持ち悪いぞ、お前」


「酷ひどいです。そんなこと仰おつしやらないで下さい」


「ふん。まあいい。寝る気がないなら、いつでも動ける準じゆん備びをしておけ」


「……もう？」


「ああ」


　素そっ気けなく言う。しかし、サユカの顔は曇くもらない。


「ゼルマン様」


「なんだよ？」


「サユカの血は、まだ残っています」


「…………」


　再びゼルマンがサユカに目を向けた。鋭えい利りで美しい緋色の瞳ひとみを、サユカはじっと見つめ返した。


　残される方が嫌なのだ。後を追うのでも構かまわないが、どうせならわずかなりとも糧かてになりたい。


　主従の真しん剣けんな眼まな差ざしは、長い時間重なっていた。


　やがてゼルマンは首を横に振った。


「どうしてですか？」


「どうして？　さて……」


　ゼルマンはサユカを残して立ち上がった。


　ベッドから離はなれてサイドテーブルへ。そこに置かれていた黒いニット帽ぼうをつかみ、気ままに跳はねる赤毛を、慣なれた手つきで押おさえつけた。まるで、逸はやる闘とう志しを裡うちに秘ひめるかのように。


「ゼルマン様っ」


　サユカは力の入らない身体を無む理りに起こした。


「お願いです。私は──」


「見ていろ」


「え？」


　言い募つのるサユカを遮さえぎって、ゼルマンはぼそりとつぶやいた。ニット帽を目ま深ぶかに下おろしながら、口にはしないあらゆる意志を内ない包ほうした一いち瞥べつで、


「オレの戦いくさ。見み届とどけろ」


　サユカは息を呑のんだ。そして、わずかに瞳を潤うるませながら、何度も何度も頷うなずいた。


　ゼルマンが部屋を横よこ切ぎり、ドアに向かう。激げき戦せんに赴おもむくとは思えない、静かで落ち着いた足あし取どりだ。そんな主の背中を、胸に迫せまる万ばん感かんの想おもいを堪こらえながら、サユカは凝ぎよう視しした。


　湿しめっぽい声にならぬよう、懸けん命めいに息を整ととのえる。


「ゼルマン様。御ご武ぶ運うんを」


　ゼルマンは振り向かず、肩かた越ごしに軽く手を挙あげ、部屋を出た。





　　　２





　夜空に月が現あらわれた。


　いつしか風の凪ないでいた地上と違ちがい、上空では空気の流れが速いらしい。分ぶ厚あつい雲が強風に乗ってうねっている。垣かい間ま見みえた月は明るく、月光を受ける雲が淡あわく輝かがやいていた。


　月げつ下かの魔ま物ものたちが集つどう戦場に、時ならぬ静せい寂じやくが訪おとずれた。張り詰つめた糸のような静寂だ。その糸を弾はじくように、


「思い出したぜ」


　とゼルマンは楽しげに言った。


「『舞まい姫ひめバサラ』の舞ぶ踏とう戦せん士し……アラビア辺りで砂さ漠ばくの夜を渡わたり歩いてた奴やつだな。ダール卿きよう、だったか？」


「……そちらは『緋ひ眼がんのゼルマン』だな？　古き闇やみの狩人かりゆうど。アグニの火を継つぐ一族の末裔」


　荒こう涼りようたる砂漠の夜を映うつし続けた双そう眸ぼうと、闇夜に息づき、ときに炎えん熱ねつをもって破は壊かいをもたらした双眸。感情の排はいされた両者の視線は、互たがいを値ね踏ぶみするように、冷れい徹てつに交こう錯さくした。


「口こう上じようはいるかい？　それともあんたが名な乗のるかい？」


「無む用ようだ。お前の武ぶ名めいは十分聞き及およんでいる。また、お前は俺おれの武名などに興きよう味みはあるまい」


「フフ。そうでもないんだがな」


　ゼルマンがうっすらと笑う。ぞっとするほど酷こく薄はくで美しい。見る者の視線を惹ひき付けて止やまない、危険な冷れい笑しようだ。


　黒いジャージをまとった吸血鬼は、さながら荒こう野やに降り立った影かげ法ぼう師しのようだった。それだけに、緋色にきらめく眼光が、ルビーの高こう貴きさと猛もう獣じゆうの野生とを際立たせている。闇色の衣い装しように身を包つつみつつも、彼が少年の形をした劫ごう火かであることをうかがわせるのである。ダールは再び口を閉とざすと、鋼こう鉄てつの目つきのまま、自らと同じほども古い同族の姿を見み据すえた。


「……ゼルマン」


　と、その場の空気が乱れるのを恐おそれる口く調ちようで、ケインが小さくささやいた。


「加か勢せいに……来たのか？」


「加勢？　おいおいケイン。ちょっとこいつらに小こ突づかれたからって、ずいぶんと弱よわ気きじゃないか。オレはお前らとつるむ気はないぜ。昨日のことを忘れたのか？」


　とゼルマンは、無言のまま息を荒あららげるジローに目を向けた。


「なあ、『銀ぎん刀とう』？　お前が覚おぼえてるかは知らんが、あの勝しよう負ぶ、悪くなかった」


　負ふ傷しようの激はげしいジローは返事をすることができない。ただ、霞かすむ瞳でゼルマンをにらみ返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。「やれやれ」とゼルマンは仕し方かたなさそうにため息をついた。


「あれだけの力を持ちながら……頼たのむぜ『銀刀』。いや、望もち月づきジロー。このオレを、あそこまで追い詰めたんだ。そんなしょぼくれた様ざま、見せんなよ」


　そしてゼルマンは、ダールとナブロに視線を戻もどす。待っていたように、ダールが厳きびしい表情のまま口を開いた。


「『ウォーカーマン』から聞いている」


「なに？」


「生に倦うんで久しいそうだな。なるほど、奴の見み立たては正しいらしい。死に場所を求めるか？」


「ケッ。知った口を」


　ゼルマンは双眸を険けわしくしたが、口元は冷笑を浮かべたままだった。


　ダールは構わず、


「奴からも話はあったはずだが、俺からも言わせてもらおう」


「なんだ。またお誘さそいか？」


「そうだ。我らの『血』を受けよ、ゼルマン・クロック。ただ死に急ぐことを思えば、その選せん択たくはお前に多くのものを与あたえるだろう」


「……多くのもの、ねえ」


　己おのれより年長の大吸血鬼からの誘いに対し、ゼルマンはわざとらしく鼻を鳴らした。


　ケインを見やり、


「──だとよ？　どう思う、ケイン」


「……見み損そこなうな、ゼルマン。俺はお前が嫌きらいだが、それでもお前の返事ぐらいはわかっている」


　からかうようなゼルマンの台詞せりふに、ケインは苦にが々にがしく、しかしきっぱりと答えた。ゼルマンは一いつ瞬しゆん意外そうに柳りゆう眉びをたわめたが、すぐに我わが意を得た微び笑しようを浮かべた。


　少しだけ顔を伏ふせながら、


「実はな、ダール卿──」


　と、背後の──まだ破壊を免まぬがれている街並みを親指で指し、


「この先に馴な染じみの店がある」


「店？」


「ああ。気に入ってるラーメン屋でね。今日の飯は久しぶりに寄るつもりだった──」


　ゼルマンが上うわ目め遣づかいに視線を投げた。


　笑みが深ふかまる。唇くちびるから白い牙きばがのぞいた。


「テメエに土ど足そくで上がられたんじゃ、迷めい惑わくなんだ。わかるよな？」


「…………」


　ダールは唇を引き締しめ、ゆっくりと双そう刀とうを持ち上げた。ダールの動きを受けて、ナブロもレイピアを構え直した。


　ケインとジローは素す早ばやく目め配くばせを交かわした。戦せん闘とう体勢を取ろうとするが──


「邪じや魔まだ」


　ゼルマンがすげなく告つげた。ケインはキッと彼をにらんだ。


「ゼルマンっ。ダール卿を甘あまく見るな。ましてや二対一では……」


「──お前、よく香ホン港コンで死ななかったな」


「なんだと」


「センスがねえ。ちっとは『場ば』を読め」


　すでにゼルマンの赤い双眸は、前方の二人に固こ定ていされている。スッと瞳を細ほそめたまま、


「ま、せっかくだ。黙だまって見てな」


　ゼルマンの眼がん光こうが閃ひらめいた。ダールとナブロに光の速さで緊きん張ちようが走る。


　ジッ


　と、対たい峙じする双方の、ちょうど真ん中辺りの空くう間かんに、火花が飛んだ。登場したときに放たれた炎ほのおとは趣おもむきを変える、夜や気きを焦こがすような火花だ。それが、


　ジッ


　ジジッ


　と、連続して発生し始めた。


　ジジジ──


　バチバチ──


　徐じよ々じよに火か勢せいを強めながら、まるで一点を焼き焦こがし穴あなを空あけるかのように、火花は空間に根ねを下ろす。中央に目ま映ばゆい光点。その周辺に残像を残す青白い輝き。死に神の鎌かまのように不吉で、死の予感をはらんでいる。


「そっちのウォーム・アップは済すんでるはずだな」


　ゼルマンが確かく認にんした。バババッと火花が絡からみ合った。


「行くぜ」


　宣せん戦せん布ふ告こく。同時に、空中に固定されていた火花が、ダールたちに向かって弾はじき出された。


　飛ひ翔しようしながら複ふく数すうに砕くだけ、青白い閃せん光こうを曳ひいて襲おそいかかる火の散さん弾だん。稲いな妻ずまにも似た閃光が、戦せん野やの闇やみを瞬時駆く逐ちくした。


　初めて見る攻こう撃げきだけに、威い力りよくのほどがつかめない。ダールとナブロは横に移動してこれを躱かわした。


　そこに、今度は巨きよ大だいな紅ぐ蓮れんの炎が押おし寄せる。二人はさらに大きく移動した。


　だが、多少の移動では意味がない。


　炎は瞬時に二人を追つい尾びした。というより、二人が移動する先々で赤い火球が闇夜に産うみ落とされた。かなりの高速移動なのだが、そのことをまったく感じさせない。ゼルマンは一歩も動かず、両手をポケットに入れているだけだ。


「ククク……さすがにいい動きじゃねえか」


　炎の勢いが、さらに大きくなった。数も。ダールとナブロを埋うめ尽つくすかのように、様々な形状をした炎の花が咲さき乱みだれた。舞まい散る一片の花か弁べんからも、高こう熱ねつの余よ波はが伝わってくる。眼前に繰くり広げられる絢けん爛らんたる火か炎えんの宴うたげに、ジローやケインは息を呑のんだ。


　対して、ダールとナブロは必ひつ死しに走り、跳とび、逃にげ続けた。反はん撃げきの余よ地ちはまるでない。だが、視経発火アイ・イグナイトの使い手と戦う以上、これが当然の展開なのである。


　視経発火アイ・イグナイトは視経侵攻アイ・レイドと同どう系けい統とうの術じゆつであり、自らの視線を媒ばい介かいとして炎を生む。目で見るだけで、相手を焼き殺せるのだ。しかも、通常は極きよく度どの集しゆう中ちゆうと相そう応おうの消しよう耗もうを強しいるこの術を、ゼルマンは己の手足を動かすのと同じレベルで、完かん璧ぺきに身に付けている。完成された視経発火アイ・イグナイトの使い手と戦うということは、まともに考えれば冗じよう談だんとしか思えない圧あつ倒とう的てきハンデを背せ負おって戦うということなのである。


　ましてや、この出しゆつ力りよくだ。ダールの破は壊かいで拓ひらかれた瓦が礫れきの荒こう野やが、いまや炎に覆おおわれようとしていた。あまりの猛もう攻こうに、ダールとナブロは、やむなく上空へ跳ちよう躍やくした。


　と、それを待っていたのか、地上を舐なめていた炎の敷しき布ふが、吊つり上げられるように盛り上がった。大だい蛇じやが鎌かま首くびをもたげるように、牙を剝むいて二人を追った。


　ナブロは舌打ちして力りき場ばを展てん開かい。反はん動どうを付けて地上に逃げる。ダールは逃げない。力場を乗せた曲きよく刀とうを振ふるい、烈れつ風ぷうを起こして、迫せまる炎の大蛇を薙なぎ払はらう。ダールもまた大出力の攻撃を得意とする。力ちから業わざで、ゼルマンの炎を相そう殺さいすることも可能なのだ。


　炎は押し戻された。が、押され、崩くずれ落ちる真っ赤な炎の中から、青い火花の群むれが飛び出してきた。


　宣戦布告と同時に放った火花。ダールが目を剝むく。もうひと振り曲刀を振るったが、小さな火花は巻き起こる大気の壁かべをすり抜ぬけた。


　ダールを取り囲かこむ位置まで浮ふ上じようし、火花のひとつがスパーク。連れん鎖さ的てきにすべての火花が閃せん光こうを放った。凝ぎよう縮しゆくされた火か炎えんが、封ふう印いんを解とかれ、茨いばらのようにダールに絡からみついた。


　念ねんを張はり巡めぐらせて熱に耐たえる。動きが鈍にぶった。その瞬間、延えん髄ずいに、大おお鉈なたを振るわれたような衝しよう撃げき。いつの間に迫っていたのか、ゼルマンの蹴けりが叩たたき込まれていた。


　脳が揺ゆらされる。しかも同時に練ねられた力場が流し込まれ、ダールの内部から彼の脈みやく動どうをかき乱した。「ダール！」と地上に降りたナブロが、兄の名を叫さけんだ。


　空中で巨きよ体たいが揺らいだ。ゼルマンが追い打ちを仕し掛かける。


　しかし、


「愚おろかな」


　苦く渋じゆうを浮うかべるダールの瞳ひとみが、ギロリと動いてゼルマンをにらんだ。その迫はく力りよくに、ゼルマンの動きが止まった。


「自みずから間合いに入るとは！」


　次の瞬しゆん間かん、ダールの思念が爆ばく発はつした。攻撃ではない。体内に流された不ふ協きよう和わ音おんを、強引に叩き出し、調ちよう律りつするための思し念ねんだ。身体からだへの負担も顧かえりみず、己の鼓こ動どうを自らの手で正したのである。


　そして、双そう刀とうが跳ねた。


　今度はゼルマンの顔色が変わる。猛もう烈れつな刃やいばの嵐あらしに、凄すさまじい体たい捌さばきで応じる。上へ下へと白はく刃じんをかいくぐり、剣けんの腹を手で打って払い、一瞬の隙すきに至し近きん距きよ離りからの視経発火アイ・イグナイトを叩き付ける。が、炎はダールの影かげを焼き払うに留とどまった。ダールもまた剣けん舞ぶを舞まっている。優ゆう美びで荘そう厳ごんな幻げん惑わくの舞まいが、ゼルマンに狙ねらいを絞しぼらせない。すべては一瞬のやり取りだが、その一瞬が延えん々えんと続いた。地上から見上げるケインは、援えん護ごしようにも手出しができない。二匹ひきの大吸血鬼は身体を力場で支える余よ裕ゆうすらなく、絡まり合いながら落らつ下かした。


　墜つい落らくと同時にゼルマンが後ろ向きに飛び退のいた。距離を取ろうとするが、ダールはさせじと跡あとを追う。ゼルマンが真正面から視経発火アイ・イグナイト。それでもダールの足は鈍にぶらない。瞬時に力場でガードを固め、炎に突つっこんで突とつ破ぱした。


　ゼルマンの口元が牙を閃ひらめかせ笑えみを結むすんだ。ゴオッと力が体内で渦うずを巻き、緋ひ色いろの瞳から再び放たれる。今度はより濃のう厚こうな、マグマのような火炎だ。ダールはぎりっと歯は軋ぎしりしたが、回かい避ひしない訳にはいかなかった。


　ところがゼルマンは急きゆう転てん。せっかく稼かせいだ距離を、あっさりと詰つめる。瞠どう目もくするダール。ゼルマンはニヤリと両りよう腕うでを持ち上げ──


　振り下ろす。


　凄まじい重じゆう量りようがのしかかった。力場思念ハイド・ハンドだ。未み成せい熟じゆくな少年の姿からかけ離はなれた、ダール顔負けの力業。不意を突かれ、ダールはその場に釘くぎ付づけにされた。彼ほどの達たつ人じんが、剣舞の要かなめである足あし捌さばきを封ふう殺さつされた。


　そして、狙い澄すました視経発火アイ・イグナイト。ダールの巨体を丸ごとのみ込む、巨大な火か球きゆうが唸うなりを上げた。離れたケインやジロー、ナブロまでが、あまりの熱ねつ波ぱに顔を覆おおった。


　ダールは鬼おにの如ごとき形ぎよう相そうになった。


「ハアアアっ！」


　牙きばを剝むき出しにして吼ほえる。一瞬で己おのれの全力を振り絞り、それを愛あい刀とうに注そそぎ込みながら、双刀の切っ先を火球に突き立てる。そのまま左右に、力任せに火球を裂さく。仁に王おう立だちで両腕を広げるダールの両りよう脇わきを、二つに割れた火球が通り抜けた。それぞれ背はい後ごで爆発。瓦が礫れきを巻き散らしながら炎えん上じようさせた。


　ゼルマンは涼すずしい顔で口くち笛ぶえを吹ふき、ダールを讃たたえた。ダールは険けわしい面おも持もちを崩くずさない。白い衣い服ふくの至いたる所が黒く焦こげて、ぶすぶすと燻くすぶった煙けむりを上げていた。


　ケインが唾つばを飲み、傍かたわらのジローに横目を向けた。


　自分の平へい静せいを保たもつための冗じよう談だん口く調ちようで、


「お前、『あれ』を追い詰めたのか？」


「…………」


　ジローは軽かる口くちを返せない。ただ目を見開いて、二人の戦いに見み入いっていた。


　重かさねた歳さい月げつでいえば、ゼルマンはダールに及およばない。しかし彼は、『闘とう将しようアスラ』の血を継つぐ、第三世代の吸血鬼なのだ。


『賢けん者じやイヴ』、『魔ま女じよモーガン』、『舞まい姫ひめバサラ』、『老ろう牙がニザリ』。この場に集つどう者たちは、いずれも卓たく越えつした戦士である。だが、彼らの中で、その『血』に至るまで純じゆん粋すいに戦士の素そ質しつを有ゆうする者はいない。ジローやダールはもちろん、魔術の大たい家かたるケインの血けつ統とうや、殺し屋の一族であるナブロの血統であっても、その『血』が戦いを渇かつ望ぼうするなどといったことはない。九龍クーロンの血は乱らんを好このむが、それとて戦せん闘とうに特とつ化かすることを意味しない。


　しかし、ゼルマンは違ちがった。彼の属ぞくする『闘将アスラ』とは、その名の通り『戦闘』を『血』の定さだめとして宿しゆく命めいづけられた血統なのである。転てん化かしたその瞬間から、高い戦闘能力を持つようになるのだ。下した地じからして、他の血統とはあまりに異ことなる。そのような血統は、世界的にも希け有うな存在だった。


　と、


「ゼルマンっ。後うしろだ！」


　ジローが警けい告こくの叫さけびを発はつした。ケインが弾はじかれたように振ふり返った。


　戦場は、炎ほのおの洗せん礼れいを浴あびた瓦が礫れきがあちこちで燃え、地じ獄ごくの谷の如ごとき様よう相そうに変じていた。地面で燃える火が、足あし下もとから戦士たちを照らしている。そのただ中に立つゼルマンの背後に、霧きりが漂ただよっていた。


　霧の中から姿を現す切きっ先さき。ナブロのレイピアだ。


　ジローの警告を耳にした瞬間、ゼルマンは振り向きもせずに拝おがむ形で上半身を倒たおしていた。同時に余よ裕ゆうの面おも持もちで、右足を真ま上うえへと跳はね上あげる。スニーカーの踵かかとが、突き出されたレイピアの尖せん端たんを、正確に蹴けり上げた。


「背はい後ごから心しん臓ぞうをひと突つき──」


　と、上じよう下げ逆さかさまになったゼルマンの顔面が嘲ちよう笑しようした。


「セオリー過すぎだ」


　容よう赦しやない視経発火アイ・イグナイトが炸さく裂れつした。霧が炎上。実じつ体たい化かしたナブロから、絶ぜつ叫きようが上がった。


　彼の『霧化フオグ・ラン』はジローの剣を受け付けず、ケインの魔術でも有ゆう効こう打だと成なり得えない。基き本ほん的てきに、『霧化フオグ・ラン』を操あやつる吸血鬼を準備もなく倒すのは、かなり困こん難なんなことなのだ。


　が、炎は別だった。火は銀ぎん以上に、この魔術を破やぶる最さい適てきの武ぶ器きなのである。


　ダールが即そく座ざに飛び出した。


「ナブロっ。瓦礫の中に潜もぐれ！」


　兄の指し示じに、ナブロは即そく座ざに従したがった。ダメージを無む視ししてもう一度霧と化し、わずかな隙すき間まから瓦礫の山に入り込む。ゼルマンの視経発火アイ・イグナイトが追つい撃げき。瓦礫を抉えぐるように炎が爆はぜたが、間かん一いつ髪ぱつナブロは逃にげ切きった。


　入れ替かわりに、双そう刀とうの嵐あらしがゼルマンに迫せまる。


「くそっ。これ以上、突っ立ってられんっ」


　言って、ケインがダールとゼルマンに駆かけ寄よった。せめて、ゼルマンの周囲を警けい戒かいし、ナブロの二にの太た刀ちを阻そ止しする気なのだ。ジローも続こうとしたが、


「お前は回かい復ふくまで待て！」


　ケインに鋭するどく止められた。ジローはほぞを嚙かむが、確かに傷はまだ回復途と中ちゆうだ。自分が行けば、足手まといになる。


　一方、ゼルマンは慎しん重ちように距離を保たもちつつ、白はく刃じんを迎むかえ撃うっていた。ダールの剣と舞ぶ踏とうは、足あし場ばを得えた方が威い力りよくを増すからだ。長距離ロング・レンジならゼルマンの独どく壇だん場じようで、肉弾戦イン・フアイトでもわずかにゼルマン。が、剣の間ま合あいではダールに軍ぐん配ばいが上がる。ゼルマンは軽けい快かいなフットワークで、彼ひ我がの間合いをコントロールした。


　むろん、簡かん単たんな話ではない。相手はダールである。双刀から放はなたれる威い圧あつ感かんは空そら恐おそろしいほどのものだ。しかし、これを辛からくも見切り続けるゼルマンの表情は、真しん剣けんな中にも堪こらえ切れぬ昂こう揚よう感かんを湛たたえていた。


　瓦礫の上を駆かけ、焼け残った鉄てつ骨こつに張り付き、地ちを這はい、宙ちゆうを舞まう。


　疲つかれ知らずに猛もう追ついするダールは、まるで巨きよ大だいな削さく岩がん機きだった。対して、四し肢しを存ぞん分ぶんに操あやつって躍やく動どうするゼルマンの姿は、解とき放はなたれた黒くろ豹ひように似にていた。動きが瑞みず々みずしく艶つやがある。ダールの豪ごう放ほうさと好こう対たい照しようを成なしている。


　しかし、


「──どうしたっ。単たん調ちようだぜ？」


　逃にげ続けていたゼルマンが、飛ひ燕えんの如くに切り込んだ。その瞬しゆん間かん、グンとスピードが増した感がある。少しずつ──ダールですら気付かない程てい度どに、回避する速度を落として、油ゆ断だんを誘さそっていたのだ。


　突とつ然ぜんの変へん調ちように、ダールのステップがたたらを踏ふんだ。ゼルマンのストレート。ダールは力場で押おし返し、動きが鈍にぶったところに双刀の刃やいばを斬きり付ける。


　やはり、この距離ではダールの防ぼう御ぎよを崩くずせない──


　はずだった。


「甘あまいぜっ、ダール卿きよう」


　ダールの打ち下ろした刃を、ゼルマンは怯ひるまず腕で受けた。


　無理な体たい勢せいからの牽けん制せいだ。肉は裂さけても骨は断たてない。そうと見み抜ぬいたゼルマンは、退ひかず、前に出て、さらに剣けん勢せいを殺ころしたのである。激戦の最さ中なかの、大だい胆たんな──しかし冷静な判断。さしものダールも意い表ひようを突つかれた。


　ゼルマンの緋ひ眼がんから鮮せん烈れつな殺さつ気きが走った。至し近きん距きよ離りからの視経発火アイ・イグナイト。ダールが炎に包つつまれる──間を置かず、真まっ直すぐ手刀を突き入れる。指先が胸を抉えぐった。鮮せん血けつがほとばしり、ゼルマンの白はく皙せきに跳はねかかった。


　血に染まる巨体が後こう方ほうによろめいた。よろめきつつ、ダールは左手の曲刀を手の中で回し、逆さか手てに持ち替えた。


　切っ先をゼルマンの頭上へ。気配を察さつしつつ、ゼルマンはあくまで退かない。手刀を引き抜き、さらに密みつ着ちやく。肘ひじ討うちを鳩みぞ尾おちに入れた。叫さけび、念ねんを叩たたき込む。ダールの巨きよ軀くが波打ち、同時に冷たい刃がゼルマンの背せ筋すじを通り過ぎた。


　ダールがまとっていた豪ごう壮そうなオーラが途と絶だえた。効いている。ゼルマンは両手を稲いな妻ずまのように伸のばして剣士の胸むなぐらをつかんだ。そしてなんと、


「っらあ！」


　ダールを担かつぎ上げ、全身を駆く使しして夜空に放ほうり上げた。


　ゼルマンの思わぬ行動に、ケインとジローがぎょっとする。


　しかし、不ふ覚かくを取ったダールだけは、ゼルマンの意い図とを察さつしたらしい。ハッとして蒼そう白はくになるや、ダメージを引きずる動きで腕うでを振り上げ──


　ゼルマンの気配が跳ね上がった。


　爆ばく発はつする眩霧リーク・ブラツドが、一帯の残り火を根こそぎ消けし飛とばした。


「螺炎」


　直ちよく後ごに、ダールは全力で、眼がん下かの少年へ曲刀を投なげつけた。


　ゼルマンの緋眼から空間に輝き点てんが生じる。生じた輝点が夜空を駆かけ、駆けながら解とき放はなたれて、夜空を吹ふき飛ばすほどの凄すさまじい炎えん熱ねつを放つ──その、直ちよく前ぜんに、猛もう回かい転てんしながら投とう擲てきされたダールの愛刀と衝しよう突とつした。


　閃せん光こうが、世界を塗ぬりつぶし──
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「なっ──」


　今度は運転を代わったラウが、フロントガラス越ごしに見えた夜空に、愕がく然ぜんと目を見開いた。助手席のザザも顔色を変えて、同じものを見た。


　第六地区シツクス・ヤードから第五地区フイフス・ヤードの南なん部ぶに入る、運うん河がに架かかる橋きよう梁りよう。二人のワゴンは、その上を渡っていた。向こう岸には二、三階建てのビルやアパートがある。その屋根の上、北方の空に、巨大な──それこそ直径数百メートルはあろう、渦巻く炎の玉が出しゆつ現げんしたのだ。


　赤というより黄おう金ごん色いろをした巨大な火か球きゆうは、まるで怪かい物ぶつが大きく息を吸うように膨ふくれあがり、凝ぎよう縮しゆくし──


「ヤバいっ」


　ラウがとっさにブレーキを踏む。ザザがシートに身を埋うめる。


　次の瞬間、炎の怪物が爆ばく散さんした。


　光が夜空を真昼に変えた。


　二人の脳のう裏りを「死」のイメージが駆け抜ける。やや遅おくれて、熱風が吹ふき付けていた。おそらくはあの火球を中心に、同どう心しん円えん上じように広がったのだろう。運うん河がの水みな面もがジャンプでもするように大きくうねった。


　ラウはまともに光を浴びたため、しばらくは何も見えなくなった。なんとか視力を取り戻もどしたとき、上空に火球の名残なごりはなかった。


　いや。


　雲がない。爆発の衝しよう撃げきで吹き飛んだのか、そこだけぽっかりと夜空がのぞいている。気き象しようにすら影えい響きようを及およぼす、莫ばく大だいなエネルギーだったのだ。


「……なんだ。いまのは？」


　豪ごう胆たんなラウだったが、このときばかりは声が震ふるえていた。ザザが舌した打うちし、


「ゼルマンめ。敵に回ったな」


　そして、まだ呆ぼう然ぜんとしている弟の肩かたを乱暴に叩たたいた。


「急ぐよ。正しよ念うね場んばだ」


　先せん行こう部ぶ隊たいを制せい圧あつしたカーサは、すでに次の行動に移っている。ラウは我われに返ると、慌あわてて頷うなずき、ワゴンを発はつ進しんさせた。
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『カンパニー』本部の抵てい抗こうは予想以上に激はげしかった。


「ったく、こいつらほんとに素しろ人うとかよ」


　とマーベリックが思わずぼやいたほどだ。


　第八地区エイト・ヤードにある五十階建てのハイテク・ビル。このうち、『カンパニー』が入っているのが四十五階から最上階までだ。現げん在ざいマーベリックと彼が支し配はいする『赤い牙レツド・フアング』の分隊は、四十七階に到とう達たつしていた。


　戦いを苦にが手てとするマーベリックだが、こと視経侵攻アイ・レイドと、侵しん入にゆう対たい象しようの精せい神しん支し配はいに関かんしては、ザザ、カーサに次つぐ技ぎ量りようを持っている。実は彼は、九龍クーロンに染そまった時じ点てんで、かなりの歳さい月げつを生きた吸血鬼だったのである。彼が姉し弟ていの破は壊かい工こう作さく担たん当とうで、今回も単たん独どく行こう動どうを命めいじられた理由は、その辺あたりにあった。


　しかし本部の半分を制せい圧あつしたところで、彼と彼の部隊は思わぬ抵抗にあっていた。


　吸血鬼の膂りよ力りよくでも破やぶれぬシャッターや、ビルの至いたるところに仕し掛かけられたトラップの数々。何より、武装した吸血鬼集団から襲しゆう撃げきを受けても、上層部の指し示じ通どおり冷静に避ひ難なんする職しよく員いんたち。どうやら『カンパニー』は、自分たちが攻こう撃げきされる事態も想そう定ていし、平へい素そから備そなえていたらしい。さすがは秘ひ密みつ結けつ社しや、と言ったところか。


　対して、マーベリックには籠ろう城じようするハイテク・ビルの制せい圧あつなどといった屋おく内ない戦せんの経けい験けんはなかった。通つう信しん網もうを破壊したまではよかったが、そのあとの詰つめがいけない。乗っ取った分隊メンバーならこの手の戦せん闘とうはお手の物だろうが、彼らの精神支配を解かい除じよするわけにもいかない。


　そして、攻せめあぐねるマーベリックは、地上四十七階の廊ろう下かの窓まどから、西の空に顕けん現げんした巨きよ大だいな火の玉を目もく撃げきした。


　呆あつ気けにとられた。


「……ゼ、ゼルマン、か？」


　ただの一吸血鬼の仕し業わざとは信じられない。むしろ、中距離弾道弾ＩＲＢＭや大陸間弾道弾ＩＣＢＭを彷ほう彿ふつとさせる、『兵へい器き』の威い力りよくだ。


　と、そのとき、手て駒ごまの一人から緊きん急きゆう連れん絡らくが入った。


「新あら手て!?　空くう港こうの部隊が到とう着ちやくしたのかっ？」


　予想よりも迅じん速そくだ。しかし、慌あわてて手駒からの念話トーク・パスを受け取ると、まさに、バドリックの案内のもと、空港で見た古血オールド・ブラツドの少女が部ぶ下か共とも々ども階を上がって来ていた。


　整せい然ぜんとした足あし並なみだ。数も練れん度ども、マーベリック部隊の比ひではない。


「くそっ。攻めきれなかった……！」


　だが、こうなった以上グズグズしていられない。通信網の破壊という最さい優ゆう先せん課か題だいは果はたしたのだ。マーベリックは支配下に置いた隊員たちを次々捨すて駒ごまにしながら、『カンパニー』本部からの撤てつ退たいを開始した。
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　ハンスとヤフリーは、他の姉弟ほどの苦く戦せんを強しいられていなかった。カーサが第六地区シツクス・ヤードの『赤い牙レツド・フアング』先行部隊を襲おそったため、交戦する鎮ちん圧あつチームの救きゆう援えんが来なかったからだ。


　すでに二機現れたヘリの、片方は撃げき墜ついした。残った鎮圧チームの追撃を躱かわしつつ、カーサらとの合ごう流りゆう地ち点てんを目指して進んでいる。進撃速度がやや鈍にぶいのは、いまだにハンスがジローから受けた痛いた手でを引きずっているからだった。


「済すまん」


　と無む念ねんそうな兄を、「いいって」とヤフリーは要よう所しよ要よう所しよでフォローしていた。もともと、彼が負傷したのも、自分を庇かばってのことだ。むしろ詫わびるべきは自分の方だとヤフリーは思っている。


　しかし、それが夜空に現れたときは、二人とも足を止め、追撃も忘わすれて目を丸くした。


　一いつ瞬しゆん何が起こったのか理り解かいできなかった。もちろん、彼らだけではない。追い縋すがっていた鎮圧チーム隊員たちも、また付近にいた一いつ般ぱん人じん──いや、おそらくは特とつ区くのあらゆる住民たちが、息を呑のんで空を見上げたことだろう。


　東の空に浮うかぶ、巨大な火球。特とく撮さつ映えい像ぞうとしか思えない、非現実的な光景。


　火球が爆発したときは、本能的に死を覚かく悟ごした。結局、予よ期きした破は滅めつは訪おとずれなかったが、熱ねつ波ぱが押おし寄よせたときには肝きもを冷ひやした。いったいどれほどの力が炸さく裂れつしたのか、上う手まく想像することも難むずかしい。


「あれってまさか、『緋ひ眼がんのゼルマン』が？」


「……ダール兄あに上うえとナブロ兄上がいる辺あたりだ」


「あっ！」


　ヤフリーがハンスを見る。ハンスは青ざめつつ、


「急ぐぞ」


　ヤフリーは一も二もなく頷うなずいた。
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　色も、形も、音や、匂においさえ、圧あつ倒とう的てきな閃せん光こうの前に、白はく色しよくに塗ぬりつぶされたようだった。


　感覚が戻もどったとき、戦場はまたも静けさに包つつまれていた。空からっぽの静せい寂じやくだ。辺りに充じゆう満まんしていた戦せん意いや闘とう志しまでが、桁けた違ちがいの炎えん熱ねつに蒸じよう発はつしたかに思われた。


　そんな中、静寂の中心にたたずんでいた少年は、大きく息を吐はき出した。


　苦く笑しようじみた──しかし不敵な笑えみを浮かべ、


「溜めなしで打ったにしてはなかなかの出来だったが……派は手でな大おお技わざ出しといて躱かわされたんじゃ、いまいち決まらんな」


　彼の視線の先では、瓦が礫れきの上に片かた膝ひざをつくダールがいた。傍かたわらには兄に肩を貸かすナブロもいる。


　ダールが最後に投げつけた曲刀が、炎ほのおが膨ふくれあがる直前に一瞬の間を作った。そして、その間かん隙げきを突いたナブロが、我わが身を顧かえりみずダールを救きゆう出しゆつしたのである。


　とはいえ──


「……く」


「ナブロ！」


　ぐったり倒たおれかかる弟を、ダールが慌あわてて支ささえた。霧きりと化かしていたナブロは、身体からだの多くを炎に巻き込まれ失うしなっていた。五ご体たい満まん足ぞくに実じつ体たい化かできたのが奇き跡せきのようなもので、別べつ人じんかと見み間ま違ちがうほどやつれている。また、ダールも長なが年ねん手足のように操あやつってきた双そう刀とうの片かた割われを失うしなっていた。彼にすれば片かた腕うでをもがれたに等ひとしい損そん失しつである。


　そして、


「……お？」


　ゼルマンが足あし下もとをよろめかせた。全ぜん力りよくで飛ばしていた戦いの中で、ダールの刃やいばを受けた直ちよく後ごに、あれほどの荒あら技わざを繰くり出したのだ。さすがの彼も、疲ひ労ろうは隠かくせない。


　ゼルマンに素す早ばやく手を差し伸のべたのは──ジローだった。ようやく傷が癒いえたらしい。神しん妙みような面おも持もちで、特区では敵てき対たいしてきたはずの年長の古血オールド・ブラツドに手を貸かした。ゼルマンはやや驚おどろいたようだったが、すぐにニヤリとし、ジローの手を邪じや険けんに払はらい除のけた。


「ゼルマンっ。その傷では──」


「お前にやられた傷に比くらべりゃ、どうってことないさ」


　ゼルマンは素そっ気けなく答えた。「え？」とジローは思わず聞き返した。


　ゼルマンはぼそぼそと、


「……お前はお前の武器のおっかなさを、よく弁わきまえてないらしいがな。オレたちにとって致ち命めい傷しよう以い外がいの傷は、つまるところ単たんなるダメージだ。やがては回かい復ふくする。動きは鈍にぶるし不ふ利りにはなるが──要ようは戦闘中の『時間』と等とう価か。同じ、あるいはそれ以上に敵てきの『時間』を削けずれる状じよう況きようなら、失ったところでなんの問題もない」


「それは……」


「オレたちの戦いは、とにかく先に相手を灰はいにしちまわない限かぎり終わらないのさ。その点てん、『銀』の刃ってのはダメージを蓄積できる。普ふ通つうはそんなもん振ふり回してた日には、嫌いやでも気が削そがれるが──お前は違う。わかってんのか、その利点を？　自分の能力を？　お前がその気なら、戦せん術じゆつのバリエーションはいくらでも──」


　さらに何か言いかけたゼルマンだったが、急にばつが悪そうに口を閉とざした。まだ戦いは終わっていないのに詰つまらないことを言った、と思ったらしい。


　返事に詰まるジローを無む視しし、もう一人の吸血鬼へ顔を向ける。ケインはまだ衝しよう撃げきがさめやらない様子だったが、それでも油ゆ断だんなく、ダールとナブロの隙すきをうかがっていた。


「なんだ、ケイン。敵が弱よわった途と端たんに、やる気き満まん々まんか？」


「……なんとでも言え。特区を守るためなら、俺は手しゆ段だんなど問とわん」


　恥はじることなくケインが答える。実じつ際さい、それは恥などではない。勝かち目めの見えなかった戦いに、ようやく勝しよう機きが訪おとずれたのだ。この期きを逃のがすことこそ、特区の守まもり手てとして恥ずべきことであるはずだった。


　ケインの決意に同どう調ちようし、ジローもまた銀刀を構かまえる。二人の態度に、ゼルマンは「調子のいい奴やつらだ」と首を竦すくめた。もっとも、二人を止める素そ振ぶりはない。ちろっと舌したが踊おどり、唇くちびるを舐なめた。


　そのとき──


「……ゼルマン・クロック」


　ダールが呼びかけた。


「いまのが螺ら炎えん……アグニの火ひ矢やか？」


「レアだろ？」


「……龍りゆう王おうは、あれを止めたと聞く」


　ダールが尋たずねた。平へい坦たんな、質問の意い図とが隠かくされた声だった。ゼルマンはピクリと目め元もとを微び動どうさせた。


「それも『ウォーカーマン』からか？　情じよう報ほう収しゆう集しゆうもご苦労なことだ」


「どうなんだ？」


「……ああ。封ふう殺さつしやがったよ、あいつは。ちなみに言っておくが、特とつ区くでおおっぴらに血を吸うまでには、オレのあとに、まだあいつが控ひかえてる。気が遠くなるだろ？　どうしてもって言うんなら、手を貸してやらんでもないぜ？」


　ゼルマンが、彼にしかできない蠱こ惑わく的てきな冷れい笑しようで答えた。答とう弁べんも彼らしい。冗じよう談だんとわかっていても、ジローやケインは気が気ではない。


　しかし、


「……なるほど」


　ダールはゼルマンの軽かる口くちは聞き流して、うっすらと笑みを浮うかべた。もはや誰だれの目にも明らかになった劣れつ勢せいの中で、それでも不ふ敵てきに笑ったのだ。


「確かに──軍ぐん師し殿どのの言う通りか。心こころ強づよいことだ」


「なに？」


　ゼルマンが眼光を険けわしくした。ダールはそれ以上答えなかった。


　弟を庇かばって前に出る。姿し勢せいを正し、表情を引き締しめ、残ったひと振りの曲刀を構えた。


「立場が逆転したな。次は──」


　と、煤すすけた顔で、牙きばを剝むく。


「俺たちが、時間を稼かせぐ番だ」





　　　３





　携けい帯たいには山のような着ちやく信しんがあった。そのすべてが、ミミコに助けを求もとめていた。


　だから、


　──仕事に行かなきゃ。


　そう、ミミコは思った。


　助けを求めているのは、日ひ頃ごろ彼かの女じよが世せ話わを焼いている、小さな血けつ族ぞくの者たちだ。『カンパニー』からは相手にされない、はぐれ者や弱じやく者しや、密みつ入にゆう国こく者しやの吸血鬼たちと交こう渉しようし、彼らのトラブルを解かい決けつするのが、調ちよう停てい屋や葛かつら城ぎミミコのいまの仕事なのである。


　だからいまは、やるべきことはたくさんある。たとえばフェイニー・周チヤウ。中学生のような姿すがたをした弱小血族の長おさは、特区を襲おそった騒さわぎにさぞ心こころ細ぼそい思いをしているだろう。ハン老人にも連れん絡らくしなければいけない。ミミコの事務所付近の小さな血族たちは、何かあれば彼の指し導どうを求もとめる。いまこそアドバイスが必ひつ要ようなはずだ。それにキケロ・ロッシーニ。『義ぎ士しピクロテテス』の長おさを引いん退たいしたとはいえ、仲間のことは気き掛がかりに違ちがいない。それに彼なら、ミミコの手助けもしてくれる。一いつ緒しよに頑がん張ばって──みんなを安全な場所に──


　──安全な場所。


　それってどこだろう。


　わからなかった。しかし、どうにかするしかない。自分がどうにかするしか。


　だって、自分がどうにかしなければ、誰も助けてくれないのだ。力を差さし伸のべてくれないのだ。


　いまは、もう。


「ミミちゃん？」


　コタロウがそっと声をかけた。のろのろ振り向く。なんとか笑い返す。


「ミミちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「うん……ご、ごめんね。もうちょっと待っててね。もうちょっとしたら、すぐに仕事に行くから……」


　空くう疎そな笑え顔がおにコタロウは瞳ひとみを曇くもらせた。ミミコを引き寄よせ、小さな胸に抱だきしめる。温あたたかかった。人ひと肌はだの温ぬくもりが、ミミコに伝わってきた。しかし、伝わってきた熱ねつは、ミミコの内ない面めんを温めることなく消えていった。熱をもらって温まる何かが、いまのミミコにはなくなっていた。


　二人がいるのは『カンパニー』調ちよう停てい部ぶの事務所だった。二階に上がる階段の脇わきで、すぐ側そばに自じ販はん機きがある。裏うら手てにある非ひ常じよう口ぐちへと続く休きゆう憩けい用ようのスペースだ。


　喫きつ煙えん場ば所しよにもなっているので、陣じん内ないはときどき、ここで煙草たばこを吸いながら仕事をさぼっていた。リンスケに連れられて事務所に立たち寄よったミミコは、ふらふらと行き場もなく歩いた末すえ、ここに行き着いたのだ。設せつ置ちされたソファに腰こし掛かけ、そのまま動けずにいた。


　陣内急きゆう死しの報ほうは、調停部事務所から希き望ぼうの光を奪うばい去さった。


　しかし、陣内が組そ織しきし、鍛きたえ上あげた調停部は、それで崩ほう壊かいはしなかった。絶ぜつ句くする者もの。罵ば声せいを吐はく者。声を上げて嘆なげく者。黙もく然ねんと受け入れる者。反はん応のうは様さま々ざまだったが、ほとんどの者はその報に触ふれたのち、業ぎよう務むを──いや、己の使命を再さい開かいした。


　一人一人が自みずからの為なすべき役やく割わりとその意味を、明めい確かくに自じ覚かくしていたからだ。また、そうであるからこそ、彼らは『調停員コンプロマイザー』という報むくわれることの少ない職を、あえて続けてきたのである。自じ負ふと共に。


　しかし──


　彼らにとって陣内は、父親のような存そん在ざいの上じよう司しだった。


　だが、ミミコにとって陣内は、父親そのものだったのだ。


　腰を下ろしたミミコの身体からだを、コタロウは無む言ごんでぎゅっと抱だきしめている。涙なみだはでなかった。あんなに泣なき虫むしだったのだから泣いても良さそうなものなのに、陣内が死んでから、ミミコはまだ泣いていない。涙が涸かれてしまったらしい。


　陣内の訃ふ報ほうを伝えたリンスケは、ミミコを力づけたあと事務所から出て行った。ひどく狷けん介かいな表情で「神父を捜す」と言っていた。神父とは、「あの」神父のことだろうか？　わからない。ただ、結けつ局きよく最さい後ごまでいつものふざけた態たい度どは見せてくれなかった。


　事務所の顔なじみは気きを使つかってくれた。陣内とミミコの関係は、誰でも知っていることだったのだ。特に後こう輩はいであるヒバリは、泣けなくなったミミコの分まで目を赤くして悲かなしんだ。


「先せん輩ぱい……先輩……！」


　と、言葉にならない様子で、ミミコに縋すがり付ついた。


「どうして部長が……こんなの、あんまりです……」


　ヒバリはそう言って嘆いた。思いはミミコも同じだ。


　しかし、どうして、とは思わなかった。いまに始まったことではない。陣内はいつも、自ら率そつ先せんして、死し線せんをかいくぐってきたのだ。そんな彼の庇ひ護ごのもとで、ミミコやヒバリ、調停部の者たちは──ひょっとすると『カンパニー』の多くも──今こん日にちまで戦たたかっていたのである。


　自じ立りつして、戦えるようになるまで。


　──やっぱり、凄すごかったんだな、あの人。


　泣きはらしたヒバリも、いまは二階に戻もどって自らの責せき務むに従じゆう事じしている。陣内亡なき後あとも、調停部は健けん在ざいだ。だからこそ、余よ計けいに陣内の存在感を感じる。彼がこれまで周しゆう囲いに及およぼしてきた影えい響きようの大きさ、残していったものの確たしかさを。


　ならば、自分も健在であるべきだ。陣内の部ぶ下かの一人として。


「……ありがとう、コタロウ君。もう、いいよ」


「でも」


「平へい気き」


　ミミコは笑って、コタロウから身を離はなした。


　──行かなきゃ。


　そう自らに言い聞かせる。助けを求める着信。こんなにたくさんの信しん頼らいを寄せられているのだ。裏うら切ぎれない。陣内に育てられた調停員コンプロマイザーとして、裏切る訳にはいかない。


　しかし……


　力が湧わかない。


　元気が出ない。


　どうしても、身体からだが言うことを聞いてくれなかった。


　全然平気じゃない。悔くやしいという気き概がいすら感じない。こんなことでどうすると思いつつ、どうにもならない。


　脳のう裏りに、陣内の言葉が過よぎった。結局あれが、遺ゆい言ごんになった。


　──『君には期き待たいしている』


「そんなの……！」


　そんなものはいらない。彼の期待に応こたえることなんかできない。


　耐たえられる訳がない。


　不ふ意いに思った。ジロー。そうだ。ジローはまだ陣内の死を知らない。知らないまま、必死に戦っている。


　おそらく、ジローに訃ふ報ほうを伝つたえるのは、ミミコの役やく目めだろう。しかし……なんと言えばいいのだ？　どうやって話せばいい？　ジローと陣内は旧きゆう友ゆうで、かつては共に戦った戦せん友ゆうでもある。いまも二人の信頼関係は続つづいている。ミミコの口から訃報を聞いたとき、ジローはいったいどれほどの衝しよう撃げきを受けることか。無む理りだ。まともに顔を見ることだってできやしない。


　ミミコは再び顔を伏ふせた。何もかも投げ出してしまいたい。仕事も、友人も、大事な人たちも。吸血鬼が存在しない場所に、逃にげてしまいたい。


「人間て──」


「……え？」


「死んだら、どうなるのかな」


　突とつ然ぜんコタロウが言った。ミミコは呆ほうけたような顔をした。


「コタロウ君？」


「……あ、ごめんね、ミミちゃん。でもぼく、不ふ思し議ぎで──」


　コタロウの表情にはミミコを慰なぐさめる優やさしさ、労いたわりが満みちている。その上で、自分が感じたことを、上う手まく言葉にできないまま口にしているのだ。


「ミミちゃん、覚おぼえてる？　ぼくたちが特区に来るとき──チャンが死んじゃったときのこと」


「……ええ」


　ミミコは頷うなずいた。


　チャンとは、特区入りを目指していた『断絶血統ブラツド・オーフアン』の集しゆう団だんにいた少女だ。集団を率ひきいていた、ケリー・黄ウオンの直ちよつ系けいである。彼女もまた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の毒どく牙がにかかり、特区入り目前で短い人生の幕まくを下ろした。仲良くなっていたコタロウの眼前で、灰はいになったのである。


「あのとき思ったんだ。チャンはいなくなっちゃったけど、黄さんの中には、まだちゃんと生きてるな、って」


「それは……」


　まだ頭が上手く働はたらかない。それでも、コタロウが言っているのが、吸血鬼の血けつ統とうに関すること──『血』のことだというのは、なんとなく理り解かいできた。


　吸血鬼の本質は『血』。これは、吸血鬼たち自身の口から言われていることである。特に、長い歳さい月げつを生きた吸血鬼ほど、それが真実だと実じつ感かんしているらしい。記き憶おくこそ失うしなっているが、コタロウもまた長い歳月を──それはそれは長い歳月を──生きてきた吸血鬼だ。チャンが灰になったとき、そう感じたとしてもおかしくはない。


　そして、そんな実感を踏ふまえた上で問とうているのだ。なら、人間は、死んだらどうなるのか、と。


　ミミコは答えを知っていた。以前、陣内から聞かされた答えを。黒い血ブラツク・ブラツドに劣おとらない、赤い血レツド・ブラツドの有あり様ようを。


　しかし、答えを口にすることはできなかった。だって、どう理由を付けようと、やはり陣内は死んでしまったのだ。いなくなったのだから。


　コタロウは優しい眼まな差ざしでミミコを見つめている。ミミコの心の奥おく底そこまで。


「あたしは……」


　ミミコは口くち籠ごもる。


　そこへ、


「先輩っ」


　階段の上から、ヒバリが降りてきた。両手にコーヒーの入った紙コップを持っている。タッタッタ、と階段を駆かけ下おり、ソファに座すわるミミコへ力づけるような笑顔えがおを向けた。


「ちょっと手が空あきました。これ、淹いれたから飲んでください」


　コタロウがわずかに顔をほころばせ──ハッとなった。


　ミミコは、わかってる、という風にコタロウの肩かたに手を置き、


「止やめてください。カーサさん」


　ヒバリはびっくりした顔で紙コップを手に足を止めた。


　両目を真まん丸まるにしたまま、


「どうして？」


「わかります」


　鋭するどく、ミミコは答えた。「ちぇー」とヒバリは唇くちびるを尖とがらせ、両手に持った紙コップに視線を落とした。


　それから気を取り直した様子でミミコに近づき、紙コップの片かた方ほうを差し出した。そのときには『化身メタモーフイシス』が解かい除じよされ、団だん子ご頭あたまがロングの黒くろ髪かみに、子供らしさを残す容よう貌ぼうが、妖よう艶えんな白はく皙せきに変化していた。


　切れ長の翠みどりの瞳ひとみを、ぱちりとウィンクさせ、敵の首しゆ領りようはにこやかに言った。


「ま、せっかくだから飲んでくれ。毒は入ってない」
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　セイに。


　ミミコはそう思いつつ動けなかった。セイを呼ぶ素そ振ぶりを見せれば、カーサが黙だまっているはずがない。だがセイは必ず気付くはずだ。どれほど気配を隠かくそうと、彼がいる墓ぼ所しよは、こことは目と鼻の先なのである。


　カーサに気取られないようセイの注意を引ひく方法はないか。ミミコは頭を巡めぐらせながら、ゆっくり手を伸のばしてカーサからコーヒーを受け取った。


　ミミコがコーヒーを受け取ると、カーサは嬉うれしそうにほほえんだ。


　かと思うと、急に白しら々じらしい顔つきになって、


「お前にはやらん。こっちは私の分だ」


「……いらないもん」


「む。かわいげのない。昔はもうちょっと素す直なおだったぞ。特に飲いん食しよく関かん係けいは。ジローの教育が悪いんだな」


「昔？」


　コタロウが怪け訝げんな目になる。少年と美女はしばし険けん悪あくなムードで──見た目にはかなり大人おとな気げなく──にらみ合っていた。だが、「カーサさん」とミミコが口を挟はさむと、カーサはあっさり引き下がった。


　ミミコに向かって、


「話すのは久しぶりだね」


「……そうですね」


「さっきは食事中だった？　なら、悪かった」


　ボートに乗ったまま対面したときのことだ。ミミコは返へん事じをしなかった。


　カーサたちは墓所の位置をすでにつかんでいる。セイが守りを固かためていることも承しよう知ちしているはずだ。なのに、敵てきが待ち構える危険な場所に忍しのび込みながら、わざわざ自分の前に現れた。カーサの意い図とが読よめない。


「どうして？」


　と率そつ直ちよくに尋たずねると、カーサもすぐにミミコの言わんとすることを察した。


「ゴタつく前に、礼れいを言いにね」


「礼って？」


「うん。妹が世せ話わになった」


　それは、まったく予よ期きせぬ台詞せりふだった。カーサが妹というからには、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だろう。しかし、ミミコは自分が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の世話をした覚おぼえなどない。


　──それとも……！


　自分では気付かぬうちに、何かしらカーサらを利りするような行動を取っていたのだろうか？　だとすれば大たい変へんだ。ジローや他ほかのみんな、死んだ陣内に申し訳が立たない。


　しかし、サッと青くなるミミコを見て、カーサは苦く笑しようしながら首を横に振った。


「違ちがうよ。もう半年も前の話だ」


「半年？」


「ふ。まあいい。とにかく、遅おそくなったが、少しは礼をと思ってね。少なくとも、個人的には」


　そう言って、カーサは紙コップを持つ人差し指をピッと伸のばした。


「『黒くろ蛇へびカーサ』の淹れたコーヒー。うちの弟妹も滅めつ多たにありつけない代しろ物ものだ」


「…………」


　ミミコは対応に困こまって口くち籠ごもった。


　隣となりに立つコタロウを見た。コタロウはまだ警けい戒かい心しんを剝むき出しにしてカーサをにらんでいる。ただ、なんと言うか──警戒しつつも、憎にくしみや怒いかりといった黒い感情はないように思えた。コタロウにそんな反応は似に合あわないが、たとえばチャンを失うしなったとき、彼はしっかりと怒りを顕あらわにしたものだ。


　カーサに対する反応は少し違っている。こんなたとえが正しいとは思えないが……いつも大声で吼ほえかかる近所の猛もう犬けんを警戒するような、もっと「日にち常じよう」に、もしくはコタロウのよく知る世界の範はん疇ちゆうでの警戒心なのだ。穿うがちすぎだろうか？


　もっとも、コタロウが敵意を剝き出しにできないように、ミミコもまたカーサに憎ぞう悪おを向けることができなかった。カーサの態たい度どは以前と変わらない。一年半前、黄に化けてミミコに近づいたときのままだ。


　悪ぶるところのない、気さくな態度。あのとき、正しよう体たいを明あかした彼女との会話を、ミミコはよく覚えている。


　──『あいつは血の一いつ滴てきまでアリス・イヴのものだ』


　そう言ったときの、カーサの声。眼差し。彼女が醸かもし出だす空気を、なぜかミミコは、詳しよう細さいに記き憶おくしていた。理由のわからないまま胸に去きよ来らいした共感シンパシーと一いつ緒しよに。


　──でもっ。


　ミミコは思い起こす。


　彼女は敵なのだ。


　彼女の仲間のせいで──


「陣内部長、死にました」


　セーブする間もなく、口を突ついて出た。カーサは頷うなずき、一いつ拍ぱくおいて、


「らしいな」


　と言った。


　それきり二人の会話が途と切ぎれた。


　わかっている。これは戦争だ。カーサたちが陣内を討うち取とったことは、戦せん略りやく上じよう理り解かいできる。同時に、許ゆるせないと恨うらむ自分の気持ちも否定するつもりはない。憎にくんで当とう然ぜんだと、正しいと思う。これは戦争で、戦争とはそういうものなのだ。ジローも陣内も、カーサだって、香ホン港コンで経けい験けんしてきたことだ。


　なのに、カーサを責める言葉が出ない。罵ののしって構わないと頭でわかっていながら、感情がついて来ない。


　ぎゅっとコタロウが、膝ひざの上で震ふるえるミミコの手を握にぎった。


「間もなく──」


　沈ちん黙もくを破やぶり、カーサが口を開いた。


「世界が、変わる」


　ミミコが顔を向けた。カーサは視線を壁かべに向けていた。


「我らが父ちち王おうの復活は、世界に衝しよう撃げきを与あたえるだろう。人間たちにも。牙きば持もつ者ものどもにも。そして始まる。王の御み代よが」


「……妄もう想そうです」


「どうかな？」


　黒くろ髪かみをさらりとなびかせ、カーサが首を向けた。美び貌ぼうを飾かざる、不敵な微び笑しよう。彼女ほど牙の似合う女性を、ミミコは他に知らない。


「世せ界かい征せい服ふくでも企たくらんでるんですか？」


「いや。さすがにそこまではね。第一、私が言っても、弟たちが怖おじ気けづく」


「なら、自分たちの楽らく園えんを？」


「それはあるな。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に部へ屋やを貸してくれる大おお家やは、なかなかいないからね。でも──」


　それだけじゃない、とカーサは続けた。


「我々には我々の、『血』の宿しゆく命めいというのがあってね」


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の？」


「ああ。……なあ、ミミコ。吸血鬼が言う『血』の宿命ってなんだと思う？」


　カーサが問といかけた。ミミコはすぐには答えなかった。


　たとえば、ゼルマンが属ぞくする『闘とう将しようアスラ』の血けつ統とう。かの血統は、戦いを求めることが『血』の宿命だと、以前サユカから耳にしたことがある。それに、ジローやコタロウの『賢けん者じやイヴ』だ。彼らは、血統の始祖ソース・ブラツドである『賢者』を永えい遠えんにあらしめるため、その護ご衛えい者が身を捧ささげねばならない。いずれはジローも、コタロウに吸収される『定さだめ』にあった。これも、ミミコや、兄弟と関かかわる者たちに深くわだかまる、『賢者イヴ』の『血』の宿命だ。


　では、カーサの場ば合あいは？


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の宿命と言うなら、「血を吸すった相手を、己おのれの血統に染める」能力が該がい当とうすると言えるだろう。彼らはこの能力のために、他の血族からも疎うとまれ、敵てき視しされる。彼らが世界中から迫はく害がいを受ける最さいたる原げん因いんである。他にも、争そう乱らんを好このむ気き性しようなどが上げられる。およそ、人間社会から隠かくれて生活するのに、彼らほど向かない血統は他ほかにない。


　ミミコはなるべく感情を交まじえないよう、訥とつ々とつと自分の考えを語かたった。むろん、コタロウがいるので、『賢者イヴ』の転てん生せいに関しては口を濁にごしながらだが。


　ミミコの考えを聞いたカーサは、


「さて」


　と唇くちびるに微び笑しようを浮うかべた。


「どうかな、ミミコ。よく考えてみてくれ。『闘将アスラ』の血統が、戦いを欲する──これは自然と腑ふに落ちるよな？　でも、『賢者』が永遠に生き続けることを願うだろうか？　自らの血族を犠ぎ牲せいにしてまで？」


「……え？」


「我々の場合もだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が血を吸った相手を転てん化かさせてしまうのは、あくまでも能のう力りよくに過ぎない。なら、我々はどうしてそんな能力を最初から身に付けている？　なんのために？　何を欲して？」


「な、何を……って……」


「よく考えろ、ミミコ」


　カーサの瞳ひとみが妖あやしく輝かがやく。彼女はそっと、ミミコに近づいた。


「香ホン港コンで、我らが王は何を為なそうとしたか。それとも、もっと根こん元げん的てきに聞こうか？　吸血鬼とは何か？　どうして我々は、この世に存在するのか？　いいか？　私たちは皆みな、人間だったんだぜ？　始祖ソース・ブラツドだって、例れい外がいじゃない。彼らは、ある日突然、始祖になるんだ。しかも、新たに誕たん生じようした始祖ソース・ブラツドは、ひとつとして他の始祖ソース・ブラツドと同じものにならない。異ことなる性せい質しつを持っている。なぜ？」


「…………」


　ミミコは返事ができない。カーサの言葉に、彼女の声に引き込まれて、息をすることさえ苦くるしくなった。


　──何を……


　彼女はいま、何を言っているのか？　何を言おうとしているのか？　全身に鳥とり肌はだが立っていた。身体からだの芯しんが、凍こごえるように震ふるえた。


　カーサはちらりとコタロウに目を向けた。ミミコはハッとしてコタロウを振ふり返った。


　コタロウは静かに口を閉とざし、じっとカーサを見つめていた。美しい青い瞳は、促うながしもせず、止めもしない。ただ黙だまって見み守まもっている。なぜかミミコは直ちよつ感かんした。関わってはならないからだ、と。それもまた、『賢者イヴ』の血統の、『血』の定めなのだ。


　コタロウの反応を確かく認にんした上で、「では……」とカーサは続ける。歌うように抑よく揚ようを付けて。


「……教えてあげよう、ミミコ。なぜ世界には、吸血鬼が存在し、いくつもの血統が存在するのか。それは、始祖ソース・ブラツドが──彼ら、彼女らが皆、それぞれの『問とい』、それぞれの『願ねがい』を抱いだいて、この世に誕生するからだ。その『想おもい』が世界の要よう望ぼう──世界の脈動に合がつ致ちした瞬しゆん間かんに、人から最初の吸血鬼へと変へん化かする。本人が望のぞむ、望まないにかかわらず、ね」


「……みゃく……どう？」


「ああ。そして、その『想い』こそ、『血』の宿命。その『想い』を継つぐのが、血統ということさ。吸血鬼は誰だれしも、その血統の祖そが抱いた業に縛しばられる存在なんだ」


　カーサはニヤリとほほえんだ。まるで、エデンにて、禁じられた果実の素す晴ばらしさを語った蛇へびのように。


　ミミコは頭の奥おくが痺しびれる感覚を味わっていた。たぶん本当のことなのだ。


　なら、


「……九龍王クーロンおうの想いって、なんなんですか？　それに──」


「『賢者』の想い？」


　びくり、とコタロウが震ふるえたのが、繫つないだ手から伝わってきた。ミミコが少年を見る。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、天使のような少年は、唇くちびるを嚙かんでミミコの顔を見つめていた。


　その、わずかに潤うるんだ、美しい青い瞳。


　瞳の奥に──


「……コタロウ君？」


「…………」


　少年の姿をした吸血鬼は返事をしなかった。彼の奥おく底そこで、混乱と葛かつ藤とうが、困こん惑わくと確信がせめぎ合っている。唇が喘あえぐように開く。小さな牙きばが見えた。さっきまでとは異なる意味の震しん撼かんがミミコを襲おそった。


　──まさか！


「コタ──」


「待て、ミミコ！」


　カーサが叫さけんだ。とっさに振り向いて、驚おどろいた。彼女まで蒼そう白はくになっている。


「私としたことが……まだ安あん定ていしてなかったのか!?」


　痛つう恨こんの響ひびきでカーサが言った。なんのことか、ミミコは理解した。カーサもわかっているのだ。コタロウが一度孵化しかけたことを。


　そしてまた──


　ミミコは面おもてを引き締しめると、コタロウの両りよう肩かたをつかみ、真正面から向き合った。


　真まっ直すぐな眼まな差ざしで、優やさしく、


「平気？」


「…………」


　コタロウは答えられない。しかし鼓こ動どうがひどく速いペースで脈みやく打うっていた。小さな身体の中で、二つの意い志しがせめぎ合っている。ひとつはコタロウ。ひとつはアリス──


　──違う！


　ひとつはコタロウとアリス。


　もうひとつは、『賢者イヴ』の『血』だ。


　遥はるか遥か古いにしえの昔むかしに、二人が背せ負おった宿命が、いま二人の前に立ち現れている。互たがいに認みとめ合う二つの意志が、激しくせめぎ合っているのだ。なぜ？　決きまっている。昨日二人が「待って」くれたのと同じ理由だ。


　そして、コタロウは押おされていた。アリスなら制せい御ぎよできたろう自みずからが積み重ねてきた力に、コタロウのままでは抗こうしきれないのだ。


　このままでは……


　──でも、どうすれば!?


　と、





　何をしている、ミミコ君。我々の仕事とは──





　調停すること。


　幻げん聴ちようが聞こえた。幻聴に違ちがいない。これまでに何度も何度も、嫌いやと言うほど聞いてきた台詞せりふ──声だった。しかし、その声はミミコに力を与あたえてくれた。


　ミミコの全身から余よ計けいな力りきみが消きえる。ほほえみ、金髪を撫なでた。驚くコタロウを抱だき寄せ、腕うでの中でくるりと反対側を向かせた。少年を後ろから抱きすくめながら、左手の袖そでをめくった。


　彼の口くち元もとに手首をさしだし──


「……飲んでみて」


「なっ──!?」


　カーサは絶ぜつ句く。しかし、ミミコは気にしない。少年の髪かみに顔を埋うめ、「きっと落ち着くから」とささやきかけた。


　コタロウは震ふるえていた。向こうを向いているので、表情は見えない。しかし、やがて、手首にガリっと不ぶ器き用ような痛みが走った。


　ぴちゃぴちゃと、子こ猫ねこがミルクを舐なめるような音。小さく、のみくだす音。


　ピリピリと不思議な感覚が断だん続ぞく的てきに流れてくる。その間あいだ中じゆう、ミミコは優しく、少年の頭を撫で続けた。


　長くはかからなかった。


　最後にぺろりと労いたわるように傷きず痕あとを舐なめ、彼は恐おそる恐る、ミミコの腕の中で振り向いた。


「……どう？　コタロウ君」


「ミミちゃん……」


　振り向いたコタロウは、いまにも泣き出しそうな顔をしていた。しかし──ミミコは安あん堵どする。間違いなく、彼女がよく知る、いつものコタロウだ。


「ミミちゃん。ぼく、いま……」


「うん。ジローさんには内ない緒しよだぞ？」


　ミミコが、今度は正しよ面うめんから、コタロウをそっと抱きしめる。ガタッ、とカーサが背せ中なかを自じ販はん機きに押おし付け、全身の息を吐はき出していた。持っていた紙コップが傾かたむき、コーヒーがこぼれている。なのに、見み向むきもしない。


　目を見開き、胸むねに手を当て、言葉にもならない様子で、


「ハハ……まったく。ミミコ。君きみは……なんて奴やつだ！」


　笑っているようだが、本当は笑っていいのかどうか、わからない様子だった。このとき確かにカーサは、ただの人間の少女によって、肝きもを潰つぶされたのである。それはもう、完かん膚ぷ無なきまでに。


　そして、やれやれと首を振ふり、


「ひとまずは安心……しかし、おかげでバレたみたいだな」


　──え？


　とミミコが思った瞬しゆん間かん、奥の、外に出る非常口が開かれた。


　立っていたのは──


「セイさん！」


「済すまぬ。遅おくれた」


　現れた龍りゆう王おうは、ミミコに短く詫わびた。


　ミミコの見知ったセイとは、雰ふん囲い気きが違っている。コタロウと変わらぬ小さな身体からだから、ミミコのような素しろ人うとにもわかるほど、強大なオーラが漂ただよっていた。


　セイはコタロウをちらりと見て、


「いま……？」


「はい。あとでお話しします」


　セイの質問に、ミミコが素す早ばやく答えた。コタロウは無言だ。親したしい遊び友達の常つねならぬ表情を、驚いたように見つめていた。


　と、


「貴方あなたにもお見せしたかった。いや、実に素す晴ばらしい手並みでしたよ。感かん服ぷくしました」


　白しら々じらしい、あるいは大だい胆たん不ふ敵てきな台詞せりふは、もちろんカーサだった。


　セイが静かにカーサに目を向けた。


「……カーサ」


「お久しぶりです、龍王」


　カーサは姿し勢せいを正すと、胸に手を当てて腰こしを折おった。


　さらさらと長い黒髪が優ゆう美びに流れ落ちる。非の打ち所がない典てん雅がな礼のあと、頭を上げ、耳元の髪をかき上げて、ニッと牙を見せた。


「弟から教わった付け焼き刃の陰おん形ぎようでしたが……ちょっとしたものだったでしょう？」


「……だが見つけた。これまでだ」


　セイの声は厳きびしい。しかし、焦あせりや怒いかりはあまりなかった。すでに彼は、敵を捉えたのだ。逃にがすセイではない。カーサにも、それはわかっているはずだろう。


　それでも、


「よろしいので？　ミミコがいます。他の職員も。ここで暴あばれれば──」


「他の者に、害がいは及およばん」


「私が抵てい抗こうしないとでも？」


「同じこと」


　言い放はなった。


　カーサが苦にがい顔をする。しかし彼女も、セイの台詞が傲ごう慢まんなものでも過か剰じようなものでもないことを認めているらしい。彼女がどんな力を振ふるおうと、セイならその力ごと押さえ込むことができる。二人の力りき量りようには、それほどの差があった。


「それでも──」と、カーサは身体の重心を浮かせ、足音を立てずに、そっとミミコたちから離はなれた。


「やれるだけのことは、やってみましょう」


「カーサよ」


「はい？」


「残念だ」


　カーサがニヒルな表情を改あらためた。


　カーサとセイは、二人が敵と味み方かたに袂たもとを分かつ前から、交こう友ゆうを持っていた。まだカーサが、ケインを従じゆ者うしやに引ひき連つれ、ジローやアリスと共に、世界を旅していたころの話だ。


　由ゆい緒しよ正しい古血オールド・ブラツドの多おおくは、混こん血けつ児じであるカーサを忌いみ嫌きらう。しかし、香ホン港コンの夜よるを統すべる王は、一度たりとも彼女を他の者と差さ別べつしなかった。ケインが最初に龍王に私し淑しゆくするようになったのも、そのためである。彼はむしろ、カーサの身の上に浅あさからぬ同情を寄よせていたのだ。


「……相変わらず、龍王は甘あまくていらっしゃる……」


　寂さびしげに、そしてどこか嬉うれしそうに、カーサは言った。そして軽かろやかに身を翻ひるがえし、事務所の奥に走り出した。


「カーサさん！」


「良い。任まかせよ」


　言って、セイが追う。「ミミちゃん！」と叫さけぶコタロウに頷うなずき、ミミコはセイのあとを追った。


　事務所一階の中央廊ろう下か。その廊下に出たところでセイは一度立ち止まり、事務所の正面入り口の方向を向いた。ミミコとコタロウが追いつく。カーサが見えた。正面入り口の、ドアの前。ビルの人間を人ひと質じちに取るようなことを口にしていたが、そうはせず、外に逃にげる気らしい。両開きのドアを開け放ち、こちらを振り向いた。うっすらと笑い、外に出た。


　セイが廊下を蹴ける。絶対に逃がさない自じ信しんがあるのだろう。焦る様子は微み塵じんもない。ミミコたちもあとに続いた。セイは、あっと言う間に、廊下を抜ぬけた。


　開け放たれたままのドアへ。長方形の枠わくの中に、セイが飛び込む。


　その瞬間だった。


　一いち条じようの光線が、四角い枠の中を横切った。


　真横から放たれた、赤い光線。長方形の枠の右から左へ。


　その線上に、セイの細い首があった。


　ぴゅう、と血が宙ちゆうを舞まった。





　　　４





　それから先の恐おそるべき事じ態たいは、長い時間をかけて綿めん密みつに計画され、ほんの数すう瞬しゆんの裡うちに引き起こされた。





「よしっ。やった！」


　運転席のラウは、思わずハンドルに拳こぶしを叩たたき付けて快かい哉さいを上げた。


　助手席にいるのは『赤い牙レツド・フアング』の戦せん闘とう服ふくを着た、二十代半ばと見えるスパニッシュ系の青年だ。ザザの依い頼らいで、ラウが部隊から選せん出しゆつした腕うで利ききの狙撃手スナイパーである。ただし、カーサの牙きばで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまっており、しかもザザによって身体を乗のっ取とられていた。


　ザザは助手席の窓を下げ、窓枠に銃身を載のせて安あん定ていさせ、狙そ撃げきを行った。距きよ離りはおよそ百メートル。身体の持ち主が獲かく得とくした技ぎ量りようからすれば、百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうの射しや程てい距離だ。しかもいまの彼は吸血鬼であり、動どう体たい視し力りよくは人間だったときと比ひ較かくにならない。何よりも、標的ターゲツトはあらかじめ設定した射しや撃げきポイントに誘ゆう導どうされてきた。龍王を、『カンパニー』事務所の入り口という限定されたポイントに呼び込むために、カーサは大きなリスクを背せ負おって、単たん独どくで彼の前に姿を見せたのである。


　そして、ザザが撃うったのも、単なるスナイパー・ライフルではなかった。彼の手にあるのは、対たい戦せん車しやライフルほどもある巨きよ大だいな長ちよう銃じゆうだ。無ぶ骨こつで無む機き的てきな銃身に無む数すうのコードが絡からまった外がい見けんは、特とく別べつな用よう途とに用もちいる機き械かい工こう具ぐのようにも見えた。床しよう尾びから伸のびる特に太いコードは、後部座席に置かれた小こ型がた冷れい蔵ぞう庫こほどもあるバッテリー・パックに繫つながっていた。


『赤い牙レツド・フアング』先行部隊が特区に持ち込んだ、レーザーガンである。何を隠かくそう、部隊に導入を強く薦すすめたのは、戦せん術じゆつ顧こ問もんのフォックス──つまりラウだった。


　最初の一発に賭かけ、全エネルギーを装そう塡てんした。


　そして、その一発が見み事ごとに命めい中ちゆうしたのだ。


　暗あん視しスコープでのぞいていたラウには、赤いレーザー光が飛び出してきた少年の首筋を貫かん通つうするのがはっきりと確かく認にんできた。鮮せん血けつが噴ふき出だすところまで。


　しかしザザは、


「まだだっ。カーサ！」





　背後をレーザーが横切った瞬間、カーサは急きゆう停てい止しし、身体からだを旋せん回かいさせた。


　長い髪かみが弧こを描えがく。髪先の向こうに、『カンパニー』事務所。入り口へ続く五段の階段上に、セイがいる。射い抜ぬかれて噴き出した血が、まだ宙に留とどまっていた。少年の身体が、糸を切られたマリオネットのように、ガクンと頼たよりなくよろめいた。


　真正面からは見えないが、首筋の両側に焼け焦こげた傷きず痕あとがあるはずだ。隣となりの墓ぼ地ちから、『結けつ界かい』の気け配はいが消える。それだけの衝しよう撃げきがあった証しよう拠こ。龍王は無視できない深しん刻こくなダメージを受けている。


　だが、いずれは回復する。吸血鬼同士の戦いは、どちらかが灰はいになるまで終わらない。


　もしくは──


　カーサは、旋回しながら腕を払はらった。斬きり付けるような力場思念ハイド・ハンド。狙ねらいはセイの顔がん面めんだ。サングラスが弾はじき飛ばされ、血の気を失った少年の顔が顕あらわになった。全力で駆かけ寄よる。駆け寄りながら、さらに力場思念ハイド・ハンドを駆く使しする。イメージの中で、セイの顔を鷲わしづかみに。目ま蓋ぶたに指をかけ、強引に力を込めて。


　セイの目がこじ開あけられた。


「ザザ！」





　カーサの合あい図ずと同時に、ザザは狙撃手スナイパーの身体を抜け出した。移い動どう先さきはカーサ。彼は、一度でも乗っ取ったことがある相手なら、視線を介かいせずとも行き来できる。ほんの半時間前、拳げん骨こつ三十発と引ひき替かえに、ザザはカーサの支し配はい権けんを得えていた。


　カーサの身体に乗のり移うつったザザは、瞬しゆん時じに彼女の視覚を奪うばう。奪うと同時に視経侵攻アイ・レイド。狙うは、セイ。決死の覚かく悟ごの視経侵攻アイ・レイドは、ダメージの間かん隙げきを縫ぬって成功した。ザザはセイの内面に己おのれの精せい神しんをダイブさせた。


　ダイブした先は、これまでに経けい験けんしたことのない広大な内面世界だった。その世界が、予よ期きせぬ攻こう撃げきと侵しん入にゆうに大きく粟あわ立だっている。ザザは全力で周囲を把は握あく。セイの五感を制せい圧あつするべく──しかし、反撃が来た。怒ど濤とうと評ひようすに相応ふさわしい、目も眩くらむ「拒きよ否ひ」と「排はい斥せき」の思念。ザザは死しに物もの狂ぐるいで踏ふみとどまる。


　精神の力だけなら、ザザはセイをも圧あつ倒とうする自じ信しんがあった。そして、ザザのみが知ることだが、その自信は正しかった。とはいえ、これはセイの身体だ。セイは彼自身の血から、無限に等ひとしい力を引き出せる。このままでは勝かち目めはない。だからこそ、ザザが策さくを弄ろうする意味がある。


　──来い。カーサ！


　ザザはカーサを呼び、





　カーサはザザの呼び声に応こたえた。


　動きの鈍にぶいセイに、猛もう禽きんの如ごとく襲おそいかかる。両の二の腕を両手でがっしりつかんだ。襲しゆう撃げきの勢いで、二人の身体が宙に浮うく。そのまま、牙を剝むき、大きく口を開け──


　セイの首筋に、嚙み付いた。


「──ガッ!?」


　気き管かんを破は壊かいされたセイが、血にまみれた声をもらした。小こ柄がらな身体が激はげしい抵てい抗こうを示しめして跳はね回る。カーサは力ずくで押おさえつけ、さらに深く、牙を突つき立たてた。二人は階段の上に重なり合って倒たおれた。


　こぼれ出る温あたたかな血液。無む我が夢む中ちゆうでのみくだす。カッと熱が身体の奥に落ち、快かい感かんと力が全身に迸ほとばしる。


　そして──


　九龍の呪いが、逆流を開始する。





　刹せつ那なの踏ふん張ばりが永遠にも感じられた。だが、待ち望んでいた援えん軍ぐんは、ザザの元に駆かけつけた。


　彼が属ぞくする血統の力。九龍クーロンの血が。


　セイの内面におぞましい戦せん慄りつが広がった。逆に、ザザは奮ふるい立った。次々流れ込む血から、潤じゆ沢んたくな力を吸い上げる。セイはそれでも諦あきらめなかったが、


　──無む駄だです、龍りゆう王おう。恐おそれながら、五分の条じよう件けんなら、僕は、負まけない。


　ザザの精神が縦じゆう横おうに動いた。セイの手を読み、先さきんじて制せいし、目まぐるしい速度で支配権を広げていく。一方で、『真しん祖そ混こん沌とん』の直系たる血は、九龍王クーロンおうの直系から放はなたれた血に、為なす術すべもなく染そまっていく。


　そして、最後の一いつ滴てきまでもが染まりきったとき、抵抗を続けていたセイの精神は活動を停止し、ここから遠く離はなれた彼方かなたへとシフトしていった。
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　血の快感と戦いの興こう奮ふんが、カーサの脳のう裏りを支配していた。その勢いに身を委ゆだね、彼女は必死に闘とう志しを搔かき立てた。


　自分がどれほど強力な相手を組くみ敷しいているか、わからないカーサではない。気を抜けるはずなどなく、まさに死しり力よくを尽つくして、相手の動きを封ふうじ込めていた。どれくらいの時間が経たったのか、いま優ゆう勢せいなのはどちらなのか、そんな基本的なことも念ねん頭とうから消きえ失うせていた。ただ一心に、弟の勝利を信じて牙きばを放さなかった。


　だが──


「い、イテテ」


　牙を立てる少年が、そんな台詞せりふを口にした。


　ハッ、と我に返る。恐おそる恐る牙を抜き──自分でも気付かないほど、あごが強こわ張ばっていた──カーサはそっと身体を放した。


　大だいの字じで倒れていた少年は、「ふう」と安あん堵どしたような息をついた。


　黒い瞳ひとみが、ぱちりと瞬まばたきする。それから、息を詰つめて見守るカーサの前で、まるでバラバラになった神しん経けいを繫つなぎ直しているように、首が動き、肩かたが動き、手が、足が、ぴくぴくと順番に動いた。


　身体の具合を確かめ終えたあと、少年は覆おおい被かぶさるカーサを見上げた。


　幼い容よう貌ぼうをにっこりとほほえませて、


「熱ねつ烈れつな吸キ血スをありがとう。お姉ちゃん」





　九龍王クーロンおうの遺い児じたちが、勝利を手にした瞬しゆん間かんだった。









　　四章　二人の始祖










１







　劣れつ勢せいに立ってからのダールは、まさに獅し子し奮ふん迅じんの戦いを示しめした。傷きずついたナブロを庇かばい、失うしなった曲きよ刀くとうの片割れを振ふるって、ジローとケイン、ゼルマンの三人を相手取ったのだ。およそ、尋常ではない。その戦いぶりは、彼の強さをよく知っているケインでさえ、慄りつ然ぜんとするほどだった。


　しかし、


「止やめとけ」


　ゼルマンが繰くり出だした蹴けりが、斜ななめ後こう方ほうからダールを打った。堪こらえきれずに吹ふき飛とび、地じ響ひびきを立てて瓦が礫れきに激げき突とつするダール。ゼルマンは蹴り足を戻もどすと、両手をポケットに突っこんだ。


　しばらくして、瓦礫の中からダールが這はい上がった。


　白かった装しよう束ぞくは血と埃ほこりにまみれ、ターバンも解ほどけて乱みだれた髪かみが首くび筋すじにかかっている。顔も、手足も、全身に傷があり、その回かい復ふく速そく度ども目に見えて鈍にぶっていた。


　だが、ダールの瞳は澄すんだ輝かがやきを失うしなっていない。磨みがき上げられた鋼こう鉄てつのように、敵てき対たいする三人の視線を、怯ひるむことなく受け止めていた。


　ナブロが歯を食いしばってダールの側そばに近づいた。しかし、レイピアを構かまえようとするのを、ダールは手を挙あげて止めさせた。


「回復に専せん念ねんしろ」


「……もういい」


「馬ば鹿か者もの。兄の言うことには、従したがわんか」


　そう言って、もう何度目かもわからないが、曲刀を突き出し、ぴたりと構えた。ジローが密ひそかに感かん嘆たんしたことに、その切きっ先さきは、いまだぶれない。


「……ダール卿きよう」


「なんだ、ケイン？　まさか降こう伏ふく勧かん告こくか？」


「それは……」


　ケインが苦く奥おく歯ばを嚙かんだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の降伏を受け入れることはできない。聖せい戦せん以来、暗あん黙もくの裡うちに定さだめられていることだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を相手にするときは、殲せん滅めつ以外の選せん択たく肢しはないのである。言うまでもなく、この場の全員が承しよう知ちしていることだ。


　ゼルマンが肩かたを竦すくめた。


「よし。いい加か減げんケリを付けるか。最後に派は手でに行くぜ」


　ゼルマンの台詞せりふに、ジローとケインは頷うなずいた。


　ダールがゆっくりと息を吐はき出す。曲刀の先まで気き合あいが満みちていくのが、手に取るようにわかった。ナブロもレイピアを構えた。白はく皙せきの美び貌ぼうは、無表情なままだ。しかし、冷たい印象の双そう眸ぼうには、腹をくくった決けつ死しの一いち念ねんがうかがえた。


　両陣じん営えいの戦意が、圧あつ縮しゆくされ、高まっていく。


　それが、不ふ意いに破やぶられた。


　そのときの衝しよう撃げきをなんと表ひよう現げんすればよいだろうか。


　ジローは、なんの前まえ触ぶれもなく、全身の体温が消え失うせたような気がした。悪寒。原因がわからないまま死の世界に踏ふみ込こんだかのように、身みの毛けがよだった。


　ケインは絶句、そして否定だった。瞬間的に何が起こったのか察さつしかけ、即そく座ざにそれを打ち消した。が、打ち消したあとも手足が冗じよう談だんのように震ふるえた。厳いかめしい顔から血けつ色しよくが漂ひよう白はくされた。


　ゼルマンが感じたのは戦慄だ。八百年という歳さい月げつの中で初はじめて味わう感かん覚かく。濃のう縮しゆくされた衝撃と驚きよう愕がく、恐きよう怖ふと興こう奮ふんが一いつ気きに弾はじけたような、異い様ような感覚が全身を襲おそっていた。


　その瞬間、三人は、まるで時間が凍いて付ついたかのように動きを止めた。


　対たいして──


「見事」


　ダールは破は顔がんした。死し闘とうに耐たえ続つづけた双そう眸ぼうが、凄すさまじい光を放はなっていた。


「妙みよう々みようなるかな、我わが同はら胞から。神は、九龍クーロンの牙きばをいま一度望のぞみたもうた」


　傷ついた巨きよ軀くから、それまでの消しよう耗もうが噓うそのように勇ゆう壮そうなオーラが漂ただよい出る。身体からだの奥おく底そこから、新たな力が轟ごう々ごうと噴ふん出しゆつした。


「噓だ」


　とジロー。


「馬ば鹿かな」


　とケイン。


　ゼルマンは無む言ごん。南の方角──墓所がある方向を向いて、まなじりを決していた。


　ダールの隣となりに立っていたナブロが、兄とは逆に、気が抜ぬけたようにフラッと崩くずれた。ダールは悠ゆう々ゆう片かた腕うでを差し伸のべて、力尽つきた弟を脇わきに抱だき上げた。


　そして、もはや三人を相手にせず、瓦が礫れきの荒こう野やを力強い足取りで駆かけ始めた。


　南へ。


　ジローとケインが衝撃を引きずったまま二人を追い始める。遅おくれてゼルマンが続く。


　青ざめたジローが、


「ケイン、これは……!?」


「違ちがう。絶対に、そんなことはあり得えない。何かの間違いに決まっている！」


　それは、およそケイン・ウォーロックの台詞せりふとも思えない台詞だった。だが、その台詞は、彼の心の叫さけびでもあった。


「……おい。お前ら、力を蓄たくわえておけ」


　後こう方ほうからゼルマンが小こ声ごえで話しかけた。ジローが肩越ごしに視線を投げる。ゼルマンの美貌からは、あらゆる感情が取り去られていた。


「あと一、二回は、螺ら炎えんを撃うてる。ただし、絶対に外はずさないためには、術じゆつの発はつ動どうに集しゆう中ちゆうする必要がある。その時間を、お前らが稼かせげ」


　冷れい淡たんに語かたる内容に、ジローとケインの息が止まる。ゼルマンは、二人に協力を命めいじているのだ。セイを討つために。


「ふ、ふざけるな！」


　ケインが怒ど鳴なった。ゼルマンは氷の視線を、ちらりと投なげ掛かけただけだった。すでに彼の中では、再始動した戦せん闘とう本ほん能のうが次なる強敵に──一度は敗はい退たいした強敵に──打ち勝つための計けい算さんを始めていた。


　そして、ジローは泥でい土どを飲み干ほしたような顔をした。


　胸きよう中ちゆうで、暗あん黒こくがとぐろを巻く。さっき感じた悪お寒かんが、急速に強まっていく。脳のう裏りを過よぎる思考があった。ミミコとコタロウ。二人はセイの元もとに避ひ難なんしていたのではなかったか？


　恐怖に痺しびれながら感覚を前方に伸ばすと──果たして、弟の気け配はいが感じられた。場所は、『カンパニー』調ちよう停てい部ぶ事じ務む所しよ。墓所のすぐ隣だ。しかも──弟の近くにある二つの気配。


　ひとつはセイ。だが感じ取れる気配は、龍王の清せい新しんなそれとはまるで違ってしまっている。そして、もうひとつは──


「……カーサぁ」


　ジローが走る速度を速はやめた。視線はもはやダールの背中を追っていない。「ジローっ！」と、ケインが先さき走ばしるジローを止めたが、制せい止しは効きかなかった。怒いかりと焦しよう燥そうと気が狂くるいそうな恐怖に突つき動うごかされ、ジローは全力で駆け、狼狽うろたえるケインと沈ちん黙もくのゼルマンがそれに続いた。


　五人の古血オールド・ブラツドたちは、競きそうように墓所を目指した。





　　　２





　開け放たれたままのドアから、ミミコは一いち部ぶ始し終じゆうを見守った。


　あっという間に繰くり広ひろげられた光こう景けい。自分の目の前で起きたことが、認識できなかった。


　突とつ然ぜん、赤い光が横切って──


　セイの首から血が噴ふき出して──


　あまりにも、リアリティがない。


　そのあと、逃にげたはずのカーサが戻もどり、セイに飛びかかった。小こ柄がらな身体に覆おおい被かぶさり、首筋に頭を埋うめ──


　──え？


　そして、いま。


　カーサはゆっくりとセイから身体を離はなした。心ここ地ちよい疲ひ労ろう感かんを味わうような笑えみ。セイの頭を、親したしみを込めて小こ突づいた。立ち上がり、首を振ふって、髪かみを背中に流した。


　カーサが何か言う。答える声。倒たおれたままのセイだ。カーサは肩を竦すくめると、少しかがんで手を差し出した。仰あお向むけのセイが、カーサの手を取る。ひょいっ、と引ひっ張ぱり上げられるように、セイが立ち上がる。


　セイは一いつ瞬しゆんよろけたが、なんとか両足で立った。両手を首の傷きず痕あとに当あて、痛いたそうに身体をよじる。カーサが笑う。また、セイの頭を小突く。


　なんて親しげな態度だろうか。


　さっきまでの緊きん張ちよう感かんはどうしたのだろう。


　カーサとセイはさらに何か喋しやべり合った。両手を腰こしに当て、セイを見下ろしながら口を動かすカーサ。表情は穏おだやかだ。そんなカーサを見上げながら、セイは身み振ぶり手て振ぶりを交まじえ、見た目そのままの子供のように喋っている。


　そのうち、ドアの四角い枠わくの中に、もう一人の男が現れた。


　ダークスーツにノーネクタイの、マフィアかちんぴらじみた男だ。が、不思議な愛あい嬌きよう──あるいは太ふて々ぶてしい魅み力りよくがある。


　見たことのない人物だった。しかし、カーサとセイは男を快こころよく招まねき入れた。冗じよう談だんめかした態たい度どのやり取り。男が何か口にする。カーサとセイが、同時に笑う。


　──……なに？


　なんだ、それは？


　いったい、なんの真ま似ねだ？


　ぐいっ、と腕うでを引っ張られた。コタロウだった。コタロウは青ざめつつも、ひどく真しん剣けんな眼まな差ざしを三人に向けていた。まるで剣を構かまえるジローみたいだった。ぐいっ、と静かに、強く、ミミコを非ひ常じよう口ぐちの方に引っ張る。彼は、ミミコを連つれて逃にげようとしている。


　──でも……


　でも、まだ、セイはあそこに……


「……セイさん？」


　ミミコが呼びかけた。三人の視線が、こちらを向いた。


　全身が、竦すくみ上がった。
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「──どうだ？　立てるか？」


「た、たぶん……」


「なんだ。頼たよりない」


「最初が大変なんだよ。何しろ、こんな大おお物ものを乗っ取ったのは、初めてだからね」


　大の字になったザザが首だけ動かして笑った。カーサは肩かたを竦めると、「ほら」と手を差し出した。彼女にすれば、破は格かくのサービスだ。それだけ、今回弟がしてのけた功こう績せきを認みとめているのである。


「ん」


　と姉の手を取るザザ。カーサはザザの新あらたな端たん末まつを、軽かる々がると──実際、この身体は見た目通り軽い──持ち上げた。


　一瞬宙に浮うかんだザザは、なんとか自分の両足で着ちやく地ち。よろめきはしたものの、たちまち身体の制せい御ぎよを整ととのえた。


　レーザーで撃うち抜ぬかれた傷を押おさえ、


「あイタタ……痛つう覚かくはまだ遮しや断だんしといた方がいいかな」


　とぼやいた。


　それから気を取り直し、カーサを見上げて、彼女に両手を広げてみせた。


「どう？　イカスでしょ？」


「違い和わ感かんありまくりだ」


「えー、そんなことないよ。こう、風ふう格かくと言うか、品ひん位いと言うか──あるでしょ？　世界に名だたる大吸血鬼、『東ひがしの龍りゆう王おう』だよ？」


「んー。そう表情豊かに言われてもな。奴やつはたいてい澄すまし顔だったから」


「表情？　なるほど。僕も今後は『余よ』とか言った方がいいのかな」


「……誰だれも返へん事じをしてくれなくなるぞ」
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「う。それはやだ」


　顔をしかめるザザ。もっとも、カーサにしても、セイがこの身体に転てん生せいしてからは、さっき初めて対たい面めんしたばかりである。


「とりあえず」


「イタっ。な、何すんのさ！」


「さっきセイの奴にビビらされたお返しだ」


「おまっ──お姉ちゃんっ。なんですか、ソレは!?　違ちがうでしょ？　間違ってるでしょ、そういうのっ！」


「別に。気分の問題だし」


「なんでもかんでも気分で片付けないでよ！」


　顔を赤くして嚙かみ付くザザに、カーサは涼すずしい顔で余よ所そを向く。少し笑いを堪こらえている。どうせ痛覚は遮断されているのだ。


　にぎやかな二人に、


「よ。お疲つかれ」


　これもまた気き楽らくな口くち振ぶりで、ラウが声をかけた。カーサとザザはラウを迎むかえ入れ──ようとして、顔をしかめ、身体を引いた。


「て、おいおい、そりゃないだろ」


「ごめん。無む理り」


「だな」


　二人の視線は、ラウが腰こしに下げた真銀刀ジエンインタオに向けられていた。剣が近づくのを嫌いやがっているのだ。


「……そういう態度ならこっちにも考えがあるぞ」


　とラウが真銀刀の柄つかに、これ見よがしに手をかける。「オーケイ、わかった、弟よ」と、姉と兄は声を揃そろえ、両手を上げた。一いつ拍ぱくおいて笑いが弾はじけた。


「しかし……こうまで上う手まくハマるとはな。意い外がいと呆あつ気けないもんだ」


「浅せん慮りよな。すべては勝利を千せん里りの外そとに決けつす、余の知ち略りやくあってこそ。敬うやまえ、弟」


「カーサ。他の連中から連れん絡らくは？」


「まだだ。いや──ダールたちはこちらに向かってるな。すぐに着くぞ」


「……悪かったよ。お願いだから、お兄ちゃんを無む視ししないで」


　戦いくさの趨すう勢せいを決し、姉し弟ていで並ぶ者のない力を得えたあとでも、ザザの立場は変わらないらしい。むしろ、しょぼくれて肩を落とす姿は、これまでのどの端末より似に合あっているほどだ。


　そのとき、


「……セイさん？」


　屋おく内ないから届とどいた弱よわ々よわしい声に、三人は一いつ斉せいに振り向いた。廊ろう下かの奥おくで、ミミコが「ひっ」と引きつった悲鳴を上げた。


　ラウが眉まゆをひそめ、


「誰だ？」


「……娘むすめ候こう補ほ」


「なにい？」


　カーサの返答にラウが目を剝むく。娘──つまり、自みずから転てん化かして一族にくわえるつもりだと言っているのだ。驚おどろくのも無理はなかった。


　カーサは素す早ばやく、


「ザザ。力は使えそうか？」


　ザザの表情が真しん剣けんになる。そして、瞳ひとみの焦しよう点てんがぼやけ、人形じみた顔つきになった。意識を内面に向け、端末の調子を調べているのだ。


「……行けそうだ。奇き門もん遁とん甲こうもなんとか。でも、『結界』はすぐには難むずかしいな。特に、特とつ区く全ぜん土どを覆おおうとなると、数時間はかかりそう。アレンジも必要だしね」


　ザザの見立てに、カーサが首しゆ肯こうを返した。


　視線を事務所に戻もどす。すでにミミコは、コタロウに引ひっ張ぱられて廊下の奥に消えていた。


「……私が捕つかまえておく。お前たちは墓所で、王の復ふつ活かつに備そなえろ」


　そう言い残して、カーサは飄ひよう々ひようとした足つきで事務所に入った。





　と──


　急に、ザザがラウの腕うでをつかんだ。


　静かだが、息を殺しているような緊きん張ちよう感かんのある動きだった。ラウは思わずビクリとした。


「ラウ君。こっちに──」


「な、なんだ？」


「いいから」


　そのときザザは、カーサの背中に、ひどく非ひ情じような目を向けていた。


「裏うらに回る。ついてきなさい」


　ささやくような小声で命じ、弟を連れて事務所の裏側に回り込んだ。
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「ミミちゃんっ。急いそいで！」


　コタロウに手を引かれ、ミミコは転ころびそうな足あし取どりで走った。


　騒さわぎを聞きつけたのだろう。いまごろになって、事務所に残っている少数の職員が騒ぎ始めた。といっても、本当に、何もかも一いつ瞬しゆんのことだったのだ。自分の目で見たミミコでさえ、ついて行けないほどに。


　二階に上る階段の踊おどり場ばから、


「先せん輩ぱい？」


　とヒバリが顔をのぞかせた。本物のヒバリだ。


　ミミコはとっさに、


「ここから逃にげなさい！」


　日ひ頃ごろ温おん厚こうな──しかもついさっきまで陣内の死にうちひしがれていたミミコが、突とつ然ぜん斬きり付けるような大声を上げたのだ。それも、滅めつ多たにない真剣な目で。ヒバリは、出で会あい頭がしらに頰ほおを引っぱたかれたような顔をした。


　追おい打うちで、


「同感だ、楠くすのきヒバリ君。君とは一いつ緒しよにホテルで食事した仲だしな。見み逃のがしてあげるから、なるべく急いで、特区を出なさい」


　カーサが言いながら、悠ゆう然ぜんと横よこ切ぎった。「ふえ？」と、ヒバリは間まの抜ぬけた声を出した。


「悪いがミミコ。もうすぐ仲間がここに来る。逃がすわけにもいかんし、コタロウ共とも々ども捕ほ虜りよになってくれ。扱あつかいは保ほ証しようする」


　受け答えする余よ裕ゆうは失うせている。ミミコはコタロウに連つれられるまま休きゆう憩けいスペースを抜け、セイが現れた裏口から外に出た。


　事務所の裏は、日当たりの悪い裏うら庭にわになっている。前方は、向かって右手から広がる墓地があり、鉄てつ柵さくで区く切ぎられていた。排はい気きダクトや物置などが、隅すみの方に設置されている。


　左手は行き止まりだ。コタロウとミミコは右手に向こうとして、足を止めた。


「セイさん……」


「違うっ、ミミちゃん。セイじゃない！」


　立ち塞ふさがる少年の姿に、ミミコが呻うめき、コタロウが叫さけんだ。


　コタロウがミミコを庇かばって、少年と対たい峙じする。認めたくないミミコと違い、コタロウは事実を直ちよく視ししているのだ。目の前にいるのは、もう、一緒に遊んだ友とも達だちではないのだということを。


　ザザは構わず後ろのラウを手て招まねいた。ラウはのそりとザザの後ろに立った。


　なぜかラウは、苛いら立だっているような不ふ満まん顔がおだった。渋しぶ々しぶザザに従したがっているらしい。


「……ザザ。これは気が進まんぜ」


　と、改あらためて繰くり返したが、ザザは目をくれなかった。


　ザザはじっと二人を──いや、コタロウを、半はん眼がんで見つめている。


「……やっぱり、見過ごせないな」


　と、苦にがい面おも持もちでつぶやいた。


　そこにカーサが現れた。裏口から出たカーサは、弟たちの姿を見て軽く眉まゆを持ち上げた。


「何をしている？　鬼おにごっこをしてる暇ひまはないぞ」


　怪け訝げんそうに問うカーサに、しかしザザは答えない。


　酷こく薄はくな口く調ちようで背はい後ごのラウに、


「ラウ君。さっき言った通りに」


　命じられて、ラウはザザの前に進み出た。


　腰こしの剣けんに手を当てる。長ちよう大だいな剣だ。嫌いやでも目め立だった。


「ラウ？　ザザ？」


　カーサが身を乗り出した。


「……お姉ちゃん。動かないで」


「待て。どういうつもりだ？」


　ザザは答えない。「ラウっ」と厳きびしく弟を促うながした。


「女はいい。子供の方だけ斬れっ」


　コタロウがキッとにらみ、ミミコが真まっ青さおになって唇くちびるを嚙かんだ。


　カーサも顔色を変えた。


「おいっ。何を言う、ザザ！」


「君は黙だまっていろ」


「ふざけ──」


「カーサ！」


　ザザが大たい喝かつした。小なりといえど、『東の龍王』の玉ぎよく体たいだ。その場の全員が打たれたように息を呑のんだ。


「気持ちは、わかる。だが、事ここに至いたって、『賢けん者じや』を野の放ばなしにできると思うか？　父ちち王おうの大たい望もうをなんとするっ」


「そ……！」


　カーサが言葉をのみ込んだ。ザザの言わんとすることが理解できたのだ。


　これは、特区を守る者たちと『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の戦いであり、同時に『賢者イヴ』と九龍王クーロンおうの争あらそいでもある。肝かん心じん要かなめのこのときに、『賢者』その人を見み逃のがすなど、戦せん略りやく上じよう──いや、ごく普ふ通つうに考えても、あってはならないことだ。


「香ホン港コンでは見逃したぞっ。今度も遺い灰はいは譲ゆずる。だが、この戦いに決着がつくまで、『賢者』にはお隠かくれ頂いただく。ラウ！　命令だ。『賢者』を弑しいし奉たてまつれ！」


　雷らい鳴めいの如ごとき号ごう令れいだった。


　ラウは苦く渋じゆうを浮うかべた。戦場でならどんな騙だまし討うちも辞じさない彼だが、いかに重要人物とはいえ、非ひ戦せん闘とう員いんを取り囲んで斬ざん殺さつというのは、あまりにも彼の気き性しように反はんする。


　しかし──


「ラウっ。止よせ！」


　狼ろう狽ばいも顕あらわにカーサが叫さけぶ。ラウは舌した打うちした。そして迷まよいを断つように、真銀刀の長い刀身を、一いつ気きに抜き払はらった。


　真銀の輝かがやきが裏庭で乱らん舞ぶする。


　カーサとザザが、その場で膝ひざを屈くつし、両手を大地についた。


　ただ剣が抜かれただけなのに、焼やきごてでも当てられているような苦く悶もんの表情だ。特に、ザザが酷ひどい。カーサはまだしも離はなれているが、ザザは真銀のすぐ側そばだ。しかも、龍王の身体を乗っ取るという大仕事を成し遂とげたばかりであるため、真銀から深しん刻こくな影えい響きようを受けていた。むろん、ザザはそうなることを覚かく悟ごの上で、ラウに抜ばつ刀とうを命めいじたのである。九龍王クーロンおうの長ちよう兄けいとして、勝利を確かなものとするために。


　そして、それまで毅き然ぜんとミミコを庇かばっていたコタロウも、悲鳴を上げることすらできず、昏こん倒とうした。


　真銀の前に、あらゆる吸血鬼は無む力りよくである。過か去こ、これにわずかでも抵てい抗こうしてのけたのは、『賢者イヴ』の力を暴走させた状じよう態たいのジローだけなのだ。


　しかし、真銀の影響を受けるのは、黒き血が流れる者だけだ。


「コタロウ君!?」


　突とつ然ぜん意い識しきをなくしたコタロウを、ミミコが慌あわてて抱だき止とめた。


　目ま蓋ぶたを閉とざしたコタロウの顔面は、彼とは思えないほど青白く変へんじている。いったい何が──と思ったところで、戦いが始まる前に、セイから念話トーク・パスで見せられたイメージが甦よみがえった。


　──真銀刀！　『結界』を斬きったっていう……あれが！


「……どけ、女」


　ラウが抜き身の剣を手に、ミミコに近づいた。ミミコはコタロウを抱かかえたまま後あと退ずさった。


　所しよ詮せん無む駄だな足あ搔がきだ。目の前の男は吸血鬼ではなく人間のようだが、暴力で敵かなうとは思えない。ただの素しろ人うとではないことも、目つきを見ればわかった。おまけに、裏口も、正面に回る道も、塞ふさがれている。反対側は行いき止どまりだ。逃にげ場ばがない。


「どけっ」


「お断ことわりよ！」


　再び怒ど鳴なったラウに対し、ミミコはぶるぶる震ふるえながら叫び返した。


　ラウが構かまわず動く。ミミコがコタロウを抱きしめる。ラウは蹴けりを放はなった。つま先がミミコの肩かたに当たった。そのまま力を入れて押おしのけるように蹴けり飛とばす。ミミコの手からコタロウが離れ、彼女が後ろに尻しり餅もちを突ついた。


　ラウが無む言ごんで真銀刀を振ふり下ろした。


　ミミコが必死で身体を投げ出した。


　やはり、まだラウにも躊ちゆう躇ちよがあったのだろう。彼らしくもないことに、切っ先はコタロウではなく、ミミコの左肩を切きり裂さいた。


「──ツ！」


「ちっ」


　慌あわてて剣を引くラウ。重じゆう量りようがあるので、剣を持て余あましている。その隙すきに、ミミコはコタロウを抱えて逃にげた。が、走り出した途と端たんに足をもつらせて転てん倒とうした。


　斬られた肩口から、ドクドクと血がにじみ出てくる。激げき痛つうに目が眩くらむ。それに、出血。ただでさえ、戦いの前にジローに血を与あたえているミミコである。すぐにも止し血けつしなければ、生命に関かかわるはずだ。


　傷ついてなお懸けん命めいに逃げるミミコに、ラウは再び苦く渋じゆうをにじませた。こういうのは、柄がらではないのだ。


　ザザが叱しつ声せいを振り絞しぼる。


「……早くっ」


「くそっ。すぐ済む。少し我が慢まんしてろ」


　気に入らないが、ザザの指し示じが妥だ当とうなことは認めざるを得ない。ラウは苛いら立だたしそうに吐はき捨すてた。


　しかしザザは、


「馬ば鹿か者もの……」


　と歯を食いしばって唸うなった。


「悪いた戯ずらに『賢者』を追い詰つめるなっ。『賢者』には、それを守しゆ護ごする……」


　ザザの杞き憂ゆうは的てき中ちゆうした。


　暗くら闇やみと血けつ臭しゆうが漂ただよう裏庭に、天から響ひびく声が届いたのだ。


「コタロウっ！」


　ミミコとラウがハッと顔を上げる。


　ザザが悪あく態たいをつき、カーサが唇くちびるを結んだ。





　　　３





　五匹ひきの強力な吸血鬼たちは、第五地区フイフス・ヤードを瞬またたく間まに南なん下かした。


　高層ビルが存在しないのをいいことに、低い街並みの屋や根ねを蹴け散ちらし、一直線に墓所を目め指ざしている。先せん頭とうは、ナブロを抱えたダール。その直すぐ後うしろにジロー。さらに後ろにケインが続き、最後にゼルマンが全体を見み渡わたしながら追っていた。


　眼下を流れるのは、第五地区フイフス・ヤードの商店街だ。新市街区ニユー・ヤードとは少し異ことなる、下町の温あたたかさを残した旧市街オールド・ヤードの街である。


　パニックに包つつまれていた。


　もうかなり前から、ニュースでは特区の異い変へんを、声こわ高だかに伝えている。『カンパニー』情じよう報ほう部ぶの報道規制が、マーベリックの襲しゆう撃げきでコントロールを失うしなっているのだ。


　しかし、いまや人々はもっと身近に、争そう乱らんの足音を聞いていた。橋はしや空くう港こうの爆ばく発はつ事件だけではない。激げき戦せんの煽あおりで灰かい燼じんに帰きしたのは、わずか数すう区く画かく離はなれた場所なのだ。夜よ空ぞらに現れ、怪かい光こうと熱波を放って消えた火球など、彼らの常識の中には存そん在ざいしない。そして、頭上を猛もうスピードで駆かけ抜ぬける、複ふく数すうの人ひと影かげ。恐きよう慌こうを来きたさない方がおかしい。


　特に辛つらいのはケインだろう。十一年の年月をかけて築きずき上げた都と市しを、自らの手で破は壊かいしているのである。夜空に放たれる鋭するどい悲鳴が、胸を切り裂さいているに違ちがいない。


　だが、悲鳴を上げ、逃げ惑まどう人々を残して、五人は先へ先へと進んでいく。


　銀杏いちようの並なみ木き道みちが見えた。ミミコが『カンパニー』に勤つとめている間、毎日のように通った道。ジローも一いつ緒しよに幾いく度どとなく歩いた道だ。晩ばん秋しゆうの夜である。黄葉し、風に舞まい散ちる落らく葉ようを、ささやかな照明が儚はかなげに照らしていた。


　たった数時間で、あまりにも遠ざかった日常の光こう景けいだった。そして、その光景に目を向ける間もなく、吸血鬼たちは速そく度どを上げる。


　銀杏並木の突つき当あたりにある、『カンパニー』調ちよう停てい部ぶの事務所ビルが見えた。その隣となりは、密ひそやかに眠ねむる墓地だ。


　が、唐とう突とつに、ダールが足あし下もとにあったビルの屋上を踏ふみ砕くだき、急きゆう停てい止しした。


「なに!?」


　目指す目的地から漂ただよってくる、強きよう烈れつな負の波動。彼の力の源みなもとである黒い血が、悲鳴を上げて萎い縮しゆくするのが感じられた。


「真銀刀が抜かれている!?」


　人の目には何も変化はわからないだろう。だが、吸血鬼であるダールには、暗黒に点ともる灯とう火かの如ごとく明めい確かくだった。


「なぜだ？　いったい、何が起きた！」


　とっさに念話トーク・パスを飛ばしたが、思念は、そこにいるはずの姉や弟に届く手前で、真銀によって打ち消された。彼ほどの強力な吸血鬼が、これほど緊きん迫ぱくした事態にあってなお、たたらを踏んで躊ちゆう躇ちよする。彼らの王を打ち砕くだいた剣けんは、そういう剣なのである。


　ケインも、ゼルマンも、真銀刀の気け配はいを察さつして、近づくのを踏みとどまった。


「あれが──」


　と、彼もまた同じ剣を求めていたゼルマンが、赤い双そう眸ぼうを見開いた。ケインなどは、混こん乱らんの極きわみにある。奪うばわれた真銀刀がどういう経けい路ろでここに現れたのか、想像できなかった。


　図はからずも、足並みを揃そろえて動きを止める吸血鬼ブラツク・ブラツドたち。


　そんな中、ジローただ一人が、真銀刀の影えい響きよう圏けん内ないに敢かん然ぜんと踏み込んだ。


「コタロウっ。ミミコさん！」


　濃のう密みつな毒ガスの中に、頭から突っこんでいる気がした。全身に流れる血が悲鳴を上げるのがわかった。


　だが、ジローの血は、悲鳴を上げる一方で、異ことなる理由から騒さわぎ始めていた。主の危機──自分たちが源げん泉せんと仰あおぐ存在の危機を感じ取ったのである。


　並木道の片側にある、二階建ての屋根に着ちやく地ち。ズシンと体たい重じゆうが倍ばい加かしたような疲ひ労ろう感かんが襲おそう。ジローは歯を嚙かみしめて前方に感覚を投げた。泥どろの中を進むように感覚の手を伸のばし、同時に弟に呼びかける。だが、反応がない。前方の気け配はいを探さぐり出そうにも、夜や気きはまるでタールのようにジローの感覚を拒こばんでいた。


　焦しよう燥そうが募つのり、体内の血液が荒あれ狂くるう。ジローの面おもてが苦しげに牙きばを剝むいたとき──


「お断ことわりよ！」


　なぜかその声は、分厚い暗黒を突っ切って、真銀ジエンインの影響下にあるジローのもとまで到とう達たつした。ジローが両目を見開いた。


　裏側だ。事務所の裏うら手て。確か狭せまい庭があった。


　目と鼻の先にある事務所が、いまは果はてしなく遠い。だが、ジローは走り始めた。屋や根ねから屋根へ。一歩一歩に真銀の力がまとわりつく。当然ながら、真銀に近づくほど、その威い力りよくは飛ひ躍やく的てきに増していく。吸血鬼である以上、逆さからいようのない力だ。事務所の向かいのビルまで辿たどり着いたとき、ついにジローの膝ひざが折おれた。


　ジローの血がこれ以上の接近を断だん固ことして拒きよ否ひしている。


　が、次の瞬しゆん間かん、拒否を上回る強い意志が、ジローの『血』から噴ふん出しゆつした。


　──コタロウ!?


『賢けん者じや』に真銀の刃やいばが迫せまるのを、ジローははっきりと感じ取った。救わねばならない。ジローは身体からだをたわめ、屋上から跳ちよう躍やくした。


　真銀の魔ま力りよくが全身を打うち据すえる。血が騒そう乱らんして脈みやく打うち、吸い込む空気が千せんの針はりと化かした。


　事務所の屋おく上じように着地しようとしたが届かない。腕うでを伸のばして、辛かろうじて縁ふちにつかまる。とてもではないが力場思念ハイド・ハンドは使えない。重たい身体を無む理り矢や理り動かし、屋上によじ登った。


　裏手へ、よろめきながら走る。いまや、真銀ジエンインの魔力は、目を開あけるのも辛つらいほどだ。黒き血の力を、容よう赦しやなく蒸じよう発はつさせている。しかしジローの『血』は、力が干ひ上あがる端はしから、次々に新たな力を彼に注ぎ込んだ。『賢者』が、気の遠くなるような時間をかけて積み上げてきた力である。それを枯こ渇かつさせてでも主を救すくえと、『血』がジローに命じている。


　喘あえぎ、息を切らせながら、ジローは、


「コタロウっ！」
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　屋上から飛び降りてきたジローは、着地と同時に左膝を折り、両手を大地に突つっ伏ぷした。顔を歪ゆがませ、大きく口を開けて空気を貪むさぼった。


「ジローさん！」


　ミミコが叫さけぶと、ジローはぎょろりと目を動かした。


　ミミコはジローの姿に顔を歪めた。黒くろ髪かみは蓬ほう髪はつの如ごとく乱みだれ、切れ長の瞳ひとみは血ち走ばしっている。身体中が血と戦せん塵じんにまみれており、特に右みぎ肩かたは、胸の中央近くまでスーツが切り裂さかれて、まだ完全には回復していない痛いたましい傷きず痕あとをのぞかせていた。しかし、ここまでジローを苦しめているのは、それらの負ふ傷しようではない。ダークスーツの男が携たずさえる、異い様ような刀身をした剣のせいなのだ。


　一方ジローも、素す早ばやく状じよう況きようを確かく認にんしていた。裏口のカーサ。反対側で倒たおれるセイ。それに、長すぎる剣を携え、乱入したジローに驚おどろきの表情を向ける男。


　最後に、ミミコと目があった。ジローの瞳に、ミミコの腕の中のコタロウが映うつった。


　一瞬だけ過よぎる安あん堵ど。だが、弟を庇かばうミミコと、彼女の肩の流血を目にした途と端たん、ジローの頭髪がザワリと逆立った。


　ズンッ、と大地を踏ふみしめ、ジローが立ち上がった。ダークスーツの男がぎょっとしたように剣を向けた。


　ジローは牙を食いしばり、震ふるえる手で銀刀を抜ぬいた。息が荒あらい。そして滅め茶ちや苦く茶ちやだ。肩が大きく上下し、全身に汗あせがにじんでいる。構えた剣の切っ先も、ぐらぐら揺ゆれていた。こんなジローは初めて見る。


　──それに、この感じ……


　ジローの目からは半なかば正しよう気きが失うしなわれつつある。また、側そばにいて肌はだがひりつくようなこの感覚。昨日と同じだ。ゼルマンと戦う直前に、一いつ緒しよにいた公園から、突とつ然ぜん飛び出していったときと。いまジローは、コタロウの危き機きに直ちよく面めんし、彼を救うべく暴ぼう走そうしかけている。だからこそ、真銀刀に対たい峙じするなどという離はなれ業わざが成なり立たっているのだ。


「……お前が、『銀ぎん刀とう』か。直接会うのは初めてだが──なるほど、こいつはただ者じゃなさそうだ」


　ダークスーツの男──ラウと呼ばれていた──は、感かん心しんした口くち振ぶりで言った。


　ただ、ラウの唇くちびるは不ふ敵てきに微び笑しようしていた。さっきミミコを襲おそったときの、不満や苛いら立だちが消えている。


「あんた、腕うで利ききの剣けん士しだってな？　前から一度、吸血鬼と真剣に剣を交えたかった。思いもよらず願いが叶かなったぜ」


「……ラウ……っ」


「ああ。わかってるよ」


　九龍クーロンに染まったセイの呻うめきに、ラウは生なま返へん事じをした。彼はすでに、ジローとの戦いに没ぼつ頭とうしつつある。


「ジローさん……」


　ミミコがつぶやいた瞬しゆん間かん、ラウが踏み込んだ。


　重く長すぎる剣だけに、ラウの腕前をもってしても剣けん筋すじは鋭するどいとは言えない。ラウの打ち込みを、ジローは防ふせいだ。だが、剣が交わった瞬間、真銀の刀身が火花を飛ばし、ジローの両目を焼き潰つぶした。


　続く二刀目。目を焼かれたジローは気配を頼たよりに剣を弾はじいたが、それは奇き跡せきに等ひとしかった。気配を察さつ知ちできたのも奇跡なら、身体からだがまともに動いたのも奇跡である。


　そして、剣を弾いた瞬間に、そこで恒こう星せいが生まれたかのように、真銀の魔ま力りよくが襲いかかった。ジローの全身の血が一いつ滴てき残のこらず蒸じよう発はつした。


　しかし『賢けん者じや』の血統は抵てい抗こうする。干ひ上あがると同時に新たな血でジローを満みたし、奔ほん流りゆうの如き力を与あたえて、彼の手足と、剣を支えた。一いち合ごうごとに死と再生を繰くり返す凄すさまじい消しよう耗もうを強しいて、護衛者の任を全まつとうさせんとした。まさに、狂きよう気きの沙さ汰ただ。


　見守るミミコにはジローの中で行われていることまではわからない。しかし、ジローがオーバーヒートしていることは明らかだった。血よりも濃こい眩霧リーク・ブラツドが間かん断だんなく噴ふん出しゆつし、かと思うと搔かき消けされているのだ。


　さらに、内ない圧あつが高まり、ジローの血管が裂さけた。ジローの動きに合わせて黒き血が飛び散り、ジュと音を立てて灰になった。そのうち、バラバラと灰が撒まき散ちらされ始めた。ジローの皮ひ膚ふが灰と化して崩くずれ落ちているのかと思うほどになった。


　このままではジローが壊こわれてしまう。なんとか手助けをしなければならない。しかし、どうやって助ければいいのか？　自分はろくに身動きも取れない。


「……あ」


　とミミコは思いついた。


　簡単だ。ここは、敵てき地ちではない。


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』よ！　誰だれか助けて！」


『カンパニー』調停部事務所に向かって、ミミコは叫び声を上げた。ラウが、そしてカーサとザザが目を丸くした。


「誰でもいい！　武器を──銃じゆうを持ってきて！　一階は駄だ目め。裏口に吸血鬼がいるわっ。二階か屋おく上じようから狙ねらって！」


「こいつ……！」


　ラウが、しまったという顔をした。


　事務所には万が一の事態に備えて、銀頭弾シルバー・チツプを装そう塡てんした銃が常備されている。いまのカーサたちの状態なら、素しろ人うとでも当あてられるはずだ。また、彼女らを倒せずとも、ラウが撃うたれれば状じよう況きようは大きく変わる。


　もちろん、「吸血鬼から助けてくれ」と言われて、銃を手に駆かけつける者など、千せん人にんに一人いるかいないかだろう。


　そしてここは、その千人に一人が集結している場所なのだ。


　二階の窓は、十二秒で開いた。


「誰だっ？　無事か!?」


　現れたのは顔見知りの調停員コンプロマイザーだった。もちろん向こうもミミコを知っている。


「黒くろスーツと裏口の女っ。倒れてる子供が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』よ！」


　調停員コンプロマイザーは叫び声の主が彼女と見取ると、ただちに手にしていたライフルを窓から突き出した。


　銃口をラウに。迷まようことなく引き金を引く。ミミコを信しん頼らいしている証しよう拠こだ。


　タタタッと銃声が響ひびき、銃火が月下に明めい滅めつした。ラウは間かん一いつ髪ぱつ身を翻ひるがえした。


　ジローは本能で敵を──ラウを追おうとしたようだが、あまりの消耗に足が動かなかった。転びそうになり、銀刀を杖つえになんとか堪こらえた。


　再び銃じゆう撃げき。ラウはとっさに真銀刀を手放して、地面を転ころがった。そして壁かべまで走り、背中を貼はり付けた。


　地面に置き去りにされた真銀刀。


　それを見て、ミミコの視線は釘くぎ付づけになった。次の瞬間にはコタロウを横たえ、肩かたの痛みも忘れて駆かけ出だしていた。


　──これさえどうにかすれば！


　カーサたちにも対たい抗こうできる。何よりジローを救える。それだけで頭がいっぱいだった。


　壁に逃にげたラウが、ミミコに短銃身リボルバースナブノウズを向けた。


「かかったな。囮おとりだ」


　バンッ


　と銃声が響ひびいた。正面から浴あびた轟ごう音おんだけで、ミミコの思し考こうは吹ふき飛ばされた。


「おいっ！」


　二階の調停員コンプロマイザーが身を乗り出したところに、ラウの銃口が跳はね上あがり、発はつ砲ぽう。当たった。調停員コンプロマイザーは衝しよう撃げきでライフルを放ほうり出し、窓の奥おくに倒れ込んだ。


「……弾たま切ぎれっ」


　拳けん銃じゆうを捨て、ラウがダッシュ。走りながら真銀刀をつかみ、独ひとりになったコタロウに駆け寄る。もはやジローの相手はしない。何しろ、次の増ぞう援えんが来たら動きが取れなくなる。すぐに始末を付けねばならない。


　ミミコは止めていた息を吐はき出した。どこも撃たれていない。外れた──いや、威い嚇かくだったのだ。ラウは囮と言った。つまり、ミミコをコタロウから引き剝はがすための餌えさに、真銀刀を使ったのだ。


　ミミコが救援を求めたことが、一瞬で逆手に取られた。


　ラウが無む防ぼう備びなコタロウに迫せまる。だが──


「ガアアッ！」


　ジローがその背せ中なかを追う。彼が浮うかべるのは羅ら刹せつの形ぎよう相そう。ピークに達たつした『血』の力が、真銀の影えい響きようを一時的にでも圧あつ倒とうしている。


　際きわどい。しかし、ジローが間に合う。ミミコがそう判はん断だんしたときだった。


　さっき撃たれた調停員コンプロマイザー。彼が持っていたライフルが、大地に落らつ下かした。通常その程度で、ライフルは暴ぼう発はつしない。しかし、ラウの放った銃じゆう弾だんは、調停員コンプロマイザーではなく、ライフルの銃じゆう身しんに、着ちや弾くだんしていた。


　タンッ、とライフルが火を噴ふいた。


　銃口の先に、ミミコがいた。


　たとえ吸血鬼の反はん射しや神しん経けいがあったとしても、絶対に間に合わないタイミング。


　間に合ったのは、『賢けん者じやイヴ』の力を得えた、ジローだけだった。


　ミミコがぽかんとする前で、


　銀刀が跳はね上あがる。


　切きっ先さきが弧こを描き、


　凶きよう弾だんが二つに裂さける。


　一閃し、静止した切っ先を見つめる瞳ひとみに、いつものジローが戻もどっていた。


　いつものジローは呆ぼう然ぜんとして、視線を前方に引き戻した。


　コタロウに振ふり下ろされる真銀刀。


　もう間に合わない。


「コタロウ──」


　呆然としたジローのつぶやきが、ミミコの胸を強く打つ。ジローは自分を助けた。コタロウではなく。


「いや──」


　真銀刀が振り下ろされた。


　割って入る者がいた。
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　振り下ろされた真銀刀を、ゼルマン・クロックは両りよう腕うでをクロスして受け止めた。


　ショック死しないのが不思議なほどの一撃だった。


　ショック死できないのが天てん罰ばつかと思う激げき痛つうに襲おそわれた。


「いつの間まに──！」


　ラウが仰ぎよう天てんしたが、それどころではない。これに比くらべれば銀刀の一撃など目め覚ざめのシャワーだ。身体からだに食い込む真銀は、この世の憎ぞう悪おを残らず搔かき集あつめた勢いきおいで、ゼルマンの血を食い荒あらした。あと一秒、ラウが剣けんを引くのが遅おくれていれば、『闘とう将しようアスラ』の血は完全に途と絶だえていただろう。


　ラウは剣を引いた。鮮せん血けつが尾おを曳ひく。ゼルマンは全身を凝ぎよ固うこさせたまま、引っ張られるように前のめりに傾かたむいた。


　思考は一いつ瞬しゆんも働かない。本能すら麻ま痺ひ。それでもゼルマンを動かしたのは、あえて言うなら「意い地じ」だろう。全身の細さい胞ぼうが悲鳴と反はん論ろんの大だい合がつ唱しようを起こす中、ゼルマンは傾き、倒たおれ込む勢いのまま、足を伸のばして大地を蹴けった。


　体当たり。転びたてアンダー・イヤーかよと嘆なげきたくなる動きと、ベッドに転がるような軽い衝しよう撃げき。


　だが、人間のラウには十分だった。


「がはっ!?」


　ラウの身体からだが弾はじき飛ばされた。ドスッと大地に落ちる真銀刀。離はなれてもなおゼルマンへの憎悪が収まらないのか、全身の皮ひ膚ふと全血管とをビリビリと責せめ立たてた。そんなことをしなくとも、自分はもう瀕ひん死しの状じよう態たいだというのに。


　ただし──


「……勝った、ぜ？」


　ゼルマンの顔が、引きつるように笑う。


　そう。自分はこの剣に勝ちたかったのだ。セイさえ恐おそれた、この剣に。


　だから、この剣と戦った。だから、こんな無む茶ちやをした。


　別に、こいつを助けようとした訳じゃない。


「……まあ」


　どちらでもいいさ。


　そう、満足したのを最後に、ゼルマンは意い識しきを失った。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　ミミコが我に返ったとき、コタロウはもちろん、ラウも、ゼルマンも倒れていた。もちろん、カーサも。九龍クーロンに染そまったセイも。


　コタロウの危き機きが去ったと『血』が判断したのか、ジローまでがっくりと崩くずれ落ちた。


　残ったのは、自分だけだ。


「ど……」


　──どうすれば？


　分かり切ったこと。みんなを助けるのだ。


　──だから、どうすればいいの？


　考えがまとまらない。しかし、このままではジローもコタロウもゼルマンも衰すい弱じやくする一方だ。とにかく、


　──あの剣を。


　ミミコは鞘さやを捜す。ラウが腰こしに差していた鞘。あった。体当たりのとき、落としたのだ。駆かけ寄って拾い、そして真銀刀の方に手を伸ばす。


　間近に見る真銀刀は、毒々しい銀色の刀身をしていた。しかし、危険はまるで感じない。あくまでも吸血鬼だけにしか効きかない、彼らを退たい治じするための剣なのだ。


　人と吸血鬼の共きよう存ぞんを願う、ミミコの理り想そうの正反対の剣。思い切って柄つかをつかむ。持ち上げようとするが──予想以上に重い。


「くっ……」


　力を振り絞しぼって持ち上げる。左ひだり肩かたの傷がズキズキ痛いたむ。だが、こんな痛みはジローたちが味わっているものに比べればなんでもない。幸さいわい鞘は軽かった。左手で鞘を持ち、長い剣の切っ先を、苦く労ろうして鞘に差し込んだ。


　剣を収める直ちよく前ぜんになって、手が止まった。真銀刀ジエンインタオの影響力が消えれば、ジローたちだけでなく、カーサたちも復活する。そうなったとき、有ゆう利りなのはむしろ、彼女らの方ではないか？


　──……そのときはまた抜ぬけばいい。私がこの剣を使う！


　そう決意し、


　ジャッ


　と音を立てて、ミミコは剣を鞘に落とした。


　何も変わった気はしなかった。


　だが、吸血鬼たちは動き出した。


　初めに動いたのは、長く真銀の影響下にあって痛めつけられた者たちではなく、その外でジリジリしながら期きをうかがっていた者たちだ。


「カーサ！」


　突とつ風ぷうの如ごとき大だい音おん声じようが、墓地と裏庭を吹ふき抜けた。


　裏庭に、赤銅色の巨きよ漢かんが着地。片手に曲きよく刀とう。片手には、ぐったりと意い識しきのない青年を抱かかえている。いったい何が起きていたのか状じよう況きようを把は握あくしようとしたところに──


　大量の霧きりが吹き付けた。一瞬にして辺あたり一いち面めんが乳にゆう白はく色しよくに染まり、何一つ見えなくなる。いや、見えなくなる直前、ジローのシルエットが震ふるえながら立ち上がるのが見え、


「コタロウ──っ」


　と弟を呼んだところに霧が被かぶさり視界を閉とざした。


「みんなっ。逃にがすな！」


　叫さけんだのは、少年の声。おぞましくも、セイの声だ。そして、「逃がすな」と叫ぶ声を耳にして、ようやくミミコは逃げ出した。つま先も見えない濃のう霧むの中、記き憶おくを頼たよりにコタロウの側そばへ。


「コタロウく──」


　呼びかけた直後、「きゃっ」と何者かに引き寄せられた。鼻び孔こうを突つく血のにおい。だが、この赤色は──


「ジローさんっ」


「動かないで！」


　ジローは左手でミミコを小こ脇わきに抱えた。右手には気き絶ぜつしたコタロウ。コタロウの無ぶ事じを見て、ミミコは大人しく身を任せる。真銀刀を胸に抱だき、少しでもジローに触ふれないように──


「急げっ」


　と濃霧をついてケインの姿が見えた。ミミコは思い至いたる。この霧は彼の魔ま術じゆつなのだ。


　現れたケインの背中には、力なく目ま蓋ぶたを閉じるゼルマンが背せ負おわれていた。ミミコは二人がここから脱だつ出しゆつしようとしていることに気付いた。ケインが飛び上がり、続いてジローが。足が地面を離はなれ、身体が急きゆう上じよう昇しようする。ジローの腕うでに抱えられ、ミミコは立ち込める濃霧から飛び出した。


　視界が晴れて、夜空が広がる。天頂に月。降り注ぐ白い月光。


　そして、月光を背後に背負い、真っ先に霧から逃のがれていた、黒くろ髪かみの吸血鬼が待っていた。


「カーサ!?」


「逃がすかっ」


　カーサはケインには手出しせず、一直線にジローへと急降下した。彼女は空から手てだ。が、ジローは両手が塞ふさがっている。


　天から射いられた矢のように、カーサの踵かかとがジローを襲おそう。身を捻ひねって躱かわそうとするが、カーサの方が早かった。狙ねらわれた首くび筋すじではなく、わずかに逸それた右肩を打たれる。ジローの利き腕の肩。図はからずも、ダールの斬ざん撃げきに深々と切り裂さかれたのと同じ場所だ。


　ジローの腕に痺しびれが走った。神経が一いつ瞬しゆん麻ま痺ひし、腕わん力りよくが失われた。


　抱えていたコタロウが、地面に向かって滑すべり落ちた。


　交こう錯さくし、すれ違ちがったカーサと共に。


「コタロウ君！」


　ミミコが思わず手を伸のばすが、無む論ろん届とどくはずがない。二人は落下、濃霧の中に吸い込まれた。


「くっそ！」


　ジローが即そく座ざに取って返そうとする。だが、ケインが激はげしくジローを止めた。


「止よせ！」


「黙だまれっ」


「行っても勝かてん！」


「黙れ！」


「来いっ。カーサ様は殺さん！」


　ジローが止まった。


　行っても勝てない。その通りなのだ。『賢けん者じやイヴ』の力があっても、いま下にいる全員とやり合えば、コタロウを守りきるのは極きわめて難むずかしい。そして、カーサたちは二度と、ジローの力が暴走するような真ま似ねは──コタロウを不ふ用よう意いに危険に晒さらす真似はしない。


　勝ち目はない。


　──でも！


　ジローにとって、コタロウを救すくうのに、勝ち目のあるなしなど関係ないはずだ。


「ジローさん、行こう！」


　ミミコがジローに言った。ところが、それを聞いた途と端たん、直前までコタロウ奪だつ回かいしか脳のう裏りにないようだったジローに、激しい苦く悩のうが生じるのがわかった。


　あっ、とミミコは自らの失敗を悟さとった。


　──あたし。


　いまジローは、ミミコを抱かかえている。行けば、ミミコまで巻き込んでしまう。ジローは空中に留とどまった。進むことも、退ひくこともできなくなった。ケインが力場思念ハイド・ハンドでジローの二の腕を捉とらえた。そのまま、動けないジローを引ひっ張ぱり、戦場の上空を離り脱だつした。
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　霧が晴れるころには、ラウもなんとか立ち上がれるようになった。


「いや、油ゆ断だんしちまったぜ」


　そうぼやき、奪うばい返された真銀刀を思って、悔くやしそうに空を見上げた。


「とにかく──」


　と、復ふつ活かつしたザザは、ダールとラウを見上げ、厳きびしい口くち振ぶりで言う。


「真銀刀を奪い返されたのは予定外だけど、いまの『銀ぎん刀とう』たちや『カンパニー』に、あの剣けんを有効に使いこなす余よ裕ゆうはない。龍りゆう王おうを制した以上、僕らの優ゆう位いは揺ゆるがない。あとは、一刻も早く王を復ふつ活かつし、特区を再度封印するだけだ」


　長ちよう兄けいの台詞せりふに、ダールとラウは頷うなずいた。いよいよだ。このときを、彼らは十一年間待ち続けてきた。


「ナブロ君の調ちよう子しは？」


「命に別状はない。血を吸えば意い識しきも戻もどるだろう」


「よし。なら、彼は置いて、周しゆう囲いの警けい戒かいを頼たのむよ。ラウ君も一いつ緒しよに。可能性は万が一だけど、真銀刀が向こうに渡わたったのは事実だからね」


　敵が真銀刀で攻せめてきたとき、これに対たい抗こうできるのはラウ一人だ。だが、少なくともラウだけは戦える。人と吸血鬼が手を組む強みを、ザザは陣じん内ないに勝まさるとも劣おとらず理解していた。


「ケインと『銀刀』はまだ戦せん力りよくとして無視できないぞ。放ほうっておくのか？」


「それは『赤い牙レツド・フアング』の連れん中ちゆうに任まかせよう。無理に討うち取る必要はないから、誰かが指揮で張り付くまでもないさ」


　ダールの質問に、ザザが平然と答えた。第六地区シツクス・ヤードにいた先せん行こう部ぶ隊たいは、半数以上が九龍クーロンに染そまった。すでに基き地ちを出て、近くに待たい機きさせているのである。言うまでもなく、対古血オールド・ブラツド戦の装そう備びで。ザザの戦せん略りやくに抜ぬかりはなかった。


「なら他の連中は？」


「ハンス君とヤフリー君は間もなく到とう着ちやくする。マーベリックの奴やつは僕が連れて来よう。ワインちゃんもだ。どうせなら、姉し弟てい総出で九龍王クーロンおうを現げん世せに迎むかえようじゃない。──いいね、お姉ちゃん？」


　ザザが振り向いた。


　カーサは黙だまって立っている。その両手には、まだ意識の戻らないコタロウが抱かれていた。


　ザザの視線を受けたカーサは、思わず顔を背そむけた。


「……済すまん」


　ザザはため息をついた。


「ほーんと、お姉ちゃんの我わが儘ままには、毎まい度ど毎度手を焼くよ」


　カーサはばつが悪そうに顔を背け続けた。


　視線が腕の中に落ちる。眠ねむり続けるコタロウを見る。


　少年を見るカーサの瞳ひとみは、表現しがたい複ふく雑ざつな想いが溢あふれていた。無む防ぼう備びな彼を抱く彼女は、天使の子守りを命じられて途と方ほうに暮れる、ちっぽけな少女のようだ。ザザはもう一度ため息をついた。苦く笑しよう混まじりのため息を。


「……いいよ、もう。どのみち、真銀刀以外では、確かく実じつ性せいが保ほ証しようできない。で、下へ手たに傷きずつけたら、おっかない護ご衛えい者しやが殴なぐり込んで来ちゃうしね。しかし、ほんと化ばけ物ものだよなあ。真銀刀に正面から立ち向かいやがったよ、あの青二才。それにゼルマン！　戦いく狂さぐるいの血けつ統とうてのは恐おそろしいもんだね。桑くわ原ばら桑原」


「……いいのか？」


　上うわ目め遣づかいに尋たずねるカーサに、ザザは肩かたを竦すくめた。


　ダールやラウと顔を見合わせ、二人が同じ表情を浮うかべているのを確かく認にんしてから、


「お姉ちゃん。姉弟の『一番』は、お姉ちゃんですよ？」


　そう言って、誰よりも姉弟を愛あいしている、彼らしい笑え顔がおを見せた。


「どう？　何か言うことは？」


　カーサは唇くちびるを嚙かんだ。もう一度コタロウに視線を落とし──顔を上げて弟たちを見つめた。そのときには、彼女は彼女ならではの、鋭えい利りな美しさを取り戻していた。


「──復活の儀ぎに取りかかれ」


　三人の弟たちは、ただちに指し示じを実行した。





　　　４





　結局眠ってしまったらしい。身体からだの疲ひ労ろうもあるが、それ以上に緊きん張ちようが途と切ぎれたのだろう。


　サユカの眠りは深かった。


　それが、不ふ意いに目覚めた。


「……ゼルマン様？」


　身体を起こして部屋を見る。安宿のツイン・ルームは、主あるじが出て行ったときのまま、何も変わった様子はなかった。


　鏡かがみに映る自分の顔が目に入った。


　──泣なき跡あと？


　そう言えば、とサユカは胸に手を当てた。


　何か哀かなしい夢ゆめでも見たのだろうか？　妙みように胸の奥おくが騒さわぐ。気持ちが落ち着かない。


　ミミコなら、すぐに彼女の症しよう状じように気付いただろう。サユカが感じている不思議な違い和わ感かんは、彼女自身ではなく、ゼルマンの体内に吸きゆう収しゆうされた彼女の血が感じているのだと。ごく微び細さいな──しかし、それは確たしかに共きよう鳴めい現げん象しようだった。


　サユカはベッドから起きあがり、洗せん面めん所じよに移うつって顔かおを洗あらった。いつでも動けるように。それがゼルマンの指し示じだ。そして彼は、見み届とどけろ、とも言った。


　サユカは上着を羽は織おり、身の回りの品を収おさめたボストンバッグを手に取った。そして、携けい帯たいに留る守す電でんが入っていることに気がついた。


　ミミコからだった。
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　──駄だ目めだ……


　何度電話をかけても、『カンパニー』本部と連れん絡らくは取れなかった。回線が繫つながらないらしい。それも、単に混こん線せんに因よるものとは思えない感じだった。


　──何かあったの？


　わからない。ミミコは諦あきらめて携帯を閉とじた。


　ミミコとゼルマンを抱かかえた、ジロー、ケインの二人は、事務所を離り脱だつしたのち、西に移動した。ちょうど第二、第三、第五、第六の四つの地区の境さかい目め付近だ。浮き市フロート・マートのすぐ側そばである。古びた給きゆう水すい塔とうの上に降り立ち、疲つかれ切きった心しん身しんに、わずかな休きゆう息そくを与あたえているのだった。


　特とつ区くの混こん乱らんは、浮き市フロート・マートにも及およんでいる。旧市街区オールド・ヤードでは緊きん急きゆうの際さいに水すい路ろが用もちいられるのだが、いま水路上にはボートや水上バス、小こ舟ぶねが、ひしめき合っていた。ミミコは知らないが、ほんの数分前、ここより北に数キロ離はなれた場所を、鎮ちん圧あつチームを完全に撒まいたハンスとヤフリーの二人が、墓所に向かって移動していったところなのだ。その際にも、周囲は大きな損そん害がいを受けていたのである。


　本部との連絡は取れなかったが、ヒバリとは連絡が付いた。無事事務所から逃にげられたらしい。ミミコのところに来ると言っていたが、考えた末すえ、リンスケを捜して共ともに行こう動どうするようアドバイスした。本部の状じよう況きようはわからないし、信しん頼らいできる誰かと一いつ緒しよの方がいいと判断したのだ。


　サユカにも連絡をした。ゼルマンの意い識しきは戻もどっていない。まだ息はあるのだが、ミミコが少しでも血を与えようとするのを、ケインは無言で首を振ふった。それが何を意味するのか、ミミコはあえて考えなかった。


　事務所は占せん拠きよされたようなものだ。


　本部は沈ちん黙もくしている。


　ゼルマンは倒たおれ、セイももういなくなった。


　これからどうすればいいのだろうか？


「……龍りゆう殿どのの屋や敷しきに向かう」


　ケインが言った。ミミコは古ふる傷きずが痛むかのように顔を青くした。


「ケインさん。でも、セイさんは──」


「……あそこには、龍殿に付き従う、古血オールド・ブラツドが数名いる。いまごろ庇ひ護ご下かにある大たい陸りく系けい血族たちの避ひ難なんを誘ゆう導どうしているはずだ。俺の部下たちのように。龍殿のことを伝えて……協力を求める」


　セイのことを伝えて。ケインの悲ひ壮そうな台詞せりふに、ミミコの胸が痛んだ。それに、大事なことを思い出していた。ミミコにも、ジローたちに伝えねばならないことがある。


　と、


「……協力を求めて、もう一度戦うと？」


　それまで黙だまっていたジローが、尋たずねるともなく尋ねた。声からも顔からも喜き怒ど哀あい楽らくが失うしなわれている。視線はずっと、自分たちが逃にげてきた方向を見つめていた。


　ジローの問といにケインは口をつぐんだ。あらゆる古血オールド・ブラツドが、戦い慣なれているわけではない。セイの配はい下かやケインの部下を集結させたところで、戦せん力りよくとしては知れているのだ。尋ねたジローにも、そのことはわかっているはずだった。


　すると、ジローは赤いスーツの裾すそを翻ひるがえした。


　ケインとミミコに、妙みようにさっぱりとした──いや、虚うつろな面おも持もちで向き合った。


「ミミコさん」


「は、はい」


「真銀刀を貸してください」


「え？」


　反射的に、ミミコは真銀刀を庇かばうように抱え込んだ。この剣けんが吸血鬼にどれほどの影えい響きようを与えるか、ついさっき見せつけられたところなのだ。


「ミミコ君。渡わたしてやれ」


　ケインは予よ想そう外がいにそう言った。ミミコは狼狽うろたえて彼を振り返った。ケインが頷うなずく。ミミコは渋しぶ々しぶジローに剣を差し出した。


　ジローが手を伸のばす。


　しかし、途と中ちゆうで止まった。


　柄つかを握にぎろうとする指が、大きく引きつっていた。どうしても、それ以上近づけない。表情のなかったジローが、突とつ然ぜん、「くそっ！」と激げつ昂こうした。ミミコがビクッと震ふるえるのにも気付かず、強引に柄を握った。


　高こう圧あつ電でん流りゆうに触ふれたように、ジローの背中が跳はねた。意い地じでも手は放さない。しかし身体が崩くずれ落ちた。


　やはり無む理りなのだ。どれほど強く願ねがったところで、どうにかなるほど簡単な物ではないのだ。


「わかっただろう。もう、止やめろ」


「…………」


「ジロー」


「……うるさい」


　這はいつくばったまま、ジローは静かに吐はき捨すてた。真銀刀から手を放し、息をついて立ち上がる。ただ触れただけでも、さっきより消しよう耗もうしているのがわかった。


　しかしジローの決意は変わらない。真銀刀の代わりに自らの愛あい刀とうを携たずさえ、事務所に戻ろうとした。


「言ったぞ。行っても、勝てん」


「……コタロウの側そばにいます」


「ミミコ君を残してか？」


　ジローの足が止まった。ミミコはじっとジローの背せ中なかを見つめた。


「あたし、一緒に行く。真銀刀は、あたしが使うわ」


　ジローの背中が震えた。ケインも思わずミミコに目をやった。


「あたしも、ジローさんとコタロウ君の側にいたい」


　本ほん気きだった。このまま置いて行かれるなら、一緒に連れて行って欲ほしかったのだ。


　ジローが振り返った。


　ジローは優やさしい、泣き笑いのような表情を見せた。


　しかし、ミミコを見る目はひどく哀かなしい。


「ケイン。ミミコさんをお願いします」


「待って、ジローさん。あたしは──」


「いいえ。心配はいりません。これから先、特とつ区くがどうなるかはわかりませんが……あなたは大だい丈じよう夫ぶだ。きっと、ショウゴがなんとかしてくれます。彼の指し示じに従したがってください」


　そう告つげて、ジローはまた背中を向けた。


　給水塔の端はしに寄より、跳ちよう躍やくのために身を屈かがめる。


「ジローさん。部長は、死んだわ」


　ジローの動きが止まった。


　しばし、三人を沈ちん黙もくが覆おおった。


　長い時間かけて、ジローがのろのろと振り返る。ジローの両目は大きく見開いていた。表情が固かたまり、仮か面めんのようだった。


　ミミコと視し線せんが合った。問といかける視線に、ミミコは小さく、頷うなずいた。


　ケインが震える呼こ気きを吐き出した。牙きばを剝むいてあごを締しめる。目を閉とじ、首を左右に振ってから天を仰あおいだ。


　ジローが笑わらい出した。身体を伸のばし、全身を痙けい攣れんさせて笑った。片手で額ひたいを押おさえ、髪かみを振り乱して笑った。涙なみだを流して笑った。カラカラに乾かわいた笑い声だった。


　古びた給水塔のてっぺんで、月光を浴あびながら泣なき笑う、赤い吸血鬼。ミミコは胸が張はり裂さけそうだった。


　ひとしきり笑ったあとで、ジローは肩かたを落とし、身体を折おり曲まげて、ぼそりとつぶやく。


「我わが永の夜よも、今こ宵よいが限かぎりか」


　まったく力のない、そのくせ聞く者を底そこ冷びえさせる声だった。そして、もう他の何も顧かえりみずに、ひと息に給きゆう水すい塔とうから飛び出した。


　ミミコがジローを呼び止めようとする。


　しかし、吸い込んだ息を吐き出そうとしたとき、突然給水塔に火花が飛んだ。


　銃じゆう声せい。


「きゃっ!?」


　慌あわててケインがミミコを庇う。同時に、地上から垂すい直ちよくに飛び上がってきた人ひと影かげが、給水塔の前後左右を幽ゆう鬼きの如ごとく取り囲んだ。


「『赤い牙レツド・フアング』!?」


　ケインが力場思念ハイド・ハンドを展開。直後に四方から銀頭弾シルバー・チツプが集しゆう中ちゆう砲ほう火かされた。給水塔が悲鳴を上げて、蓄たくわえていた水ごと崩ほう壊かいした。


　ケインはミミコを腕うでに抱だき上げ、給水塔が崩くずれる直前に離り脱だつ。だが、ゼルマンまでは手が回らない。力りき場ばを駆く使ししようとするが、即そく座ざに銃火が集中する。動きが鈍にぶったところに、次は重機関銃の猛射が浴びせられた。息つく間もないコンビネーションだ。


「おのれ……！」


　ケインは彼らが九龍クーロンに染まっていることを見て取った。おそらく精神支し配はいも受けている。しかも、彼らが手にしているのは、標ひよう準じゆん装そう備びのＭ４Ａ１カービンではなく、Ｍ２４９、いわゆる分ぶん隊たい支し援えん火か器きだ。吸血鬼の膂りよ力りよくを活いかした火か力りよく重じゆう視しの装備。そしてこれは、対古血オールド・ブラツド戦を想そう定ていした装備だ。


　ケインは全力で攻こう撃げきを躱かわしながら、ゼルマンの姿を求めた。給水塔と共に落下したはずだが、どこにいるかわからない。そもそもミミコを庇かばいながら応戦するので精せい一いつ杯ぱいだ。おまけに彼女が真銀刀を抱えているので、その影響で全力が出せない。


　一方、ジローも襲しゆう撃げきを受けていた。離はなれた民家の屋根で、銃声が弾はじけ、銃火が輝かがやいている。


「ジローさーん！」


　ミミコは必死に叫さけんだが、声が届いたとは思えなかった。伸のばした手が、虚むなしく空を切るだけだった。


「くそっ、くそおっ……」


　ケインは何度も悪あく態たいを繰くり返しながら、血がにじむほど牙を嚙かみしめ、逃とう走そうした。
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　奇き襲しゆうをしかけた『赤い牙レツド・フアング』たちは、黙もく々もくと行動していた。


　精神が支配されているので、ただ命令をこなすだけだ。相そう互ごの連れん絡らくも思し念ねんで行うため、完かん璧ぺきな隠おん密みつ行動が取れた。だからこそ、ジローやケインたちも接せつ近きんに気付かなかったのである。


　給水塔を破は壊かいした『赤い牙レツド・フアング』たちは、そこから二ふた手てに分かれて目標を追撃することにした。一いつ斉せいにではなく、波は状じよう攻撃をしかけるために、各分隊が順じゆん次じ追撃ルートに移うつる。最後の分隊が移動を開始したとき、


　ガタッ


　と給水塔の瓦が礫れきが動うごいた。


　反射的に銃口を向ける隊員たち。その銃口が、次の瞬しゆん間かん、炎ほのおに包つつまれた。


　押し上げられた瓦礫の下で、赤く光る双そう眸ぼうが、生なま意い気きな新しん参ざん者ものどもをにらみ据すえていた。





　　　５





「う～ん……これが、『賢けん者じや』？」


　マーベリックは興きよう味み半はん分ぶん畏い怖ふ半はん分ぶんといった面おも持もちで、石室の壁かべにもたれるコタロウの寝ね顔がおをのぞき込んだ。


「……子供にしか見えない」


「子供だからな」


　カーサが素そっ気けなく答えた。そんな姉の何がおかしかったのか、マーベリックはクスリとして顔を離した。


　九龍王クーロンおうの棺ひつぎが安あん置ちされた地下の石室。陣内の遺い体たいは、カーサの命令で外そとに運び出されていた。替かわりに、いま石室には、九龍王クーロンおうの九姉し弟ていのうち、五人が揃そろっていた。


　カーサとマーベリック。そして、合ごう流りゆうしたハンスとヤフリーに、血を吸って幾いく分ぶん回復したナブロである。ちなみに、マーベリックは『カンパニー』本部ビルを抜ぬけ出したあと、第八地区エイト・ヤードに潜せん伏ぷくしていた。それを、ザザが奇門遁甲で連れて来たのだ。


　マーベリックはカーサに笑いかけ、


「俺はザザ兄ちゃんより、姉ちゃんの意見に賛さん成せいだ。たとえ真銀刀であっても、無む闇やみに殺すものじゃないよ。始祖ソース・ブラツドなんて」


「その話はもういい」


　ぶすっとする姉の仕し草ぐさに、マーベリックはもう一度微び笑しようして口をつぐんだ。


　二人の反対側では、一いつ緒しよに『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』を落とした三人が集あつまっている。


「ご無事で何よりでした」


　と告げるハンスに、


「あまり無事でもなかったぞ」


　とナブロは憮ぶ然ぜんとして答えた。何しろ身体からだを大量に失ったのだ。無事だった、とはとても言えない。


「おまけに上うわ着ぎをなくした」


「いいじゃん、服ぐらい」


「お前の安やすっぽいパーカーとは違ちがうのだ、ヤフリー」


「安っぽくて悪かったな」


「安っぽいお前とも違うのだ、ヤフリー」


「上着と比ひ較かくかよっ！　しかも俺のが下したか！」


　ヤフリーの憤ふん慨がいなどどこ吹ふく風と、ワイシャツ姿のナブロは憂ゆう鬱うつなため息をついた。ヤフリーは忌いま々いましそうに兄をねめつけた。


　普ふ段だん通りの彼らのようだが、実はそうではない。カーサも含ふくめ、石室にいる全員が、少し浮うわついた様子だった。


　当然だろう。彼らが囲かこんでいるのは、彼らの宿しゆく願がんであった、九龍王クーロンおうの遺い灰はいなのだから。


　しばらくして、ダールとラウの二人が入ってきた。


「到とう着ちやくだ」


　その言葉に招まねかれるように、ザザが石室に入った。


　続いて、


「みんな！　良かった！」


　ワインが駆かけ込んで来た。たった一人で残のこって報ほう告こくを待っているのは、余よ程ほど辛つらかったらしい。顔を真っ赤にしていた。


「ワイン」


　駆け込む妹を、カーサが抱だき留とめる。ワインはカーサの腰こしに顔を埋うめ、力一杯に姉を抱きしめた。カーサの手が、彼女に可か能のうなもっとも優やさしい手つきで、ワインの髪かみを撫なでた。


　しばらく姉に抱きついていたあと、ワインはようやく身体を放はなした。そのときには、末っ子の周りに七人の兄が集まって、彼女を温あたたかく見守っていた。


　迎むかえにきたザザから、全員無事だということは聞いていた。それでも、ワインは家族の顔を見て、胸が熱あつくなった。


「ダールお兄ちゃん。ターバンが──」


「ああ。そういえばないな。いつなくしたのやら」


「今度私が、新しいの作ってあげる」


「そうか。それは楽しみだ」


「……ボクなんか上着をなくした」


「ほんと。でもシャツだけでも格好いいよ。ナブロお兄ちゃんは。──あ、ハンスお兄ちゃん、前髪がちょっと焦こげてる」


「うむ。おかげで、前が良く見える」


「あはは。それなら切っちゃえばいいのに。きっと似に合あうよ。お兄ちゃんの目って、とても綺き麗れいだもん」


「ワインはよく留る守す番ばんしてたな。偉えらかったじゃないか」


「マーベリックお兄ちゃんこそ。聞いたよ。ずっと一人で戦たたかってたんでしょ？　お兄ちゃん喧けん嘩かとか苦にが手てなのに。怪け我ががなくて良かった」


「ただ、残念ながら特とつ区くの土産みやげはまだ買ってない」


「また、そんなこと言って。ラウお兄ちゃんの顔が見れたから、お土産なんかいらないわ。わかってる？　お兄ちゃんと会うの、すごく久しぶりなのよ？」


「お、俺は、あんま活かつ躍やくできなかったな。もっとやりたいぐらいだぜ」


「あー、なに、ヤフリーお兄ちゃん。私に自じ慢まんできないのが悔くやしいの？」


「ば、馬ば鹿か言え。暴あばれ足りないって言ってんだよっ」


「いいじゃない、もう。だって──」


　と、ワインは兄たちを見上げ、左右で色の違う瞳ひとみを涙なみだに潤うるませた。


「こうしてみんな……無事だったんだから……」


　声が震ふるえ、いまにも泣きそうになる。見送るとき、もう逢あえなくなることを、覚かく悟ごしていたのだ。でも、そうはならなかった。ワインにとって、それだけでも十分なのだ。


「……あの、ワインちゃん？　ぼくは？」


　後ろに立っていたザザが寂さびしげにつぶやいた。ワインが慌あわてて振ふり返るのを見て、姉弟は穏おだやかな笑い声を奏かなでた。


「さあ、ワイン。こっちに」


　全員の笑い声が収まったあと、カーサがワインを誘さそった。


　ワインが振り向く。カーサは頷うなずき、スッと脇わきに退しりぞいた。


　その向こうに棺ひつぎがあった。ワインの目が大きく開かれた。


「……お父さんが？」


「ああ。そうだ」


　カーサの言葉に、ワインはコクンと唾つばを飲のんだ。知らず知らず拳こぶしを胸むな元もとに引き寄せ、握にぎり締しめていた。


　ザザが肩かたに手をかけて言う。


「君の血を、遺い灰はいに。数すう滴てきでいい」


　ワインは振り返り、不安そうな眼まな差ざしを見せた。


「でもっ……私でいいの？　私は──」


　ワインの不安は、自らの生まれにあった。ワインは、九龍王クーロンおうアダム・ウォンの実の子だ。しかし、純じゆん粋すいな吸血鬼ではない。吸血鬼と人間の間に生まれた、ダンピールなのである。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の『血ち』は、姉や兄と違ちがい、半分だけしか流れていない。


　それでもザザは頷いた。


「君の血が一番いい。お父さんも、それを一番望のぞんでいるはずだよ」


　兄に断だん言げんされ、ワインもそれ以上は躊躇ためらわなかった。幼おさない覚悟に面を引き締め、ゆっくりと、家族の輪わの中なかから進み出た。兄たちは残って見守り、カーサだけ妹の後ろに続いた。


　そろそろと棺に近づくワイン。まるで息を潜ひそめているようだ。と、彼女は急に、家族以外の気け配はいを感じて、壁かべの方に目を向けた。


「──あの子！」


　棺を目にしたときとは異なる種類の驚きに、ワインは目を瞠みはった。


　座すわり込むように眠ねむるコタロウをまじまじと凝視したあと、慌あわてて姉を振り向いた。


　ワインは以前、たった一人で特区に入ったことがあった。そこで、ミミコやコタロウと知り合った。カーサにも、そのときのことは全部伝えてある。


　カーサは問いかけるワインの視線に、


「あいつが、『賢けん者じやイヴ』だ」


　ワインが啞あ然ぜんとし、姉とコタロウを交こう互ごに見やった。到とう底てい信じられないという顔だ。


「でも、そんな……!?」


「なんだ。そんなに意い外がいか？」


「だって……あの子、馬ば鹿かよ？」


　そのひと言を聞いたときのカーサの顔こそ見み物ものだった。彼女は一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くし、それから腹を抱かかえて大だい爆ばく笑しようしたのだ。身をよじり、立っていられなくてしゃがみ込んでまで。


　ワインはもちろん、他の姉弟も言葉をなくして、ぽかんとした。そんな風なカーサは、これまで見たことがなかったのである。もっとも、カーサの過か去こに深ふかく関かかわっているダールだけが、やれやれと仕し方かたなさそうな顔をしていた。


「カーサ。いい加減にしておけっ」


「いや、しかし……ダールよ！　お前も聞いただろ！」


「大だい事じの前だと言っているのだ！」


　真ま面じ目め腐くさったダールの台詞せりふに、カーサはさらに爆笑した。しかし、ワインが不安そうな顔をしているのに、気づき、慌あわてて笑いを引っ込めた。


「す、すまない、ワイン。あまりにツボにはまったので……」


「そんなに？」


「それはもう……けど、とにかくあいつのことは放ほうっておきな。どうせまだ寝ねてる。それより、儀ぎ式しきを始めよう。なに。実は大したことじゃない。あっという間さ」


　そう言って、カーサはワインの肩かたを抱だき、棺の側そばに移動した。


　無む造ぞう作さに棺の蓋ふたを開ける。ゴンッという振しん動どうと共に、蓋が床ゆかに落ちた。


　現れた棺は、内側にベルベットが貼はられていた。かなり古いものだ。中は一見空っぽだったが──


　底に、灰がひと盛もり残されていた。


　再びワインが緊きん張ちようで身体からだを硬かたくする。妹の緊張を解ほぐすためか、カーサは背後の弟たちを振り返って、「ほーら、注ちゆう目もく」と手を振った。


「ワイン。指を出して」


　と言い、ワインが出した人差し指の先、爪つめでピッと切った。痛みはまったくない。しかし、傷口から、赤い滴しずくが盛り上がってきた。


「こんなちょっとでいいの？」


「うん。──ほら」


　カーサがほほえんでワインを促うながす。


　ワインは、自らの血を、灰に垂たらした。


　一滴。


　二滴。


　三滴目が灰に吸収されたとき、変化が始まった。
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　漆しつ黒こくの室しつ内ないで、ぴくりと闇やみが動いた。闇の中に、薄うすく開かれた両目と牙きばが現れる。


　もうひとつの影かげが、


「……ギル様？　なにか？」


　最初の影は答えなかった。しばらく、遠えん方ぽうの物音に耳を澄すませるような仕し草ぐさをしていたが、やがて再びソファに身体を埋うめた。


　問いかけた影はなおしばらく待っていた。だが、主あるじの返事がないことを確かく認にんすると、再び闇に溶とけ込んだ。


　カラン、と涼すずしげな音を立てて、ブランデーグラスの氷ひよう塊かいが回転する。


「……ジャネットでは荷にが勝かったか」


　最初の影は、誰にも聞こえない声で、小さくそう言った。
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　濃のう密みつな古い闇が空間を満みたしていた。この十一年間、時間をのみ込み、沈ちん黙もくを続けた闇だ。それが小一時間前に続き、またしても一いつ斉せいに動いた。


　気け配はいは、七つ。


　しばし沈黙を続けたあと、


「虎とらは」


「まだ」


「戻もどせ」


「待て」


「なぜ」


「早はやい」


「無む駄だ」


　ぽつりぽつりと方々バラバラに短い言葉が発せられる。そして深い──世の理ことわりをすべて読み解くかのような凝ぎよう縮しゆくされた思考と時間が流れて、最後にひと言、言葉が落ちた。


「護ご衛えい者しやを」


　その結論を最さい後ごに、七つの気配は闇に潜り、それぞれの受け持つ深しん遠えんな思し惟いへと戻っていった。
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　灰が脈打った。


　ワインとカーサが見守る前で、棺ひつぎの中に残された灰が、ドクドクと脈みやく打うち始めた。


「……あ」


　見る見るうちに灰が隆りゆう起きする。灰の中に心臓ができているのが見えた。


「──ワイン」


　促うながされるまでもなく、超ちよう越えつ的てきな何かに圧されるように、ワインは棺から身を退ひき、後ろに下さがった。


　遺い灰はいは見えなくなったが、視線は棺から離はなせない。背後からも、兄たちが固かた唾ずを呑のんで見守る気配が伝わってきた。隣となりにいる姉も、それは同じだ。一瞬だけ横目に様子を見る。カーサは棺を凝ぎよう視ししていた。翠みどりの瞳ひとみが瑞みず々みずしく潤うるみ、頰ほおが紅こう潮ちようしている。凄せい絶ぜつなほどの美しさだった。


　気がつけば、心臓が早はや鐘がねのように鳴っていた。ドクン、ドクンと。さっき一瞬見たのと同じリズムだ。棺の中の再生された心臓に、ワインの心臓が同どう調ちようしている。きっと、他の姉し弟ていたちも。それどころか、世界が彼の鼓こ動どうに同調している。同調し、脈動している。


　視線を棺に戻す。その瞬しゆん間かん、棺の中から闇が持ち上がった。


　手だ。九姉弟の心臓が、仲なか良よく、大きく、スキップした。


　右手だった。手とはいえ、それは、血と灰の固かたまりのような黒くろ々ぐろとした手である。しかし、血が鼓動を刻きざむたびに、骨ほねができ、筋すじができ、神経が通かよい、皮ひ膚ふが覆おおっていく。


　持ち上がった右手が、棺の縁ふちに下ろされ、つかんだ。次いで左手が持ち上がり、反対側をつかむ。もう息をすることもできない。ガンガン胸が脈打つのを感じながら、食い入るようにして目の前の神しん秘ぴを見守った。


　ぐわっと大きく棺の気け配はいが動く。手と手の間から、より大きな黒い闇が起きあがった。闇はドクドク脈打って形を成していく。骨こつ格かくが生まれ、血管が這はい、体内の各かく器き官かんがそのシルエットを組くみ上あげていく──


　と、闇が身体を折るように、棺の中に沈しずんだ。あっ、とつられて身を乗り出すワイン。カーサも、緊張と興こう奮ふんのあまり息を吐はき出すのが聞こえた。しかし、そちらを振ふり向く余よ裕ゆうはもうない。


　そして──
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　一度沈んだ闇が、勢いよく持ち上がった。


　さらりと流れる──髪かみ。その髪の下からのぞく、白い横顔が──





「カーサ」





　小さな石室に凝縮されつつあった世界が、いきなり爆ばく発はつした気がした。


　声にならない声。まだ完全に再生しきっていない身体が、あばら屋に吹ふきすさぶ嵐あらしのようなガラガラ声で娘むすめの名を呼よんだ。





「その子をここから遠ざけなさい」





　王の下か命めい。


　だが、耳にしたその内容をカーサたちが理解したとき、傍かたわらで、目の前の王に匹ひつ敵てきする巨きよ大だいな気配が目を覚さました。


　九姉弟が一いつ斉せいに振り向いた先で、コタロウが立ち上がっていた。


　小さな身体が神こう々ごうしいまでのオーラを放っている。豊ゆたかに稔みのる稲いな穂ほのような金きん髪ぱつは、光の塊かたまりとなって輝かがやき、春の日の大海のような青い瞳が、透すき通とおる眼まな差ざしで天地を眺ちよう望ぼうしていた。吸血鬼たちは声もでない。逆らうなど思いもしない。直ちよく視しすることさえ恐おそれ多おおく、同じ場所に存在するだけで畏い敬けいに打うち据すえられた。


　コタロウは屹きつ立りつして棺を見据えた。


　棺の王は急速に形を成しながら彼を見返した。


　視経侵攻アイ・レイド。


　否いな。侵攻、ではない。それはのちの者たちが本来の力を歪ゆがめ、貶おとしめて言うことである。世の脈みやく動どうに導みちびかれて行き会わせた二人の始祖ソース・ブラツドは、言葉に依よらず、ただ互たがいの存在を確かく認にんし合ったのだ。


　二人は同時に交流を止めた。コタロウがふわりと石室の天井を見上げた。


　小さな唇くちびるが、そっとささやきかける。


「みんな──
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　その声を聞き、





　通つう信しん網もうの復ふつ旧きゆうに死し力りよくを注そそいでいた尾お根ね崎ざきと張ジヤンは、互いの顔を見合わせた。「いまのは？」と尋たずねる会長に、張は強く頷うなずいた。





　ヘリで移動していたバドリックは全身を強こわ張ばらせた。同どう乗じようしていたジャネットはとっさに両手の指を組み、祈いのるように跪ひざまずいた。





　携けい帯たいで口早に話していたリンスケは、思わず息を呑のんで空を見上げ、彼が電話をかけていた相手のヒバリは、「え？　コタロウ君？」とつぶやいた。





『赤い牙レツド・フアング』の追つい撃げきを躱かわすケインは、衝しよう撃げきに身体からだを引きつらせ、彼につかまるミミコは、嚙かみ付くように後方──墓ぼ所しよを振り向いて、大声で彼の名を呼んだ。





　ジローは、その一瞬だけ『赤い牙レツド・フアング』を蹴け散ちらしていた動きを止めた。





　彼らだけではない。


　混乱するマスコミや、奔ほん走そうする警けい察さつと消しよう防ぼう。逃にげ惑まどう一いつ般ぱん人じんや、不安にくれる吸血鬼たち。そのとき特とつ区くにいたすべての者に、彼の声、彼の思し念ねんは届いていた。


　そして、その声は、聞いた者にひとつのイメージを喚かん起きさせた。


　戦せん渦かのただ中にある、香ホン港コンのイメージを。





「みんな、特こ区こを出て」
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　て──」


　と、そうつぶやいたとたん、コタロウががっくりと膝ひざを突ついた。


　苦しげに唸うなり、身体からだを丸まるくする。頭を抱かかえて床ゆかの上でもがき始めた。「兄あに者じや」というつぶやきが聞き取れたが、その印象はうわごとに近い。


　無茶なことをしたのだ。何しろ彼は、まだ孵ふ化かしていないのである。


「お、お姉ちゃん」


　ワインがカーサにしがみついた。しかしカーサにも打つ手は思いつかない。コタロウは苦しんでいるが、力の放ほう出しゆつは止まっていないのだ。カーサだけではない。ザザも、ダールも、他の弟たちも、ただ見守ることしかできずにいる。


　このままでは『賢けん者じや』は暴走する。そのときどうなるかは、誰にもわからない。


「……『賢者イヴ』の力は、護ご衛えい者しやが預あずかっているのではなかったのか？」


　ダールが疑ぎ問もんを口にした。誰かに尋たずねたわけではないが、口にせずにいられなかったのだ。彼も平へい静せいを失っている。


　するとザザが、


「たぶん護衛者も、この変へん調ちようを受けているはずだ。この力は、彼から『賢者』に流れてきているものだろう。強引に力を発はつ揮きしたから、その勢いで転てん生せいしかけている」


「だったら、『銀ぎん刀とう』を連れて来ようぜ、兄あに貴きっ。あいつの血を飲ませりゃ──」


「──『賢者』は完全に転生する。僕たちの宿しゆく敵てきが、だ」


　ヤフリーの意見をザザは一いつ蹴しゆうした。


　とはいえ、


「暴走するよりよくない？」


　マーベリックが顔がん面めんを引きつらせて意見した。ザザは唇くちびるを嚙んだ。マーベリックの言う事にも一いち理りあるのだ。


　何もかも未み知ちの事態である。ザザの経験と知識を総動員してみたところで、適てき切せつな対たい処しよ法ほうなどわかりはしない。このまま手をこまねいて見守るか。一いちか八ばちかの賭かけに出るか。


　一族の、ひいては全世界の今後を決めかねない判はん断だんである。過か去こ、人の世の歴史に裏から干かん渉しようし続けてきた『ウォーカーマン』でも、この決断は荷が重い。


　ところが、


「その子の時間を凍とう結けつする」


　石室に沈ちん積せきする息苦しさを打ち消し、涼すずやかな声が響ひびいた。


「ザザ。奇き門もん遁とん甲こうを使いなさい。時間の隔かく離り。いまのお前ならできる」


　その助じよ言げんを耳にした瞬しゆん間かん、ザザは床でもがくコタロウに駆かけ寄よった。


　コタロウの上に両手を翳かざし、素す早ばやく、複ふく雑ざつな印いんを結ぶ。言うまでもなく初めて操あやつる術だが、ザザの仕し草ぐさには自じ信しんが漲みなぎっていた。なぜなら、いま彼は、王に支ささえられているからだ。


　やがて、


　ザザの手──『東ひがしの龍りゆう王おう』の手から、不ふ可か視しの膜まくが広がり始めた。膜はゆっくりとコタロウの上に覆おおい被かぶさる。すると、コタロウの苦く悶もんが和やわらぎ始めた。身み悶もだえしていた身体が動きを止め、疲つかれたように手足を伸のばしたのである。


　少年の表情は夢うつつで、薄うすく開いた瞳ひとみは、何も見ていなかった。そして、膜が少年の全身を覆い尽つくしたとき、ザザは大きく両手で円えんを描えがき、パン、と掌てのひらを打ち合わせた。


　ピシッ、と何もない空間が軋きしむ音を立てた。しかし、それだけだった。


　何も起こらない。


　つまり、破は滅めつの気配は、去さっていた。


　誰かが止めていた息を吐はいた。それを契けい機きに、石室の緊きん張ちようが解とけた。全員安あん堵どの表情を浮うかべ、ザザなどへなへなとしゃがみ込んだ。


　ワインも、カーサにしがみついたまま、ほっとした。しかし、すぐに複雑な顔になった。


　床で眠ねむるコタロウを見る。手足を伸ばして横たわる少年は、埋まい葬そうされるのを待っているようにも見えた。さっきの彼にしても、ワインが知っている少年の印象とはかけ離はなれていた。彼はもっと腕わん白ぱくで、いい加か減げんで、デリカシーがなくて。そして、いつも底そこ抜ぬけの笑え顔がおばかり浮かべていたのだ。


　あまり仲良くはなかった。けど、でも……


　半年前の記き憶おくを呼び起こす妹の肩を、ぽん、とカーサが叩たたいた。顔を見上げると、姉はニヤリと笑い、あご先で後ろを示した。


　ワインは振ふり返った。


　棺ひつぎの中に、上半身を起こした男性がいた。


　穏おだやかな雰ふん囲い気きの男性だ。顔立ちはラウに似ているが、もっと線せんが細ほそい。歳としもよくわからなかった。ダールよりは年下で、ヤフリーよりは年上。それぐらいしか見当がつかない。


　理由は彼の髪かみにあった。


　首筋から肩かた、裸はだかの胸に流れる長く真まっ直すぐな髪は、雪のように白かったのだ。肌はだも真っ白だ。まるで冬の月光が変化したような人だった。


　ただ、驚おどろいたように大きくしてこちらを見つめる瞳だけが、淡あわい紫むらさき色いろをしていた。ワインの右目をもっと薄うすめたような、綺き麗れいな紫色だ。


「……お父さん？」


「ワインか。大きくなったな」


　ワインは父の顔を見たことがなかった。彼が世界中を相手に回して香ホン港コンで戦いを始めたとき、ワインはまだ生まれたばかりの赤ん坊ぼうだった。そして、彼の姿は、どの映えい像ぞうにも残っておらず、写真の一枚さえ見たことがなかった。


　いま、初めて見たのだ。


　カーサが再度「ワイン？」と促うながしたとき、ワインはとっさに姉の後ろに隠かくれていた。


「おいおい？」


　と呆あきれられても、そうせずにいられなかった。その代わり、視線は彼から離さなかった。左の黒い瞳と、右の、ダンピールの証あかしである縦長の紫の瞳を大きく広げて、苦く笑しようする彼をつぶさに観かん察さつした。


　仕方なくカーサが代わりに肩を竦すくめた。


「照てれてるようです」


「そのようだね。でも、ほんとに大きくなった。ありがとう、カーサ。君のおかげだ」


「私は何もしてません。ちょっと悪い遊びを教えたぐらいですよ、陛下」


　十一年前と変わらぬ副ふく将しようの物もの言いいに、彼は「まいったな」と頭を搔かいた。


　そして、他の子供たちに顔を向け、


「皆みなも。苦く労ろうをかけた」


　弟たちは全員、床に跪ひざまずいていた。一人残らず──ナブロでさえ──感かん激げきに震ふるえている。彼らはかつて、この王を戴いただいて、他のすべてと戦ったのである。歴史にその名を刻きざんだのだ。一いち丸がんとなって戦い、破やぶれ、世界中から執しつ拗ような追つい撃げきを受けて、十一年間息を潜ひそめてきた。この日を迎むかえることだけを心に思い描いて。


　この日だ。この瞬間のためにだ。


　胸に去きよ来らいする想おもいは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたかった。


　特にラウは、深い達成感に包つつまれているようだった。彼もワインと同じく、王の実の肉にく親しんだ。


「……兄にいさん」


「ラウっ!?　ハハ。歳を取ったな」


「余よ計けいなお世話だ。ずっと寝ねてたのはどっちだと──」


　と、答える間にも両目に涙なみだが滲にじみ、それ以上は言葉にならない。嗚お咽えつを嚙かみ殺した。


　弟たちの中から、ダールが恭うやうやしく歩み出た。手に、ここに来る前に調ちよう達たつしてきたローブがある。全身をすっぽり包む白いローブだ。裸ら身しんを晒さらす王に差し出すと、彼は礼を言って受け取った。


「立てますか？」


「まあ、立つぐらいなら」


　ローブに腕うでを通とおし、棺の中で立ち上がる。そうすると、彼の髪は、胸むな元もとどころか腰こしより長く、膝ひざの辺りまで流れていることがわかった。その姿は「王」というイメージには少しそぐわない。だが、彼の為なしたことは、地上に現れたどの「王」にも、勝まさるとも劣おとらぬことなのだ。十一年前に為したことも。これから為すことも。


「ザザ」


「はっ」


「このあとの計画は？」


「特区に『結けつ界かい』を張り直します。少しばかりアレンジを加くわえて」


「アレンジ？」


「はい」


　首しゆ肯こうして、ザザは顔を上げた。悪いた戯ずら好ずきな彼らしい口くち振ぶりで、


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は招まねかれなければ入れない。一度入れば出ることができない。この『結界』の対たい象しようを、いまとそっくり入れ替かえます。つまり、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』以外の者、に。特区を丸ごと人質に取り、今一度世界に狼煙のろしを上げようかと」


「それはまた……」


　彼は目を丸くした。


「それで、『賢けん者じや』は特こ区こを出ろと……しかし、できるのか？」


「可か能のうです」


「なら大急ぎで始めなさい」


「え？」


　今度はザザが目を丸めた。王は平へい然ぜんとした顔をしている。


「『西にしの虎こ仙せん』がこちらに近づいている。他にも幾いくつか──私が甦よみがえったので引き返した者もいるけど、大きな力がこの地を中心に動き出しているようだ。十一年前ので懲こりたのだろうね。どの始祖ソース・ブラツド殿どのも打つ手が早い」


　どこか、のほほんとした口振りだった。


　ザザの顔色が変わった。


「ハンス。マーベリック。ヤフリー。支配下に置いた『赤い牙レツド・フアング』を呼び戻もどす。彼らを指し揮きして『カンパニー』本部を陥落おとせ。また、同時に混乱を起こすこと。数を増やすんだ。パニックで特区の動きを止める。ナブロは回復次し第だい、ジャネット・ハーゲンダルフを捜さがし出して暗あん殺さつ、もしくは特とつ区く外がいに追おい払はらえ。カーサとダールは、それぞれケイン・ウォーロックと『銀刀』を。ラウはここで王とワインを守れ。全員、真銀刀のことを忘れるなよ。十分警けい戒かいしてかかれ」


　一族の軍ぐん師しとして、ザザが矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばした。彼の真しん剣けん味みが伝わったのだろう。ハンス、マーベリック、ヤフリーの三人は、ひと言も無む駄だ口ぐちを利きかず、ただちに石室を出た。ナブロも肩を竦すくめ、反はん論ろんすることなく立ち去った。


「もうひとつ」


　と王が付け足す。


「転てん生せいは取りあえず凍とう結けつしたけど、『賢者』が危き機き的てき状じよう況きようにあることは、いまも変わってない」


「では……護ご衛えい者しやも!?」


　ザザが歯は嚙がみした。彼自身、いまでは姉し弟ていの前ぜん線せん戦せん力りよくとなる力を有ゆうしている。しかし、彼にはこれから、特区全域に『結界』を敷しくという仕し事ごとがある。それも、術の構こう成せいを変へん更こうした上で行うのだ。時間が切せつ迫ぱくしてきたいま、作業に集中しなければならない。


「面おも白しろい」


　カーサが言った。


「ダール。剣を貸せ。私が独ひとりで行く」


「お姉ちゃん！」


「ザザよ。おそらくだが、ケインやジャネットは大人しく『賢者』の指し示じに従したがうさ。ここに来るとすれば、ジローだけだ」


「だからって、独りでなんて！」


　ザザはあくまで反対した。カーサは振り向き、王に言った。


「副ふく将しようカーサ、王を弑しいせし『銀刀』を討とう伐ばつに参まいる。ご許可を」


　王は腕を組んだ。しばらくじっとカーサの顔を見つめ、何事か思し案あんしていた。


　しかし、やがてほほえみ、ゆっくりと頷うなずいた。


「わかった。会って来なさい、カーサ。『導どう主しゆアダム』が許す」









　　五章　血を継つぐ者たち
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　コタロウの呼びかけがあったころ、ミミコとケインは追つい撃げきする『赤い牙レツド・フアング』に、完全に包ほう囲いされていた。


　ケインはすでに疲ひ労ろうの極きわみにあり、しかもミミコという重おもしを背せ負おっていた。数も違ちがう。


『赤い牙レツド・フアング』の包囲が突とつ破ぱできず、逆ぎやくに追い詰つめられたのだ。


「いざとなったら、あたしが真銀刀を抜ぬきます」


「止やめておけ。奴やつらにどれほどの根こん性じようがあるかはわからんが、遠えん距きよ離りから爆ばく弾だんでも投げられればお終しまいだ」


「でも、このままじゃ！」


「……心配するな。少なくとも、お前だけは絶対に逃にがして見せる」


　ケインはそう言うが、やはり無む理りだ。真銀刀ジエンインタオに賭かけるしかない。


　二人はいま、第二地区セカンド・ヤードの倉そう庫こ街がいにいる。辺あたりに人ひと気けがないのがせめてもの救いだが、強きよう行こう軍ぐんだったため、ここに逃げるまでに多数の目もく撃げき者しやを出していた。


　──ううん。いまはそんなこと気にしてる場合じゃない。


　事態は大きく変わったのだ。事務所が襲しゆう撃げきを受けたときもそうだったが、さらに広い意味で、事態は変わった。


「……ケインさんも、聞きましたよね？」


「ああ。おそらく、特とつ区くにいる者すべてに届いたろうな」


　あれがいったいなんなのか、一いつ般ぱんの人々はもちろん、『カンパニー』の人間でもわかりはしないだろう。しかし、声には真しん摯しな説せつ得とく力りよくがあった。それに、声を受うけ取とった瞬しゆん間かんに自し然ぜんと湧わいたあの、イメージ。香ホン港コン。


　現在特区に変へん事じが──それもただならぬ変事が起きていることは、もう誰だれの目にも明あきらかだ。コタロウの声を聞いた者たちは、すぐに現在の特区とかつての香ホン港コンを結びつけただろう。特区からの脱だつ出しゆつを図はかる者は、大おお勢ぜい出るはずだ。


　ミミコは長い間、特区で暮くらしてきた。彼女の記き憶おくのほとんどは、この都と市しを舞ぶ台たいにしている。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に襲おそわれて炎えん上じようする香ホン港コンの姿を、この特区と重ねるのは辛つらかった。しかし、辛いからと嘆なげいているだけではいたくない。いるわけにいかない。コタロウは、特区を出ろと言ったのだ。それはつまり、「生き延のびろ」ということではないか。


　コタロウはミミコに、希き望ぼうと元気をくれたのである。


　──ジローさんだって……


　きっと特区を脱出してくれる。だって、コタロウが──彼の主あるじが、「生きろ」と言ったのだ。ジローだって従ってくれる。いまはそう信しんじるしかなかった。


　だから余よ計けいに、逃げねばならない。特区を出て、もう一度ジローと会うのだ。それから先のことは、そのとき考える。いまはまず、なんとしても、無事に逃げ延びねば。


「……絶対に！」


「だから、お前は逃がしてやると言ったろ」


「ケインさん。コタロウ君は、『みんな』って言ってました。それに、声は『みんな』に届いたんです」


　ミミコはそう言って、ケインに笑いかけた。こんなときに笑えるミミコに、ケインは驚おどろいた。力を出し尽つくし、あとはどこで果はてるか──そんなことしか考えていなかったのだ。なんでもないようなミミコの笑えみに、圧あつ倒とうされる。


「……君は、強いな」


　陣じん内ないがよく口にしていた、赤い血レツド・ブラツドの力。それともこれは、「女」の底そこ力ぢからだろうか？


　しかし──


「……あれ？　ケインさん？」


「むっ」


　断だん続ぞく的てきに続いていた射しや撃げき音おんが途と絶だえた。ケインが気け配はいを探さぐるまでもなく、敵が急に撤てつ退たいしていくのがわかる。


「呼び戻された？　なぜだ……」


　言いかけて、ハッとケインは思い至った。


「……復ふつ活かつしたのか？」


　考えられる。いや、仮に『赤い牙レツド・フアング』の撤退に異ことなる理由があるにせよ、九龍王クーロンおうの復活は、すでに確かく定ていしているようなものだ。墓所はカーサたちに占せん拠きよされているのだから。


　と、そのとき、二人のもとにヘリのローター音が聞こえてきた。


『赤い牙レツド・フアング』かと思ったが、そうではない。鎮ちん圧あつチームだ。ハンス、ヤフリーの二人と交戦していた部隊である。銃じゆう声せいを聞いて駆かけつけてきたらしい。


「まったくっ。タイミングがいいのか悪いのか！」


　サーチライトに照らされながら、ケインはほっとした様子で毒づいた。隣となりではミミコが夢む中ちゆうになって手を振ふっていた。





　鎮圧チームと合流したケインは、ただちにバドリックの乗るヘリと通つう信しんした。


「本部が襲撃を!?」


　幸さいわい尾お根ね崎ざきと張ジヤンは無事だったらしい。しかし『カンパニー』の機き能のうは完全に停止していた。システムの復ふつ旧きゆうは目め処どが立たないらしい。


　ただ、状じよう況きようは変わったのだ。


　ケインは手短に彼の側──吸血鬼たちの戦いと、その結果について話した。バドリックの動どう揺ようは激しかった。無む理りもない。龍りゆう王おうが敗やぶれるなど、誰一人想像もしていなかったことだ。


「私はこれから、私と龍殿どのの部下を率ひきいて特区を出る。君たちは本部に戻って、このことを伝えてくれ。おそらく……本部でも、同じ決けつ断だんを下すはずだ」


　そのあと、ケインはヘリにジャネットが同どう乗じようしていると聞き、彼女とも代わってもらった。


　ジャネットの声は沈ちん痛つうだ。


『自分の無む力りよくに嫌いや気けが差さします。これだけの戦力を率いながら、なんのお役にも立てなかった……』


「君がいてくれなければ、俺は浮うき島しまでとっくに死んでいる。それより、部下の多くを失わせてしまった。済すまない」


『……ケイン殿』


「なんだ？」


『特区を出て、ケイン殿はどうされるのです？』


　その問いに、ケインは言葉を詰つまらせた。


　ウォーロック家の本家があるのは、イギリスのロンドンだ。特区が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に敗はい北ぼくしたことを知れば、本ほん家けの長おさはケインに本ほん国ごくへ戻るよう告つげるだろう。


　しかし、とケインはいまさらながら──いや、考える余よ裕ゆうを得えたからこそ、ここ数時間の出来事を思い起こし、内ない省せいした。


　セイの、ゼルマンの、『カンパニー』の敗北。


　ジローの、ケインの、陣内の敗北。


　特区の敗北。


　積つみ重かさねられた敗北と失うしなわれた平和が、ケインの胸に迫せまった。今こん夜やの戦いを通して、もっとも激はげしい憤いきどおりが胸を焼やき焦こがした。


　このまま引き下がるのか？


　違ちがう。確かに自分たちは負けた。負けはした。が……


「……香港は」


『え？』


「幾いく度ども負け、廃はい墟きよとなったが、最後には、奪還された」


　そんなことを考えていた訳わけではなかった。


　しかし、セイの感かん染せん以い降こう、分ぶ厚あつく立ち込めて視し界かいを閉とざしていた暗あん雲うんの奥おくから、その言葉は天から降ふり注そそぐ月光の如ごとく、目ま映ばゆく輝かがやきながらケインの前に舞まい降おりた。


　月明かりに導みちびかれるように、ケインは力強く、その言葉を口にした。


「たとえ特とつ区くから撤てつ退たいしようと、俺たちは必ず、特区を奪還する」


　決意の台詞せりふは、バドリックにも聞こえたらしい。通信機の向こうから、彼が息を呑のみ、涙なみだぐむ音が伝わってきた。彼だけでなく、周しゆう囲いの隊員たちも嗚お咽えつを堪こらえていた。


『……ケイン殿。そのときは、私も』


「ジャネット。いまはまず、脱だつ出しゆつのことを考えろ」


　それを最後に、ケインは通信を切きった。給きゆう水すい塔とうでついに涸かれたかと思われた力が、彼の血けつ流りゆうに戻っていた。


　まだ自分は戦える。そして、戦い続けねばならない。


「ミミコ君。君は彼らと一いつ緒しよに『カンパニー』本部に行きたまえ。ジローには私から伝つたえておく」


「はい。ジローさんには、ケインさんから伝えてください。でも、本部には行きません」


　ケインはとっさに反はん応のうできなかった。冗じよう談だんとも思えない。「しかし──」と言ったきり、なんと言えばいいのかわからなくなった。


　ミミコはケインの目を見上げ、落ち着いた口くち振ぶりで説せつ明めいする。


「ケインさん。ケインさんにどこまで納なつ得とくしてもらえるかわかりませんが、『カンパニー』は特区の人たちに責せき任にんがあるんです」


「責任？」


「はい。だって『カンパニー』は、みんなに内ない緒しよで、吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを招まねき入いれてたんですから。もちろん、吸血鬼との共きよう存ぞんを目指すことが、間ま違ちがっていたとは思いません。でも、それが原げん因いんで今回の事じ態たいが起こったのは事実です。ケインさんはさっき、本部が特区を脱出するだろうって言いましたが……私にはわかります。尾根崎会長も、張部長も、自分たちは、きっと逃にげない。代わりに、一人でも多くの人たちを特区から脱出させようとするはずです。陣内部長が生きていても、同じことをしたでしょう。なぜならそれが、『カンパニー』の姿し勢せいだからです」


「それは……」


　ケインは絶ぜつ句くした。虚きよを突つかれたようになった。


　ケインは、自分たち吸血鬼と『カンパニー』は、一いつ心しん同どう体たいだと思っていた。遺い灰はいを巡めぐって一度は関係が悪あつ化かしたが、今夜の戦いに協力して臨のぞんでからは、勝利も敗北も共に味わうのだと。そしてそれは、別に間違った認にん識しきではない。


　しかし、それだけでは足たりないのも事実だった。ミミコの言う通り、吸血鬼たちと『カンパニー』は立場が違う。彼らは人間で、他の人間たちの反はん発ぱつを避さけるために、秘ひ密みつ裏りに吸血鬼たちとの橋はし渡わたしを買って出ていた。吸血鬼ブラツク・ブラツドの力になるために、同どう胞ほうたちにリスクを負わせていたのである。ならば、その負ふ債さいは、最後まで背負う責任が、確かにあるのだった。


「しかしっ……君はもう『カンパニー』の人間ではないんだぞ？　何も特区に残ることは──」


「あ、違います違います。そう言う意い味みじゃなくて」


　とミミコはもう一度笑う。ケインは、自分が完全に翻ほん弄ろうされていることを自じ覚かくした。


「一いつ般ぱんの人たちは『カンパニー』が面めん倒どうを見てくれる訳でしょう？　協きよう定てい血けつ族ぞくは、ケインさんや部下の人たちが率いてくれるって言ったじゃないですか。だからあたしは、それ以外の人たちを助けなきゃいけないんです。あたしにも、責任を負わなきゃいけない人たちがいるんですよ」


「……それは、君がクビになってから世せ話わをしているという？」


「はい。協定血族にはなってない、流ながれ者ものや小さな血族の人たち。いまのあたしは、そういう人たちを相手に、調ちよう停てい屋やをやってるんです。だから──」


　ミミコはケインの目を見て、しっかりと言った。


　ケインがこれまで受けてきた、様々な視経侵攻アイ・レイド。そのどれにも似にていない──しかし、そのどれにも劣おとらない、強い視線だった。


「……放ほうり出すことはできないのか？」


　答えを予よ感かんしつつ、ケインは聞いた。


　ミミコの答えは、予感した通りのものだった。


「陣内部長に、怒おこられますから」


　なるほど、とケインは思う。


　この子は紛まぎれもなく、陣内ショウゴの血けつ統とうに属ぞくする者らしい。


「葛かつら城ぎミミコ君」


「はい？」


「いまはっきりと確かく信しんした。君は、ジローには惜おしい」


　ミミコははにかみ、同どう意いして頷うなずいた。
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　襲しゆう撃げきの傷きず痕あとが残る『カンパニー』本部の、第二情報管かん制せい室しつ。広いとは言えないこの部屋に、現在残っている職員の大たい半はんが詰つめ込まれていた。


　本来、緊きん急きゆう時じの指揮は第一管制室で行われる。設せつ備びも、そちらの方が整せい備びされている。だが、本部を襲撃したマーベリックは、真まっ先さきに第一情報管制室を襲おそい、徹てつ底てい的てきにシステムを破は壊かいして行った。現在『カンパニー』は第二管制室にオペレーターを移うつしてシステムの復旧に努つとめていたが、回かい復ふくした機能は全体の二十パーセントに満みたなかった。


　バドリックとジャネットが本部に到とう着ちやくしたとき、尾根崎と張は、この第二管制室で指し揮きを執とっているところだった。


　ミミコの予想は的中した。


　バドリックからの報告を聞いた尾根崎は、むしろ吹ふっ切きれた様子で、


「ご苦労だった」


　と彼の労ろうを労ねぎらった。


「あなたもだ。ミズ・ジャネット。はるばるお越こし頂き、大変な目に遭あわせてしまった。お詫わびのしようもない」


「不ふ明めいを恥はじるのはこちらの方だ。せめて、貴き君くんら『カンパニー』の特区脱だつ出しゆつについては、総そう力りよくを挙あげてサポートさせて欲ほしい。あいにく移い動どう手しゆ段だんは用意できないが、我々のマンパワーがあれば──」


　ジャネットの申し出を、尾根崎はきっぱりと辞じ退たいした。


「気持ちだけ頂こう。だが、我々はここに残る」


「残る!?　お、お待ちなさい。気持ちはわかるが、もはや我われらに勝ち目はない。ケイン殿どのの仰おつしやった通り、特区を離れ、捲けん土ど重ちよう来らいを図はかるべきだ！」


「ええ。むろん、その準備もします」


　と、傍かたわらに控ひかえる張を振り返り、


「選せん抜ばつの準備は？」


「若わか手ての優ゆう秀しゆうな人材を中心に選んでいますが、いま少し時間が。ただ、船の手て配はいは済すんでおります。シンガポールへの要よう請せいも上う手まくいきました」


「そうか。では、十じゆう字じ軍ぐんは『カンパニー』の受け入れを認みとめたのだな？　ありがたい。そこが一番ネックだった」


　シンガポールの十字軍は、正式名めい称しようを『世せ界かい吸きゆう血けつ鬼き対たい策さく委い員いん会かい』と言う。十字軍という通称は、組そ織しきの母ぼ体たいとなった民みん間かん軍ぐんから来ていた。香ホン港コン十字軍。かの香港聖戦の折おり、神しん父ぷの指揮のもと『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と戦った部隊である。


　もっとも、十字軍は基き本ほん的てきに、吸血鬼は人じん類るいの敵てきであるという態度を取っていた。『カンパニー』の存在は知っているし、組織間のやり取りもあったが、人と吸血鬼の共存を掲かかげる『カンパニー』の理想については、強い反はん発ぱつを示していたのだ。


「しかし、サマンサ教授が強く受け入れを支し持じしてくれました。どうも、昨日きのうのうちに個人的に打だ診しんを受けていたとか。火か急きゆうの折は骨ほねを折ってくれ、と」


「なに？　誰がそんな──」


「調停員コンプロマイザーが二名、現げん地ちに飛んでいた模も様ようです」


　それを聞いて、尾根崎は口をつぐんだ。


　目を閉じ、様々な思いを嚙かみしめる。「くそっ」と口の中で小さくぼやいた。


「これは個人的見けん解かいですが、どうも『あの若わか造ぞう』は、格かつ好こうを付けすぎますな」


「……ああ。同感だ」


『カンパニー』会長とその腹ふく心しんは、互たがいに言葉に出さない思いをしばし共きよう有ゆうした。私的感情はどうあれ、十一年間『カンパニー』を支ささえてきた最大の功こう労ろう者しやは、ここにいる二人と、ここにいない一人なのである。三人の力があったから、ここまでやって来れたのだ。


「会長──」


　とバドリックが注意を喚かん起きした。尾根崎は感かん傷しようを脇わきに押おしやり、彼に頷いた。


「鎮ちん圧あつチームはギリギリまで特区に残り、一いつ般ぱん人じんの脱出を誘ゆう導どうしてもらう。最後まで貧びん乏ぼうくじを引かせて済すまない」


「望むところです。しかし、会長たちは？」


　そのときにはバドリックにも、尾根崎と張の覚かく悟ごをある程てい度ど察さつしていた。実際尾根崎は、直接質問には答えず、


「取りかかってくれ」


　と言っただけだった。


　ジャネットが一歩進み出た。


「……貴君の態度には感かん服ぷくした。だが、あえて言わせて欲しい。こののち十字軍を頼たよるとしても『カンパニー』は残すべきではないのか？」


「『カンパニー』は残ります。そのためにこそ我々は、『カンパニー』の中ちゆう核かくを──次代の中核を担う人材を選せん抜ばつしている。もし良よければ、あなたには彼らが特区を出るまでの護ご衛えいを頼たのみたい」


「護衛は引き受ける。喜よろこんで。しかしだ！　スタッフのみを残しても、それを統とう括かつする者がいなければ、組そ織しきは成なり立たたない」


「そんなことは──」


「いえ、会長。彼女の言う通りです」


　反はん論ろんしかけた尾根崎の言葉に、横から張が割わり込こんだ。「何？」と振ふり向く彼に向かい、張は平へい然ぜんと、後ろに回していた手を向けた。


　持っていたのは催さい眠みんスプレーだ。バドリックやジャネット、そして尾根崎が啞あ然ぜんとする前で、張は涼すずしい顔でスプレーを噴ふん射しやした。


「……張！」


「申し訳ありません、会長。ですが、ひと言。人じん員いんの選せん抜ばつをわたくしに任まかされたのは、他ほかならぬ会長ご自身です」


「貴き様さま……」


　噴出したガスは即そつ効こう性せいだった。にもかかわらず、尾根崎は張の胸むなぐらをつかみ上げた。


　張は穏おだやかにほほえむ。彼がそんな微び笑しようを見せたのは、そのときが初めてだった。


「ありがとうございました、会長。半はん世せい紀き近く吸血鬼を狩かることしか能のうのなかったわたくしが、最さい期ごに素す晴ばらしい事業に立ち会えた。心から、感謝しております」


「…………張……」


　尾根崎の手から力が抜ぬけた。ズルズルと崩くずれ落ちる彼を、張は優やさしく受け止めた。


　バドリックとジャネットは、まだ呆ぼう然ぜんとしている。前ぜん者しやはもちろん後こう者しやですら、実際に張が動くまで、彼がしてのけた行動を予よ期きできなかった。何しろ、まったくそんな兆ちよう候こうを見せなかったのだ。『杭打ち師パイル・キラー』の名に恥はじぬ、鮮あざやかな奇き襲しゆうだった。


「……バドリック君」


「は、はい！」


「わたくしの選抜した中には、君も入っている。ギリギリまで残れとは会長の命令だが、最後まで残ることは、わたくしが許ゆるしません。いよいよとなれば部下を率ひきいて特区を出なさい。よろしいな？」


「それは──」


「よろしいな？」


　張の眼光がバドリックを射い抜ぬいた。バドリックは立ち竦すくみ、唇くちびるを結んで承しよう諾だくした。


　張はバドリックが頷うなずくのを確かく認にんして、


「では、ジャネット嬢じよう」


「はいっ──あ、いや。な、何か？」


「先ほど会長は、わたくしが選抜した者の護衛を頼まれ、貴方あなたはそれを承諾してくれました。そこで私からも依い頼らいを付け加くわえたい。特区の外に出す者の中には、先ほどの襲しゆう撃げきで負ふ傷しようした者や、意識のない者もいる。彼らの安全には、特に気きを配くばって頂けますか？」


　のうのうと言う張は、表情ひとつ変えなかった。


　正義と名めい誉よを信しん奉ぽうする『壮そう剣けんローラン』の血族であるジャネットは、奇襲や騙だまし討うちという戦せん法ぽうを嫌きらっていた。しかし、三百年近く生きてきて、さっき見せられた以上に素す晴ばらしい奇襲を、彼女は知らない。


「……心こころ得えた、張大たい老ろう。そして、無ぶ粋すいな質問を許されよ。貴き君くん自じ身しんはこれからどうされるのか？」


「ふむ。確かに無粋ですな」


「失礼。質問は撤てつ回かいする。聞いて欲しい。私は、今日一ひと晩ばんですっかり『カンパニー』が気に入ってしまった」


　心の底からジャネットは言った。すると張は、またしても完かん爾じとして笑った。


「はい。多くの血族の方々より、支し持じを得ております。我々の、誇ほこりです」





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　コタロウの呼び声を聞いたあとも、ジローは戦いを続けていた。『赤い牙レツド・フアング』の追撃がありがたいぐらいだった。少なくとも、剣けんを振るっている間は、戦闘に没ぼつ頭とうしていられるからだ。


　コタロウの呼び声を、ジローは黙もく殺さつした。コタロウの呼びかけの対たい象しように、自分は含ふくまれないと決めつけた。


　なぜなら、ジローの中の『血』は、いまなお声こわ高だかに『賢けん者じや』の危き機きを叫さけんでいるからだ。主を助けるべし。そう言って、力を与あたえているからである。だから、ケインが苦く戦せんした重じゆう装そう備びの部隊も、いまのジローはものともしない。当たるを幸さいわいと斬きり倒たおし、薙なぎ払はらい、獰どう猛もうな唸うなり声を上げて、墓所を目め指ざしていた。


　だって、そうだろう？


　兄が弟を助けに行くことの、何が間ま違ちがっているのか。


　惚ほれた女の生まれ変わりを救すくうことが、どうしていけないのか。


　誰にはばかることもない。誰にも文もん句くは言わせない。ジローはそう信じて──自分に言い聞かせて、血けつ路ろを切り開いていた。


　それに、いまの自分なら勝てると思うのだ。


　この暴ぼう走そうする『血』の力をもってすれば、自分は誰にも負けはしない。ナブロだろうと。ダールだろうと。カーサだろうと。セイにだって。


　むしろいい機き会かいだ。恨うらみ重なる九龍王クーロンおうの遺い児じを一人残らず切り伏ふせて、奴やつらに染そまった吸血鬼たちも片かたっ端ぱしから斬り捨てる。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を根ね絶だやしにしてから『賢者』を助ければ、それで完かん璧ぺきだ。パーフェクトだ。長年にわたる心しん痛つうは取り除のぞかれ、自分の悲ひ願がんは達たつ成せいされる。


　よし、とジローの心が浮うき立った。


　考えがまとまり、安あん堵どさえ覚えた。


　すでにジローの身体からだはガタが来ていた。さっきからずっと暴走しているのである。血流が噴ふき出し、脈動は乱みだれ、四し肢しはいまにも破は裂れつしそうになっている。そんな有あり様さまで、ジローは嬉うれしげな笑えみすら浮かべた。ぷつ、とこめかみの血けつ管かんが裂さけ、血と、眩霧リーク・ブラツドが噴き出した。


　我わが君きみ──


　焦しよう点てんの定まらなくなったジローの瞳ひとみが熱を宿やどす。


　いま、お側そばに──


　脳裏に浮かぶ麗うるわしき微笑。


　が、唐とう突とつに、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの主ではなく、別の笑顔が脳のう裏りを過よぎった。


　黒い髪かみと黒い瞳ひとみ。ちょっと拗すねているようなアヒル口。朴ぼく訥とつな容よう姿しの──しかし、とても可愛かわいらしい笑顔だった。


　ジローの足が止まった。


　気がつけば、周囲に『赤い牙レツド・フアング』の気け配はいがなくなっていた。いつからだろう。まるで気がつかなかった。ここがどこかもわからない。空を見る。強きよう風ふうの吹ふきすさぶ上じよう空くうでは、雲が大だい蛇じやのようにうねり、所ところ々どころに空あいた隙すき間まから、夜空と星と、月が見えた。


「……私は」


　あの瞬間。


　ジローは、コタロウではなく、ミミコを助けた。


　判断とか、決断とか、そういうレベルの問題ではなかった。身体が動いてしまったのだ。『血』が猛もう烈れつな勢いで主を助けに駆かけつけようとする、まさにその最中に、スッとジローが、反応してしまった。本当に、ただ、反射的に。


　ゼルマンが駆けつけていなければ、コタロウは死んでいたというのに。


　彼が駆けつけることなど、まるで想定していなかったというのに。


　しかもだ。


　もし、あのとき、あの場面に、もう一度戻ったとする。


　ジローは、自分がどんな行動を取るか、自分でもわからなかった。本当にわからなかった。どちらを選ぶと問われれば、主に決まっている、と即そく答とうしつつ、ではミミコを見殺しにできるのかと問われれば、否と答えてしまうのである。決められない。そんなことがあるだろうか？　この、自分が。『賢者イヴ』の護ご衛えい者しやたる、この望月ジローが。いったい、なんということだ。


　そして、いまも。


『血』は訴うつたえる。一いつ刻こくも早く主の元に駆かけつけろと。


　なのに、主は命じた。特区から出ろと。


　なぜ？


　どうして？


『血』の導みちびきに従したがえ。そう言ったのはあなたではないか。それも、今日の昼間だ。ほんの数時間前だ。


　それなのに。


「我が君。私の助けは──」


　もう、必要ないのですか？


　ツ、と全身から噴き出す血に混じり、ジローのまなじりから赤い血の滴しずくが一いつ滴てきこぼれた。


　ジローは動けない。どうすることもできない。が、動けないジローを、突つき動かすものがあった。


　火か炎えんだ。


　突とつ然ぜん襲おそいかかってきた炎ほのおの鞭むちに、ジローの身体が反はん応のうした。銀刀を振ふり抜ぬき、炎を切り裂さく。月が見え隠かくれする夜空に、赤い火の粉こが飛び散ちった。


「……へ」


　建物の陰かげから、声がした。ゼルマンがビルの壁かべにもたれかかって、銀刀を掲かかげるジローを眺ながめていた。


「……生きてるじゃないか。立ったまま死んだのかと思ったぜ」


「……ゼ──」


「あん。口が利けないのか？　昨日と同じだな。どうせならリベンジと洒しや落れ込こみたいが……」


　そう言ってゼルマンは壁から身を剝はがした。その途と端たん、足あし下もとがふらつき、よろめいた。


　彼の両りよう腕うでは真ま下したに力なくぶら下がっていた。真銀刀を受け止めた傷きず痕あとが醜みにくくただれ、灰になっている。もはや、使つかい物にならなくなっているのだ。ただ、腕の傷は重じゆう傷しようだが、彼が受けているダメージの深しん刻こくさを考えると、そんなものはごく些さ細さいな傷といえた。彼はすでに回かい復ふく不ふ能のうな致ち命めい傷しようを負おっているのである。


　それでもゼルマンは、頼たよりない足取りで、一歩ずつジローに接せつ近きんした。


「コタロウを助けに行くつもりか？　無む駄だだぜ。いまのお前じゃ、あそこまで保もたん。賭かけてもいいが、辿たどり着つく前にただの血けつ塊かいになり果てる。お前も難なん儀ぎな『血』を背せ負おってるよな。他人のことは、言えないが」


　近づくゼルマンを、ジローは黙だまって見返していた。


　いまならわけなく斬きれる。事実、『血』は邪じや魔ま者ものを排はい除じよして先に進むようジローを促うながした。しかし、ジローは逆さからった。


　ゼルマンは、彼らしくない、熱ねつに冒おかされたような口を利いている。身体が死にかけているのだ。『血』が滅ほろびに瀕ひんしている。だが、彼の赤い瞳は生きていた。だから、剣を向けることが躊躇ためらわれた。


　ゼルマンがさらにジローに近づく。間合いに入ったときも、やはりジローは斬らなかった。


　ゼルマンが鼻を鳴らす。と、そこで足が縺もつれ、ジローに向かってつんのめった。


　ジローは受け止めようとはしなかったが、避よけようともしなかった。ゼルマンは屹きつ立りつするジローの胸に寄りかかり、辛かろうじて転てん倒とうを免まぬがれた。


「……やれやれ……ひでー様ざまだ」


　と自じ嘲ちよう混まじりにぼやく。そして、もはや形なり振ふり構かまわず、顔を上げ、ジローをねめつけた。


「……心しん音おんがデタラメだ。保もたない訳だぜ」


「……なにを……」


「何をしに来たかって？　ハハ。聞いて驚おどろけ。お前を諭しに来た」


　それは確かに驚くべき台詞せりふだった。ジローが目を剝むくのを見て、ゼルマンは疲ひ弊へいした美び貌ぼうをニヤリと歪ゆがませた。


「ついうっかり、コタロウの声を聞いちまったからな。どうせ俺は助からんが、間に合うようなら年ねん長ちよう者しやとして、手を貸かしてやろうと思ったのさ」


　そう言って笑い──突然、咳せき込こんだ。


　口から驚くほど大量の血が吐はき出だされた。彼の体内の状じよう況きようが、その吐と血けつ量りようからもうかがえる。間に合うようなら、とゼルマンは言ったが、本当に、ギリギリの状態なのだ。


　しかし、咳を止め、再びジローを見上げたゼルマンの瞳は、彼の二つ名に相応ふさわしく、見る者の記き憶おくに刻み込まれるような美しい色を宿やどしていた。


「聞け、ジロー……俺は以前コタロウに、『血』はお前を裏うら切ぎらない、と言ったことがある。自分のことは棚たな上あげにしてな。だが、あの言葉に噓うそはない。吸血鬼の本質は『血』だ。これは、真実なんだ」


　そんなことは言われるまでもない。ジローより、むしろジローの『血』がゼルマンに反発して、体内で荒あれ狂くるった。胸に顔を当てるゼルマンは、ジローの脈みやく動どうが乱れるのを知って、「おやおや」とおかしそうに言った。


「ジロー。いまお前は、弟を救すくえって『血』にせっつかれてんだろ？　ところが当の弟は逃にげろと言う。それで板いた挟ばさみにあってると、そんなところじゃないのか？」


　図ず星ぼしだ。ジローの反応を確認してから、


「間ま抜ぬけ」


　とゼルマンは小こ気き味みよさそうにささやいた。


「『血』ってのは本ほん能のう的てきだ。まあ、『血』が言うんだから、コタロウは救う必要があるんだろうさ。それが血けつ統とうのためなんだ。ただ、コタロウにはわかってるのさ。いまのお前じゃ足りないってな。だから言ってるんだ。出直せ、と」


「……な!?」


　ジローが意い表ひようを突かれて目を見開いた。彼だけではない。なんと、彼の中の『血』まで動どう揺ようが広がった。


　しかも、意見が割れた。ゼルマンの言葉を受け入れる脈動。あくまでも主あるじの救きゆう出しゆつを優ゆう先せんする脈動。それぞれがジローの体内を駆かけめぐっている。こんなことは初めてだ。


　ところが、ジローの異い変へんを感かん知ちしたゼルマンは、「やはりな──」と得とく心しんしていた。


「『賢者イヴ』の血統。他の血統の『血』までのみ込んでるわけだ。昨日の勝負で妙みようだとは思ったが……道理で」


　そんなことはジローですら知らない。しかし確たしかに、ジローの力の奔ほん流りゆうが、少しだが制せい御ぎよできるようになった。


　ゼルマンの意見を取り入れた『血』が、暴走を止めて雌し伏ふくに入ったからだ。やがて来る、主奪だつ還かんのときに備そなえて。


　ジローの脳のう裏りで幾いくつもの思し考こうがスパークした。


『賢けん者じやイヴ』の血統は、血を吸った血統の能力を取り込むことができる。しかし、『賢者』の真しんの目的が、そんな表ひよう面めん的てきなことだろうか？　むしろ、あらゆる『血』を取り込み、共にあり、それを未来へと残し続けることこそ、目的なのではないか？　血統の創そう始しのとき、『賢者』が願ったのは、そういうことではないのか？


『血』はざわめいている。まだ暴走を続ける脈動もある。


　しかし、猛たける脈動は次し第だいに数かずを減へらし、ジローは己おのれの身体からだのコントロールを取り戻もどした。主への想おもいを殺ころし、雌伏する脈動。その中にはおそらく、勝しよう算さんを冷れい徹てつに計けい算さんし、現時点での戦いを否いなとする『闘とう将しよう』の『血』も含ふくまれているはずだ。


「ハッ……こんなのを何千年と御して来たとはね。『賢者』には、恐おそれ、入る……」


　ズルっ、とゼルマンがジローの胸から滑すべり落ちた。


　いよいよ身体の機能が停止しつつある。ゼルマンは受け身を取る素そ振ぶりも見せずに、うつぶせに大地に倒たおれた。


「ゼルマンっ！」


「……ほう……口が利けるようになったか……」


『緋ひ眼がんのゼルマン』が発したとは思えない、力のない声だった。ジローは舌打ちし、彼の隣となりにしゃがみ込んだ。


「どうしてですっ？　どうしてこんなことを？　あなたが私を、死を賭として諭さとすだなんて──！」


「……言ったぞ……気まぐれだ」


「噓うそだっ。なんでなんです、ゼルマン!?」


　ゼルマンの答えに、ジローは納なつ得とくがいかなかった。確かにゼルマンは気まぐれで、いつ何をするかわからない危あやうさがあった。


　しかし、自らが死に逝いかんとするこの状況で、負傷した身体を押おしてまでジローを止めに来たのだ。ダールたちと戦ったときですら、仲なか間ま意い識しきをせせら笑っていた彼が。理由がないはずがない。


　しかし、ジローがその理由を聞き出すことは、ついにできなかった。


　墓所のある方向から荒あらぶる気け配はいが近づいてくるのを、ジローの『血』が察さつ知ちしたからだ。


　間ま違ちがいようもなく、ジローの中に刻きざまれた気配。カーサだ。


「……行けよ」


　ゼルマンがつぶやき、目を閉とじた。彼の命の輝かがやきを最後まで残す赤い瞳が、目ま蓋ぶたの下に閉とざされる。同時に、彼の鼓こ動どうが弱まっていった。


「ゼルマン……」


　カーサはおそらくジローと戦いに来たのだろう。ついさっきまでのジローは、それを望んでいた。しかし、いまは違う。命を繫つなぎ、力を備えて、弟を助けること。それが、ジローに与あたえられた使命であり、『賢者』の命令である。


　ジローが悔くやしげに頭を垂れる。彼の何倍もの時を生きた古血オールド・ブラツドが、最後に残してくれた助言。ジローは、嚙かみしめた。


「ありがとう──ございました」


　ゼルマンを残し、ジローはその場を立ち去った。





　ジローの気配が離はなれ、感じ取れなくなる。行ったらしい。それを待ってから、ゼルマンはぼそりとつぶやいた。


「……なんでかって？」





　　　２





　調ちよう停てい屋やの事務所であり、自みずからの住まいでもある小屋に辿たどり着いたとき、ミミコは目の前の光こう景けいに自らの目を疑うたがった。


　ビルの屋おく上じように建たてられた、小さな小こ屋や。そこを訪おとずれた吸血鬼たちが、屋上はもちろん、下のビルにまでひしめき合っているのだ。


　この周しゆう辺へんに暮らす吸血鬼たちが、ほとんど全員集まっていた。そして、待っていたのである。他の誰だれでもない、ミミコのことを。彼女が現あらわれたとき、人ひと気けのない寂さびれた町外れに、時ならぬ歓かん声せいが沸わき起こった。


「良かった、無ぶ事じだったか！」


　そう言って真まっ先さきに駆かけ寄よってきたのは、キケロだった。『義ぎ士しピクロテテス』の血けつ統とうを率ひきいていた元長老。結果的にずいぶんと迷めい惑わくをかけたにもかかわらず、ミミコの尽じん力りよくに感謝し、いまも人ひと手でが必要になる度たびに、何も言わずとも駆けつけてくれた。


「もう！　何回電話したと思ってるの。心しん配ぱいさせないでよねっ」


　そう言って涙なみだぐむのは、周チヤウだ。外見は中学生の女の子なのだが、これでも小さな血族の長おさである。初めは人間を警けい戒かいしていたが、少しずつ打うち解とけ合あい、いまではときどき酒さか盛もりをするほど仲なか良よしになった。『カンパニー』をクビになったあとは、彼女の元で居いそ候うろうさせてもらっていた時じ期きもある。


「まずは安心。じゃが喜ぶには早かろう。何があったか教えてくれんか。さっき聞こえた声。あれはコタロウ君の声だな？　いま何が起きておる？　儂わしらはこれからどうすれば良い？」


　彼はハンだ。この付近の吸血鬼たちの相そう談だん役やく。ここに越こして来るきっかけとなった大事件を解決して以い来らい、ミミコを信しん頼らいし、また、彼女は信頼に値あたいするということを周囲の吸血鬼たちに保ほ証しようしてくれた。彼がいなければ、ミミコはここで調停屋を続けることはできなかったはずだ。


　そして、彼ら以外にもこんなに大勢の者たちが、ミミコを頼たより、ミミコと力を合わせて、特とつ区くの異い変へんに立ち向かおうとしてくれている。人と吸血鬼の共きよう存ぞんを願ねがう者にとって、これほど嬉うれしい光こう景けいがまたとあるだろうか。


　陣内にもこの光景を見てもらいたかった。見て、褒ほめて欲ほしかった。


　──いいえ。


　こんなことで、陣内は褒めない。褒めてくれない。だってまだ何も解かい決けつしていない。全部これからやらなければならないのだ。


「わかりました。大だい丈じよう夫ぶ。何もかも説明します。私の指し示じに従って──そして力を貸してください」


「わかった。だが、先にひとつ厄やつ介かいな問題がある」


　キケロが苦い顔をすると、周があとを次いで説明した。


「実は、ミミコがいないもんだから、近くをみんなで捜してたんだ。そのとき、あいつらにばったり見られちゃって」


　あいつらというのは、吸血鬼たちに囲まれて青あおざめている、白人男性の集団だった。業ぎよう務む用ようとおぼしきカメラや機き材ざいを持っている。


　海かい外がいメディアの取しゆ材ざい班はんだ。


「……なんと」


　どう反はん応のうすべきかわからないミミコに、「済すまんっ」とキケロが頭を下げた。


「いつもなら視経侵攻アイ・レイドで記き憶おくを消けして、テープを奪うばえば済すむんだが……仲間の一人に逃にげられた。もう二時間も前のことだ」


「で、でも。あいつはカメラ持ってなかったし！　こいつらの口さえ封ふうじちゃえば、なんとかなるんじゃないかなっ。きっと！」


　平へい身しん低てい頭とうするキケロの隣となりで、周は希き望ぼう的てき観かん測そくを述のべた。しかも、彼女の意見は多くの賛さん同どうを得ているらしく、そうだそうだと声を上げる者が大おお勢ぜいいた。その度に、捕つかまった取材班は、身を寄せ合って震ふるえ上がっていた。


　ハンはそんな同族を渋しぶい顔つきで見回し、


「どうするね？」


　とミミコに尋たずねた。


　思わぬ「事件」に、ミミコは戸と惑まどった。しかし、方ほう針しんを決めるのに、時間はかからなかった。さっそく、責任者らしいベンという男性と交こう渉しようを持つことにした。


「英語は話せますよね？」


「もちろん。我々はアメリカ人だ。君は……人間なんだな？」


「はい。驚おどろかせて済みませんでした。それに、乱らん暴ぼうに扱あつかわれたかもしれませんが、どうか許してください。彼らはみんな、人間を怖こわがっているんです」


　ミミコの言葉に、ベンは「怖がる？」と怪け訝げんな顔をした。


「いや、それより……君はいったい？　彼らは、その……」


「はい。吸血鬼です」


　とっくにわかってはいたことだが、改めて認められると、ベンは顔を青くした。他た方ほう、交渉を見守る吸血鬼たちも、仲間内で顔を見み合あわせた。彼らにしても、正しよ体うたいがばれていることはわかっていたが、ミミコがあまりに堂どう々どうと認めたのでつい狼狽うろたえたのである。平然としているのは、ミミコだけだった。


　しかしベンは、動どう揺ようから覚さめると、次し第だいに隠かくし切れない好こう奇き心しんを瞳ひとみに浮うかべ始めた。


　彼の名は、ベンジャミン・スタンフォードと言った。


　これは、もっとあとになってミミコが知ったことなのだが、実はベンたちは、半年前のロモスの事件以降、特とつ区くに在ざい住じゆうしているジャーナリストだった。つまり、初めから吸血鬼を追っていたのだ。


　本当に鼻はなの利きくジャーナリストなら、特区に隠かくされた秘ひ密みつのにおいをかぎ当てるのは、難むずかしいことではない。何しろ至いたる所で不ふ審しんな事件が起こっているのだ。そして、黙もく々もくと取材を続ける裡うちに、この人じん工こう島とうに少なからぬ──いや、下へ手たをすると空そら恐おそろしい数の──吸血鬼が潜ひそんでいるのではないかという疑ぎ惑わくが、ごく自然と芽め生ばえてきた。しかもそれが、人の手によって巧こう妙みように隠されているらしいということも。


　そんなときに起こったのが、昨夕のシティ・ホテルの騒そう動どうだ。ベンたちは、事件直後にネットに流された野や次じ馬うまによるホームビデオの映像を、残らず収しゆう集しゆうした。そして、事件後ほんの数時間の裡に、それらの映像が何者かの手によって削さく除じよ、もしくは信頼性を低てい下かさせられていく様子を、つぶさに観かん察さつした。


　そのときベンが感じた興こう奮ふんは、彼の長い職しよく歴れきの中でも、久ひさしく味わえなかったものだ。彼は以前、中央情報局ＣＩＡの非ひ合ごう法ほう活かつ動どうを数年に渡わたって追つい跡せき取材したことがあったのだが、特区で行われた情報操そう作さたるや、ラングレーの技ぎ術じゆつも及およばぬほど優すぐれたものだったのである。


　そして今日。特区で起きた連れん続ぞく爆ばく破は事じ件けんを彼独自の観かん点てんで調べている最さい中ちゆうに、吸血鬼に襲おそわれた。


　とはいえ、実はベンは、捕まったあともあまり悲ひ観かんしていなかった。彼は昨日の事件のあと、幸こう運うんな偶ぐう然ぜんから、昔むかしなじみの対吸血鬼の専門家と合ごう流りゆうすることができたのだ。


　逃げた一人というのが、まさにその専門家だった。彼は逃げる間ま際ぎわに、下へ手たな抵てい抗こうは慎つつしむよう念ねんを押おしていった。彼なら必ず自分たちを救出してくれる。その確かく信しんがあったのである。


　ただ、そこから先は予想外の、そして奇き想そう天てん外がいの、連続だった。


　都市全域で連れん鎖さする吸血鬼の目もく撃げき情報。第五地区フイフス・ヤードを襲った気き象しよう学がく的てきにあり得えない巨きよ大だいトルネード。夜空に発生した直径数百メートルの火の玉。さらにはスタッフ全員の頭の中に響ひびき渡る謎なぞの声。いよいよ黙もく示し録ろくかと信しん仰こう的てき達たつ観かんに到とう達たつしつつあったところに、吸血鬼たちから歓かん声せいを浴あび、彼らを平然と従したがえる、まだ未み成せい年ねんとしか思えない少女が登場したわけである。


　この少女にインタヴューすることができるのなら、ワサビをバケツ一杯ぱい食べても良かった。


　だからベンは、聞いた。


「君は何なに者ものだ？」


　ミミコは交こう渉しよう用ようのスマイルの中で、一番上じよう等とうのを引ひっ張ぱり出してきた。


「葛かつ城らぎミミコと言います。ミスター・スタンフォード。どうかあたしの言うことを、落ち着いて、聞いてください」
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「……始まったか」


　モニターに映し出される映えい像ぞうを見て、張ジヤンは瞳ひとみを糸のように細めた。


　映うつっているのは町を破は壊かいし、人々を襲う吸血鬼たち。転てん化かしたばかりの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だ。ここまで敵は血の感かん染せんを抑よく制せいしていたらしかったが、ついにその抑制が解とかれたのである。


「……いや」


　まだ完全にコントロールは失っていない、と張は見た。感染の拡かく大だい速そく度どが一年半前と異ことなる。手た綱づなを緩ゆるめた、という程てい度どだろう。


　どうしてか？　すでに張の思考は、敵の戦勝後の動きに向けられていた。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は特区の防ぼう衛えいラインを破り、九龍王クーロンおうの墓所を占せん拠きよした。すでに九龍王の復ふつ活かつも済んでいるかもしれない。だが、そのあとは？　当然香ホン港コンを再さい現げんするだろう。つまり、第だい二に次じ聖せい戦せん──特区聖戦の開かい戦せんだ。特区は人じん工こう都と市しであり、本土からも隔かく離りされている。占拠し、立たて籠こもるには打って付けの場所である。しかし、逆ぎやくに言うと特区に押おし込められ、本土まで侵しん攻こうすることは難むずかしくなる。つまり、これから始まるのは籠ろう城じよう戦せん。籠城戦においてもっとも重要な要素は援えん軍ぐんだが、幸さいわい『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に援軍は存在しない。どこまでいこうと、彼らは宿しゆく命めい的てきな孤こ軍ぐんなのだ。


　ただ、籠城に不ふ可か欠けつなものは他にもある。たとえば──兵ひよう糧ろう。


「……それでかっ」


　そばめられた張の眼がん光こうが光った。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、自らの糧かてを食い尽つくさないようセーブしているのだ。しかし、そのためには人々の脱だつ出しゆつを阻そ止しする必ひつ要ようもあるはず。


　特区は決して広くないが、四方を海に囲かこまれており、本土まではその気になれば泳およいででも辿たどり着ける。人々を囲かこい込むことは極きわめて困こん難なんなはずだが──


　張は頭を巡めぐらせたが、敵の目もく論ろ見みは見み抜ぬけなかった。さすがの張も、敵がこれまで苦しめられてきた『結界』を逆ぎやく用ようしようとしているとは、想像の埒らち外がいだ。


「いずれにせよ、あまり時間はなさそうですな。脱出を急がねば……」


　襲しゆう撃げきを受けた事務所とは、連れん絡らくが付かないままだ。あそこの調ちよう停てい部ぶは脱出計画に含ふくまれていない。が、張はその点は心配していなかった。独どく立りつ独どつ歩ぽを良よしとする、陣内直ちよく属ぞくの調停員コンプロマイザーたちである。あの声を聞いて、自分の判はん断だんで動けない人間は一人もいないだろう。


　ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトにも通つう達たつは済んだ。彼らはこちらが手を差し伸のべるまでもなく、地じ力りきで脱出する力を有している。彼らに必要なのは迅じん速そくで正確な情報だけで、張はそれを惜おしみなく彼らに与あたえていた。


『カンパニー』の他の幹かん部ぶたちとも、話は済んでいた。むろん、尾根崎には内ない密みつに、である。彼らは張の意見を全面的に取り入れた。ただし、尾根崎に付き従ってほしいという要よう請せいは、笑って辞じ退たいした。


　尾根崎の前ぜん身しんを知り、彼の父親の代から仕えてきた古ふる株かぶの幹かん部ぶは、話し合いの席せきで言ったものだ。


「いいかお前ら。いざそのときが来たら、間ま違ちがっても生いき延のびようなんて思うなよ」


　自分が助かることは諦あきらめ、その分、最後の瞬しゆん間かんまで一いつ般ぱん人じんの脱出に奔ほん走そうしろ、と言ったのである。


「それが秘密結社『カンパニー』のケジメだ。ただし、奥おくゆかしく振ふる舞まうことはない。がめつく、あこぎに、喧けん伝でんして回れ。命を犠ぎ牲せいにして一般人を救い続けたのは、『カンパニー』の人間だ、ってな。今後会長が、『カンパニー』の看かん板ばん背せ負おって世間相手の勝負に出るとき、それが必かならず力になる」


　任にん俠きようの世界からのし上がってきた、彼ららしい考えだった。そしてのちに、彼らの行動は彼らが期き待たいした以上の効果を上げるのである。もしこのときの英えい断だんがなければ、『セカンド・カンパニー』が歴史に名を残すことはあり得えなかったはずだ。


　得え難がたい職しよく場ばだった、と崩ほう壊かいする特区にあって、張は感かん慨がいを嚙かみしめた。


　モニターに視線を向ける。


　いま映されている映像には、吸血鬼たちの姿がはっきりと捉とらえられていた。『カンパニー』の人間が録とったものではない。一般のマスコミが流しているライブ映像である。つまり、世界中がこの映像を見ている。


　この映像を見ているだけでも、特区脱出後の尾根崎とスタッフの苦労は想そう像ぞうできた。だが、張が手助けできるのはここまでだ。これから先、彼らは彼ら自身の力で戦わなければいけない。この映像は、ひょっとすると『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の何倍も手て強ごわい敵であるかもしれなかった。


　と──


「──は？」


　張が、尾根崎がいれば目を丸くしそうな、間の抜けた声を出した。


　壁かべにいくつも並び、それぞれ別の局の映像を流すモニター。その中のひとつに、彼のよく知る顔が映ったのだ。


　彼のよく知る、少女の顔が……


「え？　いや──しかし、え？」


　こぞって破は滅めつ的てき映像が流れる中で、その映像だけは明らかに他局の映像と趣おもむきを異ことにしていた。何しろ、その少女は、吸血鬼と手を携えて、一般人の脱出を誘導していたのだ。


　それも一人や二人の吸血鬼ではない。何十人という吸血鬼の集団を、明あきらかに人間とわかる少女が率ひきいているのである。瓦が礫れきを押おし退のけ、ビルを飛び越こえる恐おそるべき力の持ち主たちが、彼女の指示に整せい然ぜんと従っていた。


　少女は自分がカメラに映されていることを知っているらしい。ときどきやりにくそうなカメラ目線をちらちら向けたが、結局は気にしないことにして、人々の避ひ難なんを優ゆう先せんしていた。


　気付いていないのだ。いま自分が、いかに凄すさまじい力を発はつ揮きして、特区を襲おそった暗あん雲うんを吹ふき払はらっているのか。


　他局で流される映像に比べ、彼女の映像だけは数倍の光こう量りようで流されているかと思うほどだった。そこには、他の映像にはない希き望ぼうが映っていた。張は、痺しびれたように立たち尽つくし、少女の姿を見続けた。世界中の多くの人間が、そうしているように。


　どこか遠くで、彼がよく知るあの男が、したり顔でニヤニヤ笑わらっている気がした。


「陣内君。君は……とんでもない子を残していったな」


　呆ぼう然ぜんと、張はつぶやく。そして次の瞬間、老ろう骨こつに力を漲みなぎらせ、声を張り上げて檄げきを飛ばした。


「オペレーター！　七番モニターの映像をクローズ・アップ。復ふつ旧きゆうしたシステムをフル可動して、全マスコミに流せっ。ジャックして構かまわん。ネット上にもライブでアップする。あらゆる手しゆ段だんを駆く使しして、この映像を世界に配はい信しんしろ！」
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　張の指示を受けて、この場に留とどまることを選んだ熟じゆく練れんオペレーターたちが、その真しん価かを発揮する。コンソール上で指先が稲いな妻ずまと化かし、電でん子しの手を地ち上じようのあらゆる場所へ伸のばし始めた。


　そこに──振動。少し前に味わったのと同じ、ビルの振しん動どうが襲ってきた。


「来ました！　当ビル一階に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。『赤い牙レツド・フアング』を率いていますっ。数、一個から二個小隊！」


「……鎮ちん圧あつチームとジャネット嬢じようは？」


「選せん抜ばつスタッフを連れ……五分前にビルを出ています」


　張は息をついて身体からだの力を抜ぬいた。


　まずまずだ。今夜はやられっぱなしだったが、やられたままでは終おわらずに済んだ。


「……諸しよ君くんはいまの指し示じを続行してください。最後になりましたが、君たちのような部下を得えたことを、わたくしは幸せに思います」


　オペレーターたちは返へん事じをしなかった。上司とのつき合いは長い。返事の代わりに指先を動かし、命が尽きるまで、彼の指示に従事するだけだ。


　張はそんな部下たちに一いち瞥べつをくれ、第二情報管制室を出て行った。


　上うわ着ぎを脱ぬぎ捨すてる。


　結局最さい期ごは戦場らしい。畳たたみの上よりは性しように合っている。


　それに、いま自分の足取りは軽かるかった。まるで若わかい頃ころに戻もどったかのように。


　絶望ではなく希望を抱いだいて最後の戦いに赴おもむけることを、張は神かみに感謝した。
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　特区の至いたる所から、破滅の狼煙のろしが上がっていた。


　空くう港こう。『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』。第六地区シツクス・ヤードの施し設せつ。第五地区フイフス・ヤードの市し街がい。『カンパニー』本部。他にも至る所から、火の手が上がり、悲ひ鳴めいが聞こえていた。立ち上る黒こく煙えんが林りん立りつしていた。


　そんな特区の光景を翠みどりの瞳ひとみに映しながら、カーサは軽けい快かいに走り続けた。足取りは弾はずんでいる。息を吐はき出す唇くちびるが、嬉うれしげにほほえんでいた。少しでも早く。そう気が急せいているのが、自分でもわかった。


　これが不ふ要ような戦いである自じ覚かくはある。暴走した状態で墓所に近づいていたジローは、なぜか突とつ然ぜん向きを変えて引き返し始めた。理由はわからない。しかし、これ以上カーサたちに刃は向むかう意志はないようだ。


　なのに、カーサはジローを追つい撃げきしている。


　戦いはほぼ終しゆう結けつしたが、まだ終わってはいない。戻ってザザに力を貸すべきだ。わかっている。しかし──


「構かまうか。許きよ可かは得たっ」


　ぐんぐんスピードを上げ、カーサは走り続けた。


　ジローの『血』の暴走は、一時的に沈ちん静せい化かした。しかし、完全ではない。まるで、右足と左足が別の方向に進もうとしているみたいで、力の総そう量りようは高いままなのに、引き返すスピードは出ていなかった。これなら見み失うしなうことはないし、すぐに追いつく。胸が高鳴った。


　実は、カーサの胸中には一いつ片ぺんの棘とげが刺ささっていた。事務所で、ラウに「止やめろ」と叫さけんだときから刺さったままの棘だ。小さな棘である。しかし、ふとした際に、カーサはその棘が刺さったまま残っていることに気付くのだ。


　棘はカーサの過去に刺さっている。


　十一年以上前の、香ホン港コンより古い過去に。


　その棘を忘れるためにも、カーサは身を奮ふるい立たせる。そして気持ちの高ぶるがままに、剣けんをジローに振ふり下ろすのだ。彼が受け止め、弾はじき返す、その手て応ごたえを求めて。


　ジローもすでにカーサに気付いている。彼は戦せん闘とうを避さけようとしているが、


「逃にがさない」


　強い気持ちを込こめて、カーサはささやいた。
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　ジローは、弟に背せ中なかを向けて走っていた。


　耐たえ難がたい苦く痛つうだった。


　しかし、投げ出すことはできない。ジローには、この苦痛に屈くつする資し格かくはないのだ。弟をもう一度この手に抱だくまで、耐え続けなければならないのだ。


　なぜなら自分は『賢けん者じや』の護ご衛えい者しやであり、あいつの兄であるのだから。


　暴走する力は弱まったが、かえってそのためにテンションが弛ゆるんでいた。高出力で痛いためられながら、その圧あつ力りよくでなんとか動いていた身体と神経。それが、ほんの少しの弛みでバラバラに崩くずれそうなのだ。普ふ段だんと比べれば遥はるかに強力な力が漲みなぎっていながら、頭が朦もう朧ろうとしていた。


　そして、背後に迫せまるカーサの気配。


　だが乗り切ってみせる。特区を出て、いつか戻るために。


　ジローは来た道を引き返した。そして崩ほう壊かいした給きゆう水すい塔とう跡あとを過すぎても、そのまま直ちよく進しんした。


　第二地区セカンド・ヤードに入る。ここでも破壊と混乱は始まっていた。


　ジローは朦朧とした頭で、誰かを捜さがしていた。一番最初にジローの足を止めてくれた、あの笑え顔がおを。彼女を助けねば、と思ったのだ。そして、彼女もまた、彼が弟を取り戻す力になってくれる、と。理由はない。『血』の導みちびきでもなかった。しかし、そう思った。『血』は反対しなかった。


　──ミミコさん。どこに？


　そのとき、ジローの右手の空そらに超ちよう高速で飛ひ来らいした影かげがあった。


　ヘリだ。鎮ちん圧あつチームかと思ったが、そうではない。暗あん色しよくの機体。スズメ蜂ばちを連れん想そうさせる、スマートなフォルム。針を向けるように、機き首しゆに装備された三〇ミリ・チェーンガンが銃じゆう口こうを向けた。


　──攻こう撃げきヘリ!?　『赤い牙レツド・フアング』の！


　とっさに力りき場ばを駆く使しして地上へ降こう下か。それを追って、機き関かん砲ほうが火を噴ふいた。降り立ったビルのコンクリートが、紙かみ吹雪ふぶきと化かして舞まい散ちった。雨のように降り注そそぐ銃じゆう弾だんと轟ごう音おん。反射的に張った力場思念ハイド・ハンドの盾たてをも貫かん通つうし、ジローの身体が血ち飛沫しぶきを上げた。


　ただし銃弾は銀ではなかった。鳴りを潜ひそめつつあった『血』が、猛もう然ぜんと首をもたげる。焼やけただれた傷きず痕あとをただちに完かん治ちし、ジローの両足に力を送って、彼を射線上から追い出した。


　ジローの身体が跳はねる。ビルの隙すき間まに身を躍おどらせるや、迷めい路ろに打うち込こまれたロケット弾のように壁かべを蹴けり返し、奥おくへと潜もぐり込む。が、ヘリはなんと本物のロケット弾で彼を追撃した。対戦車ミサイルヘル・フアイア。ジローを追い切ることはできなかったが、彼が逃にげ込んだビルを、一撃で半はん壊かいさせた。ジローは爆ばく風ふうに跳はね飛ばされた。


　離はなれた建物の壁に着地したとき、


「どうだい、ジロー。私の新しい玩おも具ちやは？」


　向かいの屋おく上じように、カーサが立っていた。彼女の頭ず上じようを舐なめるようにＡＨ─64Ｄ、アパッチ・ロングボウが黒いシルエットを現した。巻き起こる突とつ風ぷうを浴あびて、カーサの黒くろ髪かみがメデューサのようにうねった。


「悪いが、いまお前にはドーピング疑ぎ惑わくがかかってる。これくらい用よう意いしないと、ハンデがでかいんでね」


　そう告つげて、目の前に剣を水平に掲かかげる。ダールの曲きよく刀とうだ。カーサはスラリと鞘さやを抜ぬき払はらった。


　笑みを消し、ジローを見つめて、


「……逃げる気だったのか？」


「くっ！」


　ジローが銀刀を構かまえた。しかし切っ先が定まらない。『血』は力の出力を高めたが、効こう果かはでなかった。力の総量の問題ではなく、ジローの身体と技ぎ術じゆつが追いつかないのだ。個人が御ぎよせる力ではないのである。


　カーサが飛び降りた。


　斬きり込んだ白はく刃じんを、ジローの銀刀が受け止める。激はげしい衝しよう撃げき。火花が飛ぶ。カーサの口元にも、微び笑しようが走った。


　そして、ビルの壁を舞ぶ台たいにし、二人は剣を斬り結むすんだ。攻せめるのはカーサ。ジローはこれを受うけて立たつ。


　カーサは気ままに攻め込んだ。瞬しゆん時じ瞬しゆん間かんの気き分ぶんのままに、上から、下から、刃やいばを放はなつ。身体の制せい御ぎよがままならないジローは、複ふく雑ざつな動きができない。彼にしては稚ち拙せつな剣けん筋すじで、それでも必死に剣を振ふるう。カーサが振り下ろし、ジローが受け流す。カーサが突つき入いれ、ジローが払い落とす。キンッ、キンッ、と澄すんだ刃は音おとが幾いく度ども響ひびいた。ふた振りの白はく刃じんが、くるくる踊おどった。


「カーサっ。止やめろ」


「おいおい。私たちは宿しゆく敵てき同どう士しだぞ？　私を倒たおしたくないのか、ジロー？」


「倒す。必ずっ。だがいまは──」


「また今度って？　調ちよう子しがいいじゃないか」


　ガキッとカーサが両手を振り下ろし、ジローが銀刀で曲刀を受け止めた。カーサはそのままガリガリ詰つめ寄り、鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだ。


　刃越ごしに交わる視線。『血』に冒おかされた黒い瞳ひとみと、熱に冒された翠みどりの瞳。後こう者しやがほほえみ、


「弟をどうする気だ？　言っておくが、いじめるぞ？」


「……ぬうっ！」


『血』が猛たけった。ジローの全身からどろどろに煮に詰つまった眩霧リーク・ブラツドが漂ただよい流れ、彼の膂りよ力りよくが急きゆう増ぞうした。カーサが舌した打うちして離はなれる。『血』が追う。だが、ジローの足は続かない。


　すると、ジローの流りゆう血けつが触しよく手しゆのように持ち上がった。ヒドラか粘ねん菌きんのように執しつ拗ようにカーサを追った。カーサは大きく後こう退たいし、アパッチが機き関かん砲ほうを猛もう射しや。血が千ち切ぎれ飛び、ジローが打うち据すえられる。足場を保たもてず、地面に落下。が、『血』は落下途と中ちゆうにジローを治ち癒ゆし、彼の腕うでを動かして壁に銀刀を突き立てさせた。


　ひらりと壁へき面めんに着地。チェーンガンの銃じゆう撃げきを躱かわし、壁面を駆かけ抜ける。ヘリが追つい走そう。カーサがそれに続く。


　ヘリのパイロットは完全にカーサの支配を受けているらしい。おそらく、彼女は精神の一部をパイロットの中に置き、彼の五感を感じ取りながらコントロールしているのだ。アパッチは高い機き動どう性せいを誇ほこる攻撃ヘリだ。それがいま、カーサの手足の延えん長ちようとなっていた。


　だが逃げようはある。ジローは建物が密みつ集しゆうする地ち域いきを、地を這はうように駆けた。


「カーサっ」


「なんだ！」


「必ず戻もどるっ」


「なに？」


「必ず戻る。だから弟には手を出すなっ」


　必死に走り去りながら怒ど鳴なる。カーサは口を尖とがらせた。


「結局逃げる気か？　逃がしはしないと──」


「待っていろ！」


「ん？」


「待っていろっ。私は必ず、お前の前に戻ってくる！」


「…………」


　カーサは追う。走り続けている。その横顔がわずかに綻ほころび、嬉うれしげに、目を細ほそめた。


「……立たち場ば逆ぎやく転てん、だな」


　アパッチが前ぜん進しんを停止した。一度空中に静止し、それからゆっくりと浮ふ上じようする。カーサも徐じよ々じよに速度を落とし、足を止めた。ジローとの距きよ離りが急速に開いていく。ビルの谷たに間まを、抜ぬけようとする。


　しかし──


「悪いな。私は結構捻ひねくれている」


　自じ覚かくがあったかとザザが驚きよう嘆たんしそうな台詞せりふを、カーサは口にした。


　そして、ジローの行く手を阻はばみ、もう一台のアパッチが姿を現した。『赤い牙レツド・フアング』が特区に持ち込んだアパッチは、全部で二機あったのだ。


　ジローが立ち止まった。前方のアパッチが銃口を向けた。


　そのときだ。カーサは目を見開いて前方斜ななめ上を見上げ、ジローもハッと後ろを振り返った。


　二人の間にあるビルの谷間。そのビルの上に、巨きよ大だいな気配が顕けん現げんしたのだ。


　空間が歪ゆがみ、穴を空ける。縮地法。そして、一人の人ひと影かげが屋おく上じように立った。


「……ザザ？」


　違ちがった。それは、ひょろりと背の高い、瘦やせた男だった。


　年の頃ころは四十程度だろうか。刺し繡しゆうの織おり込こまれた白い布ぬの地じに、幅はばの広い黄色い帯。高地に暮らす遊ゆう牧ぼく民みんのような衣い装しようをまとい、両手を背中に回して組くんでいた。どちらかといえば、のっぺりした顔つきだ。目が細く鼻び梁りようが長く、あごの先から山や羊ぎひげを伸のばしていた。


　あまり緊きん張ちよう感かんのある男ではない。


　しかし、ただ飄ひよう然ぜんと立つ彼からは、極きわめて長い時間をかけ、ゆっくりと培つちかわれたであろう豊ゆたかな力が感じられた。


　雰ふん囲い気きは違う。力の傾けい向こうも。しかし彼の力は、ジローにも、カーサにも、それと察さつせられる種類のものだった。そして、さっきの術じゆつ。


「……『真しん祖そ』の？」


　男はジローのつぶやきに、細い両目をじろりと向けた。そして、腰こしの後ろで腕うでを組んだまま、今度はカーサをじろりとにらんだ。


　そのときカーサの脳のう裏りに、ずっと後方からの念話トーク・パスが届いた。


　──カーサ。戻りなさい。


　アダムだ。


　カーサは唇くちびるを嚙かんだ。頭上の男を見上げ、それからジローを見つめた。そして、しばらく彼を見つめたあと、ヒュッと曲刀を振ふるって、身体からだの向きを変えた。


「……約やく束そくだからな。ジロー」


　口の中で言い残し、カーサは退たい却きやくした。男は立ち去るカーサを、黙だまって見送った。
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　なんでかって？


　それは、動かし難がたい死と滅めつ亡ぼうに直ちよく面めんしたいまになって、ようやくこう思ったからだ。


　命を繁つなぎたい、と。


　人ひと気けのない路ろ地じ裏うらにうつぶせに横たわったまま、ゼルマンは自じ嘲ちようしてつぶやいた。


　愚おろか者もの、ここに極きわまれりだった。


　あれほど、戦いの中に──白熱と共に没ぼつしたいと決意を定めていたはずなのに。


　もう叶かなわないと決まった、いまになって。


　ゼルマンは、自らが流した血ち溜だまりの中で、弱りゆく鼓こ動どうに耳を澄すませる。真銀刀で斬きられた腕は、とっくの前に感覚をなくしていた。まだ繫がっているのか、千ち切ぎれてしまったのかもわからない。両足も先ほど感覚をなくした。目も、鼻も、ほとんど利きかない。ゆっくりと全身を溶とかす倦けん怠たい感かんに浸つかりながら、心臓が脈打つ小さな音だけを聞いていた。


　願った最さい期ごとはあまりにもかけ離はなれた死しに様ざまだ。炎ほのおに焼やき尽つくされるような死を、ゼルマンは望んでいた。


　苛いら立だちはなかった。感情の活動も鈍にぶっているが、それが理り由ゆうではない。どう死ぬかと言うより、ただ血の脈みやく動どうを止めたくなかった。命を、繫ぎたかった。


　しかし、自分はもう次に繫がらない。だからせめて、他の命を、血を、繫げたくなった。それでジローのもとにふらふらと近づいた。彼の──彼らの血を繫げるために。彼らの中にある、多くの血を繫げるために。何しろ、『闘とう将しようアスラ』の血統すら、彼らの中では生きているのだ。ならば、彼らを助けることは、自分を助けることにもなる。


　それにしても──


　どうして自分は、こんな心変わりをしたのだろうか？


　気持ちに変化が訪おとずれたのは、コタロウの代わりに真銀の刃やいばを受けたときだ。


　勝ったと思った。これで、勝った、と。そして満まん足ぞくした。だからだろうか？


　ゼルマンは、霞かすむ思し考こうを、少しずつ進める。論ろん理りと直ちよつ感かんをない交まぜにして、自分のことを、考える。


　そして結論を導みちびいた。


　ひょっとして──


　自分は次を求めているのだろうか？　勝ってしまったから。それで満足したから、じゃあとばかりに、次の何かを？　たぶん、次の戦いを？


　だから、命を、血を、繫げたがっているのか。


　もう一度検けん証しようしてみる。自分の取った行動と、そのときの判はん断だんを。


　そして、もう一度結論を導いた。


　どうやら、それっぽい。


　またしても、自嘲。何もかも犠ぎ牲せいにして意味のない何かを求めながら、いざ満まん足ぞくしたら、今度はすぐに、次。まるでガキだ。『闘将アスラ』。名前のイメージと、だいぶ違うではないか。


　まあ、自分だって始祖ソース・ブラツドの悪わる口ぐちをいえるほど大人じゃないが。


　血溜まりに沈しずみながら、ゼルマンは穏おだやかにほほえんだ。


　心しん音おんが途と切ぎれ始める。


　頼たよりなく、心こころ細ぼそい。


　ああ、とゼルマンは思う。


　この音を消したくないな、と。


　どうにかできないだろうか。


　いや、どうにもならないのはわかっているが。


　それでも誰か。


　この音をもっと。


　もっと……





「ゼルマン様っ！」
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　目の前の光景が信じられない。腕を濡ぬらす血の感かん触しよくが、抱かかえ上げた身体の軽かるさが信じられない。


　路地で横たわり、独りぼっちで死に逝ゆく主あるじが、サユカには信じられなかった。


「ゼルマン様っ。お願いです。目を開けて！　ゼルマン！」


　サユカはゼルマンの身体を抱え上げ、自らも血にまみれながら、必死に揺ゆさぶった。ゼルマンはなされるがままだ。彼女が腕を動かすたびに、細い首が揺れる。あり得ない。あのゼルマンが、自分如ごときに。


　しかしまだ息はある。啞然とするほどか細いが、ゼルマンは呼こ吸きゆうを続けている。


「お願いです、お願いです、目を開けて下さい、ゼルマン様。どうか目を開けて。サユカを見て下さいっ」


　必死に叫さけぶが、ゼルマンに反はん応のうは見られない。落ち着け、とサユカは自らに言い聞かす。


　泣きわめいてもゼルマンを助けられない。そうではなく……そうではなくて……


「──血を」


　コートを脱ぬぎ捨てる。カフスボタンを引きちぎって、ブラウスの袖そでを捲まくる。何か刃は物ものを。しかし、何もない。歯で食いちぎろうと、サユカが自分の手首を嚙かんだとき──


「……よせ」


　蚊かの鳴くような声がした。サユカははっきりと聞いた。


「ゼルマン様！」


　慌あわてて彼をのぞき込む。血の気が失うせて蒼そう白はくになった美び貌ぼう。目ま蓋ぶたがわずかに持ち上がり、彼の赤い瞳ひとみがかいま見えた。


「ゼルマン様っ。どうかしっかりして下さい。いま血を差さし上げます。すぐに回かい復ふくしますからっ」


　すがるように言って彼の頭を抱え、口元に手首を近づける。しかし、主に牙きばを剝むく余よ力りよくすらないことは明あきらかだ。


　カッターナイフの一本も用よう意いしなかった自分が恨うらめしい。しかし、それだけサユカも必ひつ死しだったのである。


　サユカがゼルマンの行ゆく方えを捜さがし出だしたのは、潜せん伏ぷくしていたホテルから出る際さい、ミミコの留る守す電でんを聞いたからだ。彼が瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ったと聞いて、矢やも楯たてもたまらず飛び出してきた。


　電話をかけた時点では浮き市フロート・マートの側そばだったそうだが、何しろ特区は混こん乱らんの最さ中なかにある。到とう着ちやくするだけでも大変だった。その上、着いて見ればミミコがいたという給きゆう水すい塔とうは崩ほう壊かいしており、辺り一面に弾だん痕こんが残っていた。唯ゆい一いつ、銃じゆう身しんが熱ねつで溶とけた銃を発見し、この近くにいることを確信したので、手当たり次し第だいに捜したのだ。留守電を聞いてからあとは、生きた心ここ地ちがしなかった。


　それでも、浮き市フロート・マートからかなり離れたこの場所に辿たどり着つけたのは、共きよう鳴めい現げん象しようのおかげだった。わずかというのもはばかられる、ないに等ひとしい共感を頼たよりに、サユカはゼルマンを捜してのけたのである。


　いまにも死に逝いこうとしているゼルマンを。


　しかし、助けて見せる。ゼルマンが自分の血を吸い尽つくさなかったのは、主の素す晴ばらしい判はん断だんだった。いまここで、サユカの血を残らず飲み干ほせば、ゼルマンはきっと復ふつ活かつする。するに違ちがいない。そうとも。八百年を生きたが古血オールド・ブラツド──『闘とう将しようアスラ』の『緋ひ眼がんのゼルマン』が、こんなに簡かん単たんに死んでしまうはずがないのだ。


　なのに、


「……むだだ」


　ゼルマンはそう言った。


　主の言うことながら頭に血が上った。食ってかかろうとした矢先に、ゼルマンは残りわずかな力を用いて、瞬しゆん間かん的てきな念話トーク・パスを送った。


　自らの身体からだの状態を。


　冷静に分ぶん析せきされた、絶望的状じよう況きようを。


　サユカの力が抜ぬけ、彼女はぺたんと座すわり込んだ。


「……噓うそです」


　サユカは言った。思念での交流だ。噓でないことはわかっている。


　しかし、


「噓ですぅ」


　風にたなびく紫し煙えんのように、頼りない声で、サユカは泣いた。


　そうする裡うちにもゼルマンの身体からは体温が消えていく。この世からいなくなり二度と戻もどらない熱を、サユカは抱だきしめることで食い止めようとした。虚むなしく、彼の顔に頰ほおを寄せた。


　どれくらいの時間が経たっただろうか。


　少し落ち着きを取り戻し、サユカは顔を上げた。


　感情が欠けつ落らくしていた。彼女は落としたボストンバッグを引き寄せ、そこから一丁の拳けん銃じゆうを取り出した。


　護ご身しん用ようの銃。そして、自じ決けつ用ようの銃だ。


　思えば、最初からこれで手首を吹ふき飛ばせば良かったのだ。いまからでも遅おそくはない。そうすれば、少なくとも死に逝ゆく主に最さい期ごの血を飲ませてあげることができる。そして、そのまま自分も一いつ緒しよに逝ける。ゼルマン亡なき後生きながらえることなど、サユカは端はなから考えていなかった。


　しかし、ゼルマンがもう一度止めた。


　念話トーク・パスか共感の名残なごりかもわからない、儚はかない意志をサユカは感じ取った。言葉になる前の、不ふ明めい瞭りようで原始的な意志だ。しかし、サユカはその意をくみ取って、ゼルマンの身体からだを抱きしめた。


　身体を密みつ着ちやくさせると、彼の鼓こ動どうが伝わってきた。そして、鼓動に耳を澄すませるうちに、そこから彼の意志が聞こえてきた。


　真まっ青さおになった。


「嫌いやです」


　掠かすれ声でささやく。それでもゼルマンの意志は変わらない。命令ではなく頼たのみ。サユカへの気持ちと、願い。


　ゼルマンはサユカに希き求きゆうする。「嫌」とサユカは繰くり返す。


　しかし──


　ゼルマンの心音はどんどん細くなっていった。ゼルマンは強きよう制せいしないが、このままでは何も言ってくれなくなる。もう時間がない。


「──っ！」


　サユカは夜空を振ふり仰あおいだ。あああ、と悲ひ痛つうな叫び声を上げた。銃を取り、撃げき鉄てつを起こした。銃じゆう口こうをゼルマンの胸に押おし当てた。


　心しん臓ぞうの真ま上うえに。


　引き金を引いた。


　ゼルマンの身体が大きく引きつった。サユカもぶるぶると痙けい攣れんしていた。銃を投げ捨てる。彼を両腕で抱き上げる。胸に顔を埋うめ。傷口に口を付けた。


　白しら峯みねサユカがゼルマン・クロックに捧ささげる、最初で最後の口づけだ。


　ゼルマンが目を開けた。赤い瞳ひとみが、最期の光を、サユカに投げ掛かけた。繫がった。彼は楽しげに笑い、そして目ま蓋ぶたを永えい遠えんに閉とざした。





　どこかの山やま奥おくだった。


　木々が生おい茂しげっている。密みつ林りんだ。それも原げん始しの密林。湿しつ気けが強く、濃のう厚こうな緑のにおいがあたりに立ち込めている。


　その奥おくに、小さな子供がいた。粗そ末まつな衣い服ふくに身を包んだ、七、八歳さいの小さな子供。陽ひに焼けた褐かつ色しよくの肌はだと、癖くせの強い黒くろ髪かみをしている。唇くちびるの下に牙きば。こちらを見る真しん紅くの瞳は、いかにもきかん気が強そうだった。


　遥はるか過去の映像。


　血統の『血』に眠ねむる光景。


　なんだ、ほんとに子供だったのか、とゼルマンは笑った。


　まあ、自分も他人のことは言えないし──


　次も結構、中身はガキだ。





　　　３





「……あの、ほんとにやりにくいんですけど……」


　興こう奮ふんしてカメラを回す取材班に、ミミコは頰ほおをかきながら言った。


　ベンは陽よう気きに、


「気にするな、ミミコっ。僕たちのことは空気だと思って、救きゆう援えんを続けなさい。ほらっ。周チヤウが来たぞ！　君の指示を待ってる！」


　バンと背中を叩たたく。思わずミミコは悲鳴を上げた。


「あれ、そんなに痛かった？」


「か、肩かたを怪け我がしてるんです……っ！」


　吸血鬼たちに無用の心配をさせないため、上着で隠かくしていたのだ。ところが、ミミコが恨うらめしそうににらむと、ベンは顔を真っ赤にした。


「すごいっ。君は本当にワンダーガールだな、ミミコ！　そんな重じゆう傷しようを隠して？　くそっ。君みたいな子がいるとはな。世の中の裏側ばかり見てきたが──まだまだ捨てたもんじゃないなっ。そら、上着を取って」


「え、ちょっ！」


「これだとかえって傷きずを刺し激げきするだろ。それに包ほう帯たいの方がカメラ映えがする」


「あんたほんと真っ当なジャーナリストなの!?」


　上着をはぎ取られたミミコは、タートルネックのセーター姿になった。とはいえ、鎮ちん圧あつチームの隊員に傷を手当てしてもらったとき、セーターの肩から胸むな元もとにかけて、大きく切り裂さいている。もちろん包帯は巻いているが……その……包帯を巻いた関係で、ブラもしていない。


　しかし、ベンのいうことは正しかった。自分では気付かなかったが、上着を取ると傷口への圧あつ迫ぱく感かんがなくなったのだ。まあ、これなら悪わるくない。


　一方、包帯姿で指揮を執とる少女の姿は、ベンたちの心を強く揺ゆさぶったらしい。カメラマンの動きにさらなる熱ねつ意いがこもった。


　あとでこのシーンは編集してもらおう。そう、心に強く誓ちかうミミコだった。この映像がライブで流されていることを、彼女はまだ知らない。


「あの、ミミコちゃん。いい？」


「あ、ごめんなさい、周さん。どう？」


「こっちの誘ゆう導どうはだいたい済んだわ。まあ、誘導というか、半分以上、牙で脅おどかしながら追い払はらってるわけだけど」


　周が肩を竦すくめて、ニッと牙をのぞかせた。


　もっとも、彼女の言うようなやり方ばかりではない。瓦が礫れきの下した敷じきになった人々や、火か災さいに巻き込まれて逃にげ遅おくれていた人々。渋じゆう滞たいで動けなくなった人々や、運うん河がに落ちておぼれかけていた人々。彼らは、超ちよう常じよう的てきな力で自分たちに手を貸してくれた者に、恐きよう怖ふ以外の視線を向けていた。もちろん、ごく少数だ。そして、少数の人々も、感かん謝しやの言葉や握あく手しゆを求めたりはしなかった。 


　しかし、命の恩おん人じんを見返す瞳ひとみには、それまでなかった何かが、確かに芽め生ばえていたのだ。そして、ベンたち取材班は、そんな当とう人にんたちも見み逃のがしているささやかな変化を、目め敏ざとく見み抜ぬき、残らずカメラに収めていた。


「とにかく、思ったより順じゆん調ちよう。あとは本土に出る船の数だけね」


「やっぱり足りない？」


「全然。まあいよいよとなれば泳およいででもいけるけど」


　特区は運河の街だ。ボートなどの小型の船せん舶ぱくは無数にある。しかし、いまはその多くが塞ふさがっている。『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』が落ちたいま、特区から出る手段は船しかないからだ。


　すると、ミミコの悩なやみを知ったベンが、


「ミミコ。少しだけボートが手配できたぞ。救命用の奴やつだが、役に立つかな？」


「ほんとですかっ？」


「ああ。あと、第一地区フアースト・ヤードの方でフェリーのピストン運行が始まったらしい。かなり大がかりな規模だ」


　ベンの情報に、ミミコは喜んで礼れいを述のべた。


　実は、ミミコが取材カメラを回すことを承しよう諾だくした理由は、ここにあった。いったいどんなルートを持っているのか知らないが、特区の住人でもないくせに、ベンたちはやたらと情報が早く、手て配はいが回るのである。


　しかも、一度取材を開始すると、水を得えた魚うおの如ごとく活いき活きと手を貸してくれる。吸血鬼たちとのやり取りも調停員コンプロマイザー並みにフランクだった。彼らに囲かこまれて震ふるえていたのが噓うそのようである。


　吸血鬼の映像は、他の局でも流されている。ならば、いまさらひとつ増えたぐらい構わない。彼らの協力を得る方が、ずっとメリットがある。ミミコはそう判断したのだった。事実、彼らのおかげで、特区脱だつ出しゆつの誘導は、ずいぶん捗はかどっていた。


　それに、思わぬ効果もあった。彼らが元気になってから、ミミコは、絶望的状況を忘れて、自然と笑え顔がおが作れるようになったのだ。人々を励はげまさなければならない彼女には、それが一番ありがたかった。


「これでカメラさえなければなあ」


　アップのところはカットしてもらおう。と、もう一度胸に誓ちかうミミコだった。この映像がライブで流されていることを、彼女はまだ知らない。


　しかし、順調だった誘導活動にも波は乱らんが訪おとずれた。


　悲鳴が聞こえてきた。いまいる道路を曲まがった先だ。


　カメラが鋭するどく反応する。ミミコはその前を横切って走った。


「どうしたの！」


「戻もどれ、ミミコっ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』じゃ！」


　混乱の起きた交差点から、ハンが駆かけ寄ってきた。彼の報告に、ミミコは青ざめた。


「拙まずいっ」


　ここから先は脱出途と中ちゆうの人々が密みつ集しゆうしている。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に襲おそわれれば惨さん劇げきになる。なんとしても食くい止とめねばならない。


「どんな奴ら？　銃じゆうは持ってた？」


「いや。この付近の住民が嚙かまれたようじゃ」


　──『赤い牙レツド・フアング』じゃない。なら、みんなの力でなんとか。


　ミミコは走り出した。ハンも舌打ちしてあとについてきた。さらにそのあとにベンたち取材班。一度カメラを回しだしてからは、身の危険を顧かえりみる様子がない。


　ミミコは交差点を曲がり、目を瞠みはった。すでに競せり合あいが始まっていたのだ。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の数は十人弱。対たいして、彼らを食い止めるのは、キケロを始めとした二十人の吸血鬼たちだ。しかし、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は転てん化かした直後から強い力を振ふるう血統である。キケロたちは押おされていた。このままでは、突とつ破ぱされる。いや、それ以前に、キケロたちまで九龍クーロンに染まる。


　──どうすれば!?


　道路の真ん中でミミコが仁に王おう立だちになったとき、突とつ然ぜん巻き起こった風が、彼女の髪かみをかき上げた。


　足あし下もとをサーチライトが通り過ぎる。次ついで、頭上をヘリが通つう過か。機体から身を乗り出す隊員たちが、眼下の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に発はつ砲ぽうを開始した。


「鎮ちん圧あつチーム！」


　ミミコが喝かつ采さいを上げた。「チンアツ？」とベン。彼の隣となりでは、カメラマンが興奮の極きわみで銃じゆう撃げき戦せんを映像に収めていた。


　そこへ、


「……待たせた、ブラザー・ベン」


　背後から一人の男が近づいてきた。


「なかなか部下と連れん絡らくが付かなくてね。だが、悪くない登場だろ、兄弟？　これもまた神のお導きだ」


　黒人の男性だった。


　背が高い。ケインほどもある。しかし、体たい格かくは彼よりはスマートだ。どこか人目を惹ひき付ける要素があって、こちらに近づいてくる姿が、一流のモデルみたいだった。夜なのにサングラスをかけ、陽よう気きに──しかし骨ほね太ぶとい感じで──笑っている。


　黒い丈たけ長ながのジャケットにローマンカラー。首から吊つるされたロザリオ。


　神父の装よそおいだ。


　そして、彼こそが、世界でもっとも有名な神父である。特に、ミミコの業ぎよう界かいに関かかわる者で、彼の顔を知らない者はいない。もぐりだって知っている。


　ミミコは硬こう直ちよくした。


「部下？　部下だと？　お前、やっぱり最初から、特とつ区くの秘密を知ってんだな！　道どう理りで再会したときから様子がおかしいと思ってたんだっ。俺おれたちの話にふんふん頷うなずきながら、実は腹はらの底そこで笑ってやがったな！」


「ヘイ、ブラザー。確かに私はすべて知っていた。それどころかここは私のホームだ。だが、長年にわたる友である君を、私は馬ば鹿かにしたりしないさ。どうか気を静しずめて、共に無事を祈いのろうじゃないか」


　怒ど鳴なり散ちらすベンに、神父は両手を広げて近づき、抱だきしめ、バンバンと背中を二度叩たたいた。そして、振り返ると、まだ硬直するミミコを見た。


　両手を広げて近づく。ミミコは思わず及および腰ごしになったが、神父も彼女が怪け我がをしているのは見取っていたらしい。抱きしめたりはしなかった。


　代わりに、


「ミミコ。大きくなったね」


「え？」


「覚えてないか？　結局一度しか会ってないものな。それに、君はまだ小さかった」


「あ、あの……」


　ミミコはマジマジと神父を見返した。


　間ま違ちがいない。「あの」神父だ。香ホン港コンの解かい放ほう者しや。聖せい戦せん最大の英えい雄ゆう。人類の救きゆう世せい主しゆにして、世界最高の吸血鬼ハンター。香港十字軍の永えい久きゆう名めい誉よ元げん帥すい。


　そんな世界的有名人が、どうして自分のことを──


「ブラザー・リンスケから聞いた。ショウゴのこと。間に合わず済まない」


　そのひと言を聞いて、ミミコの記き憶おくの奥おくからもう何年も忘れていた光景が甦よみがえった。


　陣内に連れられて、『カンパニー』の事務所に間借りし始めたころ。お金がなくてパンの耳ばかり食べていたころだ。あのときミミコは、陣内と、あんパンとジャムパンはどちらが美お味いしいかで争そう論ろんになっていた。そんなとき、陣内を訪たずねて現れた、大きな黒人男性がいた。その人はミミコに、オトナの味わいと称しようして、これまで食べたことのなかったパンを──


「……カレーパン」


「ハレルヤ。思い出してくれたかい？」


　神父がにっこりとほほえんだ。その瞬しゆん間かん、記憶の中の顔と目の前の顔が一いつ致ちした。


　そうだ。香港聖戦。陣内も参さん戦せんした。二人は戦友だったと、以前彼の口からも……


　突然、ぽろぽろとミミコは泣き出した。声は上げず、震ふるえもせず、ただぽろぽろと涙なみだを流した。


　自分でもびっくりするぐらい、唐とう突とつな涙だった。陣内の死に触ふれてから、一いつ滴てきもこぼれなかった涙だ。それが、いまになって堰せきを切ったようにあふれ出てきた。


　陣内との、パン論争。


　あの論争は、長く続いた。下した働ばたらきで働きだしてからも。ちゃんと給きゆう料りようをもらうようになってからも。ミミコがあんパン派で、陣内がジャムパン派。どちらも、これぞというパンを見つけるたびに、お互たがい買ってきて相手に食べさせた。なんとか相手をぎゃふんと言わせようと、陣内も、子供みたいに……


　風か邪ぜを引いたときがあった。雨の中、仕事で無む理りをしたのだ。陣内が看かん病びようしてくれた。食しよく欲よくのないミミコのために、いつもジャムパンに固こ執しつする彼が、特とく製せいのあんパンを買ってきた。有名店のお薦すすめ品だと言って。実はこれだけは大好きだと言って。


　美味しかったのに。


　あんなに美味しかったのに。


　もうあんなあんパンは、食べさせてもらえないのだ。あの味わいは、あの会話は、あの空気は、あの笑え顔がおは、いなくなってしまったのだ。


　陣内は、死んでしまった。


　涙が止まらなくなった。次から次へとこぼれ落ちた。ベンは狼狽うろたえて口をつぐんでいた。神父は真しん剣けんな眼まな差ざしになり、穏おだやかに、頷うなずいた。


「間に合わず、済まなかった」


　と、もう一度繰くり返した。


「──神父！」


　頭上のヘリから叫さけび声がした。涙に暮くれた目で見上げる。リンスケだ。ローター音に搔かき消されないよう、ヘリから身体からだを乗り出して叫んでいた。


「みんなを下げて！　向こうから新あら手てが来てる！」


　その言葉通り、奥の道路から、複ふく数すうの雄お叫たけびがミミコたちのもとまで届とどいてきた。頭上で空中静止ホバリングしていたヘリが、雄叫びに向かって移動を始める。しかしヘリは一機しかない。撃うちもらす敵が出ると判断したから、リンスケは神父に、撤てつ退たいするよう叫んだのだろう。


　前方を見み据すえる神父の横顔が、厳きびしく鋭するどく引き締しまった。


　と、突然後方から悲鳴が上がった。


「──え？」


　さっき曲がった交こう差さ点てんだ。違う角から『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が現れていた。前から押し寄せる集団以外で、横に回り込んだ吸血鬼たちがいたのだ。


　ヘリが慌あわてて旋せん回かい。しかし、すぐには回り込めない。神父がミミコの前に出た。いつ抜ぬいたのか、彼の手には見たことのない大型拳けん銃じゆうが握にぎられている。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の視線が、神父とミミコに向けられた。


　彼らは一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。神父が発はつ砲ぽうしようとし──


「──おっと」


　神父はおどけるように銃口を下げた。


　ダンッ、と大地が振しん動どうする。


　襲いかかる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とミミコたちの間に、赤いスーツの吸血鬼が、銀色の刀を持って着地していた。


「ジローさん！」


　ミミコの声を背中に受け、ジローの銀刀が一いつ閃せんした。
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　尾お根ね崎ざきが意識を回復したのは、高こう速そく艇ていが海上に出た直ちよく後ごだった。すぐに引き返せと口に出かかった指令を、尾根崎はのみ込んだ。


　いま船に乗っているのは、張ジヤンが選せん抜ばつしたスタッフたちだ。ボートを戻もどせと命じることは、彼らを再び危険に晒さらすということである。何よりも、乗り合わせた部下たちの表情が、尾根崎に指令を出させることを躊躇ためらわせた。


　彼らとて人間だ。こうして逃にげ延のびられて、嬉うれしくないはずはない。


　しかし、彼らは全員、今日まで共に働き、特区を支えてきた同どう僚りようたちを残してきているのである。


　彼らの仕事は世間に知られてはならない仕事だ。どれほどの業ぎよう績せきを残そうと、誰からも認みとめられない。また、どれほど窮きゆう地ちに追いやられても、どこからも救助の手は差し伸のべられない。


　そんな職しよく場ばで唯ゆい一いつ信しん頼らいできるのは、同じく社会の裏で働く同僚たちなのである。周囲との交流を断たたざるを得えないからこそ、共に働く者たちの間は、より深い連れん携けいで結ばれていたのだ。そして、深い連携はより高度な仕事と、高いスキルを彼らに与あたえた。彼らが選ばれ、脱だつ出しゆつできたのは、仲間の存在があったからだ。彼ら自身、そのことをよく弁わきまえていた。


　友を残して去る辛つらさは、尾根崎も彼らも一いつ緒しよである。それでも、張の指示に従い、仲間に背を向けて脱出している。


　戻れとは言えなかった。


　そして、その報告が届いた。伝えたのは、護ご衛えいを買って出たジャネットだ。


「襲しゆう撃げき!?」


　本部からの連れん絡らくだった。そして、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲撃を受けたという報告と、無事脱出した同僚たちへのエールを最後に、本部からの連絡は完全に途と絶だえた。いまはもう、沈ちん黙もくしている。


　張は、最後まで残ったらしい。


　高速艇は東京湾わんに出た。横浜ではなく、東京を目指しているのだ。


　尾根崎はふらふらと甲かん板ぱんに出た。そのまま船尾に移動して、徐じよ々じよに小さく遠ざかる、特区のシルエットを見つめた。


　彼が、掛かけ替がえのない仲間と共に築きずき上げた都市。炎えん上じようしている。彼の仲間を連れて。


「……待ってろよ」


　と尾根崎はささやいた。


「陣内。張。待って──最後まで見届けてくれ」


　これから先、あの二人はどこにも行かない。ずっと特区で眠ねむりながら、尾根崎を待っていてくれるはずだった。


　彼は船内に戻ると、スタッフに今後の行動を指示し始めた。
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「これで最後か……」


　自らが総支配人を務める『マリーン・バンク』の執しつ務む室しつで、ケインは電話の受話器を置いた。


　セイの配はい下かと自らの部下を集結させたケインは、彼らの協力を得て可能な限りの協きよう定てい血族を特区から逃にがす算さん段だんをつけた。


　とはいえ、逃げた先のことは何も保ほ証しようできない。世界で唯一、人と吸血鬼が共存する都市は、いま炎えん上じようしつつあるのだ。


　──先のこと、か。


　ケインの顔に苦にがい感情が過よぎった。


　再び特区を取り戻す。その決意に変わりはない。だが、その方法までは見当がつかない。とりあえず脱出し、逃げ延びた者たちと連絡を取り合い──しかし、その先は？　セイとゼルマンはもういない。セイとゼルマンがいても勝てなかった敵に、これからどうやって立ち向かえばいいのか。


　今夜、幾いく度どとなく嚙かみしめたように、またケインは、己おのれの無力を嚙みしめた。


　力が欲ほしかった。力が足たらず守れなかった特区を、もう一度取り戻せる力が。


　デスクの電話が鳴ったのは、そのときだった。


　ケインは顔をしかめた。すでに部下たちは全員銀行の外に出ている。見れば、内線ではなく、外線の電話だった。


　受話器を取り、相手の名を問とうより先に、


『……お久しぶりね、ケイン』


　ケインの両目が見開かれた。その声を聞くのは、聖戦終結後、彼が特区に移ると報告したとき以来だ。


「……長ちよう老ろう！」


『魔ま女じよモーガン』の血統に連つらなる、ウォーロック家。そのウォーロック家を束ねるのは、始祖モーガンの直系である三姉し妹まいである。


　電話の声は、その一人だった。


『九龍王クーロンおうの復ふつ活かつを、こちらでも確かく認にんしました』


　電話の声は淡たん々たんと告げた。


　どうやって確認したのかとは聞かなかった。彼女たちの魔術は、ケインはもちろんカーサでも及およばぬ、闇やみと神しん秘ぴの中にある。確認したと長おさが言うからには、彼女は確かに確認したのだろう。この電話にしても、ケインが執務室に戻ったのは、ほんの数分前だ。だが、長は彼がここで電話に出ることを微み塵じんも疑っていなかった。まるでこちらの状じよう況きようがすべて見えているかのように。


『龍りゆう王おうが倒たおれたこともわかっています。何が起きたか想像はつく。もういいわね？　一度ロンドンにお戻りなさい』


　長は、一方的に言った。


　聖戦後、ケインが特区に残れたのは、セイの口くち添ぞえがあったことも大きい。彼女たちも、高名な『東の龍王』には、相応の配はい慮りよをしていた。しかし、セイが感染したいま、ケインの残ざん留りゆうを後あと押おししてくれる者はいなくなったのだ。何より、特区は奪うばわれたのである。一族との関係性は薄うすいケインだが、彼ぐらいの古血オールド・ブラツドともなれば、その存在は無視できない。長が戻れというのは、ある意味当然のことだった。


　──ここまでか。


　本家との縁えんを絶たち、血族を離はなれる。ケインはその覚かく悟ごを固めた。もう何年も前から、自分の居場所はロンドンの『アザミ邸てい』ではなく、ここ、特区なのだ。


　良くも悪くも、血族に対する情の薄い長である。彼が自みずからの意志でウォーロック家を離れるとすれば、何か特別な事情でも発生しない限り、わざわざ追いかけようとはしない。ケインはそう読んでいた。


　しかし、部下たちは戻さねばならない。それが辛つらく、また、痛かった。彼らを戦いに繰くり出すつもりはなかったが、ケインの手足として働いてきてくれた有ゆう能のうな者たちだ。特区を出て再さい起きを図はかるにせよ、彼らがいないとなると道のりはさらに険けわしくなるはずだった。


　自分の力が削そがれていく。ケインが苦々しくそう感じたとき、


　──……力？


　ケインの目に光が宿やどった。


『ケイン？』


　耳元で長がささやく。ケインは素す早ばやく思考を巡めぐらせた。


　力。長はそれを持っている。ひとつには長い歳さい月げつが熟じゆく成せいした魔力であるが、もうひとつは技術。魔法の技ぎ巧こうだ。


　技巧とは、習しゆう得とくすることができるものである。


　ただし、それには時間がかかる。短期間で強大な力を得える方法など、そうそう存在しない。しかし、まったくない訳ではないはずだ。何か──何か、本家に伝わる魔術で、そうした条じよう件けんに当てはまるものはないだろうか？　無茶なことでもいい。大きなリスクを負うとしても……


　──ある。


　ケインの脳のう裏りに、ひとつの魔術が思い浮うかんだ。


　多大なリスクと、「呪のろい」を──彼自身、長年にわたって実感し、骨ほね身みに染しみて知っている根ね深ぶかい「呪い」を受けることで、飛ひ躍やく的てきに力を増ますことができる、ある魔術。ウォーロック家に伝わる、禁きんじられた術だ。


「長老。お願いがあります」


　電話越ごしの声が口をつぐんだ。


　長は何も言わない。話の続きを待っているのだ。ケインは息を整ととのえ、慎しん重ちように声を出した。


「魔術をご教きよう授じゆ頂いただけませんでしょうか。『魔女モーガン』の血統に伝わる、魔術を」





　　　４





「……え」


　ジローの台詞せりふを聞いたミミコは、驚おどろいて彼を見返した。


　ジローは黙だまって頷うなずく。


　いまだ黒こく煙えんを上げ続ける『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』。そこだけでなく、特区全ぜん土どから何本もの黒煙が、夜空へと立ち上っている。闇やみ夜よに点ともる火の手。大たい挙きよして海に出る人々。都市が崩くずれかけていた。いくつもの命と、さらに多くの想おもいをのみ込みながら。


「私は行きます」


　ジローは繰り返し、言った。


　風が、二人の間を流れていった。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　鎮ちん圧あつチームのヘリには、リンスケだけでなく、彼と一いつ緒しよに行動しろと言った、ヒバリも同乗していた。ミミコの無ぶ事じを喜び、ミミコの怪け我がを我わがことのように心配してくれた。


　特区がこんな風になっても、この後こう輩はいは変わらない。特区の外に出ても、きっと変わらずにいてくれるはずだ。


　リンスケも、陣内の死後に見せていた抜ぬき身みのナイフのような雰ふん囲い気きが消えていた。陣内から預あずかったという一通の封ふう筒とうを神父に渡わたしたあとは、少し穏おだやかな眼まな差ざしになった。


　また、驚いたことに、彼も神父とは顔見知りだった。それだけでなく、ベンのことも知っていたらしい。


「あの映像、あんただったの」


　と、なんとも言いようがない顔をして、なぜか同どう情じようめいた視線をミミコに向けた。ミミコはぽかんとした。あの映像──「世界を変えた映像」とまで言う者もいる──がライブで流されていたことを、彼女はまだ知らされていない。


　ともあれ、ここに神父を始め、リンスケやヒバリも来てくれた。誘ゆう導どうしていた人々の間でもパニックは次し第だいに遠とお退のき、これ以上ミミコが手を差し伸のべる必要はないかと思われた。


　ただ、問題は残っている。


　キケロや周、ハンたちだ。吸血鬼たちである。特区ですら隅すみに追いやられて暮らしていた、弱い立場の者たちだ。


　ミミコは、調ちよう停てい屋やとして彼らと共に特区を出ることはできる。ただし、そのあと彼らに住む場所を与あたえることはできない。


「気にするな。そんなことは、初めからわかっている」


　キケロはそう言ってミミコに笑いかけた。


「住む場所を提供しろなんてミミコに迫せまる奴やつはいないよ」


「でもっ。こんなに協力させておいて……」


「わかってて協力したに決まってるでしょ？　まあ、これからどうしてくれる、って怒おこってる馬ば鹿かもいるけど……」


　周が、ふう、と肩かたを竦すくめる。ハンが苦く笑しようして頷うなずいた。


「あいにく出来が悪いのばかり揃そろっておるからの。ミミコが一番よくわかっておるじゃろ。大目に見てやってくれ」


「じゃあ、特区を出たあと、どうするんですか？　みんな、どこか行く当てが……」


　ミミコの問いに、キケロも、周も、ハンも、三人とも答えなかった。ただミミコに親したしみのこもるほほえみを向けるだけだった。


　行く当てなどあるはずがない。だから、苦労して、特区までやって来たのだ。


　ミミコは唇くちびるを嚙かんだ。だが、どうしてやることもできなかった。彼女の力の及およばない問題なのだ。今後、彼ら全員の行く先々で隠かくれ住む場所を探し、付近の人間たちとのトラブルを調停して彼らの生活を守ることはできない。


「そんなに大したことじゃないさ。俺たちは特区に来るまで、ずっと人間の目から隠れて生きてきた。また元に戻もどるだけだ」


「そうそう。楽しかったよ。特こ区こ。ミミコちゃんとも、会えたしね。これでお別れだけど……ありがとう……」


　喋しやべりながら、周は涙なむだぐんでいた。「さよなら」とミミコの胸に顔を押し当てる。ミミコは周の小さな身体からだを抱だきしめた。


　背後では取材班が、ミミコたちにカメラを向ける。しかし、ベンが無言で首を振ふると、すぐに下ろした。


「また、いつかどこかで会えるといいの」


　ハンが言った。


　その瞬しゆん間かん、ミミコは彼に、


「きっと会いましょう」


　と答えていた。


「約束します。いつかきっと、あたしは皆みなさんに、皆さんが普ふ通つうに暮らせる場所を。当たり前に毎日が暮らせる場所を用意します。そして、皆さんを、そこにお呼びします。いつか。きっと」


　それはミミコの誓ちかいだった。


　その誓いが果たされたとき。そのときこそ、陣内は彼女のことを、よくやった、と褒ほめてくれるだろう。





「……いいんですか、先輩」


「うん。あとはみんな、自分たちでできるから」


　三人と別れて戻ったミミコに、ヒバリは深い情じよう感かんのこもった眼差しを向けた。


「先輩、わたし──」


「ん。なに？」


「先輩のこと、大好きです」


　ミミコは軽く瞳ひとみを瞠みはり、それから笑って「ありがとう」と答えた。


　一時的に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちを追い払はらったあと、鎮圧チームは湾わんにほど近い小さな空き地にヘリを着ちやく陸りくさせていた。神父、リンスケ、ヒバリ、それにベンたち取材班と鎮圧チームの一部隊が揃そろっている。これから彼らも、特区を出るのだ。


「一度横浜でバドリックたちと合流したあと、我々はシンガポールに渡わたる。ミミコ。君にも来てほしい」


　神父はそう今後の説明をした。


「シンガポールですか？　ひょっとして十字軍に？」


「その通り。すでに手て筈はずは整ととのっている」


　神父が頷いて言った。ヒバリがあとを次いで、


「向こうには、サキ先輩もスワン先輩も行ってるんですよ」


「えっ？　あの二人が！」


「尾根崎会長も行くはずよ。会長が率ひきいてる『カンパニー』のスタッフもね。幸い向こうには顔見知りもいるし。まあ、当とう面めんはなんとかなるはずだわ」


　リンスケがウィンクをした。「シンガポール」とミミコは実感の湧わかない声を出した。


「それと、これは君が預かってくれたまえ」


　と神父がミミコに渡したのは、真銀刀だった。小屋に戻る前に、吸血鬼たちを刺し激げきしないよう、鎮圧チームに預けておいたのだ。


「あたしが？　でも、どうしてです？　神父さんが持ってた方が」


「神の啓けい示じだ」


　神父は真ま面じ目めくさって言った。ミミコがまじまじと見返しても、表情を変えない。リンスケが「またか」と渋じゆう面めんでつぶやいていた。


　仕方なく、ミミコは真銀刀を受け取った。ずしりとした重みが手の中に収まる。


　吸血鬼との共きよう存ぞんを願うミミコには、不要の剣けん。だが、あるいはこの剣を抜ぬかねばならないときがやってくるのかもしれない。この重みは、未来に待ち受ける不ふ吉きつさの象しよう徴ちようのように、ミミコには思われた。


　すでにヘリに乗り込んでいた隊員が、


「隊長」


　と神父を促うながした。彼らがバドリック以外にそう呼びかけているのを聞くのは初めてだ。そう言えば、バドリックは鎮圧チームの隊長代理だった。鎮圧チームを設せつ立りつし、いまなお隊長の任に就ついているのは、この神父なのだ。


　ヘリのローターが回り始めた。爆音が辺りに響ひびき渡った。


　神父は隊員に頷き返し、ベンに向かってあごをしゃくった。


「聖せい職しよく者しやが下品だな！」


「ブラザー。神は寛かん大だいだ。乗れ！」


　促され、ベンと取材班がヘリに乗り込む。神父もタラップに足をかけ、一度周辺を見回した。特区の街並みに「アーメン」と十字を切り、ヘリに乗り込んだ。


　リンスケも素す早ばやく乗り込み、ヒバリに手を差し出す。


　しかし、ヒバリはその手を取らずに、ミミコを見つめた。


「先輩。ジローさんは？　どうして戻って来ないんですか？」


　堪こらえ切れない様子で、ヒバリはミミコに問といかけた。手を伸のばしていたリンスケが、ピクリと表情を動かしてからミミコに視線を向けた。


　ミミコは、コタロウがカーサたちに捕つかまっていることを、ヒバリに喋しやべっていない。しかしヒバリも、特区を出ろというコタロウの声は聞いていた。彼がここにいない理由は、なんとなく察さつしているらしい。だからあえて尋たずねないのだ。


　しかし、ジローはついさっきミミコのもとに現れ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を追い払ったのである。なのにそのあと姿を消してしまった。なぜか、自分の帽ぼう子しだけを、ミミコのもとに残して。


　彼の帽子は、ミミコが人々を誘導する間なくさないようにと、ヘリの座席に置かれていた。主あるじのいないまま、ぽつんと、シートの上に載のっている。


　ヒバリの質問を聞いて、ミミコは彼女から視線を落とした。


　身体からだを捻ひねり、後ろを振ふり返る。


　ヘリが着陸した空あき地ちの先は、湾に突つき出た小さな岬みさきになっている。誰が置いたのか木製のベンチなどもあり、ちょっとした展望台になっていた。天気のいい夜には、ジローとコタロウと一いつ緒しよに、月夜のピクニックをしたこともあった。


　サンドイッチと紅茶とワイン。あのときのコタロウのはしゃぎようと来たらなかった。ジローがコタロウを見守る優やさしい眼差しも。


　ミミコの顔に言いようのない寂さびしさと、愛いとおしさが過よぎった。


　それから彼女は後輩に視線を戻し、


「ジローさんは、来ない。もう、行ったから」


　ローター音に負けない大きな声で、ミミコは返へん事じをした。


　どこに、とは、ヒバリは聞かなかった。じわっと瞳を潤うるませたが、涙は堪えて、頷うなずいた。リンスケの手を取り、ヘリに乗った。


　ミミコもヘリのタラップに足をかけた。もう片方の足も地面から離はなす。特区の土から。一瞬、動きが止まった。


　失ったもの、残したものの大きさが、ミミコの胸を締しめ付つけた。空くう虚きよな痛みだ。その痛みを受け入れ、抱だきしめて、ミミコはヘリに乗り込んだ。


　全員乗り込んだことを確かく認にんし、


「出しなさい」


　と神父が命じた。ヘリがふわりと離り陸りく。ゆっくりと上じよう昇しようを開始した。


　ミミコが身を乗り出した。眼がん下かに、特区の大地が遠とお退のいていく。岬が小さくなり、離れた場所にミミコの小屋が見える。小屋の近くの桜並木や、散歩で歩いた廃はい墟きよが見える。それから、第二地区セカンド・ヤードが見渡せるようになり、さらには特区全域が見渡せるようになった。


　ミミコの街だ。


「──う」


　不ふ意いに。


　ミミコの胸に、怒いかりが湧わいた。強い、真まっ直すぐな怒りだった。燃え盛る太陽のような怒り。ギラギラと輝かがやいて闇やみを照てらす、強きよう烈れつな怒りが迸ほとばしった。


　怒りをそのまま解とき放はなち、





「ばっかやろおおおーっ！」





　ミミコは大声で叫さけんだ。


　同どう乗じよう者しやたちがハッとして振り向く。そして、神父はうつむき、リンスケは歯は嚙がみし、ヒバリはくしゃりと顔を歪ゆがませた。ベンは眩まぶしいものを見るような目つきで、吠ほえるミミコを見つめていた。


　ヘリが特区から遠退かる。


　ザザの『結界』が特区を封ふう印いんしたのは、その二十七分後だった。
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「……行くって、どこに？」


　呆ぼう然ぜんとして聞き返すミミコに、ジローはずっと風ふう雪せつに晒さらされ続けてきたような色いろ褪あせた表情を見せた。


「私も詳くわしくは知りません。崑こん崙ろんと呼ばれる古い都みやこです。大陸の奥おく──ここからずっと離れた場所です」


　寂さびしそうにほほえみ、


「セイの故郷ですよ」


　ミミコが息を呑のんだ。


　二人がいるのは、小さな岬だった。潮しおの香かおりがする風がそよいでいる。少し離れた場所では、二人の仲間が人々の誘ゆう導どうを続けていた。彼らのざわめきが、風にのってここまで届いてくる。


「『真しん祖そ混こん沌とん』が私を呼んでいるらしい。迎むかえが来ました」


「『真祖』って……始祖ソース・ブラツドじゃないのっ？　それもセイの血けつ統とうの始祖よ？」


「ええ。この世に生まれた中で、もっとも偉い大だいな吸血鬼と言われる方です。まだ存ぞん命めいだったとは私も知りませんでした」


「そんな人がなんでジローさんを？　まさかセイのことで……」


「いえ。迎えの方は詳くわしいことは教えてくれませんでしたが──用ようがあるのは、私自身らしい。『賢けん者じや』の護ご衛えい者しやである、私が呼ばれたんです」


　ジローを迎えに来たのは、『西にしの虎こ仙せん』と呼ばれる吸血鬼だそうだ。耳にしたことのない名前だが、吸血鬼たちの間では有名らしい。セイの兄に当たる人物だという。会わせて欲ほしいと頼たのんだのだが、ジローは首を横に振った。


「人に姿を見せることは禁きんじられているそうです。そうでなくとも、彼のような大吸血鬼となると、人ひと前まえに姿すがたを晒すことを嫌きらう者が多い」


　セイなどは例外なのである。だからこそ、彼の名は世界に広く知れ渡わたっているのだ。


「でも──なんで行くの？　呼ばれたからって、行く義ぎ理りはないでしょ？」


　とミミコは納なつ得とくがいかなかった。


「始祖ソース・ブラツドっていっても、他の血統じゃない。それとも、行けば助けてくれるの？　一緒にカーサたちと戦ってくれるの？」


「いえ。それはないでしょう。香ホン港コンのときも、自みずから戦せん場じように赴おもむいたのは、セイだけだった。彼らは数千年も前から隠いん遁とんしているのです。俗ぞく世せに出ることは、極きわめて稀まれだ」


「だったら──」


「なのに、『真祖』ほどの吸血鬼が私を呼んでいる。それも『賢者イヴ』の血統に関かかわることで。だから行くのです」


　それに、とジローは苦く笑しようして、両りよう腕うでを軽かるく広げてみせた。


「わかるでしょ？」


　わかった。


　いまジローは通常の状態ではない。こんなに穏おだやかな表情で立っているだけなのに、眩霧リーク・ブラツドの噴ふん出しゆつが止まらないのだ。それだけではない。スーツの切れ目や袖そで口ぐちからのぞく皮ひ膚ふ、そしてジローの顔がん面めんで、血管が蛇へびのように脈みやく打うっている。手足の動きも明らかにおかしかった。まるで、知らない人間の手足を動かしているように、ひどくぎこちなかった。


　さっきジローが駆かけつけてくれたときに、すぐに連れん想そうできた。事務所で垣かい間ま見た、ジローの状態と同じなのだ。程度の差こそあれ、いまもまだ暴走が続いているのである。


「この状態は、これからもっと酷ひどくなる。コタロウを取り戻もどすまで、ずっと続くはずです」


　ジローは広げた腕を戻した。平然としているのが、かえって痛いた々いたしい。こんなになってまで、ジローは戦ったのだ。


「……『真祖』なら、それを治せるの」


「封ふう印いんすることはできるでしょうね。してくれるかはわかりませんが。何より、このままでは」


「……身体からだがパンクしちゃう？」


「あなたの側そばにはいられません。危なっかしくて」


　冗じよう談だんめかしてジローが笑った。その笑え顔がおがあまりに愛いとおしく、その台詞せりふがあまりに悲しくて、ミミコの胸がひきつれた。ひっく、とミミコはしゃくり上げた。


「コタ、コタロウ君、どうするのよっ」


「取り戻します。必かならず」


「どうやってっ？」


「……もし許ゆるされれば、『真祖』に知ち恵えをお借かりしてみます。許されなければ、自分の力で。方法はまだわかりませんが、絶対に、取り戻します」


　ジローは断だん言げんした。口調は変わらない。静かなままだ。それが余よ計けいに、彼の決意をうかがわせた。


　陣内の死を知ったあと、ジローはミミコをケインに託たくし、自じ滅めつ覚かく悟ごでコタロウの奪だつ還かんに向かった。しかし、帰ってきた。諦あきらめて。このままではコタロウは救えないと理解し、救出を断だん念ねんした。そのときのジローの気持ちを考えると、ミミコは彼の顔がまともに見れなくなる。


　どんなに辛つらかっただろうか。


　その辛さを乗り越こえて、ジローはいま、ここに立っているのだ。


「あたしも──」


「え？」


「あたしも、手伝うから。コタロウ君を助けるときは、絶対あたしのことも忘れないで」


　涙なみだに暮れた瞳ひとみで、ミミコはジローに迫せまった。ジローはフッと唇くちびるを曲げ、嬉うれしそうに、


「はい」


　と答えた。


　それから、「ミミコさん」と急に改あらたまった口調になった。


「あなたの護衛クローザーの役目。ここで解かい任にんして下さい」


「えっ」


　ミミコは胸を突つかれた。夕食時に交わした会話を想おもい出したのだ。


　いないと困るから、側にいて欲ほしい。別れが辛くなるとしても、それも一いつ興きようだ、と。


　まさか、こんなにも早く、その別れが訪おとずれるとは。


　……いや。


　違ちがう。これが別れではない。そんな風には、絶対にしない。


　ジローが目を閉じ、頭を下げて、


「約束を守れずに、申し訳ありませんでした。私は──」


「駄だ目め」


「え？」


「クビにはしない。休きゆう暇かをあげるだけだから」


　ミミコが憤ふん然ぜんと言った。ジローはぽかんとしたが、やがて苦笑を浮うかべ、謹つつしんで頷うなずいた。


「わかりました。だらしない護衛クローザーに寛かん大だいな処しよ置ちをありがとうございます」


「ほんと、だらしないわ。でも許してあげる。またいつか、あたしのことを守って」


「必ず」


　とジローは約束した。


　そして、背せ筋すじを伸のばす。荒あれ狂くるう血流を精せい一いつ杯ぱい押おさえつけ、


「また会いましょう、ミミコさん」


　ジローの別れの言葉を、ミミコは正しよう面めんから受け止める。


　じっと彼の目を見た。そうする間にも、ジローの血管は不ぶ気き味みな脈みやく動どうを打ち、ときに破は裂れつして血をにじませた。全身から漂ただよい出る眩霧リーク・ブラツドと血のにおい。長い黒くろ髪かみは戦せん塵じんにまみれて見る影かげもない。


　そんなジローを、ミミコは一生懸けん命めい瞳に焼き付けた。忘れないように。片かた時ときも彼のことを忘れてしまわないように。


　と──


　ミミコの足が自然と前に出た。ジローの側に引き寄せられた。


　ジローも動かない。二人の距きよ離りが縮ちぢまる。


　しかし、ミミコの足は止まった。


「……あーっと、ごめんなさい……」


　リンスケが、もの凄すごく済まなそうに声をかけた。タイミングを図はかることにかけては人じん後ごに落ちない彼には珍めずらしいことだ。


「これ、ジローちゃんに渡さなきゃと思ったもんで」


　リンスケが持っていたのは、ジローの赤い帽ぼう子しだった。ジローは目を丸くした。特区中を駆かけ抜ぬけた激げき戦せんの中で、知らないうちになくしていたのだ。


「どこで？」


「第一地区フアースト・ヤード。ミミコちゃんに協力してた吸血鬼の一人がね。たまたま見つけたって言って持ってたのを見かけたのよ」


　半はん壊かいしたビルの側に落ちていたらしい。辺りに割われたガラスやコンクリートの欠片かけらが散乱するなか、無傷の状態で落ちていたのだと言う。主あるじが満まん身しん創そう痍いなのを余よ所そに、埃ほこりひとつついていないかのようだった。


　ジローはおかしそうに帽子を眺ながめたあと、「そうだ」とつぶやいた。


「それはミミコさんが持っていてくれますか？」


「え？」


「いつか取りに戻もどります。そのときまで、どうか」


　そう言うと、ジローは視線をミミコに戻した。


　優やさしいほほえみを浮かべる。彼に一番似に合あうとミミコが思っている、平へい凡ぼんな、飾かざるところのない微び笑しようだった。


「うん。わかった」


　とミミコは承しよう諾だくした。それから急に、リンスケに向かって、


「ねえ、リンスケさん。ちょっとその帽子被かぶってみてくれる？」
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　リンスケはきょとんとした。


「へ？　私が？」


　ミミコはリンスケの目を、じいっと見て、


「お願い」


　今度はリンスケもすぐに察さつした。にんまりと目め尻じりを垂たらして、いかにも彼らしく笑うと、ジローの帽子を頭に被り、幅はばの広いつばを両手でにぎって、顔の上半分を覆おおってしまうほど引ひっ張ぱり下ろした。


　風が、岬みさきの上を踊おどる。


　ミミコが、止まっていた足を、タッと前に進めた。


　ジローの胸に飛びこみ、彼の首に腕うでを伸ばして──思いっきり背せ伸のびをした。





　西暦二〇〇八年、晩ばん秋しゆう。


　月げつ下かの歴史は、再び戦せん乱らんの時を迎むかえる。






あとがき







　お・待・た・せ・しました！　例のひどいラストシーンののち、アニメ化、コミック化、ドラマＣＤ発売、マニュアル本刊行を乗り越えて、ようやく小説本編をお届けできます。


　第二部完かん結けつ編へん。『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ ７ 王牙再臨』。


　ＤＶＤ絶ぜつ賛さん発はつ売ばい中ちゆう！　ＤＶＤ絶賛発売中デス！（二度言った！）
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　いやー、それにしても今回は苦く戦せんしました。分ぶ厚あつくなるのは最初からわかっていたのですが（店頭で見て、ビビりませんでした？）、とにかく内容プロツトがっ。どうにもまとまらず、決まったあとも色々大たい変へんだったのです。


　理由はいくつもありました。登場人物が多いこと。その登場人物たちが縦じゆう横おうに入り乱れること。二部完結のためのクリアすべき課か題だいが多々あること等、他にもたくさん。


　でも、なんといっても一番悩なやんだのが、登場人物たちを待ち受ける、それぞれの結果でした。実際、小説書くようになって、これほど悩んだのは初めてです。


　特に、「彼」とか「彼」はねえ。やっぱ人気者なわけなのですよ。抗こう議ぎの手紙が来たらどうしようとか、作品を嫌いになられたら悲しいなあ、と書いてて思うわけです。


　しかし、散さん々ざん悩んだ末、書き終えてみると、シリーズ開始時の構こう想そう通どおりの形になってしまいました。結局これが『ＢＢＢ』にとって、一番いいと判断したからです。


　彼らだけでなく、今回本編では、幾人かの登場人物たちが舞台から退たい場じようしています。しかし、彼らは何も、消えてなくなったわけではありません。物語に深く根付き、今後も残った者たちを通して、様々な活躍を見せてくれます。どうか最後まで見届けてやって下さい。彼らを好きになってくれた皆さまに、筆ひつ者しやからのお願いです。


　あと余よ談だんですが、今回は特区全域が戦場と化しています。マニュアル本に特区の地図が記載されていますので、お持ちの方は、ぜひ地図を見ながら読み進めてみて下さい。
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　さて、少し話題を変えます。


　実はいま、富士見で「あざの耕こう平へい祭まつり」（と、自分が書くのはひどく恥ずかしい）というのを行っています。まあ、読んで字の如ごとくワタクシめのキャンペーンでして、目玉は筆者の前作である『Ｄクラッカーズ』シリーズの再刊行になります。今度はファンタジア文庫から、来月より毎月連続（毎月連続！）で一冊、もしくは二冊ずつ刊かん行こうされるのです。


　話の筋は、主人公のジャンキーがドラッグをキメてラリ──ああ、いやいや（笑）


　七年ぶりに帰国した少女が、すっかり面おも影かげをなくした幼なじみに再会。とある事件をきっけに、彼と、彼の属するアンダーグラウンドの秘密に触ふれ、妖しく危険な抗こう争そうに巻き込まれつつも、少しずつ彼との距離を取り戻していく──というお話になります。


　……うん。噓は吐ついていない。噓は吐いていないぞ。


　主人公は、初登場時のジローをさらに陰いん険けんにしたような、暗くて無ぶ愛あい想そうな冷れい笑しよう家かで（まあ、後半メッキは剝はがれますが）、外見は中性的な、ちょい病弱（病弱!?）の少年。


　ヒロインは、見た目は美人だけど中身はわりかし平へい凡ぼん（？）な、でもミミコと違い、口より先に手が出るタイプの、悩める格かく闘とう少しよう女じよ。


　その他、正義と論理を信しん奉ぽうする、弁べん舌ぜつ爽さわやかなヒロインの親友や、愛と享きよう楽らくを友とする、さらに弁舌サワヤカな主人公の相棒。アンダーグラウンドのカリスマにして主人公との対決に固こ執しつする武闘派ライバルや、なんの因いん果がか懸けん命めいに立ち回れば立ち回るほど貧びん乏ぼうくじを引かされる知性派少女。そして、愉ゆ快かいで仲良しな悪の黒くろ幕まくたちが暗あん躍やくします。


　ともあれ、すでに完結していますが、筆者にとっても大切なシリーズです。『ＢＢＢ』であざの耕平に興味を持たれた方は、ぜひこちらも手にとって見て下さい。ミステリー文庫版をすでにお持ちの方は、ついでにこっちも揃そろえてみるのはどうでしょう？（笑）


　五月からは特設ＨＰが作られるので、富士見のＨＰから遊びに来て下さい。手作り感満載の企画（笑）や、書き下ろしのテキストを用意してお待ちしております。


　また、ドラゴンマガジン誌上でも、ちょっとした特集と短期連載が始まります。書き下ろしで『ショート３』も出る予定です。こちらもお楽しみに。
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　最後に、イラストの草くさ河かさんへ。素晴らしいイラストに加え、今回は構こう成せい上じようの致ち命めい的てきミスまで、発見・ご指し摘てき下さり、ありがとうございました。命拾いしました。


　そして、そのミスを筆者共々華麗にスルーしてた担当のキャサリン（笑）。デッドライン一、二時間前まで付き合わせて済みません。でも、おかげでいい作品に仕上がりました。


　そして、読者の皆さま。次はいよいよシリーズ完結の第三部に突入です。まだまだヒートアップしていきますので、どうぞお見逃しなく。ＤＶＤ絶賛発売中です！（三回目）


　それでは。




二〇〇七年　三月（兄弟上陸まで、あと数か月！）　あざの耕平
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─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　王牙再臨─





あざの耕こう平へい
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